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論文概要
　近年の中国では経済成長優先の都市建設政策が強力に推進され、その様な風潮が都市
開発の急速な進展への追い風となって文化遺産や歴史的景観の破壊を押し進めている。
とくに東北地方では、2003年から実施された“東北老工業基地振興・改造”経済政策が
都市歴史環境へ与える影響が懸念される。本研究は、東北のハルビン，長春、藩陽、大
連という四つの副省級都市を対象に、経済建設と都市歴史環境の両立を図る方法を摸索
することを目的とする。
　論文は大きく三つの部分に分かれる。まず、“東北待遇”の経済政策が都市景観へ与
える影響を把握する。次に溜陽、長春、大連を事例として各々都市の歴史環境保護の課
題を探る。三つ目に、具体的に課題を解決する方法を長春とハルビンをとりあげて検討
する。
　中国・東北地方の都市の歴史環境保護では、「保存対開発」という図式だけでなく、「歴
史認識」という固有の問題を避けて通ることができないeこれら都市は、古くはロシア、
日本の植民地支配のもとに発展し、当時の歴史遺産をどう評価するかという問題である。
そこで、本論文では、1）旧満州国の首都として建設された長春について、遺された建築
が“満洲式”と評価できることをあきらかにし、この問題を克服する可能性を見いだし、
2）ハルビンについて、市民がその歴史的環境を認識していくための手法や条件を、社会
実験を通して明らかにした。
　そして全体を通して、市民がみずからの歴史遺産の意味を認識し、それらを継承しな
がら豊かな都市空間をつくっていくことこそ、「都市の経済建設」と言いうるのだという
ことを明らかにした。

abst『act
The　accelerat童on　of　promotion　and　modemization　constrしlction　of　urbanization　brough重a
huge　change　ill　a　city　in　China・Quick　deveiopment　of　economy　is　collnected　with　a　study　of
urbanization，　modemization，　and　the　socialization　millutely，　and　new　city　planning　and　a　search　of
a　method　of　a　design　are　demanded　from　us．
　　　　　　　　　　　　　　〕
R．ecently　ill　China，　a　rapld　urban　developmellt　is　going　on’－aゴthe　city　construction　policies　are
giving　priorities　to　the　economic　growth．　Such　a　trend　is　destroying　the　cultural　heritage　and
historical　scene．
In　2003，　State　Affairs　Admhnistration　estab且ished　a　policy　of”Dongbel　Daiyu”and　thay　chose　100
investment　items　and　invested　it．　The　characteristic　is　the　poillt　that　as凱lmed　the　quantity　tllat　an
item　of　pertinence　and　ability　of　a　company　occupy　in　Tohoku　District　a　standard　not　at　the　rate　of
fbr　average　comprising　conventiona】adrninistration　and　local　fram　e　constitution．
Tlle　infl　uence　of　this　economic　policy　on　the　conventional　administration　and　a　local　base　is
clear．　Every　individual　city　is　in　charge　ofthe　city　character　and　ill　the　revlsion　ofthe　construction
direction　that　w川adapt　to　the　new　economic　pohoy．　Th　is　will　be　a　testifying　tool　ofthe　possibility
for　saving　and　using　the　cultural　heritage　as　weli　as　the　historical　scene　ill　Tbhoku　District．
S臨enyang，　Changcllun，　Harbin，　and　Dai董an　are　fbur　vice－mlnlstry　grade　cities　in　Tbhoku　District　in
C｝lina．　Except　Shenyang，　these　cities　are　modern　clties．　Since　modern　history　of　each　city　occuples
an　extremely　important　position，　and　in　order　to　be　able　to　put　Shenyang　in　the　new　economic
po重icy，　the　author　will　try　to　untie　the　problem　of　cityscape　construction　of　Tbhoku　District　and
fbcus　on　the　1皿odern　architecture　in　these　cities．
This　study　is　aimed　at　groping　fbr　a　method　to　plall　economic　construction　and　coexistence　ofthe
city　history　environment　fer　northeastem　Harbin，　Changchun，　Shenyang　alld　Dal｛an．
The　article　is　dMded　lnto　three　maill　parts．　First　part，　this　study　considers　what　kind　of　influence
of　l「Dongbei　Daiyu　I’policy　has　on　the　city　character　and　on　the　construction　direction　in　the　fbur
selected　cities，　and　it　tries　to　lead　IIlfiu¢nce　to　tlle　cityscape　policy．　Second，　the　author　links　savi！lg
amodern　architectural　illheritance，　whicll　holds　an　impoItallt　element　oftlle　cityscape，　to　the　new
c　ity　character　and　expression　of　the　futu　re　direction　ofthe　oity　collstrしIctio11．　The飢1thor　gra！sps　the
influence　efthe　economic　policy　ofI”the　Tohoku　service”on　the　cityscape・
Thirdly，　the　author　w刊l　investigate　the　problems　of　the　histo　ry　environmental　protection　f～〕r
Shenyang，　Dalian，　and　Changchun　c　ity．　Then，　Changchun　and　Harbin　are　examined　ill　a　search　fbr
methods　to　solve　the　problerns．
When　talking　about　the　protection　of　historical　enviromment　in　Tohoku　region　in　China，　neither
”the　development　vs．　the　save”dilemma　nor”the　history　recognition”call　be　avoided．　Since
these　cities　developedしlnder　Russia　alld　then　Japanese　colonial　n11e，　evaluatillg　the｛r　historical

ellvirollmellt　raises　various　prob韮ems、　In　the　case　of　Changchun　city，　Manchuriamlationls　capital，
the　author　clar韮fied　it　is　possible　to　overcome　thls　problem　and　clarified　technique　and　a　condition
for　a　citizen　to　recognize　the　historical　environment　wllere　the　remaining　buildings　could　be
evaluated　with”Manchurian　type”．　In　the　case　of　Harbin，　itl　order　to　succeed　iパ’the　economic
construction　of　the　city’㌧tlle　citizen　should　recognize　the　meaning　of　own　llistory　inheritance
through　society　experilnent　and　they　should　create　rich　city　space．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
愴文筒要
　随着エ』二化和現代化的急速成装，当今的中国逐漸被促遊城市化的避程。如此社会和蜂
許的持綾皮展将縮短城市巧城市之同的室同距葛。因次我伽杁．来刃慣使用的以城市行政体
系力単位的城市考察就不能諺満足吋代友展的需要。
　中国奈北地区有沈陶，吟示演，長春，大連等4・↑L副省級城市。要如何保持城市独特介・性
的同射述能移実現城市皮展是返些地方政府面II缶的最大深・題。迭些城市都有キ富的近代建
筑遺芦，但壱伯各ノト城市近代化透程的不同，而等出地方政府対近代史的理解巧弘．枳的差昇。
迭些因数最柊述影・向各李政府決策部1’1対城市皮展哉略的視角。
　M2003年牙始，中国家北地区実行《家北老エ」k基地振来和改迷＞＞．政策。顧名思叉，
官是力振果和改送老工並基地力目的的9E済政策．但逮祥的経済政的実行后的連鎖反厘就
是超越行政区域的大規模的城市勾地域牙友。逮祥的牙炭将蛤旧有城市琢境里帯来的巨大
影殉是雰庸履疑的。本袷文以上述4杢奈北主要城’市力考察対象，摸素祭済建役萄城市房
史杯：境保ij弄列的皮展方法。
　本研究通迂2・ト井列流程透行．第一一7Nl流程是日中比較。采用的研究方法是西国研究成果
的共享勾比較。男一方面是実地考察把握現況。主要包括行政部i1的采坊調査和大学研究
所的学者坊詞与河巻凋査等方法的有机結合。這里要解決的深題是［保ゲ］的同題。第二
杢流程是杁．経済・声並等方面的四城市的功向的考察。主要是通辻対迭些幼向対城市琢境方
面的影・向，特刑是対城市房史琢境方面的影・向的考察．解決城市房史琢境里的［利用］。最
后通辻対迭些［保が】和［利用］的忌結，最終要解決逮篇研究袷文的目的一即美テ経済
建没下宗北地区的th史ヨ不境坪紛巧保・炉的深題。
　癒文大．体分三ノト部分。第一部分是対［奈北待遇］的考察．弄清迭些鋒済政策対城市景
現的影吻力目的．第二部分是以沈陶，長春，大達力例子明礪各ノト城市的房史杯境保か当
中存在的本辰同題．第三部分・是以K春和吟示演：力例子栓吋具体解決逮些同題的方法。
　吟示演和大達都経述帝国俄野斯統治下的：近代化建没実現城市近代化。現遺留森多当吋
多彩的近代遺芦。沈FH的城市近代化不侠包括単純的鉄路附属地建役等，述有肌古代到近
代都有強大的地方政杖遺留下来的房史文化況枳、迭些近代化建没拾城市vliEi史杯境里賦予
独特的特性。但在帝国日本的侵略統治下オ勉強升始城市近代化的長春被遺留的近代化建
筑也基本都是f国都新京］的殖民地象征建筑。
　中国京北地区的城市房史杯境保捌司題上，我伯不侠要考慮［保が萄升皮］同的矛盾。述
座考慮［th史同題］的固有保題e迭些城市在近代期的帝国俄罪斯和帝国日本的殖民地統
治下升展城市近代化。所以如何坪俳当吋的房史遺声是非常重要的同題。
　　要如何坪イ介表春的近代建筑，即囹坑折中主叉建筑在中日双方学者同避行辻根多iscte．
但込没碗定下来。逐有在社会上対送些近代建筑的処理1司題的双徳也不断，在本姶文中対
干釣満首都建没当中完成城市近代化的長春，明碗那些被遺留下来的衡満建筑可以坪俳成

新定叉的［満洲式］。述尋到克服迭些詞題的方法。即［満洲式ユ建筑是在中目丙国在当吋
世界折中主又建筑的大思潮下促生和皮展，以［五族梅和］的［満洲国先鼠1的表現力目的，
融合京洋（日本或中国）的建筑夙格和西洋古典建筑的結果。迭些建筑因当吋社会杯境元
法完成其鮮明而明礪的建筑凡格而被天折，所以官只能称建筑込幼。
　吟示演是黒尤江省的省府。是1知ヒ地区的重要城市。1982年被坪力坊史文化名城。
駅此壱伯早其他城市一歩牙展房史街区的保が，但述遺留根多同題。対干磨示演，本研究
通辻社会実雅明埆了市民学刃城市房史琢境的手法或必要条件．
　　2002年9月，吟永演工止大学和日本千叶大学取．合召升市民参勾型研吋会e我伯要
通辻如此美型研封会想改変現状，迩要考察迭些研付会在城市坊史那境保か辻程当中的定
位。加深市民対街区的意駅規念和キ富街区生活力目的的迭次研付会迩附帯有市民，大学，
行政三者切調的目的。但反夏牙展如此美型研付会也是非常重要的。逮祥最終能移込到市
民参一5型的城市建没的社会杯境的建立的目祢。
　本研究里，以長春和吟示演等近代城市力例子，探索近代茄史杯境保が和利用的手法a座
各城市的・↑・性相昇，影廟其保か和利用的手法。在長春的例子里，要保か和利用城市，16史
郡境先明崩城市房史資源的定位。但在吟示演的例子里考察重点就放在体制同題。拭圏解
庚市民在城市建没当中能鯵参勾的可能性。
　最后，通辻給文的全体証明市民自主秋知房史遺声的意又，述鑑承迭些遺芦当中建没キ
富的城市室向オ能実現真正的城市姪済建没的現点。
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始めに
　工業化社会の発展による現代都市の発展はせいぜい長くて200年足らずの歴史をもっ
ている。しかし、社会自身の発展、特にその経済発展は非常に速い。交通手段・通信技
術等の飛躍な発展は都市形態と都市地理界等を大きく刺激した。今の都市は昔の所謂
“城壁に囲まれ、壁内は城、壁外は郷”という概念ではなく、何百、何千万の人が集中され、
連結された何百、多くは何千平方kmにも達する巨大都市および、周りの大量な中小都
市と農業地区などからなる大都市地区或は都市集合地区が現代都市像となる。
　中国は世界で人口が一番多い国家である。それに都市総人口も世界的位置を占めて
いる（統計によると1997年末まで約3．6億に達している）。しかし、中国の都市化は
まだ30％若干でかなり低い。これから中国の社会、経済の継続的発展によって都市化
が自然的に発展されるのは明白である。このような変化はまた、都市人口の継続的成長
と都市数・規模の継続的成長と拡大を意味する。予測によると、2010年中国の都市人
口は6．3億に達すると言われている。
　現存の多くの都市一東北のハルビン、長春、大連から一番南の北海に至るまで多くの
都市は近代に誕生され、発展された都市が基本である。
　近代の中国はその複雑な社会歴史原因などによって長年、多くの列強国家の植民地と
して、半殖民地・半封建社会環境に置かれる。自然経済が主導地位を占め、商品経済が
極めて遅れるなど、世界範囲で振興されてきた産業革命も中国都市発展に与えた影響は
極めて小さい。新政権後、中国はまた長年伝統的な計画体制を推進しており、旧城はい
まだその程度は異なるけれども、計画配分と自給自足の閉鎖式都市構造の特徴を持ち続
けた。
　これらの都市は（その都市規模とか、都市史の長さ等に関係な⇔その内部経済構造
と社会構造が大きく変革され、入々の生活方式と価値観の変化なども混ざり合って新た
な技術と古い都市物質構造が併存されているのが実情である。特に改革・開放以後の中
国経済体制は計画経済から市場経済へ変遷されっつあり、都市経済は迅速的に発展され
るようになった。都市固有の機能構造と物質施設は時代需要に付いていけず、都市更新・
改造は都市計画と建設の大きな課題になっている。
　この節ではまず中国の近代都市の形態的特徴を考察し、本研究で主な考察対象となっ
ている東北地区の四つの副省級都市は中国の近代都市史のなかでどのような位置づけに
なっているのかを解明する。次に新中国はこれらの近代都市と建築をどのように利用し・
現在はどのような問題点が存在しているかを簡略的に考察する。三つ目は、中国の歴史
環境保存の形態を考察する。この考察は理解のために日本の歴史環境保存システムと区
別しながらその法律の違いと行政、専門家、市民などの関わり方式の違いを説明する。
1
　第四節では、上記の三つの部分での考察と理解を背景とし考察対象の確立と研究目的、
研究方法を定める。
0．1　中国の近代都市と近代建築の現状
　アヘン戦争以前の中国の都市は封建社会型であり、多くは地主封建統治階級及び一部
の商人、手工業者の住居地であった。都市は政治上に農村を統治し、都市には官府、地
主宅第及び商業、手工業とほかの労働者住居が集中していた。都市産業の大半は消費性で、
その都市の機能構造も簡単であった。封建社会の城制を継承された平面形式と完全な中
国伝統的形式の建築面貌でまとめられる。
　これらの都市は、その封建社会中における社会地位の相違、経済条件と地理位置の差
などによって封建統治の都城（例えば北京）、地区封建統治の中心（例えば省会等）、一
般的な府県、工商業城鎮等で分けられる。また、規模と形式がみなそれぞれでありなが
らもその発展とが緩慢で、変化が微小である点では一緒であった。
　アヘン戦争以後、封建社会経済がますます解体し始まり、半植民地半封建社会が出来
始めた。都市は社会経済の産物であり、それらの変化は必然的に原有の都市を異なる内
容と形式へ発展させる。
　中国の近代建築の歴史的分類において、中国国内でも論争があり、その始まりに関し
ても色々議論がある1｝。そi．て、本研究で取り上げられている近代期とその近代建築の概
念に関しては通説に基づいて統一したもので次の用に決める。
a．近代期に形成された都市の分類
　近代時期の都市は基本的に大きく二つに分けられる。
　一つは帝国主義侵略、外国資本の輸入、または本国資本の発展により、比較的に大き
な変化若しくは新興を起した都市である。
　この中、一部の都市は長年に帝国主義国家のコントロールを受けていた。例えば、青
島（ドイツと日本〉、広州湾（フランス）とハルビン（帝ロシア）、旅順と大連（帝ロシ
アと日本）等を含む東北地区の都市である。これらの都市は建設企画上には植民地都市
の特徴を表している。また、都市機能と公共施設の面での差別が鮮明であることも特徴
の一つである。長春もこれらの範囲に入る。
　もう一部の都市は帝国主義国家の占拠の下、特殊な租界地が発展された。例えば、上海、
天津、漢口等である．これらの都市は元々中国最大の工商業及び交通中心であり、都市
の中での租界と旧城区と鮮明な対比を表しているのが特徴である。また、租界の間の境
界もはっきりされており、道路と公用施設も統一されず、それぞれの晦形的な発展を遂
げていた。
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　また、中国の官僚資本または民族資本からなる新たな工鉱企業によって新興された新
都市もある。例えば、唐山、焦作などがその典型である。
　もう一類の都市はもともと封建都市であったが、帝国主義の侵入と本国資本主義の発
展の影響から局部的な発展を起した都市である。
　この類の都市は：まず、資本主義工商業の発展によって変化を起した都市であり、南通、
無錫、内江などがそ典型となる。次は沿海、沿江の都市であり、旧城区の隣に商埠地若
しくは租界が設けられて繁栄された都市である。例えば、南京、済南、沈陽などである。
b．近代期に形成された建築
　近代化とは近代史上に発生された現代化過程であり、現代化の一つの発展過程である。
しかし、世界現代化進行の全体的局面から考察すると、現代化早期発展段階となる近代
化はその異なる地域と民族、国家によってその発展のスケジュールも違い。中国を含む
発展途上国家は19世紀になってやっと近代化が始まり、その最初の誘発と刺激の要因は
基本的に外部世界的なものであった。従って、中国の近代史（1840－1949）と世界の
近代史（1640－1917）とは発展テンポも違く、世界近代史よりおおよそ200年も遅れ
ていた。
　中国建築が近代発展期に入る時、世界史はもう近代後期と現代前期に入り、中国社会
は農業文明から工業文明へ過度する転換期となる。その変革の主題は工業化であり、ま
たそのなかで近代都市化と都市近代化の過程が混ざり合う。しかし、当時の中国は半植
民地半封建社会におかれ、その中華帝国の閉鎖された国門は帝国列強の大砲と軍艦によっ
て開かれたものである。つまり、中国の解放は被動的な解放であり、その外来的な中国
の近代化を誘発した要因とは不平等条約などからなるものであった。結果的に、中国の
近代化過程は発展が遅く非均等など容疑なくされた。
　長期的な古代社会の中で発展された中国の古代建築はその封建社会の後期になると、
一定の独特で、成熟された完成的な建築体系をなしていたが、その類型上と技術発展上
では厳しい渋滞と落伍の状態を表していた。また、封建政権が対外関係上で閉関政策を
取り、西方建築の進入を阻止した。16世紀から18世紀の間に中国国内には教会と貿易
関係の建築がある程度建設されるが、その数量は極めて少なく、また、当時の建築界へ
の影響もあまりなかった。このように、19世紀半ばまで中国建築は西方資本主義建築と
完全隔離されたような状態におかれた。
　1840年のアヘン戦争が始まり、中国は半植民地半封建社会に入り、中国建築も近代時
期に入る。外国植民主義、帝国主義の進入によって大量の西方建築が中国で現れた。近
代資本主義建築類型と近代建築技術の輸入は中国建築の急激な変化をもたらした。しか
し、当時の中国はその経済、政治と文化発展が極端的に均衡を失われ、近代建築活動も
たくさんの複雑な現象を起した。
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　中国の近代建築の発展は基本的に政治事件を基本としてその発展段階を分けており、
概ね四つの段階に分けられる。中国の近代建築は上から下と新旧交替の段階におかれて
その大部分の近代建築はいまだ遺留されてある。これらの建築は新中国の最初の建築資
本となり、解放以後の建築活動にも大きく影響した。
　従って、中国の近代建築発展中の積極的な部分と消極的な部分を探求し、その複雑な
歴史背景のもとで中国建築が近代化へと転換された過程と特徴を認識し、近代建築活動
の中での外国建築技術の輸入などといった成功的な歴史経験などを総括することは、一近
代建築の発展リールを把握し、批判的にも近代建築遺産を継承するためにも極めて重要
である。
0．2　中国の旧城更新史への考察
　中国の旧城L’）更新改造は1949年から数えると半世紀あまりの歴史を持つ。大部分は長
くて何百年、短いものは70、80年あまりの歴史をもつ。半封建半植民地社会から遺留
されてきたこれらの都市は長年の戦争によって経済基礎が破壊され、日々衰退されてゆ
く状態であった。特に一般民間人住居区は特にその環境条件が悪烈であった。
　新中国後、政府は経済が非常に困難であったため、都市環境と居住条件の改善を都市
建設の先決任務として取り上げ、市民を動員して労力を借りる方法で地区環境を改造を
行った。
　“一五”期間中、国家財力の制限から都市建設資金は主に生産発展と有数の都市の新
工業区建設に行われた。例えば、ハルビンとか長春の工業区と工場建設である。しかし、
多数の都市と重点都市旧城建設は“十分利用、徐々改造”が基本的な原則となった。
　この時期の都市改造の成果は大きいが、過度的に既存設備の利用を強調したため、都
市建設のレベルがますます低くなってしまった点である。都市インフラ建設はそのレベ
ルを下げるか、建設をやめてほかめ事業に投資されたため、後の都市改造に多くの問題
点を残した。一っの事例がある。1980年代に全国主要都市の都市環境総合指標の調査を
行ったが、長春が一位を占めた。これは戦前の長春のインフラ施設の完備と都市緑化な
どは都市全般において計画的に行われたため、戦前の優れた都市インフラ環境が戦後30
年あまり過ぎたにも関わらず、ほかの都市と比べてその先進性をもっていたことを意味
する。それほど、ほかの都市（例え、北京とか上海等の重要都市さえそうであった）は
そのインフラ建設などが遅れていたことを意味する。
　“大躍進”時代になると、建設工業部は“都市建設の大躍進は工業大躍進に順応する”
スローガンを提出した。1960年の桂林会議には、旧城を“正0年と15年以内に基本的に
社会主義現代化新都市”に建設する方針を提出した。しかし、国家財力と物力の不振に
より、旧城改造は実現できず、むしろ工業化の加熱発展で旧城の環境は更に悪化されて
しまう。
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　その後の“文化大革命”期は基本的に無政府主義の混乱状態におかれ、70年代の後期
になってやっとそれまでの積もっていた問題点の整理と解決に着手できた。しかし、当
時の監理体制と経済条件の制限などによって都市環境と歴史文化への大きな破壊も見ら
れる。
　改革・開放以後、都市経済の迅速な発展によって都市建設の速度も大きく速まり、旧
城改造も新たな歴史段階に入る。その背景には、これまでの旧城は何十年もの利用と破
壊で建物の質と環境質がもう随分低下されてしまった点、人口密度の増加などによって
旧城の施設が超負荷化されていた点、不動産産業の発展は旧城まで市場開拓の足が入っ
てしまった点などが上げられる。
　特に、90年代からなる市場経済体制の確立、土地の有償使用、不動産業の発展、大量
の外資の誘致などで更に旧城の更新がエスカレート化される。
　中国の経済発展は都市の発展、つまり都市の現代化と綿密に連結され、当面の経済発
展は都市物質環境に更なるハイレペルを要求する。それは：都市が一定区域の経済成長、
貿易集散技術発展の中心として機能できるように都市の中心機能を更に強化する必要が
あること；都市のインフラ施設と環境に更なるハイレベルが要求され、都市現代化が求
められる点である。都市は発達された内外交通と効果的な通信機能、充実された水電供給、
良好な汚物処理と防災機能、美しくて快適な都市環境などが具体的に求められる。
　そのような都市未来像を求めて、優先的に求められる課題として次のいくっかが上げ
られる。
　都市産業構造は都市経済機能と都市性質を決定する内在要因である。現在の中国は第
一、第二産業が比較的に都市部に集中され、第三産業の発展が遅れている。都市発展に
おける世界的な流れから見ると中国の都市の産業構造の再構築は不可欠であり、優先的
に解決する必要がある。
　都市産業構造の調整と改造は必然的に土地利用構造の調整を必要とする。現在の中国
では都市の土地用途構造が非合理である。都市の工業用地比例が過大化され、道路交通
用地が少なすぎる問題点として取り上げられている。工業と倉庫用地などは都市土地の
30％以上を占めす反面、商業用地は極めて足りない（林志群．1993）。そして、都市の
中には住居、工場、倉庫、機関、文物古跡などが混雑されているのもその土地区画整理
に難i度を加える。
　土地の有償利用は工場がその地産値と相応しくない都市中心区から移転を容疑なくさ
れる。これは都市環境のためにもいいことである。都市環境に対する影響が大きい第一、
第二産業の郊外移転は大量の都市中心部の空き地を産む。また、都市土地の有償使用制
度は都市各区域の土地価値に格差を生じ、工業用地所有者に目に見える土地価値を与え
る。しかし、そのような土地取り引きには上記の文物古跡なども工場側の所有として勝
手に行われているため、歴史風貌と景観の保護に大きな難度を与える。
　これまでの話をまとめると：今の中国は、国家レベルではいかに経済を成長させて近代国
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家を築きあげるかと市民レベルではそのいかに家計収入の増加と低劣な倥居の状況を改善さ
せるかなどが一番の肝心な関心ことになっている。そのような風潮がまた都市開発の急速な
進展に追い風となって文化遺産や歴史的景観の破壊を押し進めている。
　実際、旧城の改造は一種の経済利益の再分配の過程である。しかし、現状からみると既存
の市場手段の運用が足りない傾向もあれば、盲目的に市場経済に頼る傾向もある。中国の歴
史街区は都市の核心区に位置されたケースが多く、優越的な区域価値を持つ。しかし、政府
としてはその改造資金が足りなく、融資、資金集めなどの手段が単一であるため、単純にディ
ベロッパーに頼り過ぎる。結果的にディベロッパーとしては経済利益優先を図り、改造の過
程で都市計画の制限を突破し、開発の高密度、高容量を単純追求する弊病が生じた。90年
代中期までこのような失敗の改造例が数多く出てきた。住居の商品化傾向は市民の居住条件
を改善させているが、同時に居住区域レベルが選択される問題も生じた。中国の実情は、市
場価値観によってものことを配慮しつつもまた歴史遺留問題を考えなければならないことで
ある。短期間で、大面積の迂居は短期間での投資の節約から長期形式の投資に転化され、新
たな問題を生じている。
　中国の都市更新は現在、絶好のチャンスに置かれているのは確かであるが、面した課
題も多い。これらの課題には歴史的な課題もあれば、新たな発展過程で現れる必然的な
課題もある。そのなかで歴史から、現在、将来につなげられる課題が都市の歴史環境の
改造・整理と都市の継続的発展との矛盾である。
　我々は今になってようやく地球環境の資源には限りがあることに気づき始めている。そし
て、その限りのある「物質」の壁を超えて、精神性や、美的な価値を大切にしていく道へ進
んで行こうとしている。都市においても、異なる様々な文化を目に見える形で表現できる都
市景観といった学科を新たに位置づけることが急務となっている。
O．3　歴史環境保存における取り組みプロセスの考察
　これまで中国の都市更新化の必要性とその当面の特徴および優先される課題解決など
を取り上げてみた。都市の歴史環境の保存と都市更新・発展との矛盾を解決することを
この研究の重点にするわけであるが、その課題に取り組む前に中国の歴史環境保存にお
ける中国の取り組みプロセスを理解する必要がある。説明と理解のやすさを求めて、日
本のシステムと比較しながら考察する方法を取る。
　都市計画の主体には「行政主体型」と「民間主体型」のふたつに大きく分けられる。
そして、そのような都市計画の実現には「事業方式」と「規制誘導方式」などといった
方式が取り上げられる。
　いわゆる政府主導というのは、政府あるいは公共団体が都市計画事業の主導権をもっ
6
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て、直接にその事業を進めることである。一方、民間主導というのは、非公的団体、ディ
ベロッパー、市民団体などがその都市計画事業の主導権を握り、事業を進めることをさす。
一方、「事業方式」というのは、直接に事業計画を建てて事業を進めることであり、比較
的に短期間で事業を完成でき、その事業への評価がすぐ目に見えるメリットがある。一方、
「規制方式」というのは、予め計画の圏標の実現を目指した様々な規制を立ち上げ、法律、
条例、規範などの形式で分散された各々の都市計画事業を総体的にまとめてコントロー
ルする方式である。
　中国ではそのほとんどの歴史街区整備は、市政府の指導のもとで市立の都市計画局も
しくはある大学、研究所などに委任して、調査、計画及び、事業計画の全般をっくり、
行政主導型の事業方式で短期間に実現させている。もちろん、それとはまったく違う民
間主導型である規制方式を中心に実現したプロジェクトもないわけでもないが、その数
量などから考察するとやはり事業方式が主流を占める（図O－3－D。
　そして、歴史的環境保護に関する制度・計画制定は：専門家、学者もしくは専門家の
動き→政府の動き→住民への展開などの流れとなっている。例えば、、専門家・学者らの
要請と具体的な働きによってまず国家制度としての「重点文物保護単位制度」「歴史文化
名城保護制度」が創設され、のちに地方制度レベルへ拡大された。結果として専門家・
学者及び行政担当者による動きが制度・計画整備の原動力になり、それが制度・計画づ
くりと連動するような形で進められ、結果的に、住民の自主的な取り組みが生まれない
ないままにその制度・計画の運用・実行体系が形成される。
　反面、日本ではそのほとんどの歴史的街区整備は、公共側は地域の特性を配慮しなが
ら、具体的な規制を作り上げ、民間の活力を事業を進めてゆくような民間主導型を取り、
規制方式を中心とした長い期間を必要とするやり方が基本である。もちろん、公共施設
などの建設や駅前再開発事業などの仕事は行政主導による事業方式で実現していいくが、
既成市街地の再開発においてはやはり既成誘導方式が主流となり、必要に応じて規制緩
和などの民間への積極性への刺激を通して、事業方式が部分的に纏められることである。
　中国と日本の間にこのような差が生じた主な原因は、土薩所有制と建物の所有権の違
いから見つけられる。中国では、「財産権の尊重」は取り上げているが、公有制を中心と
した土値・建物所有権制度を実施しており、基本的に不動産としての私有権が絶対化さ
れておらず、国家が無条件に統一的に調整・制限できるようなシステムとなっており、
都市計画の事業方式を進めるための必要不可欠な基礎的枠組となっている。法律が私権
の保護、あるいは制限のために中立的な立場として制定されているのではなく、個人は
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抽象化され、個人の全体としての「公共」の利益の保護、あるいは制限という形で個人
の利益を保護・制限するように制定されている。従って、保護の対象は主に公有財産で
あり、私有財団は所有者の同意を得ることが必要不可欠という前提となっていない。そ
れと関連して、制限の補償処置として、助成・補償・褒賞などの処置および、税制上の
優遇などが選択内容として所有者に与えられる。
　もう一方、「全ての事業は行政の必要に応じて裁量と判断を行う」行政制度の仕組みも
上記のような仕組みを支える。歴史的環境を保護する場合の法制度づくり、計画づくり
は、常に「公共」という主体としての政府の中での利益上の矛盾が存在し、其の強調が
根源的な課題と言える。政府自らの利益管理上の根拠、管理方式、管理を実現する方式、
などが制度・計画の軸となっている。
　従って、上記の2本の柱が中国式の都市計画主体と実施方式である「行政主導型の事
業方式」を支えている。
　しかし、「土地有償使用」「建物の商品化」などの改革は所有制のあり方の部分的変化、
すなわち私有範囲の拡大と私有割合の成長によって、「行政主導の事業方式」を主流から
少しずる崩れはじめている。民間経済の活躍によって、都市計画規制の必要性が高まり、
各都市では都市計画規制の充実と強化が進められており、制度・計画としての包括性と
柔軟性が求められているのが現状である。
　そして、中国では、1980年代以来、外資引入を促進するために、独資企業や官民合弁
企業、民間の合弁企業などといった様々な経済主体が出現去れ始め、従来の単一的な経
済主体方式に変化を読んでいた。このなかで、行政の公共性と民間の効率性を合わせた
官民事業体がいわゆる「第三セクター」の方式となる。
　第三セクターは海外で随分広く利用されてきたのはそのその事業体が官民合同による
事業体として適合性の高い組織形態と認められたことである。その第三セクター…t方式と
しのメリットは、行政側の公共性と民間側の効率性の結合が実現できる点が一番とみな
されている。具体的にいうと：1）民間の人材とノウハウと資金の活用が実現できる；2）　‘
行政事業体に比べ、迅速的かっ効率的な事業実行が可能になる；3）行政側に関連される
計画事業との融合と調整が容易になれる；4）行政側の参与による信用力の補助と完成及
び事業運営への協力が期待できる点などである。以上のようなメリットがあげられるが
それらと伴うデメリットも免れない。その問題点としては：1）経営責任が不明確である
点；2）経営体制が行政もしくは民間のどちらかに偏ってしまう問題、特に行政側に偏っ
た場合は効率性の喪失；3）官民結合による政治的腐敗などが上げらっる。上記のような
色々な問題点が指摘されているにも関わらず、都市計画実現のための有効な事業方式と
して期待されている。
　しかし、中国での官民結合による事業体の実践は、改革・解放により発展してきたも
のの、都市計画領域における事業はまだ始まったばかりであり、その成功例をみること
が難しい。この面では日本をふくめ外国から経験を学ぷ必要がある。
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　計画主体と事業方式の違いによって歴史的街区の整備手法も当然なことで日本より違
い。日本では行政と住民の組織と事業運営のプロセスの計画が主な課題となってあるが、
中国ではハードの面に力を入れ、事業完成と後の空間環境とそこから期待される社会的、
文化的、経済的、環境的効果などに焦点をおいて事業を進めているのが現状である。そ
して、ソフト的な面の事業はできるだけ簡略化して触れ過ぎるのが普通の考え方である。
　このような中国の歴史的街区i整備事業の実施手法は「集権型」としてその特徴を纏め
られる。まず、、何らかの形で各方面の意識をまとめ、比較的に短い時間内で事業を実現
させるのが慣例である。土地と建物の公的所有制を基本としているためその事業主も公
共部門になるとその細かい規制の必要もなくなるし、むしろ祖末な規制でまちの個性と
を保つ。しかし一方で、そのデザイン規制などは「行政の裁量と判断jに委ねられる。
そして行政の力が強すぎる中国では、問題の解決と事業のすすめには効率良いが、その
行政法や行政管理システムがまだ進んでない現状ではその問題意識と問題解決の必要性
などは決められた都市計画のルールによって進められるのではなく、管理者の素質によっ
て判断されて進められる。例えば東北地区の大連がそのような事例の一つである。この
ように「集中型」はそれなりの不安定性があって危険性も伴うが、中国のインフラ面で
の現状と都市計画の基盤などによるものであり、正確に運用すると効率性が期待され、
特には管理者として自分の任期内に「政積」として期待できるため、好まれている。
　一方、歴史的市街地に対する各種の規制を見ると、中国では歴史的保存地区における
規制はたんだん厳しくなる傾向である。しかし、　各地の都市計画規制は制定されたもの
の、厳格な実施が保証できず、例外的な、違法な扱いがよく見られる。伝統的風貌保全
地区に違法の高層ビルを建てるとか、高層ビルの規制地域に違法の高さの建物を建てる
事例などがよく見られる。
　都市計画の整備計画と事業化の過程では日本の事惰と比べると比較的に住民の意識や
市街地の現状などを無視する傾向が見られる。「お金さえあれば、どんな計画でも実現で
きる」という考え方が通論として多くの事業主に認識されている。そして、現実的には
そうとうな部分がこのような形態で実現されている。
　歴史的な市街地にかかわる都市計画制度の枠組を検討すると、中国では、本格な近代
法制度づくりが時代的に大幅に遅れているため、運用可能が既存制度がすごく限られて
いるのが実状である。公的機関は土地の建物の所有者の立場で計画しており、そして都
市建設の管理者で且つ都市建設事業の事業主ともなる。歴史的環境保護の全体的な問題
に直面された場合、既存制度をもとに対応していくより、新たな精度の創設による問題
の一時的、表層的な解決が行政管理者としては随分と効果的に見える・
　このようなシステムが、歴史的市街地の整備事業をある意味では「自分勝手な」「好き
嫌いの好み」で計画を建て、進められる基礎となっている。このような「自分勝手」「好
き嫌いの好み」は、確実な積み重ねと対象的な精度の応急的な正確が伴うもので・都市
計画の理念に違反するものであり、精度の枠組の形成と精度の着実な運用に時間をかけ
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てしまう、都市環境整備の振興および、都市の正常な発展にも極めて不利である。
注釈
1）申国近代建築の分類等に関しては、Qiu徳濃の《現代建築史》（P7．　L　8　40年アヘン戦争から新中国の成立まで）；
《中　国建築史》（第一、第二　版）；｛中国建築簡史）；《中国大百科全書・建築　圃林　城市規巻》；　　楊乗徳の《中国近
代城市与建築》。陳綱論の《“従植民輸入”から“古典復興”まで》などがあるc
2）ここでいう旧城とは非常に広い範囲で扱われているc中国では、城と城壁　は伝統的な行政機関が置かれていた集合地
にしか置かれていなく、城は都市　のもうひとつの意味として中国語では使われている。しかし、ここでの旧城　は都市
の古い町並みを指しており、近代都市における新中国後の貧民街区の　改造も旧城改造の範囲として扱っている。
参考文献
1．「中国建築史」編写組．中国建築史（第二版）．中国建築工業出版
　社、1986
2．董鑑泓，中国城市建設史（第二版），中国建築工業出版社．1989
3．侯幼彬中国近代建築的発展主題：現代転型．中国近代建築史検討会第．
4，葉華．調査研究報告書「中国の都市計画における歴史的環境保護に関す　　る研究」．第一住宅建設協会．1998
5．陽建強．現代城市更新．東南大学出版社．1999
6．歌宏兵．90年代中国大城市旧城更新若干特徴浅析城市企劃　1999年23　巻第7期
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0．4　研究目的と研究方法、論文の構成
　中国東北地区には四つの副省級都市、ハルビン、長春、藩陽、大連があり、藩陽を除
くほかの都市はすべて近代都市である。また、四つの都市とも豊かな近代遺産を誇って
いる。
　新中国成立以後の東北地区は中国国内重点工業基地として建設されるが、都市環境へ
の建設と整備は殆ど行われず、利用が基本であった。都市と建築が出来上がって100年
あまりの歳月が過ぎた今になってその建物の老化と現代都市機能に遅れている点などが
課題として浮上する。
　一方、計画時代から改革・開放時代の経済政策の変動は東北地区に大きな試練を与え
る。計画経済時代の“憧れの東北”は市場経済時代の今になって“遺棄された東北”になっ
てしまう。そんな背景の下で“東北老工業基地振興・改善”経済政策が誕生する。
　今回の経済政策は都市と地域の行政的壁を超えた工業基地振興と改善の仕組みになっ
ているのが特徴である。政策のみで国家からの投資はないということで都市と地区こと
で自分なりにその振興・改造の資金を集めなければならない。資金の自己調達は銀行か
らの融資と外資若しくは沿海地区企業からの投資誘致が主な方式となるわけだが、投資
誘致のためには相応なる都市投資環境のソフト面とハードの面での改善が必要となる。
そのハードな面での改善が都市景観に与える影響、特に都市の歴史環境に与える影響が
図O－4－1研究方法
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懸念される。
　本研究では東北地区のハルビン、長春、藩陽、大連を主な考察対象として研究を進める。
中国での中心城建設方針からすると以上の四つの都市を総括して考察するのは東北地区
全体を視野にいれた考察を意味する。
　一方、今回の経済政策は都市と地区の行政の壁を超えてある点を配慮すると、個々の
都市経済建設は必然的に周囲の都市を配慮した経済建設にならなければならないことは
明白である。実際、四つの都市は“東北サミット”という名目の都市主要責任者たちの
年一回の交流を行っており、東北地区全体を“自由経済貿易区”に建設する提案を出し
ている。
　従って、都市各々の経済政策と都市歴史環境の保存という課題は東北地区の全般を視
野にいれた解決策が必要となる。
　本研究は二つの並列的な流れに沿って研究を行う。一つは日中比較である。両国の研
究成果の共有と比較である。一方、本人の現地調査による現状把握と行政担当者へのヒ
アリング調査、大学研究者へのインタビューなどの考察との混ぜあいである。それで、
地区レベル、都市レベル、街区レベルで東北地区の近代建築の保護と利用の課題を解決
しようとする（図0－4－1を参照〉。
　研究は大きく三つの段階に分けて構成される（図0－4－2を参照）。
　最初は東北地区の現状の分析と“東北現象”のもつ意味を考察する。主に都市経済面
　　　　過去（偽満州国の枠組）　　現状（行政区域の枠組）　未来（東北地区自由経済貿易区
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図04－2　論文の構成
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での考察から”東北政策”への理解を深める。、そして、90年代に行われた北京等の事
例を取り上げて今回の経済政策が潜む危険性を指摘し、そのような経済政策が東北地区
の都市景観に与える影響を予測する。論文の第一章に当たる。
　第二部分では藩陽、大連、長春を事例として考察する。第二章に当たる。藩陽は東北
地区の伝統都市であり、政治、軍事、経済中心都市である。大連と長春は共に近代都市
であり、前者は東北の海の玄関であり、後者は東方地区の地理的中心都市である。二つ
の都市とも近代都市でありながら、戦後の都市発展の歩みは随分と違う。前者は始終中
央の重視を受けており、特に近年の都市成長ぶりは藩陽を超えて東北経済発展をリード
しようとしている。長春は“満州国国都”という思い負担を背負っており、1950年代に
は重点都市として中央の重視を受けていたが、その後はずっと中央の視野から外れた状
況に置かれていた。
　このように各々の都市発展の個性をもつ代表的な事例を取り上げ、まず、経済面にお
ける個々の都市個性と都市景観面における都市個性の考察を行う。そしてその二つの都
市個性の相互関係などを整理して都市歴史環境保存が面した一番の課題を取り上げる。
　第三部分では長春とハルビンを実例として取り上げる。第三、第四章に当たる。長春
とハルビンは比較的に対称的な二つの都市である。ふたつの都市は新中国成立以後、ずっ
と都市発展を競ってきた。しかし、計額経済の後期と市場経済初期になって中央の視線
はハルビンのほうへ向けられる。それは中国と旧ソ連との関係が与える影響が大きい。
近年の長春は大連を継ぐ成長ぶりを見せている。長春とハルビンは経済実力面ではライ
バルであるが、歴史景観面での動きは随分対称的である。長春のほうはまだ、景観保護
の意義に関して理論的にも確定的ていないのに比べ、ハルビンは中国国内でも先頭になっ
てその歴史環境保存事業を進めている。
　この部分では、二つの植民地都市の歴史環境保護事業を巡って、長春の歴史環境保護
の理論的根拠とそのようなステップを超えたハルビンでは歴史環境保存における行政、
専門家、市民という三者の中から専門家と市民の要素を重点に両者の交流を深める手法
を見つけることに重点をおく。
　中国・東北地区の都市の歴史環境保護では、「保存対開発」という図式だけでなく、「歴
史認識」という固有の問題を避けて通ることができない。これら都市は、古くはロシア、
日本の植民地支配のもとに発展し、当時の歴史遺産をどう評価するかという問題である。
そこで、本論文では、D旧満州国の首都として建設された長春について、遺された建i築
が“満洲式”と評価できることを明らかにし、この問題を認識していくための手法や条
件を、社会実験を通して明らかにした。
　最後のまとめでは、市民がみずからの歴史遺産の意味を認識し、それらを継承しなが
ら豊かな都市空間をつくっていくこそ、「都市の経済建設」と言う得るものだということ
を明らかにした。
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第一章　東北地区の都市環境と「東北政策」
一．構成
　本章では三つの節で構成されているが、それぞれ藩陽、大連、長春の三つの都市の考
察である。三つの都市は各々の個性をもつ’代表的な都市であり、東北地区でも典型的
である。
　まず、藩陽であるが東北地区四つ副省級都市のなかの唯一の伝統都市である。このよ
うな長い伝統は都市の各方面における厚い累積、特に経済と軍事、政治面での中心的地
位に相応しい豊かな文化遺産の累積が目立つ。一方、大連と長春、ハルビンは共に近代
都市であるが、まず大連とハルビンを比較してみると大連とハルビンは多くの面で共通
点をもつ。このような共通点は近代都市建設は鉄道付属地建設と租借地の名義で各々の
地域における近代都市建設の幕をあけることになる。そして、なによりもこの二つの都
市は建設当初の都市機能とその後、戦後の現在に至るまでの一環した都市機能をもって
いる点でも二つの都市は通じる点が見られる。従って、この節ではその中の大連のみを
選んで考察している。
　しかし、長春の場合はほかの三つの都市とは全然異なる都市誕生と発展の路を歩んで
きたのが特徴である。長春は為満州国成立当初の「首都新京建設」の一一一pamとして都市近
代化を初めたが、その後の政治と社会環境の変動によって都市性格の大きな変動が起き
る。このような変動は現在の長春の都市発展方向も乱している点からもまたそれなりの
個性をもつ代表的な都市である。
　三つの都市考察は各々、都市建設史、都市計画史、歴史景観の保存の現状の三つの方
面に分けて考察が行われている。
二，目的
　本章では三つの代表的な都市を取り上げて都市各々の近代遺産の保存に直面した問題
点を把握し、なにが一番の課題であるかを探ることを目的とする。
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1－1　東北三省の地域的特徴の考察
一．古代から満州国時代までの東北地区
　　19世紀末から1945年にかけて中国・東北地区（当時は満州）では開発（ここには鉄道、
鉱山、商業などといった産業開発を指している）とともに多数の都市が新興・成長した。
その多くは日本の植民地活動によって形成された都市であり、計画的に建設された都市
が大半を占める。
　　この節ではまず、戦前の東北地区における都市計画の立案、実施などの過程を簡略的
に触れて、そのような都市計画を必要とした政治・経済的背景を明らかにし、次にはそ
の東北三省の現況を三つの省に分けて各々考察する。
　満州1｝は、中国大陸の東北部に位置され、その面積は約130平方キロメートル、現在
の日本国土の三倍半に当たる。満州の北側は黒龍江、ウスリー江を隔ててロシアのシベ
リアに接し、南東は図門江、鴨緑江で朝鮮に接する。南は渤海に隣接し、南東は万里の
長城で関内の所謂中原と区分されている（図1－1－1）。
　満州の経済発達と都市の形成は明朝末期から近代にかけてその誕生と発展および完成
の過程を終わらせる。
　明朝の崩害から清朝g設立に至るまで戦乱によって遼河流域の漢民族農業社会が破滅
される。そして満州族が関内の（北京へ国都を移住させる）主要都市に移住したため、
当流域は荒廃されてしまうが、当時、都市としての形態を維持していたのは奉天、遼陽、
海城の三都市のみであるほかは数百人規模の集落と化してしまう。
　清朝政府は漢民族を満州に移植させて経済復興を企劃するが、後の1740年には「遼
東流民原地帰還令」を出して満州封禁を図る。しかし、実際は関内からの漢民族移住は
ずっと続いていた。
　一方、17世紀になるとロシアは黒龍江沿岸まで進出し、ロシアと清朝政府との領土
摩擦が多くなる。清朝政府はロシアへの対抗として黒龍江沿岸の防衛を目的とする一連
の軍事都市を建設する。例えば、曖琿（1684＞、チチハル（1691）、ハイラルなどである。
そして守備軍を支えるために軍事都市の周辺には官荘屯田を設けた。
　移住した漢民族農民は小作農となり、次第に満洲を浸食していゆく。彼らは移植前と
同様に輪作農法を営む。このような輪作農法は商業的性質も持っており、関外の農産物
と関内の手工業品の交換も同時にはじまる。それだけでなく満州の穀物は極東ロシアに
も輸出されていた。
　漢民族農民の移住と伴う商業資本も満州に流れてくる。このような商業資本の初めは
雑貨商の形で現れ、やがて穀物加工、焼鍋、製粉、油坊などほかの業種にも現れる。こ
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一のような商業資本の活動処点として次第に地方都市（鎮、街）などが形成される。
　清王朝が倒れ、中華民国が成立するとそれまで旗人が所有していた土地が整理され、
商業資本が獲得するようになる。ここには軍閥、官僚、地主、商業資本などが一体になっ
てその共同利益を成立される。
　一方、満州における近代的性質をもつ経済構造は1858年のイギリスによる営口開港
となる。そして、1903年にはロシアとイギリス資本によって中東鉄道と関外鉄道が建設
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され、開通される。これは満州の植民地化が本格的に始まっていることを象徴しており、
東北地区の社会性格も変動し始めていることを意味する。
　満州の大豆がヨーロッパに紹介され世界的な農作商品になったのは1908年頃のこと
であるが、伝統的な油坊技術は水圧式の機械工芸に代われる。製粉業も中東鉄路開通後、
ロシア資本による機械製粉によって伝統工業はつぶれてゆく。
　関内農民の満州への移住は東北地区の都市成長を促進する要因となった。特に中東鉄
路建設はその大きな契機となるe大量の鉄路建設労働者がそのまま定住し、商業的農業
もいっそうと発展した。しかし、地区全体から見ると大中都市の数は極めて少なく、そ
の大部分は人口数万程度の小都市である。このような小都市は農村的性格を持つ都市で
あり、地主と商業資本が農民を支配するための処点となっている。
　都市の多くは（近代的意味ではまだ都市と言い難いが）、鉄道の敷設に伴って成立し、
鉄道運輸の発達と増加と共に成長され、徐々に近代都市としての形態を成していた。
1930年代の統計によれば、鉄道経過都市は東北全体都市の60％、都市人口の81％を占
めていだ｝。このような戦前の都市発展特徴は東北地区の優れた鉄路交通システムを裏付
けている。現在の東北地区の鉄路ネットは全国的にも優位を占めている。
　近代日露が進出する前の東北では、河が交通の大動脈であった。各地の物資は馬によっ
て河沿いの処点都市まで運ばれ、そこからジャンク船を使って河口まで運ぼれる。北部
のハルビンは松花江の交易処点として栄え、南部では遼河の河口にあった営口が最大の
港であった。しかし、鉄道の出現によって流通網と流通方式は大きく変わり、中東鉄道
と満鉄がこれまでの河運輸を乗っ取って、東北の大動脈となる。そして、まるで毛細血
管のように本線から支線が四方へ至ることで、東北地区全域がこれまでの馬と船の流通
網から鉄道中心へと代わり、満州経済の命脈を握るにまでなる。
　一方、鉄路開通前の主な交通手段であった水運を背景に発達していた都市は、鉄路開
通後には市勢が衰えて、その代わりに鉄道沿線都市が成長を遂げるようになる。例えば、
前者は田荘台、牛荘城、新民、鉄嶺（鉄嶺は後に満鉄の産業開発によって振興される）
などがそうである。後者は安東、鞍山、奉天、開原、公主嶺、四平街、長春などである。
従って、外国資本による鉄道建設と植民地化の始まりは、東北地区の都市形成に決定的
な影響を与えたと言える。
　東北の近代都市の誕生と成長には主にロシアと日本が関わってきたわけであるが、そ
のなかにおけるいくつかの代表的な都市事例を考察してみよう。
　1）ロシアの中東鉄道建設：
　ロシアは中東鉄路’）を敷設すると、鉄道沿線に計画的な都市建設を実施し、ロシア資本
の満州進出の処点とした。そのなかで最大規模の都市はハルビンである。ロシアが「東
方モスクワ」を目指して行った都市建設であり、ドイツ建設の青島と並んで、中国にお
ける近代都市計画の始まりでもある。
　ロシアの満州進出の処点として発展を遂げたハルビンは1906年、ついにはハルビン
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市制規定案も作成され、1908年にはハルビン市議会が成立される。ハルビンの近代都市
としての形態の完成を表明する。また、近代長春の郊外に位置する寛城子付属地は長春
にとって最初の近代的町並み建設ともなる。しかし、後の近代日本の満州における台頭
とともなってこの付属地は廃櫨されてゆく。
　2）満鉄による附属地建設：
　満鉄は商事会社の形態をとりつつも、「政策的意味を有する特殊会社」9〕であり、鉄道
だけでなく鉱山、港湾、製鉄、電気、ガスなどの都市公共事業も経営するなど幅広い付
帯事業をもっていた。土木、教育、衛生などの必要施設は政府の認可の下での義務事項
となっており、満鉄は附属地における課税権も所有する。
　満鉄附属地は世界的にも類例のない特異な植民地であって、その法的性質をめぐって
戦前には準租界地説、準領土説、専管居留地説などさまざまであったが、基本的に鉄道
経営国の属地的行政権を認めた外国行政区域と称していた。
　大連を除く満鉄付属地は三つのタイプに分類できる。
　①．既存の比較的に大きな都市の近郊に建設された付属地（奉天、長春等）。奉天、長
春では旧市街地と満鉄付属地の問には商埠地が建設された。結果、これらの都市には三
種類の異質な市街地で構成される。伝統的城区とは離れた独立性をもつのが特徴である。
　②．農村や無人の荒穿に建設された付属地。農産物の集散値として成長される（開原、
四平、公主嶺等）。
　③工業都市としての性格をもつ付属地（鞍山、撫順等）
　大連の都市建設は軍港旅順に対するロシアの商港都市としての建設から始まる。そし
てその都市計画は建設途上であったロシァの都市設計を近代日本がそのまま継承したも
のである。したがって日本側も自由港として大連を位置づけて建設を行った。
　大連の急速な経済成長と繁栄の背景には大連港の貿易発展があった。大連を輸出入税
を課・さない自由港にするロシア時代の政策は日本時代も継承されており、満州の貿易の
大半は大連港を経由させることで、その地位を固めようとした。
　これは、その自由港制度以外にも大連中心主義を取り、大連を東洋一と呼ばれる港湾
として建設・経営し、割引運賃によって貨物が大連に集中するよう政策を取ってきたわ
けである。
　一方、1931年の満州事変（9．18事変ともいう）までの長春は人口13万人、満州の都
市としては中規模であった。その規模は奉天やハルビンなどの大都市（50万人前後）や
古都・吉林にも比べにもならないほどであった。
　しかし、長春が国都として選ばれたことには旧勢力（藩陽の中国伝統勢力とハルビン
のロシア勢力）と地理的バランスへの配慮、都市建設のコストの問題（地価など）が上
げられる。従って長春は政治と軍事、経済のバランスが配慮された都市建設である。
　上記のような長春の国都建設は奉天にとってショックであった。元々、奉天は在満邦
人の経済中心地であり、関東軍司令部が置かれる等政治・軍事的中心でもあったからで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18
ある。後に藩陽の邦人商業会は工業振興策を満州国に提言している。実際にも後から工
業都市として建設が進められている。
二．東北三省の概況
　①黒龍江省の概況
　黒龍江省は、東経121°11’－135°05’、北緯
43°25’－53°33’の間に位置しており、中国の最
東北部に位置する省である。そしてその北部と
東部は黒龍江、ウスリー河を境にしてロシアと
i接する。西部は内モンゴルと隣接、南部は吉林
省と接する。面積は46万平方キロメートルで
ある（図1－1－2）。
　全体の地形は比較的に複雑で、西北部には大
興安嶺山地で、北部には小興安嶺；東南部の張
広才嶺、老爺嶺、太平嶺と完達山等の山地；西
南には轍江、松花江は南北方向に省を貫いて東
北部の三江平原を、西南部の松轍平原を形成し
ている。東南部にはまた興凱湖がある。丘陵山
農登
　　　　々
○長審
蚕惹
遼寧省
地は海抜300－1780m左右で、全省面積の図1’1°2東北三省
70％を占める。平原海抜は50－250m左右で、全省の30％を占める。山地は平原の分
布で省の西北部と北部及び東南部が高く、東北部、西南部が低い地勢を成している。
　　当地区には今から3，4万年前の旧石器時代から人類活動が考察されている。当地区
に建立された最初の地方政権は全国後期の夫余国である。そして満州と呼ばれるように
なったのは清代からのことである。17世紀80年代、清政府と帝国ロシアのアクサ戦役
を経て、中ロ東段国境が決められる。
　現在・13の地級行政単位、19の市と県級市、47県、64区、464鎮、480卿、9157
の村を傘下に収めている。
　黒竜江省には・満、朝鮮、回、モンゴルなど10の世居民族が居住しており、長年の間、
民族の流動と同化、政権の交代などが行われた。そして、近代のロシアと日本の洗礼を
受けるが・その特殊な地理位置から抗日戦争以後の最初の共産党傘下省となる。2001年
末まで・省の総人口は3811万人、少数民族51の199．9万人に達している。
新中国後の黒竜江省は、徐々に国家重要な穀物、石炭、石油、林業と機械工業基地に成
長した・特に・改革・開放依頼の黒竜江省は旧ソ連との国境便を利用して国境貿易を多
大に発展させ、現在は一定の規模を成している。
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②吉林省の概況
　吉林省は中国東北東北地区の中部に位置し
ており、清代になって吉林省が置かれた（図
1－1－3）。その名称は境内の吉林城から由来して
いる。人口2690．8万人（2001年統計）、漢、
朝鮮、満、回、モンゴルなどの民族を持っている。
傘下には1自治州、8地級市、57県（市、区）、
3自治県ををおさめる。省府は長春市に置かれ
ている。
　吉林省の全国における地位を概ね三つの“約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1－1－3　吉林省地図2％”、面積18．74平方キロメートルで全国の
1．95％；2003年人口は2703．7万人で全国の2．09％；2003年のGDPが2522．6億で全
国の1．87％を占める。
　吉林省は辺境と辺海に面しており、国境線は1438．7km、そのうち中朝国境線が
1206km、中ロ国境線が232．7kmを占める。最東端に位置する琿春市は日本海との最近
距離は15km、ロシアのピシャット湾と4kmしか離れていない。吉林省は北緯40°の北
部に位置し、温帯大陸性季節風気候に属する。だから、その四季が分明で気候が適宜で
ある。
　省の地勢は東南が高く、西北が低い。東から西に自然的に東部長白山山地原始林が形
成されている。東中部は低山地と丘陵；中部の松遼平原、西部草原湿地を合わせて四つ
の生態区を形成している。全省には29の自然保護区、中には四つの国家級と11の省級
自然保護区が含まれる。全省の森林被覆率は42．5％、全国平均より25ポイントが高い。
省域には大小200の河川があり、主に松花江、遼河、鴨緑江、図門江、桜券河水系に属し、
中でも松花江と遼河二大水系流域が全体の土地面積の78．6％を占めている。
　吉林省の自然資源は非常に豊かで、400．5万haの耕地；中部松遼平原のトウモロコシ
と大豆；804．5万haの林地面積；豊かな非金属資源、総面積217．7万haにものぼる草
地資源からなる商品牛と細羊毛の主要産地；長白山の野生生物と薬材資源で有名になる。
豊かな自然資源は観光事業に条件を与えている。
　③遼寧省の概況
　遼寧省は北緯38度43分～43度26分、東経118度53分～125度46分に位置する。
総面積は14．75万平方キロメートル、うち平野4．82万平方キロメートル、山地8．78万
平方キロメートル、海岸線2920キロメートルを占めている。人口は4238万人（2000
年の統計）である。民族は漢族（3559万人）のほか満州族、朝鮮族、回族・蒙古族等が
ある。省都は藩陽である。
　地理的には東西両側に山地と丘陵が横たわり、中央部に遼河が流れる平野、南は遼東
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半島が黄海と渤海の問に突出している。西南部、西部は河北省、内モンゴル自治区と、
北部は吉林省と、東部は鴨緑江を隔て北朝鮮と接している。藩陽、大連、鞍山等の14
市から構成され、満族自治県（本渓市桓仁満族自治県等）、モンゴル族自治県（阜新市阜
新モンゴル族自治県等〉も存在する。
　地下資源として鉄（鞍山、本渓）、石油・天然ガス（盤錦）、マグネシウム（営口）、石炭（撫
順、阜新）、モリブデン（朝陽）等があり、同省の重化学工業の基礎資源となってきた。
　遼寧省の第十次五力年計画（2001年～2005年）においては、三大戦略（科学・
教育の振興、対外開放、持続可能な発展）を実施してきた。情報化による工業化の牽引、
経済発展、社会進歩の促進を図っている。
　主な産業として石油化学、機械、冶金、電子が4大支柱産業である。今後は、「三二四」
の産業構造調整方針（石油化学・鉄鋼・設備製造業の調整、電子清報・自動車産業の育成、
軽工業・紡績・医薬・建材の改造）に基づき、新たな工業化を推進を狙っている。その
第1次、第2次、第3次産業の産業別GDP比率は、2002年で10．8：47．8：
41，4となっている。
　交通の面で、国際空港は藩陽市及び大連市、また国内線空港は丹東市、朝陽市にもあ
る。藩陽からの国際線はソウル、成田、関空、札幌、福岡、イルクーツク等に路線があり、
大連からはソウル、成田、関空、名古屋、富山、福岡、広島等に路線がある。共に東ア
ジァと北東の地域との交流をメインにしている。
　鉄路と道路では、北京一丹東、大連一ハルビンを幹線とする道路網・鉄道網があり、そ
の交差点に藩陽が位置している。道路網については、02年9月に北京一丹東、大連＿ハ
ルビンの高速道路が全線開通した（現在、藩陽一大連間は改修工事中。04年改修終了予
定）。鉄道網については、丹東から北朝鮮領内に鉄道網が結ばれ、国際列車が運行している。
　海上と港口の面では、大連を筆頭に営口、胡慶島、丹東に港湾がある。港湾設備では
大連が最大であるため、吉林省、黒龍江省といった内陸地域からの貨物も大連で船積み
されることが多く、東北地方の窓口となっている。
三．中国国内における東北地区の位置づけ
東北地区の持つ重要な戦略地位は以下の幾つかで纏められる。
　　・新中国工業の揺藍であり、“一五”時期には156項目の重点プロジェクト中
　　　の58項目が東北に建設された。
　　・社会主義工業化初期、独立・完全なる国民経済体系をっくり、工業化と都市
　　　化の進展する歴史的な重大貢献を果たした。
　　・全国相当なる部分の工業資産と大中骨幹企業が集まっており、数多い国民経
　　　済命脈と関係する戦略産業と骨幹企業をもっことで重化工業の重要基地と
　　　なっている。また、重要な農副産品生産基地でもある（表1－1－1＞。
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表1－1－1東北三省の位置づけ
人口と経済総量共に非常に大きい比重を占めている。人口は全国の8．396、GDPは全国の1L33％を占める。
東北三省のGDPが国内国民生産総値に占めす地位が重要である。2002年、遼寧省第七位；黒龍江省第13位；吉林
省が18位であるa
巨大な企業資産をもっており、国有企業及び国有持ち株の企業4187は全国のIO．296，企業の国有資産は13241憶、
全国の14．9％を占めている。
装備製造業：発電装備産量は全国の3分の1
石油化学工業：原油加工量が全国の7分の2
冶金工業：鋼産量は全国の8分の1
船舶製造業；造船産量は全国の3分の1
車製造業：全国の4分の1
ハイテク産業　ほか　農副産品加工業
　新中国が成立されて以来、東北地区が国内外の注目を受けた時期は2回ある。そして、
この2回を通して今の東北地区の国内における地位を固めた。
　その第一は、20世紀50年代の中期である。朝鮮戦争を契機として、中国はアメリカ
を中心とする西方陳営の対立面となる東方陳営への加入を容疑なくされた。長年の戦争
を経て全国が統一、海外市場へ本国産品を輸出して国民経済を発展させる“輸出型工業
化”戦略は、アメリカなどの沿海封鎖のため不可能となった。
　そして、朝鮮戦争への参戦は、発展途上国家である中国を軍需産業を基礎とした重工
業を優先させる戦略を容疑なくさせた。経済学の角度から見ると、一国の経済発展は雑貨、
軽工業などの発展を通して徐々に資金と技術の累積を行い、次の段階で中間産品と財富
を振興させるのが一般的な路線である。しかし、冷戦時代の悪環境から、中国は“農業一
軽工業一重工業”の一般路線は抜けて、所謂““農業一重工業”の最短距離の跳躍をした。
ここには旧ソ連の工業化開発の成功経験と自費で兵器工業を扶植した経験の影響が大き
い。このような特殊な歴史環境の下で東北地区は重工業の焦点となり、注目を集めるよ
うになった。
　その主な要因を次のいくつかに分析できる。
ー23456 内陸重工業企業建設と合わせる（敵の襲撃から逃れるため）
旧ソ連との地理的距離が近い（旧ソ連から援助物資の受け入れに便利）
工業基地（近代期の工業発展基礎をもっており、重工業発展の必要条件を備える）
整備設備（近代期の工業発展基礎をもっており、重工業発展の必要条件を備える）
重工業発展に必要な原材料資源が豊かである
近代に育成された重工業向けの技術者、労働者などの人力資源をもつ
　以上のような条件は東北地区に歴史的な発展チャンスを与える。1953年以後、旧ソ連
援助の重工業プロジェクトが東北地区に建設し始められた。“新中国の工業基地を建設
する・・スローガンの下で東北地区は世間の注目を集めることになった。これが第一次の
“東北大開発・であり、・憧れの東北”時代であった。当時の東北地区の重工業企業の特
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表1－1　－2　＆東北三省と沿海地区との比較
　　改革・開放政策の経済基本戦略は海外市場へ向けた商品生産と輸出である。しかし、東北地区の重工業企業は主に、
国内市場に轄眼した商品提供であったため、国家経済戦略の得を得ず、発展がむずかしくなりつっあった。
2）改革・開放時期に入ってからそれまで溜まっていた国民の消費品への需要が膨張し、第三産業関連の輻i企業は絶好の
発展チャンスを得たDしかし、東北地区の企業は上流、中流産業の中間産品と材料産品（工業設備、装備、工業原材料加
工など）を主にしていたため、迅速に業種変更等を行い、新たな業種の産品を生産するには無理かあった。
3）東北地区の重工業企業は計画経済型のモデル企業ですべてが政府の主導で行われていたため、改革・開放以後の市場
経済型の環境に突然躍かれた時、その先天性免疫力の不足と貧弱な心理状態で市場に適応するには随分と力と時間が必要
となってしまう。
4）長年、計画経済型の下で慣れてきた企業経営者は行政役人として上司と上級政府都門の命令に従う能力は備えたが、
独立経営者として企業戦略を判断し、計画を建てようとしたらキャリア不全の経営者として烙印を受けざるを得ない。逆
に、東南沿海地区の企業は始めから市場経済と息を共にしていたため、強い生命力をもっていた。
徴を次のように纏められる。
大型重工業企業建設（何万、何十万規模のメガ企業）
政府主導の資源配分（国家投資の建設資金）
当時の最先端工業技術の輸入（旧ソ連からの輸入）
周辺地区と関係ない工業配置（自己完成型）
政府の指令性計画を忠実に完成する（国家生産任務を完成させるのが最高目標）
国内市場と需要に面した重工業
政府がその所有者と経営者を兼任する（国家計画と資本の保証のため）
　このような花々しい“憧れの東北”時代は“大躍進”や“文化大革命”時期に入って
も更にエスカレートされる。しかし、そのような憧れが1978年からなる改革・開放方
針の実施と伴って増々退色されてゆく。改革・開放方針は中国経済の市場経済改革を推
進することであり、工業部門にも企業形態の重大な変革を容疑なくされた。市場経済体
系の下での企業像は“一つの管理組織の下での生産性資源の集合体であり、市場から得
た商品を技術的な変換を行い、市場に供給して利益を得る’，であるべきだが、東北地区
の企業は計画時代のモデル企業像で“国有企業と集体企業が主な企業性質で、政府が生
産計画と実施、産品の配分まで全てを握る”システムのなっているため、個人は職業の
選択と個人創業などの可能性はゼロであった。しかし、改革・開放方針は、従来の単一
なる企業形態を、株式有限型、有限責任型、グループ型、私営型など様々な企業所有形
態に変化させ・従来の国有企業形態は逆に少数になる。そして、その投資、生産、販売、
定価等が自由である市場経済体制は国有企業にとって慣れない環境であった。従って、
改革・開放政策の得を得たのは東北地区ではなく沿海地区であった。その理由は極めて
簡単で単純でもあった。20世紀90年代に入ってから急速且っ持続的に発展する東南沿
海地区に比べ、東北地区が全国の経済中における重要性が落ち、東南沿海地区と鮮明な
対比となる“東北地区＝落後地区”の烙印を受ける。昔の華やかな・憧れの東北・は・・捨
てられた東北”に陥る（表1－1－2）。
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終わりに
　2003年9月に開かれた中国共産党第16届代表大会では東北地区の老工業基地を調整・
改正するkとに関する提案を提出した2003年ll月に開かれた九国共産党16届3中全
会上では東北地区老工業基地振興を国家戦略的任務として位置づけた。そして、東北地
区経済の振興問題も国内外の注目を集める共同の関心こととなった。
　建国以来、国家の重工業基地、軍事産業基地として名を知られた東北地区はずっと重
視を受けてきた。このような重視は中央から、外の地方政府、民間人に至るまで広い範
囲であった。しかし、80年代の改革・開放の時代に入ってから消耗品が経済成長を引っ
張り始め、市場貿易が徐々に計画経済を代わって経済の主導権を握るようになると東北
地区はこのような時代変化に就いていけず、増々時代遅れになってしまう。
　これらには大きく次のいくつかの困難要素が取り上げる：一つは、東北地区には大量
の大型国有企業があり、これらの国有企業の改革には大量の資金と精力、時間が必要に
なる点；次に、行政が全ての管理権を握る伝統が根深い点；三は、今だにも重工業を中
心にして消耗品とか第三産業の発展が遅れている点があげられる（表1－1－3）。
　東北地区が昔のままの重工業基地として維持していくには無理がある点は明白である。
それは中国現在の経済体制からみても、石油製錬と石油化学、鋼鉄などの素材産業は海
外からの原料に依存する割合が増々増加の傾向を見せていた。原料輸送の利便性から地
理的優勢が大きい沿海地区が重視されるようになり、沿海地区の産業発展が飛躍的に進
められた。
　　東北地区特有の存在である“東北現象”はその背景に存在する問題点を次の五っの
点にまとめて考察できる。
　1．東北地区は徐々に淘汰されてゆく老工業基地であり、工業化の中心は東北地区から
　　　華南、長江流域に移動している。
　2，重工業が占める比重が比較的に大きく、計画経済時代に優先的に発展させた部門と
表1－1－3　東北主要都市基本データ考察
指標名称 単位 ハルビン 藩陽 大連 長春
完成値 増幅（96）完成値 増幅（％） 完成値 増幅（％） 完成値 増幅｛％）
生産総値 億元 1680．514．7 1900．715．5 196L8162 1535．013．5
一産増加値 億元 275．6 IO．5 110．7 14．2 153．1 10．4 168．0 8．O
二産増加値 億元 643．0 19．9 940．5 19．8 983319．9 742．O 15．5
三産増加値 億元 761．9 12．1 849．5 lI．1 825．4 131 625．0 13．0
規模以上工業増加殖 287．O 24．8 407．7 33．6 50αO 23．7 522．3 16．8
全社会固定資産投資総額 532．6 22．2 970．0 66．5 71624L3 46α0 三8．0
地方財政収入 95．6 25．2 138．2 33．5 117．2 16．5 50．7 lo．4
祉会消費品小売り総額 707．4 13．3 808．S 12．1 645．2 13．5 495．O ユ3．G
実際利用外資 億ドル 4．1 51．9 22．O 57．0 22．O 114．6 9．0 20．O
輸出総額悔閏統言D 億ドル 8．S 一3．2 23．1 16．7 116．9 23．⑪ 8．3 ・47．5
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　　　　政府は密接な関係をもつ。従って、市場経済の機能普及が緩慢である。
　3．国有企業の占める比重が高いという点は激烈な競争の面では大きな障害がある。
　4．大慶油田、主力炭坑、鉱山資源、林業などの資源は枯渇に面している。
　5．外資誘致の動きが緩慢である。
　2000年以後、東北三省は企業改革を経て経済成長の傾向を見せている。2003年の
GDP成長率を見ると、遼寧省li．5％、吉林省10．2％、黒龍江省が10．3％に達しており、
全国平均の9．3％を超えている。これらは外見的には“東北現象”がもう過ぎたように見
えるが、実際にはまだ沢山の問題が潜んでいる。表面上には国有企業改革を終えて、そ
の成果も目に見える様になっているが、実際には20％－30％の国有企業にあれこれ問題
点が指摘されている。
　東北地区の振興はどんなことを意味しているのか？外資を主導にし、市場体系と相互
依存する華南地区をモデル像にするのか？それとも行政、産業界、大学連携を軸心とす
る上海型がモデルになるのか？若しくは卿鎮企業を拠点として発展を遂げた江蘇聯地区
の発展型を①参照するのか？いまだ政府の目標には不透明な点が多い。
　一方、東北三省は名称のみで、実際には三つの省が各々孤立的な存在となっており、
適切な相互協調システムが成り立っていない。三つの省は各自各々中央に顔を向け、隣
の省の動態などには殆ど関心がない。つい最近に発生した吉林化工の生産事故がそうの
証明である。地方保護主義と地方政府の“メンツ”のみを考慮し、また、そのような突
発的な事故に関する対店システムもなかったため、隣の黒龍江省に大きな損害を与えた。
従って、東北振興を実現するにはまず地区主義思想を改正し、市場範囲を拡大するのが
先決である。そして、資金、労働力、資源技術が自由に流動できる体制を作らなければ
ならない。
注解
D現在の東北地区は東北三省と合わせて昔の満州、もしくは満州地区と同じ　意味での地区概念を指す。その面積と含ま
　　れる地域は戦前と戦後とはかなり　違うが、本研究への影響はあまりないので、基本的に戦前は満州、戦後は東　北
　地区として称する。
2）　参考文献5．P11
3）正確に分けると帝国ロシアが中国東北部で建設したのは東清鉄道と呼ばれていたeその路線はバイカル湖から中国領内
　の満州里ハルビン・牡丹江などを通ってウスリー河へ至る路線である。1912年に清朝が滅亡して中華民国が成立
　されると、東清鉄道は東支鉄道、もしくは中東鉄道とよばれるようになったe中国では両者を混沌して使用する場合
　が多い。ちなみに英語ではいずれもChinese　EasteTn　Railways．本研究では中東鉄路と統一．
4）　参考文献6．P1314・。自社性格について満鉄は次のように述べている：「満鉄会社は日露戦争の最中、故児玉大将の深
　慮に端を発して設立せられたもので、満蒙の一般的開発を計り、その間に邦人勢力の扶植を為さんとする所謂植民特
　許と市である。その特殊の機能として、外は列強の摘疑嫉視を避け、内は政府事業に免れざる議会の撃肘干渉を逃れ、
　以て自由なる活躍を試み、機宜の施設をなし、事に処して変通の妙を発揮せんことを期したものである」
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第二節「東北老工業基地振興・再生」とはなにか、その政策の背景に迫る
　中国東北地区は重工業基地として一度は誇っていた。この1，07億の人口をもつ地区
は20世紀50年代から80年代まではずっと中国の主要工業基地であった。しかし、
改革開放以後からはどんどん市場経済の枠外の遠ざかってゆく存在となった。1990
年の黒竜江、遼寧と吉林三省の工業増加率はそれぞれ全国の逆の第二、第四、と第五位
と落ちた。
　なぜこのようになっていたか？憧れの東北時代に関しては前節でもう述べてあるが、
ここではまず、改革・開放以後からの国家戦略の考察から始めよう。
　郡小平政権iの20世紀80年代、経済発展政策の重点は優勢地位に置かれた地区経済
を優先的に発展させることであった。このような政策に基づいて、華南地区、長江三画
洲等東部沿海地区の経済は先行きで発展し始めた。結果、これらの地区と西南、西北な
ど内陸地区の経済格差が拡大されてゆく。そのような格差は当初の予想を遥かに超える
深刻な問題にまで発展していた。東部沿海地区は外資誘致を通して市場経済規制による
自己発展を実現していたため、内陸地区の資本と資源、労働力はその発展空間が足りな
く、発展の大きなチャンスを失ってしまう。
　そして江沢民を指導核心とする時期になると、社会平等を追求する理念から出発して
内陸地区の経済発展レベルを更に高めて、内陸市場を開拓するのが最優先の課題となっ
た。よって、1999年9月中国共産党15届代表大会4中全会に提出した西部開発政策
は国家重点政策となる。中央政府はそのなかのいくつかの大型プロジェクト、例えば“西
気東輸”、“西電東送”、及び青蔵鉄路建設などに重点的な投資を行った。
　2003年、長春で開かれた東北老工業基地をi振興させる決策会議上で正式に「東北
老工業基地振興1」を国策として取り上げられた。その国策として決定されるまでの主
な動きは次の図表から考察できるeこうして東北は珠江三角、長江三角、京津塘地区次
表1－2－1　「東北政策」が過動するまで
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の中国経済の第四増長極の希望として浮上した。この政策の背景には改革・開放政策を
実施する当初の“東北現象”があり、1985年から1995年の10年間の間、東北三省の
GDP成長率が北京、上海、広東といった三大発展地区というか、全国平均レベルよりも
低い。
　東北三省の優勢がない産業はどのような劣勢に置かれているのか？
　遼寧省は石油加工と鋼鉄、機械、石油と天然ガス開発領域では比較的に優勢地位を占
めているe外の工業はその工業品と資本集約産品は全部輸入に依存している。
　吉林省は木材采伐業、輸送設備製造などの方面に優勢地位を占めす以外、ほかの工業
品と資本集約産品はすべて輸入に依存している。
　黒龍江省は比較的に極端である。石油と天然ガス採掘、石炭採掘の二つの面で優勢が
あるだけで、ほかの半数以上の工業は全部輸入に依存している。
　20世紀90年代まで、東北三省の産業構造は明らかにアンバランスであった。三省は
ずっと比較的に優勢地位の産業産品収入でほかの産品を購入する方式を取ってきた。し
かし、従来の比較的に優勢地位を保っていた産業の資源が枯渇し、競争力の喪失などが
“東北現象”の背景となる。
　一方、東北地区企業の優勢と規模特徴を考察してみると。東北地区は上海、江蘇、広
東の三つの地区に比べ、自分なりの優勢と特徴をもっている：1＞中国500強企業中、
東北地区の計38の企業が入り、経済が発達された江蘇よりも多い。2）営業総額と利潤
総額の二つの指標からみると、東北企業は上海と広東には及ぼないが、江蘇を超えている。
3）500強入りした企業企業数は江蘇と東北はほぼ同じだが、その固定資産総額は東北の
ほうが遥かに多い。これは東北企業の産業特徴を表明している。4）東北地区企業の従業
員数は普遍的に多く、江蘇の6倍にも達している（表1－2－1）。
　東北地区の大企業の地理分布が相当アンバランスであることも指摘される。遼寧には
大企業数量が絶対優勢を占めており、東北老工業基地振興の最初の100項目のなかで遼
寧が絶対多数を獲得したことからも分かる。遼寧は中国最重要の工業基地としての地位
は弱まっているが、その重化学工業の基礎は依然として堅実である。冶金工業、電子、
ロボット、環境保護機械などの領域では全国的にも重要な地位を占めている。黒龍江省
の企業数は遼寧省より少ないが、その反面、発電機、変圧設備および船舶動力設備など
で優勢を占めている。特に、農業と林業など自然資源面では随分強い競争力をもっている。
吉林省には第一汽車工場以外の優勢の企業がない。これらの要素は東北地区の地域発展
のアンバランスの要因になるだけでなく、中央からの政策まで影響する。
　東北老工業基地振興の第一期の100個項目が許可され、総額610億元が国家発展
改革委員会から融資されたことは、中国の東北老工業基地振興の戦略がもう実施段階に
踏み込んだということを意味する。今回の融資は従来とは異なり、その許可項目の選択
を行政地域によって分割りするのではなく、企業の実力と項目の優劣などが選抜基準と
なっている点である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28
　もし、東北大開発が形成されれば、おそらく当地区の発展に大きなチャンスを与える
こととなるが、その東北老工業基地振興とはいったいどのようなものであるか、地域の
声を聞いてみる。
　“東北地区に自由貿易区を建設できるかどうかを具体的にいうと、実はハルビン、長春、
　沈楊、大連が帯形自由貿易区に形成できるかとうことであり、東北を貫く発達された
貿　易を通して経済発展を促進し、全東北の進行を引っ張ることである。”
　2003年、16届三中全会での吉林省委書記王云坤の発言である。また、彼は発言
の中で東北老工業基地の振興にはまず、四つの問題が先決急務となると加わっている。
その第一目の問題が産業改造であり、結構優化を解決し、産業を発展させる問題である。
調整改造を通して、産業結構と産業レベルを向上し、東北を新型工業基地と建設するこ
とである。このような発言は東北地区改革・改造の性格における地域行政側の理解を示
している。
注解
1）「東北老工業基地振興・再生」は正式な名称でほか、「東北工程」（東北プロジェクトと訳す）若しくは「東北政策」、「東
北待遇」などの色々な呼び方とかあるが、その中身は一緒である。
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1－3．　「東北老工業基地振興・改造」政策が東北地区へ与える影響と地域の動き
　東北三省における老工業基地改造に関する作業はもう始まっている。例えば、遼寧省
の東西30kmにも及ぶゴールデンロードプロジェクト、汽車工場拡張、大連のソフト開
発中心の建設などである。吉林省では、車、化学、医薬、光電子、畜牧など五大工業基
地建設が始まる。農産品、特にはドウモロコシの再開発、森林産業の育成などが含まれ
る。黒龍江省は、機械、ハイテク産業、グリーン食品産業、医薬品業、観光産業などの
改造などに重点が置かれている（表1－3－1）。
　「九五」計画（1996－2000）以来、遼寧省の鞍山鋼鉄グループは大規模な技術改造
が進行中である。ほか、連続鋳造生産線の建設、大型レール生産線などの設備更新・改
造なども進行中である。吉林省の第一汽車グループは豊田、馬自達、ドイツの技術など
の導入を計画している。現在、一部の計画はもう、完成されつつあっている。
　東北三省の政府は高新産業の育成を目指して、一連の政策を制定している。例えば、
大連は現在日本のソフトウェア開発基地を形成しつつあり、ソフトウェア開発区の建設
は大連以外にも藩陽、鞍山、長春、ハルビンなどにも行われている。中国政府は、ほか
にも東北地区を国内一流のソフトウェア開発、生産、人材育成と輸出の基地として目指
している。そして国家産業基地の核心として長春に光電子産業を配置、大連の生物医i薬
産業開発区、長春生物医薬開発区、通化医薬城などが建設計画に入っている。
　東北老工業基地の振興・改造には大量の資金が必要となる。しかし、中央政府は東北
振興のための融資はなく、必要なる資金は銀行などを通して基本資金を解決し、企業自
身の資金調達は外資などの方式を通すしかない。増値税を生産型から消費型に変遷、企
業債務の株化、農業税の減免、都市社会保障体系の完備などの優遇政策を地方に投入し
ているが、それらの政策がどれくらいの役割を果たすかはいまだ不透明である。
　　東北地区には四つの副省級の都市一ハルビン、長春、沈楊、大連がある。それぞれ
の都市が示す政治・経済的実力が周囲地区への影響力から東北地区のこれからの発展で
おかれる中心的地位は確定的である。その四つの都市の特徴を簡単に考察してみる。
　沈楊は区域的優勢をもっており、東北区域の中心都市である。傘下には9区3県1市
の人口720万人、総面El　1．3平方キロメートルである。沈楊は東北経済帯と環渤海
経済圏交差点に位置し、優越な地域優勢をもっている。沈楊は全国重要な工業基地と区
表1－3－1　「東東北政策の内容
　2004年、優先的に黒龍江省、吉林省の二つの省に農業税の全額免除政策を実施する。
　遼寧省を引き続いて、黒龍江省、吉林省の二つの省に社会保障試点作業を展開する。
　部分的に条件をもつ鉱山、油田などにおける資源税の税額標準を適当に下げる。
　部分的の資源型都市の都市性格改造プロジェクトを支援する。
　二回に分けて、160の東北振興の重大項目を推進する。
　老工業基地の破産条件に符台する企業を優先的に全国企業に列入し、破産作業を進める・
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域性中心都市だけでなく、悠久な歴史をもつ文化名城であもあり、“一朝発祥地、両代
帝王城“の美称をもっている。
　大連は100年ぐらいの歴史を持つ比較的に若い都市であり、中国東北遼東半島最南
端に位置しており、中国北方重要な港口である。総面積1．26万平方キロメートル、人
口590万人、傘下には6区3県級市1海島県をもつ。
　長春は中国松遼平原腹地に落ちし、対外開放程度が比較的に高い副省級区域性中心都
市である。傘下には6区4県（市）をもち、総面積2．06万平方キロメートル、総人日
7工3万人である。長春の文化的雰囲気は濃厚で、遼代の古塔、明清時期の文廟、道台
府および偽満皇宮と八大部などといった偽満時期の遺跡が混ざり合い、長春独特の都市
雰囲気を彩っている。
　この四つの副省レペルの都市は東北地区の中心都市としてその老工業基地振興・改造
における影響が一番大きくなる。老工業基地の振興・改造は経済面における企業改造と
振興であるが、そのプロジェクトの大きさなどと国家政策、地方都市建設における重要
度などの面から都市景観にまで及ぶ全般的な大改造とも言える。
　東北老工業基地改造・振興が都市建設にどんな影響を与えてくるのか？そのような影
響が都市景観にもたらすチャンスと危険はどんな点で現れるのか？次からそのようなこ
とを考察してみよう。
1．老工業基地改造・振興が都市計画に与える影響
　都市計画に与える影響は一番最初にそのゾーニングの変動が予想される。国家政策か
ら条件を備えた破産企業の破産事業を進めることで新たな不動山資源が生まれてくる。
　次に、外資誘致のためには都市環境の改善が必要不可欠となる。市中心区の工場など
は次々と郊外の工業開発区へ移転され、また、新たな不動山資源が生まれる。
　都市計画部門では破産工場とか移転工場区域へのゾーニング計画の改正が必要となる。
破産工業区域には新たな工業産業を取り入れて工業機能を復活させるか、それとも新た
な産業、例えば観光産業、文化産業などを取り入れるかを決めなければならない。一方、
市中心区から移転される工場区域にも新たな産業改善が必要となる。それらの区域を全
部取り壊して新たな不動山開発を行うか、それともその近代異物のなかから宝を拾って、
近代工業遺産などといった新たな分か産業の利用道をみつけるのか。行政側に置かれた
選択肢は多く、それらの中から見える誘惑も極めて大きい。
　後で詳しく説明するが、ハルビンとか藩陽の政府ではそのような市中心区の空き工場
区域をf宝探し」を行い、近代工業文物の博物館とか、近代生産工芸、近代工業従業員
の生活などを体験できる観光コースなどの利用道を探っている。これらのゾーニング改
善における動きは都市景観に与える影響は極めて大きい。
　ここでは20世紀90年痔阿に行われた旧城改造の歴史教訓を事例として考察して見よ
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う。
　20世紀90年代は国家経済体制が計画経済から市場経済に転じる時期であり、政府は
“経済建設を中心”とする発展方針を確立した。都市建設領域には1991年に《中華人民
共和国城鎮国有土地使用権出譲和転譲暫定条例》が発布・実施され、都市土地の有償使
用政策が進められた。欠く都市が都市土地のもつ経済利益を発掘・利用することを激励し、
不動産業と不動産市場の振興と発展に力をいれた。
　上記のような時代背景の下で、都市中心の旧城土地の価値が明らかになれる。旧城改
造一気に不動産業者の熱い注目を浴びるようになった。そして北京市では一つ・危旧房
改造”と命名された大プランを進め始める。旧城なかのほか各種建設工程も全部上記の
プランと結合されるように要求され、“危旧房改造”は実際に90年代北京旧城更新の主
要形式となった。実際、不動産業者としてもほかの違った種類の建設も上記のプランの
名目で行うことで色々な便宜を図ろうとした。結果的に改造の範囲と規模は迅速に拡大
されたのである。
　1990年4月、危旧房改造領導小組が成立され、都市建設主管の副市長が責任をもつ体
制を作り上げた。そして全市範囲なかで大規模な“危旧房改造”プランの実施を始めた。
　1991年末まで全市では危改区120段を確定し、最初の27段（うち、城区17段）が
正式に改造が始められた。
　1992年6月、《北京市でく中華人民共和国城鎮国有土地使用権出譲和転譲暫定条例〉
を実施する方法》法律の実施は、北京市不動産市場の正式起動を意味する。当年ll月、
北京市政府は第11号令、っまり《北京市人民政府の外商が不動産に投資し、開発・経営
する行為に関する若干の規定》を発布して不動産領域における外資誘致の準備を行った。
　以上のような政策と処置の出台は有力的に北京市不動産産業の発展を促進した。1992
年6月土地出譲政策が実施されて以来の1994年末まで、北京市では278幅の土地賃貸
を許可し、合同金額106億、現金収益25億に達した。1994年、全市には計600の不
動産会社が存在し、20余りの不動産取り引き機構の当年取り引き額30億という実績を
収めた。
　不動産業の盛んな発展と伴い、都市土地、特に都市中心に位置する旧城度値の価値が
注目を浴びるようになった。そしてその危旧改造項目に潜在された巨大利潤も明白にな
れる。1992年末、北京市政府が組織した香港での投資誘致項目には旧城危旧房改造項目
も多数含まれていた。1993年、徳宝危改小区は一定量の商業用房の開発が許可され、前
売りが許可された。結果、開発が始めて一年の内に予算総投資額の85％を回収できた（張。
この徳宝小区の資金運営経験は広く取り上げられ、ほかの危旧改項目の商業化運営に大
きな影響を与えた。
　海外からの不動産業者たちは、政府が全力で進める危旧房改造計画に参与することに
よって大量の区域条件が優れた土地を獲得して大規模な不動産開発を行えるチャンスを
手に入れる一方、開発の過程には政府から危改項目に与える多くの有益政策の待遇も受
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けた。沢山の外商は次々と市、区所属の不動産開発会社と合資もしくは共同開発で危旧
房の改造を行った。同時に、一連の純粋な商業性不動産開発項目（例えば、金融街、東
方広場等）も“危改”項目で立項され、危改の規模が迅速に拡大された。
　調査によると、1992年から1994年末間の二年間で全市で立項された改造項目は175
段でこの数は1991年の5倍に達する（王宗礼．北京市危旧房改造工作会議上的報告．
1995）。
　1994年6月、北京市政府は危改項目の審批権を区政府に与え、世紀末まで危旧房問題
を解決するように明確に要求した。その後、旧城改造規模は急速に拡大され、分散され
た点、段から大規摸な街区改造の段階に入る。改造地点も旧城の外区から核心地区へ移
転し始めた。
　1995年になると、旧城改造中に累積された一連の問題が深刻化される。例えば、文物
保護とか取り壊し移転住戸の安置問題などである。後者の問題は改造項目の住民の支持
を失う結果を産んだ。一方、1995年文物部門で行った調査によると、旧城城内で改造さ
れた地区面積は旧城総面積の三分の一に達しており、文物、インフラ、緑化等の用地を
除くと、未改造の地区は旧城総面積の三分の一しかない。つまり、新建物と旧建物の敷
地面積はほぼ同じであり、それ以上旧城改造の規模を拡大すれば、歴史街区全体の風貌
と性質が変わってしまう恐れがある。
　北京市旧城居住区における大規模改造は多くの教訓を得た。不動産業者の政策隙聞を
利用して手に入れた土地を利用して、土地投機と土地閑置を行う現象が比較的に多く、
改造区の過度な商業化か返って当地区の商業衰退を起こし、地区全体の経済効果が下がっ
てしまう。
　何よりも大きな教訓は歴史文化遺産保護に関する問題である。直接文物を破壊する行
為が後を絶えず、都市計画と都市管理上の行政システム混乱を利用して・・先に壊し、後
で報告する”行為が“有力手段”として蔓延された。また、所謂“易地遷建”（価値ある
歴史建物とか構造物を外の地に移す意味）の名目で、歴史建物等を取り壊し、その材料
はそのまま郊外の農村に売却してしまう悪ケースが多かった。実際、彼らの施工技術で
“易地遷建”という強い専門知識を要求する仕事は無理もあった。
2．都iif建設方向の変動から生まれる都市景観政策の変動
　歴史都市保存の実践が行われて以来、保存の対象が地域の独特な生活形態や文化伝統
などを含めた総合的な「歴史環境」へ徐徐に広がる。保存範囲も空間意匠や建築要市期
だけでなく、代表的な街区形態、空間組織、生活・生産様式とそれらを支える生活環境
問題まで広がり、それらをどのように保存・継承しながらまた再活用しようかという課
題がでてくる。
　1990年代までの中国の観光事業は、国内観光市場が限られ、海外観光客による国際観
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光が中心であった。1994年から、国民生活レベルの向上と労働休暇体制の修正などによ
り・国内観光の急成長を遂げる。このような傾向の下で国内消費規模を向上し、経済成
長を促進を狙った国家的レベルの観光振興政策が国家産業政策として打ち出される。こ
のような動きは地域開発政策にも大きく影響し、都市と地区開発のメインを観光産業を
中心にした所も少なくない。その結果として1990年代以来の観光開発の急成長による
著しい地域経済効果が見られる。観光産業がGDPに占めす割合も年々増えている。それ
と当時に、観光業と観光関連産業の成長に着眼した道路や空路などの空遺棄交通機関を
含んだインフラ施設の整備が急成長され、都市間・地域間の交通条件が大いに改善された。
　観光開発などの第三産業の成長が急速に進み、地域・都市開発の局面が大きく変化し
ている。地域・都市の経済・産業形態、生活環境、都市開発に対してさまざまな影響を
及ぼすと同時に歴史都市の建築物や街区の産業資源としての価値と重要性が認識される
ようになってきた。いうまでもなくこれらの観光事業が地域経済と住民の歴史保存事業
意識へのプラス的面は大きい。しかし、一方では歴史的都市や町並みの観光開発が適切
な開発対象の保存と連結できず、産業優先の過度な開発によって歴史的環境を破壊する
事例も少なくない。
　中国各地に広がる観光開発ブームの中で、地域の伝統産業や文化を反映している観光
商品の製造、販売が盛んになるのにつれて地域性のない流行を追った商品や産業が氾濫
するようになる。地域の自然風土から生まれ育った地域特有の伝統産業や生産様式が著
しく衰退し、歴史的環境を築き上げる特徴ある地域社会とその生活文化が急速に変容し
ている。結果的に見れば新しい観光産業を育成する一方、地域の歴史と伝統文化を保存・
継承するために伝統産業や文化・芸能活動の振興を支援する体制が整えていないのが課
題に残る。
　歴史的環境の保存・再生は、経済振興だけでなく、都市のイメージづくりにも貢献し、
都市総合競争力を増加するためのひとつの有力が方法として浮上する。このような開発
意識の微妙な変化は地方の保存事業への取り組みに積極的な影響を与える。1980－90
年代の開発ブームによく見られた数街区にも及ぶ大規模なモダン建築開発プロジェクト
とは違う、都心部での伝統建築物の再生・再活用の事例が徐徐に増えてきている。筆者
が計画段階で参加された北京大柵欄地区開発計画案（2002年）では街区のなかでの劇場、
旅館、名人居住、伝統宗教施設などを一っ一っ綿密な調査をへて、地図に上に表記した
後でその開発案を考案するように厳しく要求されていた。
　しかし、そのような最近の都市再開発には観光・娯楽機能とそれによる集客効果を狙っ
た景観計画とそのプアッション性への追求が一一ptの流行になり、盛んに建設されたテー
マーパークや遊園地など、道路やホテルなど観光関連施設整備が歴史的町並みの全体的
雰囲気や環境を破壊する傾向を生み出している。
　東北地区老工業基地振興・改造は東北地区に新たな発展チャンスを与えたことになる。
東北地区の地方政府はこのチャンスを期に中国改革・開放政策を実施されて以来の第四
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目の経済成長極を築き上げようとしている。
　一方、今回の国家政策は政策面での優遇のみで、前の三回ののように国家からの投資
が期待できない。従って、地方政府は如何に自分の都市環境を改善し、また、その中に
は如何にして都市魅力を増す個性的な都市建設を行うかという課題が出てくる。
　2006年、藩陽市政府は東北地区の計五つの都市政府関係者を引率して香港へ清文化観
光資源のアピールに出ていく。これまでの中国国内での教訓からも東北地区の解決すべ
き課題は多い。地域特有の生活形態、産業文化、景観、自然資源を再大限に保存しながら、
それに合わせた適切な観光スタイルと観光開発方式を提示するような観光開発計画が必
要となっている。環境管理、伝統産業の振興と支援、文化伝承などの内容を具体的に提
示し、観光計画の内容と地域全体の計画と内容を総合化する必要1生がでてくる。
本節のまとめ
　この節では東北老工業基地の振興・改造を巡って動いてる中央と地方政府の動きの考
察とそのような動きが都市建設に、特に都市景観建設に与える影響などに焦点を当てて
考察してみた。
　東北老工業基地の振興・改造の重点が経済建設にあるのは明白であり、その要点は都
市と地区の工業基地の再生と再構築である。しかし、そのような再生と再構築は地方政
府にとって新たな都市成長を図るいいチャンスになっているのも確かである。
　中央では政策のみで、資金は中央所属企業以外は対象外となっているため、地方政府
としてその再生と再構築の資金調達を銀行と外資誘致に委ねるのが一番有力手段として
上げられている。外資誘致のためには、都市インフラ環境の整備と投資環境における政
策面での整備などが共に進めなければならない。そのような都市インフラ環境の整備と
工業基地に融資・購入された外商への有力なコントロール機能が完備されてないのも指
摘できる。J
　従って、本節では20世紀90年代の北京で行われた旧城危旧房改造を事例として取り
上げてその教訓を考察できた。北京の旧城改造はその改造規模が巨大で、商業性質をも
つ不動産開発、開発業者は政府から特殊な政策の恩恵を受ける三つの特徴をもつ。勿論、
北京の事例はそれなりの時代性をもつ特殊な事例でもあるが、今回の東北老工業基地振
興・と改造と通じる点も多く、いい鏡となれる。
参考文献
L　王ユウ．「観光開発の影響から見た中国歴史都市保存の制度環境の整備」．
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本章のまとめ
　本章では東北地区の簡単な歴史的な流れの考察から始まり、三つの章と四つの主要都
市を含む特定地域と都市の資源などへの考察を行い、「東北現象」を理解できる基礎を建
てた。次にそのような「東北現象」解消のために進められる「東北政策」とはどんな内
容のものであって、そのような国家プロジェクトが都市と地方へ与えるべき影響を考察
してみた。
　東北地区と言えば、人類の居住歴史は長いものの、中国全域から考察するとその発展
はずっと遅れてきた。しかし、そのような遅れ地域が近代に入るとそのような窮地から
脱出しようとする。その契機となったのがやはり中東鉄道敷設である。東北全域を横縦
に繋ぐ近代的交通手段はこれまでの主類だった陸路と水路に大きな影響を与えることで
ある。そして登場された満鉄は東北地区全体の鉄路網によって分割りし、また繋いで現
在の東北地区の枠組の基礎を建てる。
　鉄道付属地というと鉄道の建設や運行に必要な敷地の土地管理権のことであるが、言
葉の通り、駅構内や線路など鉄道用地のみではなく、実質的には機関車機関車が使う石
炭の炭坑、枕木の材料となる森林、砂利を掘る川原なども含まれる。そして駅周辺には
広大な商業用地や工業用地なども確保するなど、その規模は後に満州国成立以後の行政
収益も超えるなど東北地区全体の経済・産業命脈を握るほどであった。
　満鉄の戦前の活動が東北地区へ残したのは東北地区の産業と交通枠のみでなく、戦後
まもなくの問の東北地区の復興に大変必要であった産業技術の一部を担う役割も挙げら
れる。このような基礎の上に旧ソ連援助による新中国の重工業基地と成長することであ
る。従って、「東北現象」を単なる新中国以後の問題として意識し、理解しようとするの
はその狭い視野を指摘しなければならない。
　そのような東北地区であるが、計画時代に輸入された旧ソ連模式が市’場経済時代に入
るとその問題が一気に現れる。そして「東北政策」は東北地区の産業調整という意味で
戦前の満鉄の非合理的な開発などによった産業枠も解消する意味を持っている。しかし、
そのような産業調整が東北地区の都市環境へどのような影響を与えてくるのか？そのよ
うな危機感をもって中国の外の地域の事例考察を通して気をつけなければならない問題
点を指摘した。
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第二章　都市経済建設と歴史環境保護
一．構成
　本節では大きく三つの部分で構成されているが、それぞれ藩陽、大連、長春の三つの
都市の考察である。
　三つの都市考察は各々、都市建設史、都市計画史、歴史景観の保存の現状の三つの方
面に分けて考察が行われている。
二．目的
　本章では三つの代表的な都市を取り上げて都市各々の近代遺産の保存に直面した課題
を把握することを目的とする。
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2－1．藩陽の都市形成
　　藩陽は遼寧省の省府であり、東北地区の経済，文化、交通と商業貿易中心である。全
　国的にも工業重鎮と歴史文化名城として有名である。藩陽市は現在、九区一市三県を傘
　下にしており、その総面積は1．3万平方メートル、人口720．4万人、市区人口506．6
　万人である。溜陽市が位置する遼寧省の中部地区を七つの都市が囲むような形で配置さ
れ、藩陽を中心とした経済圏と遼寧中部都市群を形成している。これが藩陽市が東北地
区の政治、経済、文化，情報などの中心となれる基礎になっている。また、内モンゴル
　とも接していることから従来の交通要衝にもなっている。
　藩陽は中国東北地区の南部に位置されており、遼寧省の中部になる。東経1　22°　2S’－
123°4St、北緯41°12’－43°OI’に位置する。藩陽市は長白山を背にして渤海を面にし
た奥地に属して、北から南西へ渡る緩やかな傾斜地形となっている。東から西に渾河と
遼河が流れて、その河を境に東側は丘陵、西側は平原になっている。丘陵部分は全体面
積の約9・1％を占める。ほか、注地が全体面積の14．7％を占める。温帯湿潤大陸性気候
に属し、季節風の影響などから降水が集中され、温度差が大きく、四季の季節差が鮮明
である。
　藩陽市市区の地勢は起伏が少ない、大東区が少し高く、鉄西区が比較的に低い。ほか
の皇姑区、和平区と藩河区などの地勢はすこし起伏があるがそれほど大きくなく、市区
全体の交通と基本建設には大変有利な地形環境となっている。
　藩陽は悠久な歴史をもつ古城である。その都市が古溜水（渾河の一つの支流）の北に
位置されることから都市の名前が由来されたと言われている。藩陽地区には遼河流域の
初期文化の育地であり、中華民族の発祥地の一つになるe近年の新楽遺跡の考証からみ
ると、約7200年前の新石器時代から人類の活動が行われていると言われている。
　紀元前229年に城を建ててから遼金時代には溜洲を設け、元朝には藩陽路と改称す
る。明朝には藩陽衛を設ける。1625年には清朝の始祖となるヌルハチが建立した後金
は都を藩陽に移して盛京と改称する。1636年、ヌルハチは国号を正式に“清”につける。
これは清王朝が渚陽で正式に設立されことを表明する。藩陽の・・一朝発祥地、二代帝王
城”の美称の由来はそこから来ている。
　アヘン戦争以後の藩陽は、西洋列強が次々と登場し、都市の分割りが始まる。1813年、
帝国ロシアは藩陽古城西郊に鉄道駅を設置し、「鉄道用地」が現れる。1905年、の日露
戦争を経て帝国ロシアは南満鉄路の所有権を日本に譲り、その次年には「鉄路用地」は
「南満付鉄路付属地」と改名され、日本人の運営となった。1906年には中日、中美「通
商行船続約」によって、古城と「満鉄f嘱地」愛代の三経路滞に商劇也を建設した。
1906年からほか欧米列強も次々と商埠地を建設し、藩陽は完全に開放される。
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　1912－1931年の問には奉天系軍閥に藩陽は占拠され、その政治と軍事中心地となった。
元々・東北地方の工業中心であった藩陽では民族工業が盛んでいたが、このような軍閥
勢力の間の縄張り紛争などで影響を受ける。
　1931年の満州事変以後、藩陽は完全に植民地となり、満州国の工業・商業中心地となっ
て発展した。
　藩陽市は多民族地区であり、漢民族以外にも満族、朝鮮族、回族、モンゴル族などの
28の少数民族がある。1983年末、溜陽市総人口は521．1万人に達し、遼寧省全省人
口の七分の一を占めた。当時の全国大都市中、都市人口だけを配慮すると上海、北京、
天津次の四番目の多い、人口400万以上の特大都市であった。
　藩陽市の都市人口増加は全体的に見るとどんどん緩やかになる傾向である。1949年の
新中国の成立時、都市人口は241．0万人であるが、1953年の第一次人口普遍調査の時
には310．6万人に達する。平均毎年に5．77％増加した。1964年の第二次普遍調査時に
は407．8万人となり、平均増加は2．78％である。1982年の第三次普遍調査には511．5
万人で、平均増加比例は1．27％である。
　このような都市人口の増加発展は概ね三つの段階を経ている。
　第一は、高速発展時期である（1949－1960）。この時期は藩陽は三年経済回復と「一五」
計画時期でもあり、全国重点建設の工業基地の一つとなる。従って各建設事業の発展に
伴う大量の労働力が田舎と外省から入り、都市人口の迅速な発展をもたらす。しして、
1960年末には市区人口が259．5万人に達し、1949年に比べて153．5万人が増加された
ことになる。この時期の人口増加は上記の工業建設などのために計画的な引越しも多い
のが特徴である。
　第二は、緩やかに低下される時期である（1961－1977）。1960－1962年の三年間
は困難時期でもあって、都市人口が明らかに減少された。そして、同じく「大躍進」な
どの盲目的に増加された都市人口を計画的に調整、後の知識青年の田舎への「下郷」、
1970年代からの計画生育政策などの要因が都市人口へ影響した。
　第三は、回復・増加時期である（1978－1982）。文化大革命後の都市部の知識青年たち
の都市帰りと、国罠生産が共産党の関心の重点になったこともあって都市部の人口増加
が目立っ。
　1949－－1983年の間の都市人口の変動の流れをみると、政策的な要素による変動の影
響が大きいのがわかる。そして、同時期の工業生産と都市建設の発展は目覚しいもので
もあるが、都市人口の無計画的な変動は都市管理と運営、インフラ面における供給など
に大きな課題を残す。
　改革・開放の進展とともに、中国は20世紀末を期にして第三次経済躍進を目指してい
た。そのような全国的な経済環境の中で、東北地区の老工業基地を含めて大きな挑戦を
受けることになる。遼南と東北経済区の発展と繁栄の目標を実現するだけに、藩陽は東
北最大の経済中心都市として担うべき義務が大きくなる。
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　そして、世紀末までの藩陽はその全体的な発展戦略を藩陽を振興し、遼寧を繁栄し、
全国を支援、世界に出て行くことである。その経済と社会発展の戦略的目標は：経済効
率を継続的に向上させる前提で、工業・農業年総生産値を二倍に増加し、藩陽市は経済
社会が繁栄して科学技術が先進的な、…、都市環境が優美で多機能的な現代化なる経済
中心都市に建設することである。
　解放以後の何十年の発展を通して、藩陽市の工業部門は142個に達し、或る程度の規
模を持っ工業企業が3033社になる。近年、市政府は藩陽老工業基地の振興を主線として、
改革開放と工業をもって都市を立てる方針を取り入れている。そして、都市発展空間と
産業分布の拡張と改善が見られ、車と車部品装備製造、電子情報、化学工業医薬などの
産業が規模になって都市経済発展の重要な柱となりつつあっている。都市物理環境建設
も継続的な成長を遂げ・全国10大競争力持ちの都市の一つとして位置づけられている。
　経済のグローバル化時代におかれ、東北老工業基地振興を全面的に実施す菰という大
きなチャンスに恵まれるが、藩陽市では2010年まで全国規模の装備製造、東北地区商業・
貿易物流と金融の三大中心を目指して、遼寧省および東北地区全面振興の重要なあ役を
演じようとしている（図2－1－1）。
　2－1a．都市建設の概述
　藩陽の悠久な歴史は前からも述べたが、遼代初期にもう土築方城が設けられている。
そしてその時の仏塔と寺院が数多く残され、当時の建築技術の優れさを反映した。
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　藩陽は1386年に藩陽中衛と改称され、1388年には辺境の防務を図り、旧土城の上に
レンガを修築したレンガ城を建設した。1634年、藩陽が盛京になってからは多大なる都
市建設が行われ・新たに宮殿が建設され、城も拡建される。城区面積は1690m2、四つの
城門が設けられ・街路配置は「十」字型を採用した。当時、藩陽は東北地方の最大都市
であった。
　1625年・ヌルハチが藩陽遷都による藩陽の古都建設に全盛期を迎える。「皇権」を誇
る宮殿の建設を始め、大規模な土木工事が行われた。特に都城の増築、鐘楼、鼓楼、陵墓、
仏塔などといった中国伝統都市には欠かせない要素がたくさん建設された。完成後には
城区面積15ha、八つの城門を持つ、雄大な規模を表した。街路配置は「井」の字型を採
用している。
　現在の藩陽の地図を見ると、故宮を中心とした中心市街地を囲む様に環状道路がある
が、これら外側の城壁の跡地である。その内側に約1．5㎞四方型の街路力sh内城の跡地と
なっている。
　そして都が北京に移された後にも藩陽は盛京に改称され、留都として発展される。そ
のなか、1680年には内城が改築され、外城が作れる等二重構造の城壁となった。当時の
外城は円型に近く、内城は正方形であった。建物と街道は故宮を中心として中軸による
対称配置で整然と設けられ、盛京城としての都市骨格を完成させる。建築様式から都市
全体の配置まで、漢、満、蒙、蔵四つの民族特徴を持つ都市建設である点がかなり特徴
的である。
　この時期、商業と手工芸工業も或る程度の発展を遂げている。19世紀中期になると、
藩陽は封建帝王の都城としてまた商業都会としてその都市性格を位置づけられた。当時
にはもう比較的に完全な都市布局が完成され、民族形式の宮殿・屈宇、庭園民家などは
今の藩河区の当時の痕跡を遺している。
　19世紀末から外国列強の勢力が入り、藩陽の都市構成にも変化が現れる。帝国ロシア
の「鉄路用地」建設、満鉄の「満鉄附属地」建設などである。特に、満鉄附属地にはそ
の道路などのインフラ建設だけでなく、一部の住宅、工場建設なども行われた。その後
の商埠地建設を期にして西方列強の勢力が入り、新たな商業区を形成。新亥革命以後に
は軍閥勢力の台頭と伴う民族工業・商業もある程度に発展していた。
　藩陽市の都市規模もだんだん大きくなる。「附属地」の日本式都市建設、欧米諸国人た
ちの商埠地における政様式建築、欧風町並み展開などが見られる。そして、1910年代
後半からの軍閥政権による古城区の街路整備を中心とした都市計画が実施された。「張作
森管轄区」における中華バロッ久西洋式建築が次々と建てられ、豊かな町並みと独特
な景観を形成した。
　しかし、当時の藩陽は「満鉄附属地」の存在から都市は分割状態におかれており、異
なる雰囲気の区域と独立されたシステムになっていた。従ってその布局が混雑で都市イ
ンフラ建設も遅れていた。
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　上記の「満鉄附属地」、「商埠地」、「張作森管轄区」の三つの地区の都市建設活動が藩
陽の近代都市建設史をまとまるものであるが、以下のようにその各々に都市建設活動を
考察できる。
　①「附属地」建設活動
　藩陽の都市近代化は満鉄の附属地開発から始まった。旧満鉄鉄道附属地は、帝国ロシ
アが中東鉄路附属地にハルビンを建設したのと同様に、帝国日本が新しく建設した市街
地である。ただロシアと日本の違いは、ロシアは当時の小さな漁村というまったくなん
の近代雰囲気もない土地に新しい都市を作ったのに比べ、日本は当時にもうすでに東北
地区の政治、経済中心地であった藩陽（当時には奉天）の重要性に着目したのである。
そしてここ奉天を支配することは東北地方の支配を固めるのと同じことを意味すると判
断し、鉄道が奉天城を通る地区に新たな市街地を建設したのだ。一方、中東鉄路もこの
地域に駅を設けて附属地をもつが、その附属地を同地区の支配処点にはいかず、ただの
通過点として扱っていたのが対比的である。
　満鉄の附属地建設は1907年から始まる。奉天駅（現在の藩陽南駅）の位置を最初に定め、
そこから正面に伸びる千代田通り（現在の中華路）と鉄路を骨格に格子上状の街路を設
ける。さらに駅から日本の放射状街路を延ばし、その所々に広場を設けた。
　そのなかで代表的なのが中山広場。その広場と駅を結ぶ通り（中山路）が満鉄附属地
のメイン通りとなるが、その通りの両側にはレンガ造の建築が並べられていた。そして、
その中山広場を巡って満鉄奉天医院、奉天警察署、横浜正金銀行、三井物産、朝鮮銀行
東洋拓殖会社などの支店がずらりと建てられていた。いかにも中山広場の重要性を見せ
てくる配置と建設である。中山広場から南京街を南西に行くと満鉄社宅群を始めとする
日本人住宅街が配置される。
　②商埠地における都市建設
　商埠地は1909年清政府が外国入の自由な商業活動を認めて設けた解放市場である。
各国の商人が進出すると同時に西洋列強は自国の影響力を表す印として領事館の新築が
盛んになる。また、軍閥の台頭に伴って軍閥勢力の西洋式住居への追求が流行り、その
居を城内から次々と商埠地に移した。このような住宅はその殆どが所謂「洋館」という
西洋式の住宅であった。
　③「張作森管轄地区」の都市建設
　ロシアがハルビンを建設した時に現れた中国人街（傅家旬〉と同様に、日本の奉天満
鉄附属地建設の繁栄が始まると「中華民族の誇り」をかけたまちづくりが行われる。
　満鉄附属地建設と対抗して、それまで雑然とした内城の市区改正が行われ、広い道路
と西洋建築の建設が行われた。今の溜陽でいちばんの繁華街である中街はこのような背
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景で形成されたものである。
　街路にはハルビンの中国人街で見られるようないわゆる中華バロックと通じるような
モチーフの建物が沢山建設される。
　④「満州国」時代の都市計画と都市建設
　1931年の満州事変以後、藩陽は帝国日本の植民地に陥る。奉天と改称され、植民地的
な都市計画が行われた。1938年、関東軍、奉天市政府と満鉄と一緒にに、商業・工業を
都市機能のメインにした都市計画である。この時期に鉄西工業区の開発なども行われた。
　東北大学を中心とした北部地区は、東北大学の建設とともに開発が始まり、徐々に市
街地化が進むが・その鉄西地区は満州国成立以後に日本資本の工場が多数進出する工場
地域になる。新中国成立してからの暫くの間には中国有数の工業区でもあった。
　日本人はすべての産業を手にいれ、軍事工業を優先的に発展させた。軍備を拡張し過
ぎたため、1943年藩陽の経済状勢は極めて悪く、崩害寸前であった。
　藩陽の気候は西南と西北風が多く、このような都市の西部における工業区の開発は現
在に至るまで大きな困難となっている。
　「大奉天都市計画」は満州国時代の最も重要な都市計画であった。この計画は大阪市の
都市計画を参考にして建てられたもので、東北最大の都市である藩陽を満州国の経済・
工業中心として建設しようとした計画であった。
　計画のなかで一番注目すべき点は鉄西工業区プロジェクトである。約10年間の建設
を経て、鉄西工業区は「南五条通り」を境として南側は住宅地で北側は工業用地である。
そして鉄西広場は交通中心だけでなく広場の周囲には銀行とか行政機関が設けられ、金
融と政治中心としてのその機能を果している。鉄西鋼業区での建築工業化による猛スピ
ードの建設は藩陽の近代建築の飛躍とも言えるが、上で述べたような欠点もみられ、今
の政府を悩ませているのも事実である。
　そして満鉄の社宅地の開発もこの時期に行われた。1933年、浪速広場の周囲に数多く
の「満鉄社宅」が建設され、亜寒代気候の配慮を入れながら建てられた社宅は各々の個
性をもつっだけでなく、全体的な建築雰囲気も揃えていた。当時の周りの中国人住環境
に比べてかなり計画の凝った補助施設も揃えたよい住み環境であった。
　抗日戦争以後の国民政府の統治時期には戦争の要素もあって都市建設は発展ところか、
大量のインフラ施設が破壊される。既存施設への修繕も行われておらず、崩れてゆく。
　まとめると、旧中国の藩陽は、都市建設が遅れ、布局が非合理であり、インフラ建設
が少なく、その質も落ちている。また、市区の各種施設の差が大きく、非協調的な点も
あげられる。
　藩陽は1948年11月2日に解放されて以来、三年回復時期を経て、都市建設の各方面
には大きな発展を遂げた。主に住居環境の改善と都市環境の整備、公共施設の増加など
に重点が置かれた。
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　　第一五ヶ年計画（1953－1957）の時期、藩陽は国家重点建設都市に指定された。政
府は調整された「大奉天都市計画」に基づいて、機械工業を主にした道路交通と排水な
どといったプロジェクトを含め、大規模な都市建設が行われた。この間、GDPは年間
15・4％のペースで成長し、工業は年間19．1％のペースで成長するなど、経済の急速的な
発展が目立っ。
　　しかし、1958－－1978年の20年間、「大躍進」と「文化大革命」が挟まれ、藩陽は経
済的に深刻な挫折を遭う。都市建設面でも同じである。唯一、工業の大幅な成長が目建ち、
ますます総合的な工業都市としての規模と面貌を成していた。特に機械工業がそうであ
る。
　その新中国成立から約35年間に渡る都市建設の成果は以下のように評価できる。
　一つは都市布局であるが、鉄西工業区の発展、大東工業区の拡建と新しく藩海と北陵
二つの工業区を建設したことである。都市区面積は元の83．4平方キロメートルから164
平方キロメートルに達した。旧区改造と合わせて元の“長沼湖”を高等学院とか科学研
究所などが集中された文化区に建設した．そして太原区、中街、北市場旧商業区などの
改造も行われ、都市全体的な総合機能を完備化した。
　二つは公共建設と住宅建設であるが、大量の商業、医療、文化・教育施設などが建設
された。住宅建設に多大に行われ、1979－1983年の間だけでも751．5㎡が建設され、
新中国成立から30年間の建築面積の総和に相当する。
　全体的にみると、都市基礎施設の基盤が弱く、所謂「生産を重視して暮らしを軽視する；
工業を重市し、都市建設を軽視する」思想、の影響と文化大革命の阻害・破壊などによっ
て1956年に制定された藩陽市マスタープランが実行できず、都市建設資金も保証でき
表　2－1－1
藩陽市の歴史変革
7200年前 人類がここで農耕漁猟繁盛して新楽文化を創造
春秋戦国時代 燕国の重鎮
紀元前221年 秦始皇の中国統一。全国を36郡に分けて渚陽は遼東郡に属する
西漢時期 藩陽は都市輪郭を持ち始め、“候城πに呼ばれる
唐代 “藩洲司に改称
紀元92］年 遼太祖の移民。土城の構築
金代 金太祖の瀦洲攻略
1296年 元代の土城の再建、凸藩陽路“の改称。藩陽の名称の由来．
τ386年 明朝“藩陽中衛”の改称
］625年 清太祖ヌル八チの迂都、塁宮（今の藩陽故宮）の建設
1643年 叫盛京”の改称
1644年 留都
1657年 奉天府の設置、藩陽の別名“奉天”
τ911年 奉系軍閥統治の首府
τ923年 奉天市政公処、瀦陽の初の市製
1929年 “奉天市”から」藩陽市”に戻す
1931年 満州事変、“藩陽市”から“奉天市“に逆戻り
1945年 抗臼戦争の結束、“藩陽市”に回復
1948年 藩陽の解放
1953年 中央直轄市
1954年 遼寧省轄市に変える
1964年 濫陽専区の設立
1993年 元鉄嶺市の法庫、唐平県を藩陽市管轄に入れる、新民県の建市
現在まで 和平、藩河、夫庶皇姑、鉄西、子洪、蘇家屯、東陵、新城子の9個区及び新民、遼中、法康、康平四つの県と市をもつ
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ない状況に置かれた．当時の住居問題、インフラ施設、公用事業の借金と債務などの問
題は今にも市政府を悩ませている。
　一一方、徐々に旧都市を改造し、都市基礎施設建設と工業基地改造を融合して相互支え
の進行などが評価できる。そして都市建設と周囲の県鎮及び田舎の建設と有機的に合わ
せた計画を行い・都市と田舎の対立を都市と田舎の融合に変えて相互支援を行っている。
都市環境と仕事環境も徐徐に改善されていった（表2－1－1）。
2－1b都市計画
　藩陽市は1952年に都市計画気候を設立し、その企劃技術人員の質を強化した。その
初期都市計画内容は、旧城の徹底的な改造と新たな藩陽の建設と発展であり、藩陽の中
心都市としての機能の十分に発揮させることであった。
　1956年中央の“全面的に計画し、段期的に建設するべきであること；内から外の順で、
穴を埋めながら不足を補充することと十分な利用と順序的な改造”の原則に沿って藩陽
市の実状と合わせた都市マスタープランを次の年に、国家建設委員会に提出して許可を
得る。
　①藩陽市初歩都市計画（1957－1976）
　都市計画方針は地区別にバラバラになっていいた従来の都市建設を改善するために、
旧市街地の改造と市街地の規模の拡張がメインとなる。
　市区入口規模は200万、遠景用地範囲は183平方メートルであった。計画は30年期
問である。“文化大革命”の以前には基本的にこの計画案にそって建設と監理が行われた。
その政策と計画が合理的で建設投資比例も適切であったため、各都市建設項目の発展は
順調であった。都市用地規模も基本的にコントロールでき、新工業区の布局企劃も合理
的であった。居住区、商業、サービス業と文化・教育施設の分布も比較的に合理的に計
画された。
　しかし、文化大革命期間になると都市建設と管理は無政府の状態に置かれ、その都市
計画案も当然放置されてしまう。都市建設資金調達が中断され、都市規模制限が失われ
る等、各建設比例が乱れてしまう。結果的に、住宅、供水、交通などの緊張と乱れ、環
境汚染などが問題点として突出化される。
　②溜陽市マスタープラン（1981年）
　1978年の中央十一期三中全会以後の中国は社会主義建設の新たな時期に入り、改革・
開放政策が取り入れられた。藩陽市でもそのような新しい時代要求に応える都市計画案
の制定に取り組んだ。案は元のマスタープランをを基礎にして作られた。
　1981年6月、国務院の正式な批復をえた新しい都市計画案はこのような目標を建てて
いる：
　　　　党中央から確定された政治路線を指針にして、四つの現代化の実現を目標とす
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　　　る；都市規模を厳しく制限する；工業布局を調整して工業城鎮の建設に力を入れ
　　　ることで都市と鎮の関係を融和させる；住宅扶翼を調整し、全面的に旧区改造を
　　　行う上に、住宅区の附属施設を完備させる；…、緑化面積をを拡大し、郊区建設
　　　に力を入れる。…。藩陽市を現代工業、現代農業、現代国防の帰納をもつ、…、
　　　新型社会主義工業都市に建設することである。
　この都市計画案は20年に期間をもち、近期は1985年、遠くには2000年までにして
これからの都市建設はこの案に沿って行う方針を決めつけた。その主な内容はいかのよ
うにまとめられる。
　1．適当に生活居住用地を増加させる。
　2．市区には大中型工業項目の建設を制限し、既存工場の重大拡建項目も制限する。
　3．当面の住宅難と分布が非合理的である問題の解決に力を入れる。
　4．公共建築の発展に力を入れる。
　5．新たに富民街、北陵東部と東陵団山子一帯に大学研究所等の教育用地に計画する。
　6．都市人口と規模を控える。
　7．周辺小都市の発展に重点を置く。
　③藩陽市都市計画（1990）
　1980　一一1990年の間、藩陽は東北地方における中心都市としての役わりがまずます明
確にされつつあった。1984年には国家指定政令としとなり、1986年には「国家歴史文
化名城」に指定され、1988年には遼東半島開放地区に込まれる。そして、1990年には
21世紀を視野にいれた新たな都市計画案を制定するが、実際に移されることなく、案の
ままで終わる。
　④藩陽市都市計画（1996）
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　都市面積の拡張などから出てくる新たな都市建設問題を背景に、新たな都市計画案の
編成が議論日程に入る。1996年の都市計画案は1990年の案に基づいて調整したもので
ある・中には「藩陽市歴史文化名城保護計画」も含まれているのが特徴である。
　計画は1996年から2010年間である。都市性格を遼寧省の政治、経済、文化と科学・
技術の中心であるだけでなく、東北地方における最大の経済中心と交通要衝であること。
さらに国家の重要な工業基地と歴史文化名城、観光都市である点があげられる。都市人
口は2010年まで472万人にコントロールし、市街区は2005年の303haを2010年ま
で350haにコントロールすることであった（図2－1－2）。
　新世紀における藩陽の現状と位置づけに関して政府は次のように位置づけている：
　藩陽は東北地区の最大の中心都市であり、東北アジア経済圏と環渤海経済圏の中心に
位置して重要な戦略的地位をもつ。藩陽を中心にして、半径150km範囲内には基礎工
業と加工工業をメインにする八つの大都市が集中されて豊かな資源と強い補助性の構造、
技術関連度が高い遼寧中部都市群を形成している。藩陽は東北地区最大の民謡空港と全
国最大の鉄路幹線と最高レベル高速道路網をもっている。東北地区の玄関役の大連と現
在建設中の営口港と錦州港との距寓佳は400㎞以内となる、極めて優位な地理的優勢を
持っている．東北中心都市としての藩陽は周辺地域だけでなく、全国にも比較的に強い
吸引力と帯動力、輻射力をもっている。
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2－1－2　藩陽の都市景観のなかにおける近代的要素の分析
　藩陽は歴史悠久な文化名城であり、東北地区の政治、経済、文化、交通中心でもある。
その長い歴史の中・藩陽には大量の魅力溢れる優秀な古代建築と近・現代建築群を遺し
ている。中でもその古代建築の歴史価値は極めて高く評価され、藩陽が歴史文化名城と
認定される大きな根拠となった。
　藩陽は西漢時代から城が築かれ、遼、金時代を経て建築技術も日々成熟されていっ
た。1625年の溜陽遷都による大規模な都市建設が行われた。1631年に城の改築が完成、
1636年皇宮が完成される。それから、福陵、昭陵、盛京四塔なども次々と完成された。L
宮両陵」の美称はこうして生まれる。皇宮、皇陵、仏塔、寺院などを代表とするこれら
の建築は溜陽地区の優れた伝統的建築技術と地域の特色を反映するだけでなく、漢、満、
蒙、蔵など多民族文化の融合の印として知られている。
　藩陽の代表的な古代建築はいわゆる「L宮両陵」という、故宮、北陵、東陵などが
あげられる。
　藩陽故宮は、北京故宮以外の次と現存度が高い宮殿建築群である。随分高いれ稀市と
芸術価値をもっている。藩陽故宮は1625年にその建設を始め、1636年に完成している。
全部90ヶ所の建物と300余りの部屋をもち、敷地面積は6万㎡に達する。崇政殿を核
心として大清門から清寧宮を繋ぐ路線を中軸線に、全体群を東、中、西三路に分けられる。
　北陵公園（元名昭陵、1643年）は、第二代開国君主皇太極と孝端文皇後の陵墓である、
清代皇陵と現代園林の完壁な調和として有名な観光名処である。面積332万㎡である。
中には大明楼、大碑楼、方城、隆恩門、大紅門、宝城などの建築がある。宏大な規模
と雄偉なる気分は人を魅力させる。
　東陵（元名福陵、1629－1651）は太祖ヌルハチとその皇後の陵墓である。敷地面積
500haである。1651年に建設が完成された後にも何回も修建されて現在の規模に達し
ている。なかには石獅、石虎、石馬などといった巧みな石彫刻像と方城、隆恩殿、東西
配殿、宝頂などの建築もあり、中国古代建築の優秀伝統と独特な雰囲気を現している。
東陵における中国伝統的建築かつ満州風の建築的価値と歴史的価値が評価され、1982
年には国家重点文化遺産に、2004年には世界文化遺産に登録された。
a．藩陽の主な近代建築
　　藩陽における一番の近代建築は1882年に建設された“中和福茶荘”、1899年の
建設された最初の“茅枯旬”鉄路駅舎等の歴史建物である。そして西方建築様式が大量
に入ったのは1909年以後からであり、清政府が中日、中美『通商行船続約』にそって
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藩陽の方城と満鉄附属地の間に（現在の三経街、四経街一帯）に商埠地を設けてからで
ある。そして、藩陽は開埠通商、実業、商務代理などの段階に入る。
　各国の会社の支店建設が盛んになる。日本も数多い株式会社や建築事務所、建築業組
合などといった機構を設けた。様式豊かな西洋建築が藩陽城中に大量に建設され、ロシア、
日本などの建築文化が藩陽の建築に与えた影響は極めていい奇異。そして、中国と西洋
の建築様式が共存し、相互融合されたのが溜陽近代建築の一つ顕著な特徴である。色々
な国からの外国籍建築家と留学帰国された中国建築家たちがこの時期に活躍し、多くの
経典的な近代建築作品を残した。これからその近代建築の建物機能べつにわけで考察し
てみることにする。
　　1．ユニ業、交通建築概況
　藩陽の工業建築は19世紀末に始表　2－1　－1
まるが、印染、木器、鉄器、皮革
などといった工業作坊とか工場建
築は主に伝統的な木構造のレンガ
瓦の平屋であった。そして20世紀
に入ると地方民族工業の陸続敵な
開業、特に電力と機械の使用など
によって工場建物は徐々に近代化
釣特撒を現し始めた。これらの建
物はその空問高度、スパンなどに
大きな変飽が現れ、建物の構造も伝統的な木構造からレンガ・木混合構造になった。
　20世紀20年代、藩陽の近代工業建築は大規模発展時期を迎える。民族資本主義工業
の迅速的な発展および帝国主義資本侵入などによって各類の新型工業建築が次々と建設
され、初期規模をなした。主な工業建築は奉系軍閥と民族資本家が大東、藩海、恵工、塔湾、
簡埠地に投資、建設したもので、その代表的な建物を次の表から考察できる。
　この時期の工業建築の特徴は生産表、2．1、．2
工芸産贔の要求に合わせて工場建物
を建設し始めた点であり、まずその
構造を決めて次にオフィスビルと宿
舎などの附属施設の配置を計画し
た。そして、紡織など軽工業建築で
の建物はレンガ混合一階若しくは多
層建ての建築様式を採用、機械工業
建物は主に鋼構造とか鉄筋コンクリ
ート構造を採用した。この時期の工
業建築はその機能上からも構造上と
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建設時期 名前
正917 醇満製糖株式会社
19正8 満蒙毛織抹式会祇奉天紗場
1918 奉天純益紡織公司
1919 満蒙繊維工業株式会社
王921 東三省兵工場
1922 奉天紡織場
1923 qi藷窯業公司
1927 奉天迫撃砲場
1928 大享鉄工場
｝928 奉天鉄路皇姑屯修車工場
建物配置 名前
七福屋百貨店
満蒙毛織株式会社百貨店
太原街一帯 大租屋百貨店
中古時装店
幾久屋
吉順糸房百貨大楼
老天合糸房
同義合糸房
興順西糸房
中街一帯 吉順隆糸房
中合福茶荘
亨得利眼鏡店
大徳生薬房
生産設備の上からも手工芸工場より先進的であり、建築質も大幅に向上した。生産条件
も改進され、藩陽近代工業建築発展の重要な時期となっている。
　30年代以後から藩陽は日本の植民地に陥る。そして日本の対中国戦略に合わせた大量
の軍事工業と機械工業が藩陽で発展される。前後に鉄西、大東、北陵などの地にr奉天
造兵場」、「南満洲造兵場」、「満州航空株式会社」、「奉天製錬所」、「満州住友金属株式会
社」などがあげられる・この時期の近代建築はその発展が比較的に早く、規模が大きい。
そしてその大部分が鉄筋コンクリート枠組の構造の採用が多く、レンガ混合構造より新
たな発展を遂げている。40年代後期は国民党統治時期であり、藩陽の工業建築は発展が
なかった。
　藩陽は東北地区最大の鉄路要衝であり、関内と東北各地を連結する咽喉のような重要
な働きをした。長春一大連、藩陽一山海関、藩陽一吉林、藩陽一丹東、蘇i一撫などの五つの
鉄路幹線の交差地区である。鉄路運輸は山海関、大連、長春、、吉林、丹東、撫順の六方
向に通じる。そして鉄路駅は藩陽駅を始めて七っの駅が設けられている。藩陽駅は藩陽
近代交通建築の最初の駅建築である。1899年に建設した藩陽最初の列車駅は帝国ロシア
が建設したものである。
　ii．商業・金融建築概況
　17世紀半ばから19世紀の末期まで、清王朝の建都と伴る商業、金融、サービス業が
迅速的に発展された。17世紀の5，60年代、城内の中：楼、鼓楼　一帯には商業中心と
して繁栄した。19世紀末になると各類の商号、薬屋、旅館、銭荘などが中街、小北、大北、
小南、小束、大西一帯に集中し、藩陽は東北地区の経済中心と商業集散地となる。
　20世紀に入ると、旧有の商業、金融、サービス業など建築類型は大きな変化を起こす。
商業建築には大型百貨店や、副食商場が現れ、金融建築には大型銀行、サービス業にも
大型ホテルとかレストランが現れる。20世紀20，30年代は各類の商業、サービス業、
金融業建築の大発展期とも言える。
　商業、金融、サービス業建築は主に満鉄附属地に集中されていた（今の太原街、中山
広場、中華路、南京街一帯）、商埠地（今の北市場、南市場、二・三経街一帯）、老城区
表　2－1－3
類型 建設時期 名前
1901 奉天高等学堂
1905 奉天遊学予備学堂、奉天普通学堂、奉天八旗高等学堂
1907 奉天第一女子小学堂
学堂 1910 奉天省官立東関模範両等小学堂
igI1 奉天清真学堂、南満医学堂
1913 盛京医科大学
1917 南満第一中学堂
1921 奉天浪速高等女子学校
1923 奉天省第一工科学校、東北大学
新型学校 1925 萎罵庸大学、同澤男子中学、同澤女子中学
1928 東三省兵工場両級小学
1931 奉天育英学校
1935 奉天青年学校、高千穂小学
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　（今中街、正陽街、朝陽表2－1－4
街、小東門一帯）の繁
華街に配置されている。
比較的に，典型的な商業
建築はその大型百貨店
等で現れ、今の太原街一帯、城内中街一帯に集中された。そして商業建築の新類型は飲
食サービス業の一連の大型旅館、レストランなどに反映される。例えば、奉天旅館、奉
天ビルなどで中には特にも「奉天大和ホテル」がその建築規模とか技術構造、設計装飾
などの面からも当時の藩陽のトップを占めており、現在もその魅力を現している。
　比較的に規模が大きいレストランは20，30年代に建設された南市場の「商埠楼飯店」、
「鹿鳴春飯店」、そして北市場に位置する「老辺鮫子館」、城内中街の「明湖春飯店」、附
属地の「洞庭春飯店」などがあげられる。
　代表的な金融建築は主に一連の大型銀行建設から考察できる。銀行建築は当時の帝国
列強と軍閥統治者の自己資本と権勢の象徴といえるもので、その建築は一般的に大きく、
雄偉で頑固であったため、近代公共建築のなかでも非常に目立っ存在であった。例えば、
奉系官僚資本からの老城区に位置された「東三省銀号」であるe建築様式はヨーロッパ
の芸術復興式であり、当時の奉天の最大の行政金融建でもあった。ほかにも「奉天辺業
銀行1、「奉天貯蓄総会」などがある。帝国列強の近代銀行建築には、イギリスの「涯豊
銀行奉天支店」が一番壮観であり、ヨv－．一．ロッパ古典式を採用している。当時の最高層建
築でもある。日本側の銀行建築には主に「横浜正金銀行奉天支店」、「東洋拓殖株式会社
奉天支店」、「満州中央銀行奉天分行千代田支行」、「美国花旗銀行」などがある。
　20世紀20年代の銀行建築を総括してみると，その表現様式は西洋様式の継承であっ
て、古典復興式もしくは文芸復興式などを多く採用していたため、これらの様式は当の
銀行建築の標準的模式にもなった。
iii．教育、医療衛生関連建築
　1．教育建築
　19世紀宋、イギリス・キリスト教会が作り上げた文会書院以外にはまだ公共教育建築
がいなかった。20世紀初頭になって一連の学堂建築が次々と現れ始める。その代表的な
例は下の表の通りである。この時期、教育建築は規模が比較的に大きい「南満医学堂」
以外は伝統的なレンガ・木構造のレンガ・瓦一階若しくは二階建ての建築形式を取って
いる。中にも東関「模範両等小学堂」建築が比較的に典型的である。
　2，30年代、近代教育事業の発展と伴い、学校建築も新たな類型え発展し始めた。大
量のレンガ木造の伝統建築形式以外にもレンガ混合構造と各種の近代・現代式、東洋式
教育建築が次々と出てくる。この時期の教育建築特徴はその規模が比較的に大きく、楼
房建築が普遍的であったこと点、レンガ混合構造が占める比例が大きい点などである。
東北大学は当時の東北地区の一番雄偉なる教育建築であった。
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類型 建設時期 建物名前
中国伝統医療機構 1901 同春堂施医院
1904 奉天利達中医院
1905 奉天官立衛生院
lgo9 満州赤十字社奉天医院
西洋新式医療機関 1910 奉天医科大学
191ユ 南満医学堂
　2．医療・衛生建築
　20世紀初、藩陽と区の医療衛生機構はまだ伝統的な中医・中薬をメインにする段階に
置かれていた。これらの建築は伝統的なレンガ木造の青レンガ瓦建物であった。そして
1910年以後には西医・西薬の伝入とともに近・現代化された医療衛生事業と建築が出始
めている。
　30年代に入ると、日本人は「伝染病院」、「奉天結核病院」、「関東軍医院」などを創設
した。建物は主にレンガ混合構造で、三，四階建物が多い。
　40年代、国民党統治期間には医療衛生建築の再建などは基本的になく、1948年の藩
陽の開放前までには全市に4ヶ所の市立医院しかなく、大部分の医療衛生建築はほかの
所に利用された。
　iv．文化、体育建築
　辛亥革命以後、文化娯楽事業の発展とともに、商埠地の南・北市場、老城中街地区及
び満鉄附属地には様式各異の劇場とか映画館建築が建てはじめられた。一般的にレンガ
木造、レンガ混合構造などであり、その造形が新頴で近代化的特色を持っていい他。そ
して20世紀20年代には、商埠地北市場に「大観茶園」、「東北大劇院」、「中山大劇院」
などの大型映劇建築が建てられた。老城区には新たなに「大舞台」、「永安茶社」、「群明
大劇院」など一連の中、小型映劇が建てられる。そのなかでも「同澤グラブ」は、その
最大の規模、豪華な装飾、壮観なる造形などでかなり影響が大きかった。
　解放以前の藩陽には体育事業が遅れており、体育建築も規模が小さく、最初の体育場
は1912年の奉天小河沿公共体育場である。当建築は、レンガ混合構造である。最初の
水泳場は日本人投資の「千代田水泳池」である。総建築面積は2250㎡、レンガ混合構造
で中には大、中、小の三っの水泳池をもっ。大型の体育建築は1930年の日本人建設の「奉
天国際運動場」（現在の藩陽市人民体育場）と東北大学体育場（現在の渚陽体育学院運動場）
であった。この二つの大型体育場は当時の国内の最大規模の運動場であった。「奉天国際
運動場」は、楕門形で鉄筋コンクリート構造、敷地面積105710㎡、12000の着席をもっ。
v．オフィス建築
　19世紀末期、藩陽地区のオフィス建築は大部が木造もしくはレンガ木造の青レンガ瓦
建築であった。一般的に四合院の平面配置であった。なかでも典型的な建築は清初期と
藩陽の“留都重鎮”以後に次々と建設された“盛京宮殿”、“六部衙署”、“盛京治中衙
署”、“盛京将軍衙署”などである。これらの建i築は古城区中街、大南、大北、大東一帯
に位置されいている。
　20世紀初頭、“奉天省”の建立とともに商埠地と附属地が開かれ、伝統的なオフィス
ビルはその造形、構造、布局などの面で大きな変化を起こして一連の近代化性格をもつ
新型オフィスビルが現れる。比較的に典型的な建物は1907年の清政府の‘‘東三省総督
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部院”、“満鉄奉天公署”などである。
　国民政府成立から20年代末期まで、藩陽は奉系軍閥が東北を統治する首府となる。各
国も商埠地に領事館を設立し、それに帝国日本は附属地建設に力を入れていたため、近
代オフィスビル建設の新たな発展時期を迎える。ヨーロッパ、東洋、中西結合など各種
様式の近代建築が大量に建設された。代表的な建物には奉系軍閥政府から建設された“奉
天督軍部”、“奉天省長公署”、“奉天警察署”などである。附属地なかの“南満鉄路警
察署”、“奉天警察署”など及び、西洋列強から商埠地中に建設された様式各異の領事館
建築である。
　1931－1945年の問、この時期のオフィス建築は主に日本側によって建設されたもので
ある。建築様式は東洋式で、その建築スケールとか構造、面積なども以前より顕著な変
化が現れた。代表的建物には“興亜会館”、“奉天警備隊”、“奉天省公署”、“南満鉄道
総局”、“関東軍司令部”、“奉天市政公署”、“大倉土木株式会社”などである。特に、“南
満鉄道総局”オフィスビルと“奉天市政公署”ビルはその建築規模とか装飾レベルなど
から見ても当時のおフィルビル建設の頂点に達していた。
vi．住宅建築
　解放前、藩陽の城区住宅は清代、民国、満州国時期に検閲されたレンガ木造建物であり、
主に硬山式青レンガ構造であった。1920年前までには四合院若しくは単体の形式で街路
に面した居住群を成していいた。従って行列式若しくは十幾戸の住宅で囲まれて形成さ
れた大小不一致の居住庭を形成しており、レンガ木造の平屋が多い。多重庭で構成され
た大型四合院は王府とか官邸であった。その代表的建物は1914－1918年の張氏帥府で
あり、標準的な三進四合院である。この建物は藩陽の伝統的建築が近代化へ移行する過
程を見せている。
　民国初期から20、30年代に至るまで、所謂“花園洋房”建設のピークである。住宅
建設は大面積、大スケールの特徴をもち、2，3階の多層建築が多い。特に豪華で勢いよ
い奉系軍閥の住宅がそうである。例えば”張作森公館”がそうである。これらの住宅は
標準が高い庭院式独立住宅である。ほか、標準が少し落ちる住宅は附属地、商埠地とか
鉄西鋼業区などに配置されていた。
Vii．ほかの公共施設など
　藩陽市における最初の郵政建築は正907年に建設された“奉天郵政総局”である。洋
式を模倣した平屋であり、レンガ木造である。その後の郵政施設は日本人からの建設が
多い。例えば．“十間房出張処”、“奉天郵便所”、“千代田郵便局”などである。一番代
表的な郵政建築には1927年の“奉天郵務管理局”があげられる。建物全体はヨー一ロッ
パ古典式建築洋式を取っており、壮観なる造形などと雄偉なる気分など、当時の東北地
区の一流をほこる郵政ビルを誇って居た。
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　ほか電信関連の建築は1906年の“東三省電報総局・とか・盛京電報分局・などが上
げられる・ほか・日本側建設の“奉天電話局”、“満奉天中央電話電報局・などがある。
そして溜陽最初の給水塔は1905年の“奉天駅舎内給水塔・である。
b，沈陽の景観要素と建築
　沈陽の都市の歴史遺産は多彩多様であり、その分布も極めて広範であるが、都市の歴
史的景観の特徴　は概ね、四つの方面にまとめられる。
　L　一宮二陵を基本としてまた、多数の寺廟などが含まれる。沈陽は満清王朝の発祥
地であり、満族文化と建築芸術が集中できた地区でもある。
　2・帝国日本が行った満鉄付属地と商埠地の建築。沈陽駅、中山広場建築群などが代
表である。
　3．張作森軍閥統治時期に遺留された大量の近代建築遺産。張作森官邸がその代表と
なる。
　4・1930年代に開発された沈陽南駅の西側に広がる大量の近代建築。現在の鉄西地区
と呼ばれる工場地区に当たる。
　沈陽の歴史的都市景観構造には二っの方面の系統性が背景となっている。その一は方
城地区を代表とする中国伝統都市規劃理念に基づいて建設されたものであり、「皇権」の
意識形態を表現ししている。つまり、尊卑、上下、秩序と大統一思想が基本となり、都
市規劃は封建的政治目的を表している。もう一つは、日本が満鉄を接収した後、欧米の
古典主義思想の影響を受けたEl本人建築家たちによって行われた幾何学的手法の「奉天
都芭計画」であり、植民的色彩を色濃く表している。当地区の独特な色彩は張作森軍閥
統治時代の商埠地と方城内外における企劃と建築も強い影響を与えている。このような
都市構造のシステムにおける特殊性は沈陽の都市景観文化の魅力を増すと同時に、都市
計画の難度も高めている。
c．歴史街区と都市現代化建設
　沈陽の近代都市発展の骨格となる北市、中街、太原街は歴史的には外来文化と本土文
化融合の過程を記す生き証入でもあったが、現在、中街と太原街は現代的ショッピング
センターとして改造されている。それと比べ、北市は発展が遅れるような傾向を見せて
いる。近年は今はその点に気付かれて、当地区の開発と再生に関する調査、研究が行わ
れている
　沈陽方城は歴史文化名城となる一つ重要な構成部分であり、なかには皇居が中心に位
置している。また、方城のなかには長安寺、張作森官邸など重要文物古跡と有名な中街
歩行者専用商業街がある。この地区では、皇居を中心とした伝統的風貌の街区を中心と
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した古跡文化観光区と中街を代表とした中心商業区との相互連結と相互依存を図ってい
る。当地区の地区計画では、伝統的文物古跡区、伝統風貌区、風味飲食区といった三っ
の地区機能を有機的に調和し、またそれぞれの特徴を強化することがうたわれている。
　太原街地区は本世紀初、満鉄が鉄道付属地建設に際して、開発を行った所である。現
在ではその歴史的社会機能を重ね合いさせ、沈陽市の商業、貿易を中心とした重要な商
業中心区として、建設が行われている。
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2－1－3　溶陽の歴史景観の中における近代的要索
　a．　研究背景
　90年代以来、中国のiH城に二つの異なる経済体制が併存し、共に影響し合う中でそ
の更新と変革などが行われている。2004年度には「東北政策」nE　1が企画され、市場経
済体制の一層なる向上を図ろうししており、旧城更新はまた新たな挑戦を受けようとし
ている。
　東北地区には現実的な経済、社会、環境問題だけでなく、歴史的問題も絡み合って、
これからの都市と地区の継続的な発展に難度を与えている。「東北政策」の展開は必然
的に都市と地区の多大なる開発ブームをもたらすだろうが、その経済発展を目指す開発
と旧城の保全の調和が課題となっている。
　a－1．　研究対象
　今回の調査・研究の対象とした都市は中国遼寧省の省府・沈陽市である。遼寧省の重
工業都市群の中心に位置し、東北地区の政治、経済、文化中心として、現在は中国の四
番目の人口規模を誇っている。
　現在、沈陽には北京の故宮以外の古代宮殿建築郡を始め、陵墓、古建築及び歴史記念
物など400件が残されており、国家歴史文化名城としての独特な都市景観の魅力を発
している。町中の数多い歴史ある建築は都市発展史の全体を繋ぐ印として、都市発展の
各歴史段階の社会、経済、文化的特徴を表している。
　本論文では考察対象を近代建築に絞る。近代建築には満鉄付属地に建設されたものと
張作森軍閥時代に方城内外に建設されたものとは、その建設理念の違いから同一視する
のは難しい。
　本研究ではそのような違いが両地区の現在の保護と利用に与えた影響を分析する。ま
たそのような現状への考察は当時の建設の理念を再認識する上にも有意義であろう。
a－2．研究目的
本節では、これからの都市発展と建築の保存・利用といった課題の上で、異なった理
念を持つ近代建築の差をどのように認識し
きかという答えを模索する。
これからの継続的な都市発展に取り組むべ
　a－3．論文の位置付け
　沈陽市における都市と建築に関する研究には日本では越沢氏による近代都市計画に関
する研究、西澤氏の建築と建築家に関する研究がある。また、日中協力による藤森・江
坦氏の近代建築の調査なども見られる。また、早稲田大学研究グループの人的要素が都
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市形成に与えた影響の研究などが見られる。近年は日中両国の研究者たちの協力で満清
の歴史的建築の研究へ重点が移りつつある。これらの研究では伝統建築と変遷期の建築
との新たな接点を明らかにすることが目的となっている。また、沈陽建築工程学院の陳
伯越、包ム華氏らの近代建築の研究についての研究が見られる。
　沈陽の都市と建築に関する研究は、その研究の殆どが歴史的な課題に重点が置かれ、
今日の保護と利用などといった連結におけるほうはあまりない。明・清建築が都市全体
に占める位置からして、近代建築に関する研究は依然貧弱である。
　b．都市マスタープランと地区計画
　沈陽の近代都市発展のなかで北市、中街、太原街は一番重要な位置を示す三つの部分
2－1－1）。現在もこれら地区を中心とした都市マ藷　　　’　　　　　．　　　　　　－e，：
スタープランが計画されている。また、都市景H　・窪　　・　鋸　　…　　中街
脚と鰍どの法案゜規制などが行わ才囎一一＿懇幕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿Ar欝省における《樺人民共和国者肺計画欝揖戸踊…縫透
法》を実施る方法』（1992年）の第三章第15、17条では次のように規定している：都
市旧区における改建は維持管理と合理的な利用を原則にして布局を調整し、徐々に改善
すべきである。そして統一的に計画し、分段的に実施する。一方、都市の新区開発及び
旧区改建の中で、文物古跡と風景名所への保護に気をつけなければならない。そしても
う認定された重要な歴史意義をと文化芸術とか科学価値のある建築物とか構築物および
都市特色風貌をもつ街区に対子て重点的に保護すべきである。
　『藩陽市都市市容景観管理規定』（1998）の第2章の建築景観管理では、新たな建物は
その造形と装飾は所在区域の環境と協調されるべきであり、都市特色を表現市なければ
ならないと決めている。そして、歴史遺跡と名人故居など歴史価値ある建築物はその原
貌を維持すべきであり、専門的なサインを設置して無断改造とか取り壊しなどを防ぐと
決めている（表2－1－1）。
　沈陽市は1986年に第二次歴史文化名城に指名され、1994年には沈陽市の都市マスター
プランと合わせた「沈陽市歴史文化名城保護規劃」が編成された。その原則的な要点を
総括すると次ぎのようになる
　L保護規劃を通して都市の歴史文化の継続性を保護し、旧城の改造と都市近代化建設
との調和を促進することが目的となっている。
　2．当規劃は、都市建設のなかで意識的に旧城の雰囲気と伝統的街路の特色を保護する
法律的根拠となる。
　3・各レベルの保護区域を指定し、都市全体における空間環境のコントロールを図り、
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表2－1－1
文物範囲
①講籍籍潔讐r蛎r穰麟関係ある重要な記念議教講と史料価②藩陽歴史文化名城を反映する歴史街区、歴史建築等
所有権 本市行政区域中の地下、水域中に遺留する全ての文物は国家所有である
文物保護機構 市人民政府が資任をもち、市文化行政部門が実際の仕事を行う
経費
曾藤難瀧瀞擁謡縷1欄政預励入れる・文騰予算の②国内外の団体と個人が文物保護事業に投資することを支持する
改築制限
舞籐欝轄憂謹蕗鶴霧講鷺髭灘講鳶！難蔽星誰得聡欝尺襲鵠島計て工業企業の罐瞭止し競有の歴史文化駆保護に邪魔なる工業企業1ま計画
制限区域 裏鱒購単位の周副姉文伽政部門と都市言＋画部門の協同で一定の建設制駆胱
改造制限 揚讐騨と代表腱築の建築颯構造体系・基本平面配置と艶あ納部錨は変
法律責任 市文物行政監理部門の監督、具体的な違反に対する具体的な行政処罰若しく刑事貴任の追求
またほかの街区の細部計画と融合して沈陽の歴史文化名城の特徴を強調させ、北方の特
徴をもつ都市風貌を保つ。
　都市歴史地区の保護と観光業を結合して、都市独特な歴史文化から地区全体観光業の
発展を引っ張る。昭陵と福陵と舎利塔及びそのほかの古跡と有機的にリンクしx西塔の
原貌を取り戻す。舎利塔公園、北塔公園と南塔公園建設を加速化し、文物古跡観光ベル
トを作り出そうとしている。
　現在、藩陽市にに発見された文物遺跡は1100ヶ所。その中で国家級文物保護単位
10ヶ所、省級文物保護単位が27ヶ所、市級文物保護単位が23ヶ所となっている。
　近年には新たな歴史ブランドの発掘を目指して工業遺跡の保護と利用に力を入れてい
る。特に「老工業基地改造」政策の実施によって老工業基地移転が行われ、現れた大量
の工業遺跡をどのようにするかという課題が深刻になった。
　工業遺跡の保護と利用に関していくつかの事例を、以下のように考察できる。
　①2003年、破産に臨した八王寺汽水工場が買収された。水博物館企劃。
　②藩陽飛行機工業グループ、藩陽黎明航空モーダーグループ等の企業博物館設立。
　③鉄西工業博物館（区の個性を目指した企劃）：芸術家会館、工業博覧センター、など。
　④鉄西工人村保護開発：近代工人日常生活展示、喫茶店など。
　主に企業博物館の設立と地域特性を継承・発展を目指した都市計画という二つの面で
の保護・利用が見られる。企業から政府にいたるまで工業遺産の保護意識の向上が見ら
れ始めている（表2－1－2）。
　ここである専門家の話がそのような意識に関する代表性を持っ：
　　　　　或る意味で、藩陽は古代遺産は北京、西安、南京、洛陽、開封、杭州などより
　　　　弱いし、近代遺産は上海、青島、大連、ハルビンらよりに負ける。ただ、清末以
　　　来の近代工業遺産のみが独特な一面を占めており、これは我々都市競争の優勢で
　　　　ある。（張志強．遼寧社会科学院歴史研究所副所長）
　鉄西人民代表大会副主任の商国華は次のように述べる：
　　　　　藩陽が面している新たな歴史競争の中で、我々はどんな手を打って、都市がもっ
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表2－1－2
歴史文物保護における近年の動き
「文物保護法」の以前二1999年、故宮東門前の下馬碑の破壊
　　　　　　　　錫伯族家廟の破壊。重要文物が企業等に占用され、内部の無断改造など
2002年：
2004年：
2003－2eo5年：
2004年：
2005年：
2005年：
戦争遺産保護の動き：
ぼか：
国家“文物保護法tt、2003年国家“文物保護実施条例”の発布
”藩陽市故冨、福陵、昭陵保護条例”の発布。一宮両陵の世界文化遺産申請準備と法律根拠づくり
樋藩陽市地上不可移動文物と地下文物保護条例”
6，1億の投資。一宮両陵の文物本体と周辺環境の全面修繕と改造
非物質文化遺産（無形文化遺産）保護事業の開始
工業文物保護状況に関する調査
藩陽二戦盟軍戦虜集中営陳列館、溜陽特別軍事法廷旧跡陳列館等の事業
｛藩陽市中心城区歴史文化名城保護計画》、｛方城地区保護計画｝、｛中山路地区保護計画》
｛藩陽駅地区保護計画》等を通してII9棟の単体文物と8ヶ所の歴史街区を保護範囲に入れる
　　　と吸引力と継続的な競争力を持てる様にさせるべきか？…。藩陽の根は工業であ
　　　　り、豊かな近・現代工業歴史資源は藩陽の優勢でもある。従って工業遺産を保護
　　　して歴史が継承できるようにすることは藩陽の都市競争力作りに有利である、，
　企業側による工業博物館建設以外にも都市計画面においての保護と利用も考案されつ
つ合っている。その一つは“線”型保護である。工業観光の角度から、戸業遺産を保護
して新たな工業観光“線”を作り上げることである。次に“面”型保護であり、代表的
企業の元形態を保護し、新たな産業基地を作り上げることである（例えば鉄西鋳造写意
園）e　　　　　　　．
　しかし、このような工業文物保護と利用には問題点も沢山見られている。その一は、
保護・利用は各々の企業と地区の行為で、政府からの統一的な管理・監督体制が欠けて
いるのである。次に、工業文物の認定基準が明確でなく、その相応の規制・法律が欠け
ていることである。鉄西区では地域性の工業文物管理法を作っている。三つ目は工業文
物の分布が非常に分散されているため、都市計画部門と手を組んで展示施設を設け、あ
る程度の集中的な保護・利用が必要になることである。　　　一
　これらの問題は至急解決を必要としている。
　新中国の成立以後の半世紀の間、沈陽の都市建設は政治、経済、社会要素の影響など
が占める比重が大きかったが、未来はハイテクを先頭とし、政治、経済、文化が発達し、
先進的交通・通信ネットワークを備えた完全たる都市基盤施設をもつ、生態と人文的環
境に配慮ができた現代的都市を目指している。新しい世紀に入って、藩陽市は「一一宮両陵」
を主線とした歴史文化名城を文化面における都市イメージ像として位置づけて都市魅力
を発揮しようとしている。
c．，沈陽の近代建築の保護と利用に於ける調査
　　2003年8月中旬から2週間をかけて現地調査を行った。また、政府の担当職員たち
と大学、研究所の研究者たちとのインタビューも行い、この点に関する専門家たちの認
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表2－1－3
現在名称 旧名称 現在名殉 lll名所 現在名称 il］名称
沈陽鉄路分局公安局 満鉄奉ンこ1墓院 遼寧省博物臨 湯玉麟邸｛D 沈賜真空研究所 朝鮮銀行．4‘天支行
沈陽rli公安局 辞ヲミ｛聾察署 沈陽ll’物資局 蜘檸燃公館 沈隅南姑 満鉄奉天駅遼環貰餌 奉天ヤマトホテル 遼三旦i省局聯弁公倭 文生邸 沈冊鉄路局図1」1館 満鉄｛ま天1判11胤
瀧隅市郵便局 准天郵便局 遼珈省郵殖管理局 奉天郵務管理局 遼寧省総工会 乗三省官銀｝｝人罠旅祉 泰稟ビルディング 某工場でτ川 張大六太太 沈醐芸殖宿 同澤娘楽部枕陽II1工尚銀行 志誠銀行 趙四小嬢陳列餌 趙四小嬢府 沈賜市天主教堂 聖信堂沈陽ホ材貿易市塒 アメリカ花旗鉦｛行 市人民体ff槻 奉天国際運動場 大’f櫻 大1苛楼
沈隅市1翼1‘ll享館 満鉄儲天公所 沈悶第二正i貨帖 舟顧糸男 内モンゴル百崖代版所 辺業銀行洲鞘市育才掌校 満州教伽引「11学1交沈陽11r工商菜聯台会 奉天商傍総会 天光電影院 不詳沈陽市迎賓館 日本領｝1二館 帥学院 小1帥11学院 張f乍森陳列餌 大帥雁Ii1和福茶荘 中和福茶荘 農業瓢行東陵支店 唖構製行 遼埠1省農雪｛局 彊｝：穂邸
沈腸市給：1二会 東澗ll殖株式
針1：4‘天支店 東北描影眈 大陸劇場 沈陽il7商工銀行中山広場分理所揃浜正金銀行彰天支店
周思来少鑑読11｝ll1堆 …4妖省官剃匙1瑚拠
ﾍ両等小学破
沈隙i瑞河区倒川街塘
E一ｬ学教学楼
省立第一・女子切級中学 批陽鉄路辿輸中級控院 日木赤卜字社乍天細売
中国工商行濡河区分理所 東北三省官銀号 遼嘆省政府1廟諮理処 彊景恵邸② 遼曜省広幡堪台播蹴姿 、4垂天放送局
識を知ることができた。
　調査対象は古宮周辺の近代建築と沈陽駅周辺と中山駅周辺での計42棟の近代建築が含
まれる。（表2－1－3）その前者は主に外国留学を終えた中国建築家たちと現地の中国の職
人たちが建設したのに対し、後者は満鉄建築科の欧米留学の日本人建築家たちの作品が
主である。他に欧米の建築家たちの作品もあるが、基本的に中国行政側の主導となって
おり、便宜上、中国側と同じ理念の持ち主とみなす。
c－1．．方城周辺の近代建築の考察
　古宮を背景とした中街の商店街とその周辺の近代建築は、軍閥の勢力が満鉄付属地の
建設に対抗すべく、建設したものである。当地区には官僚たちの住宅とそのオフィス及
び、中国と西洋列強の商業施設が立ち並んでいた。地区機能として住宅と商業が基本に、
ほか学校などといった機能の建物が当時に建設されている。
　中街は極めて特徴ある街道である。というのはその形成された歴史背景と風格豊かな
道路両面の建物群のみでなくその特殊な地理位置と経済地位からでも分かる。また、街
道の建物はそのスケールなどは一定の協調をもつ整体感あふれる街道である点も特徴と
して指摘できる。
　中街はその街道形成の初めからその建物スケールの協調関係が存在された。そして時
間のながれによって街道が徐々に広くなるにつれて両側の建築も少しずっ高くなりつっ
あった。現在も建物高度と街道幅の間には一定の比例関係と尺度が残っている。建物は
2，3階が基本で、街道全体のスカイラインは緩やかな起伏をしている。数少ないいくっ
の商業ビルである、吉順糸房、吉順隆糸房、泰和商店等が少しそのようなスカイライン
を破って4，5階建てになっている。その代わり、これらの建物は形態が華麗で、そのス
ケールと造形が中街建築でも極めて注目を浴びていたため、ロードマークのような役割
を果している。これらの多層建築は巧みに通りの北側に配置され、街道への日差し影響
も避けている。
　中街建築の低くて緩やかなスカイラインは商業の需要だけでなく、故宮群体建築から
見ても合理的であった。故宮の最高点である鳳風楼から見下ろしできる点は、皇宮の中
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図2－1－2
心地位の背景に遜色もなく、また皇宮から繁華街の繁盛状況を見れることは統治者にとっ
て極めて誘惑力あることでもあった（図2一レ2）。
　中街の建築は中国式の伝統的建物で囲まれているにも関わらず、街区全体は“洋風”
の雰囲気が濃い。しかし、このような洋風は商埠地の洋風とはまた区別され、主に中国
建築家とか匠人たちによって建設されたものである。その中には数少ない一部の建物が
初期留洋建築家によるもので、ほかは西洋建築理論に関する系統的な教育をうけるとこ
ろか、それらに関する理解も極めて浅い匠人たちによryものであった。彼らは主に西洋
建築の洋式の模倣から始め、西洋建築の外面のなかで人に与える視覚的影響が強い要素
を建物が外観設計に取り入れている。
　このような処理方法は個性を好む商人たちの心理と混ざり合い、訪れる市民たちの注
意と視線を引くには一番であると判断されたのである。一方、これらの建物はその経営
内容と経営者の民族性などから建物全体を純粋な洋風にするのは無理でもあったため、
中西合壁という言葉に相応しい建物が自然の流れに沿って生まれてきたのである。結果
から見ても、このような処理が施された中街は大反響を呼んで藩陽一番の繁華街になっ
たのである。
　現在、当地区は有名な中街歩行者商店街を中心とした沈陽一番を誇る繁華街となって
いる（写真2－1－1）。元々当地区は商業機能が基本となっており、現在もそのような機能
をそのまま引き継ぐような手法で利用されている。また、その歴史的伝統を生かした観光、
教育などといった機能と調和させた機能変遷も見られる（表2－1－4）。
　以上のような中街の考察をまとめると、当地区の近代建築は基本的に中華バロックが
　　　　　　　表2－1－4
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中心となる。そもそもその中華バロックとは、
中国の伝統と西洋の建築の折衷を図ったとい
う意味である。しかし、これらの建築はあくま
でもその外観における西洋建築符号の模倣であ
り、内部はそのまま、中国伝統的な構造となっ
ていた。商業的機能の建物ならではの自由な表
現思想は現在の建物の利用にも影響を与えてい
るが、それよえ、現在も保護地区に指定されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真2－1－1いるにも関わらず、建物の持ち主次第で勝手に愛憎などが求められていて課題となって
いる。
　中街は新中国に入ってからも商業地区としての機能は変わっていない。しかし、経済
改革・開放に伴い、新たな経済発展を迎えた中街ではその単純な経済利益を求め、歴史
的な建物を取り壊すことが起きはじめた。高層ビルなどが勝手二建設されて街区のスカ
イラインを乱し始めた。このような問題点を背景に、当街区は藩陽市唯一の歴史文化保
護地区に指定されて保護政策が施された。建築高度制限ゾーンが決められるなど、街区
の保護が行われた。しかし、その一方で、建物の勝手な改造と、建物上の巨大な広告な
ど新たな課題も出てきた。
　中街は特定な歴史条件の下で形成されたもので、その建築も特有な雰囲気をもつ。重
点文物保護区に指定されたが（表2－1－5）、そのすぐ隣の故宮と違う点は“絶対的保護”
（つまり観覧機能のみの博物館利用以外に他用はない）ではなく商店街として現在も利用
されている点である。現在もその経済的価値は極めて大きく、また現代的ビジネスと生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2－1－5活スタイルが少しずつ入り込まれ、街道は不断藩陽市方城計画（2002概要
的に発展するものである。このような発展は都　保護を主要目的とし・合理的な空間秩序を維持し・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市の歴史を引き続かせる。市計画面での合理的なコントロールを欠けてい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光産業を発展させる。
る時、色んな問題が発生される。中街に現代化　交通ネットワークを改善して、都市景観を変化さ
高層建築（バラーホテル、盛京飯店、藩陽商業せる゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業中心としての地区機能を維持し、歴史的景
モールなど）が建てられ、スカイラインが乱れる。と町並みを背景にした現代的ビジネス機能に融合でき
また新たな看板建築の“清代一条街”の建設なるように配慮する・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴史文化街区の景観を維持する上に、インフラ施どは区域全体の歴史・文化的雰囲気を変えてい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設等を改善して現代的生活スタイルに応える。
る。
　そのような中街であるが、近年には藩陽市政府における故宮の開発の影響を受けてい
る。中街と故宮の街並みにおける主次関係は前にもう述べたわけであるが、藩陽市政府
は故宮の世界遺産の申請を契機に故宮のみならず、その周辺地区の整理・整頓まで一緒
に取り組んだわけである。実際、これは大変意義ある仕事であり、中街と故宮の切り離
せない関係から全体的に視野にいれた整理・整頓だということで大変肯定すべきである
はずだった。しかし、そのような全体像を目指した整理・整頓は実際にはすべてを「故
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62
写真2－1－2　保護の波のなかで去ってゆく近代遺産
宮すべて」という暗黙の原則によって流れていた点が指摘される。結果的に故宮の復興
工事は成功を納め、順調に世界遺産に申請できたものの、その過程における中街の新た
な破壊が指摘できる。
　中街周辺の近代建築の利用と改造手法についていくつかの事例に取りあげながらその
分類を纏めて見る。
　1．ファサードの復元。中和茶福茶荘がその例であり、　元の外壁を全部取り壊し、元通
りに復元する手法である。
　2．建物の取り壊し。市紡綜工場ビルがその例であり、取り壊して新しい建物を建てた。
　3．部分改造と新旧の調和。改造された建物の殆どがその事例であり、建物の時代感の
反映に一定の特　徴を見せている。
　4．スカイラインの問題。中街周辺のバイ塊大酒店、盛京飯店など高層ビルが街の周
囲に建設される。
　5．清代一条街の建設。中街の歴史的地位と機能の乱れを見せている。
　中街の近代建築の改造手法を巡って研究者たちのなかでも一番の焦点が一番目の伝統
的建物を外壁を取り壊し、そのまま復元する手法への疑問である。また、中街そのすぐ
側には故宮があり、中街の街の雰囲気との調和をどのように解決すべきかが議論になっ
ている。
c－2．太原街周辺の近代建築の利用に関する考察
　太原街は20世紀初頭に建設し始まれ、もう100表2－1－6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太原街地区計画』企劃原則年あまりの歴史をもつ。1905年に本が帝国ロシア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元の街区布局を保護し、方格網と放射線状
から鉄路附属地建設所有権を手に入れ、その企劃建　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路網を更に改善して、街区構造の歴史性と継
設を行った。企劃全体は古典主義雰囲気が濃厚であ続性を尊重する。
る。街区全体の雰囲気も企劃によって厳しく制限さ2，元の街区機能を拡張して、太原街を中心と
れており、街区風貌は統一されてある。現在も当地した商業゜貿易中心区を建設する・
区は藩陽市でも高質の都市景観区域になっている（表　　伝統的と市空間を保護し・南駅広場・中山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム場、和平色場等と周辺の建築群を重点的に保2－1－6）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護する。伝統建築形式と色合いの協調と対比手　沈陽駅から中山広場などを中心とした太原街地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法を採用する。
は満鉄が東北地区における拠点の中心として位置付　交通システムを改善する。地下と地面歩行
け、主に、行政、公共、金融などといった地区機能街システム、地下鉄などの交通システムの調和。
　　　63
表2。1－7
が基本として建設された。現在は中街とは対照的な現代的雰囲気のショッピングセンター
となっている。
　当地区の近代建築の利用は、昔の建築機能を生かした建物利用が基本となっており、
行政と銀行、百貨店等といった大型の利用が基本となっている（表2－1－7を参照）。
　中山広場、南駅広場、和平広場及び周辺の近代建築群が重点的な保護対象となり、伝
統的建築形式と色彩との協調・対比と言った表現手法でその保護が行われている。全体
的に街区の雰囲気の維持と継承といった保護手法が主に行われている。
　経済改革・開放に入ってから、中山広場地区における景観と町並みの整備は平和区区
役所に管理されるようになった。インフラ施設を完備し、緑化を改善し、交通渋滞を改
称するのに力を入れた。特に「中山路及び中山広場地区の景観保存計画」が実施され、
2003年には中山広場地区の改造工事が実施された。広場のリフォームだけでなく、景観
に悪影響の広告の取り除き、ライトアップなどである。
　当地区の近代建築の改造利用は以下のようないくつかの種類に分別できる。
　1．建物の外壁の改造。元日本領事館は外壁に白いモルタルが塗られている。
　2．ファサードの部分的改造。元ヤマトホテルは正面のアートを部分的に改造した。
　3．新旧調和の改造。元奉天駅のように建物自体の改造はされてないが、正面の記念
　　　碑を駅舎と連結させ、建物の雰囲気を一新した。
　当地区は現代的なショッピングセンターが主要な地区機能となっており、大型百貨店
などが後を絶たず、スカイラインの乱れが問題視されている。
本節のまとめ
　藩陽の市街地は、五つの地区に大別される。もっとも古い市街地は故宮を中心とした
かつての藩陽城内であり、中国伝統の城壁都市の特徴を現している。実際、藩陽市では
中国国内でも唯一その保存状態が完全なる二大故宮と自賛しているのも事実である。次
には現在の溜陽南駅の東側に広がっている元満鉄付属地である。3番目は、この両地区
に挟まれた地区であり、清政府が外国人に商業活動を認めた商埠地と呼ばれた地区であ
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る。そしてこれら三つの地区の北側に広がる張作霧軍閥政権によって作られた東北大学
とその周囲の徐徐に開発された地域である。最後に藩陽南駅の西側に広がる1930年代
に開発された鉄西地区と呼ばれる工業地区である。
　この節では沈陽における近代建築の保存と利用にかかわる課題を取り上げた。満鉄付
属地と中街における地区規劃と建設は関連性を欠いたまま、現在に至っており、両地区
の発展と利用における横の繋がりには距離がある。
　中華バロックの建物は元々地域の職人たちの自由な空間発想から生まれたものであり、
現在の地かなり自由な発想による改造と利用に通じていると思われる。しかし、、中街に
建てられた大量の復元建物はその継続的利用に謁ける乱れも見せており、保存と発展と
の尺度が課題となっている。
　沈陽が中国歴史文化名城リストに載せられるようになったのは故宮を始めとする伝統
的要素が決定的要因であったのは確かである。しかし都市の発展上、これらの近代建築
も沈陽の都市建設に不可欠な伝統的要素として的確に位置付けていくことが課題となる。
　都市全体として考察すると溶陽の都市イメージはの「清の発祥地a最初に浮かぶのは
理解に難しくない。一方、満鉄付属地を見ると近代の街並み建設の際、都市全体を視野
にいれた開発ではなく、近代日本の自分勝手の都合による開発である点を指摘しなけれ
ばならない。従って、この街区は藩陽でもかなり独立性をもつ街区である点が特徴とな
る。現状からみても、その近代からの雰囲気をそのまま保っているのはその独立性から
である。鉄西地区の工業地区では近代産業遺産を取り上げた観光事業が進められている。
中街はもともと商業街であったが、もう一っの機能は故宮の付属街区である点も注意し
なければならない。街のスカイラインも故宮の建物の最高所から「太平盛況」を見下ろ
せられるように企劃されている。現在の中街は一部はそのスカイラインが乱れているの
も問題であるが、故宮の保護と突出のために付属地位であった中街を犠牲まで迷わない
点には疑問をもつ。
　沈陽はこれからも東北地区および中国にも重要な役割を占める都市と成長していく。
そのためには、都市のイメージをどのようにつくりあげるべきかという課題が浮かび上
がってくる。都市の伝統と近代、及び現代における都市使命などとの連結を見極める必
要があろう。
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2－2　都市建設史から見る大連像
　大連は沿海都市であり、港と工業発展などによって徐々に建設された100年あまり
の比較的に若い都市である。全国解放の時、大連市は都市面積が45平方キロ、人口70
万人の規模に達している。もちろん当地区における人類の活動は新石器時代まで遡れる
が、そのような痕跡が大連とおいう都市に遺した痕跡は見られない。従って、当地区に
おける歴史的沿革は、大体、先秦から階唐期（紀元前一紀元907年）；遼金元から明清
期（907－1898年）；帝露租借期（1898－1905年）；帝日侵略期（1905－1945年）；
開放後ム新中国成立以前（1945－1949年）と細かく分けられるが（図2－2－1）、その
都市計画的な建設は主に帝露租界期（1898－1905年）と帝日侵略期（1905－1945年）
が主要的であり、これからの都市建設期の説明も上記の二つの時期に焦点を当てて考察
してみる。
　a－1帝露租借時期（1898－1905年）
　帝国ロシアはアジアの東方に自由貿易港と軍事基地の不凍港を求めて1898年、満清
政府と不平等条約「旅大租借条約」を締結したのが、旅順と大連の都市建設の始まりの
経緯である。後に大連市第一任市長と赴任したサハロブ氏が総行程師と任命され、旅順
と大連の都市建設企劃を行った。当企劃は大連市の初のマスタープランである。
　当プランはその目的が軍事と経済上の目的に合わせ、対外交通、港の建設、鉄路の建
設などを優先的に配慮し、大連を帝国ロシアの東方における一大商港とする自由港に建
設した。
　1899年、大連市建設の開始が宣言されると、青泥窪一帯の、東の寺力La、西の大同
街、南の南山麗、北の海浜に至る5．4万ヘクタールの土地を都市用地とした。企劃は
寺力Laの一帯に埠頭を配置し、青泥窪橋に駅舎を建設した。当時の市区企劃は三つの部
分に分けられる：①行政市街区（統治機構の所在地）、勝利橋北側（ロシア街）、現在の
民楽街道の全部を含む。②ヨーUッパ市街（商・　　　　　　　　　ノ　　，一・1
業区と・シア人居住区）、当区はまた機能と住〉・＼ノ／　∴逢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　、　　　　　　　城居階層によって商業区・住民区・紳士住宅区’ @‘1　　ノ　　基の三つの小区に分けられる．商業区は中山広し，　L／ニノ　　琶
場から友好広場の間に位置し、スターリン路　　　　　1、
と中山路の北側になる．住民区（官吏区）は1・一一・猪ｨヂ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．商業区の南、現在の永勝街と朝陽街の西側に゜ ン　　　、
なる．紳士住宅区（別荘区）は住民区の軸理　、ノ1』
に位置し、静かな山波地帯である。③中国市　　　　　　　”・，．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2－2－1街は西岡区の東側、労働公園と動物園の西に
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なる。そして、沿岸沿いに埠頭、倉庫、ドックなどの港湾施設を整備して、巨大な商港
を作った。
　大連における帝国ロシアの都市計画はその規模は小さいものの、その植民地性質は明
確であった。都市計画建設は対外交通機能を中心にして、物資の外運の便利を図った。
このような都市計画は初めから大連の都市性格の基本を決めたのと同様である。
　a－2　1ヨ本植民統治時期の都市建設
　1905年、日露戦争でロシアが敗戦し、大連は帝国日本が代わって所有された。帝国日
本は都市建設管理機構を設置、法律を分布した。都市計画の規模がどんどん大きくなると、
何回も都市建設管理条例を分布し、都市計画を修正した。
　1906年、帝国日本は「大連専管地設定之建設制限規則」を最初の都市計画法規とし、
市区全体を軍用地区、日本人居住区、中国人居住区の三つの区域にわけ、都市名を正式
に大連と命名した。
　1930年、関東庁は大連市都市計画委員会を設置し、大連を「国際大都市」、遠東大
港に建設しようと図った。そのような1ヨ的からまず、対外交通建設として1915年から
1940年の問に埠頭建設を行った。海港2、3、4号埠頭；石炭埠頭；石油埠頭などがそ
の時に建設されのである。陸運として、1936年、大連駅が建設された。また、新たに加
わった軍事機構に合わせ，周水子軍用飛行場を建設した。ほか、商業的機能と連結された、
商業、金融施設なども完成された。
　帝国日本が行った大連の都市建設は以下のように幾つの所に重点が見られる。
　①．対外交通機能：沿海のいい所は基本的に交通運輸、倉庫、工場が配置された。
　②工業生産機能：工場は半製品加工の工業が基本的であった。例え、当時には比較
的に規模が大きいと称された機関車車両工場と修船工場さえ、その部品と設備は全部日
本国内からの供給であった。
　③．インフラー建設：住宅区、市政建設と工業施設の差別が極めて大きいものの、日
本人の住区は庭園式、排水システム、暖房システム、ガス供給システムなどが完備され、
優れた環境を備えた。
　⑳文化娯楽と商業サービス施設機能：日本人居住区に限ってはあるが、公園、病院、
映画館、学校、百貨店などの施設が備えた。
　1945年の市区人口は70万、建設面積は45．7平方キロに達したが、当時の国際的態
勢と政局の変化は都市企劃に一定の影響を与えたものの、部分と全体、短期と長期、工
業生産部局には帝国ロシアの時代と比べあまり変わりがなく、軍事的的であれ、民事的
であれ、港としての物資運輸機能を中心とした都市機能は基本的に変わりがないと言え
よう。
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　b．解放以後の大連の都市建設
　王945年・大連が解放されると、都市建設にはそれほど進展がなかった。これは当時の
国内内戦などといった政治環境からなるものであった。一方、大連の優れた都市環境か
　　　　　　　　　　　　　　　表2－2－1ら老虎工人療養院、大連幹部療
養院などのリゾート施設および、
工業展覧館、労働公園など文化
施設が建設された。また、工業
では半製品と部品組み立てのみ
の局面を徐徐に変えていった。
戦後における大連の都市建設の流れを表2－2－1から考察できる。
　一方、新中国が成立以後、三年回復に入り、また、朝鮮戦争の政治環境などが都市建
設に影響する。当時・決定された都市建設方針は以下のようである：　工業と農業生産
のため・特には工業建設の加速を図り、国防建設を促進する。労働人民が利用できる快
適、便器、実用的な居住条件をつくり、生産発展を促進できる基礎をつくる。その具体
的な要求として、五つの点が取り上げられた。①大連市を社会主義的現代化都市に建設
する。②都市発展規模を適当にコントロールする。③工業用地を優先的に配置し、大中
小の結合を通して、新たな工業地区の建設に重点を置く。市区の企劃以外にも、衛星城
鎮及び農村部の建設も平行する。④皇后発展と合わせ、旧都市部を徐徐に改造し、都市
全体の発展を図る。計画的に旧城区を改造し、都市面貌を改善する。⑤建築品質を高め、
都市景観の配慮から、実用、経済的、且つ、可能な条件の下でその美観を配慮する設計
方針を実行する。当時の都市建設をいくつかの方面に分けて考察できる。①機械、化学
工業を中心とし、軽紘建築材料などを含む工業システムを構成する；②交通運輸：埠
頭の増築っと鉄路運輸の改造；③観光事業：園林緑化を行い、都市環境を改善した。また、
その優れた自然条件から、療養、保健、観光などの要求に合わせた建設を行った。
　1957年から編成された大連市都市マスタープランは都市発展の規模、配置、機能分布
など原則的な問題を確定し、その企劃指標と標準を調査分析し、当時の強い影響をもっ
ていたソ連スタイルの枠から部分的に離れ、地方特色に合わせた企劃を行った。当時の
都市建設はその客観的条件の影響から「機械、化学を中心とする工業都市」という単一
的な都市性質しか確定できてないのが特徴である。もちろん、港都市としての特徴も明
確に提出しなかったし、大連市の優れた自然景観への重視も不足した。また、規模が過
大し、過度な用地占用、過度な標準、過度な新建設など、明らかに、当時の都市性格の
確定は適切でもなく、非完全的なものであった。
　王978年3月の全国第三次城市工作会議を経て、中国全土での都市企劃の強化が求めら
れた。大連市も同年のll月に「大連市総体企劃編制提綱」を提出し、大連の都市機能と
建設方向の修正を行う。このマスタープランは、1985年5月、国務院から許可される。
許可書には次のように指摘している。
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毒玉　と迎1侮期 1945・1949三回　と一五言・画．1 1950・1957
二五」計画と三調　可 ユ958・1965
二五」計　と三　調　時　　’大　　」時 1966・1976
五五」、ハ五」計幽 1976－1985
場経済一叩1、 1985・2003
大、」計画 現編疹
れを表2－2－1か
　「大連は東北の門戸であり、わが国の重要な港
都市であり、工業基地である。また、景観秀麗
な観光都市でもある。今後の大連市の建設と方
向は・…　　」
　総体企劃では、大連の都市性質を「港、工業、
観光」の都市と性格つけている。その具体的な
根拠として三つの点を取り上げている。一つは
大連は中国の五大港の一つに数えられる重要な
海運港として、その百年あまりの都市建設も港
建設と発展と伴うものであった点を指摘してい
る。また、工業基盤が比較的に充実され、1985
年の時点で、機械、石油、化学工業、冶金、軽紡、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2－2－2
建材、電子などの部門で実績を上げている点である。三つは大連は山と海を挟み、海岸
線が長く、豊かな景観資源をもっており、自然風貌が秀麗である。将来にも観光事業を
発展できる優越条件を持つ海浜都市であることである（図2－2－2）。
c．都市計画（2003－2020）からみる大連の都市建設方向
　今回の考察対象となる「大連城市発展企劃」は大連市市共産党委員会九届五次全会に
通した『「大大連」建設する企劃概要」（2003－2020）の具体実施の案として「大連市
城市総体企劃」（2000－2020）の補充と調整である。その背景にはまた、遼寧省共産
党委員会九次大会で提出された、大連は遼寧省経済発展の先頭役として、その発展は遼
寧省並びに東北ないし、もっち広大な地域の発展発展と連結しなければならないという
会議精神がある。同時に、「東北老工業基地」の振興も大連が都市の位置づけとこれから
の都市建設の方向と規模を見つめ直す契機がなった。
　その具体的ないくつかの指標などを考察してみるが、2002年大連市人口は598万、
うち都市人口は328万であり、都市人口は全体の55％を占めす。企劃の2020年には
総人口800万、都市人口は680万の都市化レベルの85％を目標としている（詳細は表
2－2－2を参考）。
　以上のような人口分布としてその都市各区の機能はどのように配慮しているのか？大
表2－2。2
単位（万人） 2020年 制御規模
銅二市人口 農業人「1 総人口 都甫人1：1 農業人口 総人r：i
中心部市 450 30 480 600 40 640
　　　　　　k市区その内 280 10 290 330 10 340
新市区 170 20 190 270 30 300
庄河市 75 30 105 80 35 115
瓦房店市 80 30 110 85 35 120
普蘭店市 65 25 90 75 35 110
長海県 10 5 15 10 5 15
台計 680 120 800 850 150 100069
連市では「西部を開拓し・北部へ発展する」原則から、西側は旅順まで開拓し、北部は
金州へ拡張し・「二つの城」一つまり主都市区と新都市区の空間構成を図る。将来的に大
連市は一つの中心都市（主市区と新市区）、三つの副次中心（庄河市、瓦房店市と普蘭店
市の三つの衛星市）及び・小都市、鎮などが二つの軸線（渤海沿海岸の長春一大連鉄路
と藩陽一大連高速道路・黄海沿岸の大連一丹東高速道路）の両側に配列されたV字状の
空間構成をなす。具体的には
　①中心市区一大連市の核心
　大連市の主市区の機能として、地区人口、経済的集中地となる。主に、行政・文化中心、
中央商務区とほかの経済産業区ならなる。その内、中心部は商業・貿易・金融サービス区、
臨港産業区と物流産業区となる。旅順区は観光、臨港産業、ハイテク産業と大学院区と
なる。
　新市区は開発区と保税区、港区、観光区などで構成される。新市区の機能として工業
基地、ハイテク産業、物流基地と出港などからなる。
　②副次中心一庄河、瓦房店、普蘭店の三つの衛星都市
　副次中心、つまり三つの衛星城の地区機能は資金技術密集型と労働密集型産業加工区
および現代農業産業区と観光地区となる。重点的には工業団地と現代農業団地と個性あ
る観光項目の開発と建設に置く。
　③「海上大連」一長海県
　長海県の都市機能を「海上大連」建設の試点と凡例区と位置づけ、海洋経済と海洋サー
ビス産業区を重点的に促進する。企劃として2020年には都市人口5万、都市化67％に
まで達成させる。
　④小都市一黄堆、仙人洞、砲台、複州城、皮口と安波
　これからの地区はその区域の位置と資源条件などの配慮から上記の城鎮を選び、小都
市と建設する。副次都市と城鎮の連結機能を中心的な目的とする。都市規模として人口
10万ぐらいとする。
　これらの小都市の機能は観光産業がメインとしたり、交通の利便性から運輸の中間駅
などにするなど各々の地域の特性に合わせた開発と建設を行う。
　⑤城鎮一区域経済発展の支え
　藩陽一大連高速道路、大連一丹東高速道路等の交通幹線に各々個性ある城鎮群を建設
し、地域経済発展の経済的支えと区域問の共同発展を引っ張り、全面的に農村部の城鎮
化への転換を促進する効果などを図る。
　このような大連であるが、その具体的な産業はどのようなものになって都市建設の方
向と特性を決めつけようとしているのか？本都市総体企劃では「強い産業と工業を優先
的に発展する都市に建設する原則の下、高新技術技術産業を導引として石油・化学；I
T産業、機械製造の産業を三本柱とする工業基盤；近代的サービス産業」が備えた都市
構造を描いている。
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　従来、大連は中国の重化工基地の一つとして、これからはその現有の基礎の上、中国
最大の煉油と重要な石油・化学製品の加工基地として方向を定める。機械製造産業の面
では元の造船工場を元に、中国の重要な造船産業基地を形成する。中心市区では火車車
両製造業を中心とした中国国内の重要な運輸設備製造基地を建設する。ほか、車産業と
金型製造業にも力を入れ、工業団地の建設を行う。
　IT産業では主にデジタル製品の製造基地を図る。
　サービス業では主に、商業・貿易、現代物流、金融、保健、先物取り引き、不動産、
観光会議と展覧、コンサルタント産業を建設する。このように大連の未来像は一流の国
際商業都市、観光会議展覧の名所と東北地区の物流中心と先物取り引き中心として描け
る。
　⑥観光発展企劃から見られる都市景観への影響
　大連市の海を隣接し、秀麗な風景などで観光資源は豊である。山、海、林の三位一体
の自然景観と多様な風格の都市建築と近代戦争遺趾など人文景観、四季明確な温暖な気
候気候、及び全国的にも進んである観光サービス施設などは大連が理想的な観光リゾー
トの名所として建設できる有力な条件と彼等は認識する。
　その具体的な観光産業の戦略としてまず、その優れた地域優勢を生かして海を背景と
し、緑を基盤とする観光産業を発展させる。また、さまざまなイベント、観光商品の開
発などを結合させ、将来的には中国の観光名所と国際的な風景観光名所などを目標とす
る。全体的な配置として観光中心区は中心市区に配置し、その企劃は現代都市景観、海
浜風景、文化イベント活動、都市園林とと都市景観などといった要素からなる。一方、
金石灘国家観光リゾートと旅順の近代戦争遺趾と軍港風光区が市外区のメインなる観光
項目となる。
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2－2－2大連の歴史景観の現状考察
　開放前の大連都市は、帝国ロシアと日本の半世紀あまりの統治と建設を経て都市の建
築風格と配置などは濃厚な西洋と日本文化の雰囲気をもつ。
　市中心地帯は、中世期折衷主義の古典式建築、高く甕え立っゴシック式ビル、バロッ
ク的痕跡が見られる放射状の円型広場等で構成されている。市区のあちこちに散在して
いるロシア式と日本式の小型住宅等は都市の特有な異国風情を現している。
　1898年、帝国ロシアは清政府と不平等条約を結び、旅順・大連を租界する。次年に
は三年半に渡る市街地建設計画を立て、大規模な海港と都市建設を始めた。
　帝国ロシアが制定した都市計画では、青泥窪を中心にして東側をオーロバ街区、北側
を行政区、西部を中国街区に建設した。当時、
オーロバ街区と行政区中で建設された各種建
築は主にロシア建築家による設計であった。
1900年に勝利橋北に新たに建設したダーリニ
ー市政府庁舎（現大連自然博物館）はその建築
面積4889㎡、二階建ての鉄筋コンクリート構
造の濃厚なロシア伝統的雰囲気をもつ古典式
公共建築の典型となる（写真2－2・1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシア写真2．2－1
人の居住する住宅は庭園式の小住宅が多く、建築にはロシア民間の木構造建築様式の痕
跡が残っている。
　当時に建設された住宅建物の特徴を総括すると：優美なる建築造形を持っており、比
例が規律正しく、装飾が繊細である。鮮明で統一された建築色合いを持っており、暖色
をメインにした壁面に外の色を配色した屋根を組み合わせた構造となる。寒帯建築の平
面配置を取り入れ、閉鎖的で伸長が深くて広く、門庁が大きい。部屋は高くて窓が小さ
い特徴などをもつ。
　初期のロシアが勝利橋の北側、星海と黒石礁一帯に大量に建設した住宅建築はその風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華格と芸術特徴などから上記のようなロシア式
傾向の建築が多い。そして、地域と地勢によっ
ては地区環境に配慮された特徴なども見られ
る。
　1905年、帝国日本はロシアを代わって大
連の統治権を手に入れる。そして港建設を行
うのと同時に大規模な都市建設を行う（写真
2－2－2）。同年4月、《大連専管地区設定計画》写真2．2．2
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と《大連市房屋営造之暫定管理規制》を発布して、市区内の建物を臨時建築と永久性建
築に分けて区別と制限した。また、建物の企劃、設計と管理等に関する具体的な規定を行っ
た。当時に満鉄は市中心地区に大量の各類大型公共建築を建設した。
　1907年8月一1909年の三月の間、開建大広
場（現中山広場）北側の横浜正金銀行（現中国
銀行）は文芸復興時期特徴をもつ建築である（写
真2・2－3）。最高点23．2m、屋根には三つの円型
窓はビザンチン建築の特徴が見られる。中央の
円型窓が少し大きく、両側脇の円型窓は少し小
さい。建物全体は白、浅黄、粉緑など鮮やかな・’
で柔らかい色を採用することによって全体の緻・
密で繊細ながらも格別に目立つような効果を演写真跡3@　　　　。
じている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　1909年に建設された豪華な洋式の大和ホテ
ル（現大連賓館）は、四階建ての鉄筋コンクリー
ト構造、建築面積11376㎡、1914年に完成さ
れた（写真2－2－4）。この建物はバロック式建
築特徴に合わせられたヨーロッパ風の建築であ
る。当時の広場周辺でスケールが一番大きい建
物であった。
　1915年、大広場の東南側に建設された大連
市役所（現財貿ビル）は多種の特点を持って
いる近代的な折衷式建築様式に近い手法を採用
している（写真2－2－5）。地上建築四層、鉄筋“’”’‘
コンクリート構造、建築面積9870㎡、最高点
30．5mである。建物の全体的外見はヨーロッパ
風を見習った近代建築様式となっている。立面
写真2－2－4
の外窓は不規則的な変化と規則的な配列を調和写真、2．2．5
させて建物全体が静粛で明快なる雰囲気を与え
る。屋根には一つの方尖塔を設け、建物の低い
感じを防げ、また異様な芸術効果を出している。
　1918年大広場の西側に建設された朝鮮銀行
ビル（現中国人民銀行）は折衷主義の雰囲気を
もつローマ古典式の建築様式を採用している（写
真2－2－6）。正面はホールで隣ビルは三階建ての
オフィス用である。建築面積5278㎡、最高点
　　73 写真2－2－6
18．9mである。正面は6本のローマタスカン柱式の柱廊を成している。建物全体厚い壁、
高い柱などで静粛で壮重なる雰囲気の古典主義特色を現している。
　1930年、大広場の西角に建設されあヨーロッパ風の建物（現省外貿局ビル）はゴシッ
ク式の特徴をもつ建物である。地上2階建てで広場向けに正面を設けている。メインビ
ルの真ん中には方型尖塔を設けてそれを中軸として両側のビルと対称される形態となっ
ている。建物全体には浮彫とか石刻などはなく、門辺、窓際などにヨーロッパ建築の典
型的な装飾色をいれいている。
　帝国日本はこの2万㎡の大広場の周囲に上記の5棟公共建物を建設した以外にも、幼
稚園、郵便局、教育局、市政府東ビルなど、計9棟の高低、造形など各々の個性をもつ、
19世紀以来に流行された折衷主義特徴の痕跡を残したヨーロッパ風の建築を建設した。
これらの建築は広場の全体景観と協調されて大連独特なヨーロッパ古典式建築風貌をな
している。
a．大連の近代建築遺産の現況調査
　中国では2004年から「東北政策」を実施し、老工業地区の経済再生を図っている。
大連市は中国東北地方の海の玄関である有利な地理条件を持っており、現在は東北地区
の経済発展のリーダーシップを狙った「大大連1｝」のスローガンを揚げて都市発展戦略を
練っている。
　大連は古い歴史のある都市とも、まだ何十年の歴史しか持たない現代都市とも違う都
市性格を持っており、これからの都市発展戦略を考える上で、都市景観のなかでの近代
性という要素をどのように都市計画のなかで表すかという課題が出てくる。
　本論文では大連市が都市景観のなかにおいてどのような方法でその近代的要素を扱っ
ているかを明らかにし、その近代的要素の基本となる近代建築の保護の方法論を検討す
ることを研究目的とする。
　本研究は基本的に都市景観と関わるいくつかの法律に焦点を置き、検討を行う。研究
は2003年度の現地の調査と政府関係者とのインタビューなども交えながら進める。
　中国大連における近代の都市と建築に関する研究は沢山あるが（例えば槻谷昌幸、山
崎壮一、西村伸也、中野友貴、王卓、山本麻子、陸偉氏らの研究、大体、近代都市計画、
近代建築と建築家、近代都市と地域の形成註5、近代建築の現状調査などと言った面で
の研究が挙げられる、しかし、都市計画の現状とか「文物保護法」などと言った法律の
面などからの、都市の近代性の保護と利用に関する研究はまだ見当たらない。
　大連は港と工業の発展とともに建設された都市であり、1OO年余りの歴史をもつ近代
都市である。1899年、帝国ロシアは大連市建設を宣言し、市区計画を始めた。当時の市
区計画は行政区、ヨーロッパ市街、中国市街の三つに分けて建設された。
　1906年の関東都督府の成立を経緯として、大連建設の主導権は日本に握られることに
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表　2－2－1
文物範囲
①重大歴史事件、革命運動若しくは著名人物と関係ある重要な記念意義、教育意義と史料価
@値がある近現代重要子関、実物、代表性建築
A審陽歴史文化名城を反映する歴史街区、歴史建築等
所有権 本市行政区域中の地下、水域中に遺留する全ての文物は国家所有である
文物保護機構 市人民政府が責任をもち、市文化行政部門が実際の仕事を行う
経費
①市国民経済と社会発展計画に取り入れ、経費は市財政予算に取り入れる。文物保護予算の
@増加は財政収入の増加とリンクされる．
A国内外の団体と個人が文物保護事業に投資することを支持する
改築制限
現有の建築を改建する際、その歴史文化風貌を維持・保護すべきであり、無断な新建・道路
g張は禁止する。現有道路を拡建する際には元の道路布局と景観特徴を維持・回復すべきで
?驕Bそして工業企業の新建は禁止し、現有の歴史文化街区保護に邪魔なる工業企業は計画
Iに移す。
制限区域 市級文物保護単位の周囲は、市文物行政部門と都市計画部門の協同で一定の建設制限区域をﾝける。
改造制限 近現代重要史跡と代表性建築の建築立面、構造体系、基本平面醗置と特色ある内都装飾は変ｮできない、
法律貴任 市文物行政監理部門の監督、具体的な違反に対する具体的な行政処罰若しく刑事責任の追求
なる。それまでの大連は行政区街の建設をほぼ終わっていたが、ほかは帝政日本側が帝
国ロシアの計画とおりに行ったのである。
　現存する近代建築の殆どは帝国日本側が建設したもので、基本的に西洋様式であるが、
その所々では東方の建築文化の細部処理が見られる。市中心地帯の街区は19世紀以来流
行した折衷主義の特徴をもつ古典主義建築とゴシックドーム、バロックの痕跡を残した
放射状の円形広場、及び市街地の所々に分布する露式と和式の小型住宅などが交ざり合
って大連特有の異国都市雰囲気を表している。
　新中国成立以後の大連の都市計画は六つの段階に分けられるが、全体的な都市発展戦
略には政治的な要素が強く反映しており、近代建築遺産の保護が動き出したのは、90年
代以後のことである。
　1990年、大連市の都市計画管理条例は、旧街区の建設方針は、保護を基本とした維持
と合理的な利用、及び配置調整の強化を前提として、徐々にその街区空間を改善して行
く原則で行うと決めた。（表2－2－Dまた、旧街区での改築は、所定の保護区と歴史、文化、
科学価値ある建築物と構造物の維持修繕の管理を強化し、元の建築造型と雰囲気を保護
し、その付属的施設を徐々に改善するよう規定している。
　大連の都市建設の進展とともに都市の特色と伝統文化の雰囲気を保つ重要性が認識さ
れ、市政府は市重点保護建築保護工作指導部門を設立し、重点保護建築の調査、審議、
認定と保護など全般に渡る業務を指導することとした。
　大連における近代建築の保護に関する法律は「大連市風景名所管理条例」、「大連市城
市緑化管理条例」を補助とし、「中華人民共和国文物保護法」を基本とした保護管理シス
テムとなっている。以下、2003年の大連市重点保護建築iに関する通知条例をもとにその
認定から保護・管理に関わる全般的なシステムに関しての検討を行う。
　重点保護建築の認定は同部門が責任をも　表2’2’2
って企劃、城建、文物管理などの部門を指
導して保護建築の数量と分布を把握し、専
門家の審議と社会各界と市民たちの意見を
踏まえ、重点保護建築のリストを最終的に
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表2－2－3
建物名称 建設年 機能 建物名称 建設年 機能 建物名称 建設年 機能 建物名称 建設年 機能
旧大連自然
歯ｨ館
1900文化 大連駅 1937公共 八七療養院
o妹ピル
1930 公共 鉄路大連工務段 1902行政
大連芸術展
頼ﾙ
1900文化 旧育才学校 1920教育 藩複旧居 量925前後住居 楓林街西式洋房 1925住居
遼瞳省外経
fビル
ユ908商業 旧ソ連領事館 1905行政 大連港務局
rル
亘916－1926行政 旧鉄路衛生学校 1911教育
大連郵政局
rル
1925公共 旧「工人之家」 1925文化 大連理工大
w化工学院
19E4 教宵 原宏済大舞台 1911文化
旧関東銀行
rル
1922金融 旧大連化物所 1907教育 市図書館魯
v路分館
191ト1928文化 旧大連第五戦動医院 1920公共
旧大連中華
H学会
1923商業 大蓮賓館 1914商業 共青団大連
s委
1925 行政 基督教玉光街教堂 1928宗教
市中級人民
@院
1930行政 万通船務ビル 1910行政 省五金鉱業
i出会社
1913 商業 旧大連中国税関 1915行政
大連船舶技
p学校
1900教育 市政協ビル 1948行政 原交際処黒
ﾎ礁賓館
1933 商業 旧大連郵便局 1929公共
原関東州庁
ｷ官邸
1936住居 市政府ビル 1936行政 八七療養院
刳C東居所
1925前後住居 原旅大建国学院 1929教育
大連鉄道有
ﾀ会社
1909公共 大連一中 1922教育 高ホ基路民 1935前後住居 大連飯店 1930商業
大連京劇団 1916文化 大連秋林会社 1935商業 公安訓練セ
塔^ー
1930前後行政 原王季烈住宅 1927住居
中国銀行中
R支行
19⑪9金融 旧市政協ビル ig25行政 人民文化グ
宴u
1951 文化 西安路天主教堂 1926宗教
旧中国銀行
rル
1909金融 永興寺 唐代 宗教 東北路小学 1927 教育 基督教北京街教堂 1911宗教
旧申共大連
s委
1936行政 大連鉄路病院 1926公共 旧中共大連
H委
1910 行政 旧大連市政府ビル 1917行政
市政府に提出する。
　同部門は重点保護建築に関わる政府組織間の調整と協調の役割も果たしている。各部
門の重点保護建築に関わる権利と責任は左の表の通りである（表2－2－2）。
　重点保護建築は市政府が決定した保護ガイドラインにもとづき、同部門による日常使
用の監督管理が行われる、市文物管理部門は市級以上の重点保護建築の使用、修理など
の管理業務を行う。また、重点保護建築の所有者は建物の立面に固定式の看板をつける
ことが禁止される。また、建物の所有者における内部の改造と増築、改築などは上記の
部門の許可が必要になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　2002年3月28日、大連市不動産局は都市風貌のなかで極めて重要な役割を示す旧大
連自然博物館建築など101個（大連市区だけ56個）の建築を第一次重点保護建築とし
て公布し、建物には登録証明看板をつけた。同年、そのなかの55棟の重点保護建築の
現状調査を行い、ll棟の建築に649万元の修理資金を出している。（表2－2－3）
　大連市区内の保護建築はその建設時期によって四つに分類される。一つは1898年の
大連開埠前の建築、二は1898年から1904年の問の建築、三は1905年から1945年の
間の建築、四は1945年以後に建設された建築である。このうち、第三期の帝政日本側
から建設された建物が49棟で、主な比重を占めている。このことから大連市では都市の
歴史における近代性を重んじていることが分かる。
　保護建築の種類は建築用途に分けて取り上げられており、植民政権、官邸と故居、商
業と会社、病院と学校、図書館が主な部分を占めている。しかし、同じ住居と言っても
臼本の行政役人と中国の行政役人の住宅は分別して扱っているところが面白い。
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グラフ　2－2－4
　登録された重要保護建築は、概ね六っの観点からその建物の歴史と文化的価値を評価
し、保護建築に認定されている。一は中国の革命運動と関わる建築である。二は近代の
植民時代の建物である。三は名人と関わる故居である。四は中国の歴史的、伝統的建物
である。五は解放以後に建設された近代建築である。六は近代に建設された宗教建築で
ある。
　大連の重点保護建築は基本的に市区の中心部に位置し、現在は主に、行政、金融、商
業などといった面での利用が目立ち（グラフ2－2－4を参照）、また、それらの保護建築を
景観ポイントとした観光利用なども見られる。その改造利用方法も様々であり、問題点
が見られる。
　大連の都市景観における近代性の保護の動きのスタートは中国でも遅れており、また、
歴史街区の面的保護に関する法律も今、検討中である。それらは主に中国の歴史名城都
市の歴史的環境保護における経験などを参照したものであることが分かった。また、現
有の大連の歴史的建築の点的、面的の保護と利用に関する法律の位置付けと理由付けが
まだ定されておらず、これからの課題となっている。
b．大連の近代遺産の保存事業
　ロシア街は市中心勝利橋来た団結街に位置され、全長430m、敷地面積3，7㎡、建築
面積3万m、緑率34％である。この通りは帝国ロシア時期の1898年、つまり大連の都
市建設が初め屡次期に大連最初の市役所が建設され、大連最初のアスファルト通りが建
設されるなどその地理的位置の重要性は言うまでもない。
　2000年に計1．7億の投資を行い、通り両側の全ての建物を修復し、現在の観光、シ
ョッピング、レジャー、飲食、娯楽などを一体としたロシア風情街に建設されている（写
真2－2－7）。通りには計、30棟のロシア式歴史建物が保留されており、その大部分がロシ
ァレストラン、ナイトクラブ、バー、ギフト店などに利用されている。この通りは「日本街」
よりも随分と賑わっている。面白い点はこのような通りはその地理的位置の関係もある
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　　　　　　写真2－2－7　ロシア完工直前　　　　　　　　　　　　　　写真2－2－8　日本人街
けれども、都市政策というか、政治的な方面とも絡み合ってその通りの賑わいを成し
ている点である。
　筆者が調査に行った年には、国家的レベルでの「ロシァ年」が行われ、中国とロシ
アの間には色んな文化交流が行われた。このような大気候のなかでこのロシア通りも
その時代的特色をもつものとして観光客に人気を呼び、「日本街」の寂しい通りと対比
を成している。
　一方、大連の南山観光風情街として開発されたのが「日本街」である。通り全体は
約700mぐらいで、建築面積4万㎡、緑化率30％である。通り全体の商業施設も日本
から輸入し、その企劃・配置なども日本側学者の指導を受けた。通り全体は緑に満ち
た別荘群と清潔が通りで日本の伝統と現代調和の町並みを構成している。
　この通りは4億もの投資を行い、当初は在大連の日本人向けの住居提供と、日本風
情のバー、茶店、カフェー、花屋、日本伝統料理屋などを含んだ町並みを目指して計
画したがその反響は冷淡である（写真2－2－8）。
　前者は大連市建設持株有限会社が建設、後者は新型グループが建設。共に政府と民
間企業が一定比例の持株をもつ形式の開発である。「ロシア街」と「日本街」の区別は
前者は歴史町並みであり、後者はまったく新しい不動山開発である点である。しかし、
目的は同じであり、観光スポットの開発である。開発後の効果から考察すると前者は寂
しいながらもその地理的な位置と政府動きの影響で商業者を誘致でき、それなりの利用
が見られる。しかし、その一新された町並みと建物の修復には非慣れが見られる。通り
を歩く人々には「ロシア街」も「日本街」も共に全く新しく開発された町並みに見える。
そして、修繕された通りに乱雑された看板などは通る人たちの目を刺激する。
　一方、「日本街」は後ろの数多い保護建築（その多数が近代日本建設である）との調
和も見えるし、近代の日本人の生活空間と現代の日本人の住環境との調和も見える。し
＼響
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ガ
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かし残念ながらこのような考察は建築平面図のみでの考察であって中にはいることはで
きなかった。そのような力入れた開発であったが、残念なことに市場調査の行き違いと
政治環境への診脈違いによってその町並みの寂しさは見るに耐えられない。大連の長住
日本人が激減され、市中心部の遊楽街のみがそれなりの繁盛を見せる（写真2－2－9）。南
山地区は近代の日本人が主に利用していた住居地区であり、日本人にとっては親み易い
場所でもある。「日本街」は現代の日本人を呼び入れ、彼らをここに住めるような環境づ
くりを目指したが結果は明白であり、失敗に終わっている。
本節のまとめ
　1898年、帝政ロシアが大連の土地を租借し、中東鉄道を主体をした壮大な都市建設を
初めて以来、百年が過ぎた。
　帝政ロシアは行政市街、ヨーロッパ市街、中国市街の三つの用途と構成民族となる都
市計画を行う。そして、沿岸沿いには埠頭、倉庫、ドックなどの港湾関連施設を配置す
るなど壮大な商港都市を夢見た。しかし、日露戦争はこのような都市計画を中途半端で
終わらせる。街路整備はほぼ完成させたが、街並みが完成されたのは行政市街のみである。
そして近代日本がロシアを代わって登場するが、当時の関東都督府によるインフラ建設
と満鉄による都市開発によって大連の近代都市像を築き上げてゆく。
　大英帝国に対抗する帝政ロシアの極東地域における商業・軍事戦略の一環として企劃
されたダーリニーの都市建設を乗っ取った近代日本だがその貧弱な資本から壮大な街路計
画に似合うような建物で市街地を建設することはできなかった。しかし、大連は東北に
とって「海の大玄関」であるが、当時の日本人にとっては夢の大陸へ登陸の最初の都市
でもあったわけで都市全体の雰囲気を近代化する必要を感じたのは想像に難くない。
　1905年ロシアを代わり日本が15年租借期間延長の大連であったが、1945年中国に
接収され、結局中国人の生活の場となる。しかし、戦後の中国の都市政策によって長い間、
大連は日露残しの都市環境での生活が基本になったのは言うまでもない。
　このような状況は改革・開放政策が進められて10年あまりにも過ぎた90年代の初頭
に大変換を起こす。大連の初期都市建設は勿論ロシアのシベリアから極東の海に出る通
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　　　　　　　　写真2－2。1　1全く新しく修繕された建物とおおき
路として建設したわけだが、その結果、東北地区の唯一の海の玄関として戦後にもその
位置を固める。そして、日本との経済交流が進むによって近代の日本人が夢見た「幻の
大陸の最初の関門」の地位も取り戻すことになる。このように大連は少し、曲折はある
ものの近代の都市計画の初心とそれほど外れてない，都市発展の路を歩んできたことに
なる。
　大連で一番洗練された近代町並みはやはり、中山広場を中心とした近代街並みであり、
満鉄が一番地からをいれて建設した言わば「大連の顔」のような所であろう。そして、
ロシアの行政街であるが、現在の「ロシア街」の前身である。中山広場の完成度とその
行政、金融などをメインとした利用路から中山広場周辺の近代建築は元の雰囲気を基本
的に保っているがその現状には多くの問題点も保っている（写真2－2－10）。しかし、「ロ
シア街」の場合はそうといけなく街道全体を斬新なイメージに改造し、商業化利用を図
った。しかし、そのやり難いは荒い（写真2－2－lI）。全く新しく修復された建物は街区
の歴史的気分を無くしてしまい、また、改造された街区には商業施設が続々と入るが、
その入った商業部門への監理均S’足りなく、街並みを乱している。
　都市中心部における多大なる投資と改善の反面、近代住居などは廃嘘の危機に面して
いる。これらの建物はその質から取り壊して新しく開発するのは時間の問題である（写
真2－2－11）。
　大連の都市の基本は商業性をもつことであり、1990年代の強い行政力による都市開発
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もすべて「都市経営」というスローガンを巡って行われた。大連の都市は東北地区でも
有数のきれいな街になったが、すべてを商業のために進んだ都市開発は都市の文化的質
を遜色している。
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2－3長春の都市建設と歴史環境の考察
　中国吉林省の省府一長春市は北緯43度55分、東経125度18分に位置する。地
区全体は平坦で、北側に松花江流域と接し、東南方に石碑嶺、南の方には公主嶺と接し
ている。長春市が位置する吉林省は古来、東アジア諸民族の交差点として歴史を刻んで
きた。
　いつの時代から長春の都市史が始まったかはいまだ論争中である（孫進己，孫海，《沈
楊城市的起源和沿革》）。比較的に影響を持つ観点は呂冬雷、楊洪友の主張である。彼ら
はは長春市都市起源棄紀元の五つの理論根拠を提出している：
　　　　第1．非農業人口、各種行政機構、商業、文化施設が高度的に集中されることは都市が誕生できる基本標
　　　　　準である。
　　　　第2．行政機関が先で城建設が後となるのは中国辺張都市発展の一つ顕著な特徴であるe
　　　　第3．都市発展過程中に現れる一時的な中断現象は中国及び世界都市発展史の中で普遍的に存在する現象で
　　　　　　あり、中断以後に再建された都市と以前の都市が物質財富と精神財富上に継承性があるかどうかを中
　　　　　　断されたかどうかを判断する基準とする，
　　　　第4．一つの都市の起源を確定するには必ず明確な行政建制、例えば路、府、州、県、鎮等、若しくは部族
　　　　　　建制で命名されてお1）、中央”一一tu政府長春地方史にすべきであり、長春区域史ではない、
　　　　第5、今の市区範囲を主にすべきである。
　実際、実践中の長春の起源とは少し外れているのが現状である。例えば、彼らの理論
上に提出した都市起源点を今の市区範囲を主にすべきという観点は、彼らが確定した
1800年とした長春市起源紀元は長春市郊外であり、市区から十数里離れた新立城で
ある点である。また、理論上では猛安、謀克も明確な行政建制であると認めながらも、
実際は中央政府が設立した長春庁をその基準としている。このような議論は9．0年代か
ら中国各地で展開し始めた都市の起源紀元論議の思潮の影響からなるものである。
　しかし、上記のような動きは本研究の対象外として、考察しないこととする。従って、
本研究では長春の都市の起源を従来通りの1800年の長春庁の建制を紀元とし、また
都市の起源点を新立城というその観点をそのまま引用することとする。
　長春市は1800年（清嘉慶5年1に建制されてからたった200年あまりの都市史
をもつ、中国の伝統的な都市よりも比較的に若い都市である。1825年、「長春庁」
は新立城から寛城子へ移され、旧城を建設した。
　アヘン戦争以後の中国は半封建・半植民地社会に陥るが、長春も19世紀末のロシア
の中東鉄路建設を契機として、その閉鎖的な局面から、近代化への都市転換期に入る。
1907年、満鉄はその付属地建設を始める。一方、同時期に清政府による商埠建設も
行われた。
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　1931年、長春は偽満州国の首都と決められ、「新京」と改名される。その「国都」
建設は1932年に正式に始まり、太平洋戦争の爆発までやく8年間の建設が続けられ
た。その時期、大量の官庁、金融、大企業の建設が行われた。また、高等学校と科学研
究所及び住宅なども建設され、長春は一躍して東北地区の政治・軍事・金融・文化・交
通中心となる。しかし、抗日戦争の勝利とともに長春は2年5ヶ月の国民党の占領段階
に入るが、都市も戦争に巻き込まれ、近代都市建設の成果はほぼ廃虚化とされた。
　19世紀80年代まで遡り、長春の歴史建築といえば、文廟（1872年）が比較的
に早い古建築となるが、歴史建築状況に関したその正式な調査統計資料はまだ見つから
ない。初歩的な概算では1931年の占領されるまで、長春には各種建築約230万平
方メートルがあった（干経．《関干歴史建築的保護問題》．）。それが抗日戦争が終わり頃
には元の約3倍の700万平方メートルぐらいとなる。これらの建築物の相当なる部分
は記念意義と教育意義、史料価値があるものである。百年あまりの間に建設された建築
物のをその異なる類型お建設された時期によって分類すると次のような順になる。
　1．最早の建築物は廟宇、衙署であり、現存のものは極めて少ない。
　2．ロシア、日本の勢力とともに長春に入り、鉄路と鉄路用地に関係ある建築物。
　3．占領期問、大型建築物の増加が目たっ。その中には：①1932年冬、関東軍司
令部が長春に移した後の10年間に形成された建築物（空港、兵工場など軍事施設も含
む）。②偽「満州国」政府機関と偽皇宮などの建築群。（通称「八大部」）。③日偽官企業
模もしくはその支店。④日本民間と宗教界の建築。⑤帝国日本建設の記念碑など。
　上述の建築物はその建築的な「寿命」にも、後「人為」的な破壊などの原因でその現
状は楽視できない。
　a．制度は近代建築遺産をどのように扱ってきたか
　a－1．制度の確立まで
　中国・中央政府は、1950年より全国的な文化財の調査・登録を開始、1961年に「文
化財保護暫定条例」と「全国重点文物保護単位制度」を発布し、文化財保護の体制をi整えた。
長春市は、同年12月26日、上記の法律に基づいて2件の遺跡を認定した。そのひとつは、
ソ連紅軍烈士記念碑（1945）である。都市計画では、1953年に城市総体規画が定められ
たが、文物遺跡の保存に関する内容は含まれていない。なお、1950～60年代には旧ソ
連の「社会主義民族風格」思潮の影響下、「吉林省図書館」「長春第一自動車工場」といっ
た「中国民族様式」の建物が続々と建設された。1966年よりいわゆる「四清運動」が始
まる。「四清」のひとつは古いもの一切を取り壊すことであった。
　1970年代後半、文革の混乱が治まり文化財保護システムが回復されると、偽満建築も
文物保護単位として認定されるようになった。その最初が偽満帝宮である。長春の近代
建築保護の画期となるが背景は政治的であっだ｝．しかしそれ以降、国務院、関東軍司令部、
中央銀行、関東軍第100部隊等の庁舎が省級文物と認定され、更に多くの近代建築が認
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表2－3－1
時期 1961年 1986年 1997年
条例名称 吉林省文化財保護暫定条例 吉林省文物保護管理条例 （名称は左に同じ）
文物認定
@構
各級文化行政管理機構 各級文化行政管理機構 文化局傘下の
?j文物研究所
保護範囲 重大歴史事件、革命運動と重要人物と関係
?驪L念意義と資料価値ある建築物と遺
ﾕ、記念物
（略）著名人物と関係ある、重要な記念意
`と教育意義と資料価値のある建築物、遺
ﾕ、記念物
変化なし
都市建設
ｶ物保護
生産建設計画と都市建設計画の制定に当た
閨A文物保護と連結する
城市規画部門と文化行政管理部門が連結し
ﾄ文物保護処置を定める
変化なし
保護原則 文物は原状維持を基本とし、環境風貌の破
??ﾖずる
原状保護と破壊防止が原則。倒壌危険の建
ｨ以外は加固が基本で、修繕はなし
変化なし
経費 明確な規定なし 各級入民政府財政予算（所有者が維持・管
揩?薗S）
変化なし
定の対象となっていった。
　一一一一コlr、1980年代初めから、都市計画において歴史的環境の重要性と保護が重視される
様になったL｝。長春市でも新しい城市総体規画の作成にあたり、近代建築の調査が行われ
た。1985年5月20日の国務院の認定許可書には「長春市の都市建設は、人口、経済、
社会、環境と資源の相互協調なる持続的発展戦略を図り、…　　各級文物保護単位と歴史
街区及び周囲環境の保護に力を入れ、…　」と記されている。ただし文物保護の具体的
な計画や規制が盛り込まれるには至らなかった3）。
　a－2．吉林省文物保護管理条例
　長春市には独自の文化財保護管理条例はなく、吉林省の条例に基づいて、文化財の保護・
管理が行われている（表2－3－1）。
　「吉林省文物保護管理条例」は、1986年に定められた。「中華人民共和国文物保護法」
（1982年制定）を枠法とし、吉林省の実情にあわせて制定された初の制度で、歴史的環
境についての政府の捕らえ方が初めて体系的に示された。近代建築と関わる保護単位の
基準については「重大歴史事件、革命運動および著名人物と関連のある、重要な記念意
義と教育意義と史料的価値がある建築物、遺跡、記念物など」と規定、「教育価値」と「史
料的価値」を重視していることが注目される4｝。
　　　表2－3－2
1931以前
長春府期 ．｛ D
⑦1945以降
合計 各時　点で認定された省級文物内は許可日時
①薫
② 1百）
A1
④薙
⑥騰
@購
1957．12．25 （1） ω ⑦ソ連紅軍記念塔（1961．4」3）
1977．3．20
1980．4．17 9ω 9（1）⑥偽皇宮（1981．4．20｝
1981，12．17 1 3（4） 1 5｛4）⑥偽満中央銀行、⑥偽満国務院、⑥関東軍100部隊、E関東軍司令部（1983．lL24）
1986．9．2（2） ｛1） （3） ①長春文廟、①長春清真寺、
E建国忠霊廟11987．lO．24）
1990．L18 2 1 12 1 16
ig98．7．7 1 1 （1） 1 12‘② 2 17（3）④吉長道伊公署、⑥合同法衙、E司法部II999．2．26｝
台計 （2） 4 1 （1｝ 2 36｛8） 4（1｝47（12） （12）
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　保護文物の認定は、これまで7回にわたって行われた。市内の計59件fi｝のうち、市級
文物の76．6％が偽満期建築であり、その中の約67．7％が1ヨ本側によって建設されたもの
である。また、12件の省級文物の66．7％が偽満時代の建物である（表2－3－2）。これら
の偽満建築は都市の発展過程に占める特殊な歴史価値が認められ、文物としてその保護
が行われている（表2－3－3の公式評価を参考）。現存する59件の文物単位のうち、21件
が折衷様式の建物である。また、そのほとんどが重要な官庁建築と記念物的性格を帯び
た建物であり、その立地および建物の性格の重要性から見るとその意義は大きい。
　a－3．1996年の城市総体規画
　市場経済体制の調整から、1996年、城市総体規画の全面改定が行われた。同規画にお
ける文物保護規定は、主に都市風貌規画の中に反映されている。その第34条第2で、「現
有の都市の基本構造を保護し、新民大街、偽皇居、八大部’〕などの歴史的文化街区と建築
を保護し、都市の現有の風貌を維持発展させる」と定め、新民大街を景観保護地区と指
定した。ただし、内容は原則的な方針を述べるのみで、具体的な規制等は定められてい
ない。
　一方、1999年10月に発布された「長春市人民政府の新民大街、自由大街（西段）を
歴史文化街区と制定する通知」で、「街区の元の環境風貌を保護し、街区内での建築物と
構築物の増築を厳しく制限する」と決め、「特殊な需要からなる新建建築は、相応の法律
規定の審査・許可が必要であり」、その「高度とスケール」は「必ず、周囲歴史建築と協
調され、…　元の歴史風貌を保ち」、また、「造型、風格、色調」の面でも、「必ず、周
囲歴史建築と強調すべく、街区全体の文化気分に適合しなければならない」と定めた。
　2002年発布された「長春市城市規劃管理条例」の第一章第13条7節では、「歴史的
意義と科学・芸術価値ある文物古跡、風景名勝、伝統街区と特色ある建築の保護に注意
すべく、都市の伝統風貌を保護し、都市の地方特色が表現できるよう規劃すべし」と規
定している。
　b．近代建築の現状
　b－1、現状
　長春の近代建築は、さまざまな時期にさまざまな人為的破壊を受け今日に至った。
　1946年4月の長春解放戦で、偽軍事部、文教部、司法部等の塔屋が爆撃され、今も回
復されてないe第二庁舎の塔屋も破壊され、現在の様に改造された。偽合同法衛も戦火
を受け、外壁に裂け跡が残っている。
　1946年から1948年の長春包囲戦では、大量の建物の内部設備が取り壊された。「文
化大革命」期にも一部の建物が損害を受けた（元「海上ビル｝。1985年以後は、都市開
発の中で古い建物が壊されるようになった。第一庁舎（現長春市委）がその代表例である。
　現在の新民大街には、元の軍事部、国務院、偽満法衛など、中日・中西折衷式建築お
　　　85
よび、戦後中国古典宮殿建築様式を取り入れて完成した省図書館、地質宮などが交差配
列されており、同地区の23棟の大中型建築中、東洋（日本もしくは中国）の建築形態の
特徴をもつ建物が15棟68％を占める。また、上述の特徴をもつ塀や大門などを含める
と約75％を占める。人民大街では、北の長春駅から南の長春大学まで108棟の大中型建
築中、東洋の雰囲気を持つ建物が26棟あり24％を占めている7）。このように長春では、
都市の中軸的な位置に歴史的建物が集中し（二つの通りだけで市区文物の約半分、25棟
の文物がある）、しかも折衷建築が高い割合を占めている。
　上記の様な考察から、主に長春駅から人民大街沿いの解放大路との交差点周辺までの
地域と、新民大街の両側に配置された近代建物について、現状と変更・取り壊し等の理
由について調査を行った（図2－3－1、表2－3。3）。調査対象としたのは、「全調査・長春編」
（1994）と「長春近代建築」（2001）にリストアップされた建物で、上記の調査範囲に
図2－3－1 86
含まれる35件である。内訳は、省級文物7．市級文物14、認定外王4である。
　　復原保存されたのは偽皇宮（省級）だけであった。痛みが激しく復元され、当時の生
活を再現した博物館となった。
　　19例（省級6、市級6、認定外7＞は、躯体はもちろんファサードを含め原状がよく保
たれていた。保存されているが使われていないものがいくつかあった。元東洋拓殖会社
建物（認定外）は、吉林日報社の所有で、後ろに高層ビルを建て、古い建物は使ってい
ない。元関東軍司令盲邸（認定外）も内部設備の落後等の原因で殆ど利用されていない。
古い建物だけでは規模や設備が不十分になってきたことを示している。
　6例（全て市級）が、躯体を遺しつつも「中国民族様式」により増築されていた。第
表2－3－3・1996年調蛮の対魚、・・署者による調萱。様式は参考文献11の四分類によるが、折衷のうち本齢の溝州式のr再Eajlに従うものはr溝州式、としたe
ill坦物名弥 現窪の名祢 設1昨人｛司t位｝ 様式四 踏級 登辣 1柵’雪 現状▼’ 公式建物諜価｛参・滑文献5参煕｝
1° 働1｛廷 飴満州1到」置宮ll1跡 屑暇兼介 満州式 省級 ｝｛｝61順状直元 5け、8（，，u2年に穴規頂な復ｳ
1鬼｛祖政柵の謡影、1≡体帝1胴こ避者11咽｝ま
ｺの藷正拠
2 ソ辿紅軍烈士記念塔 ソ連紅軍烈：ヒ記念塔 不1洋 モゲン 省級 19儲原状傑存 呂〔，f【三代大毘模誰修。9‘川≡代
ｴ掃
反プアシズム戦Φで犠牲のソ辿紅軍211
v：の記念
コ豊 国班院庁脅 i貯朴大掌聾釧糞 ：百井遼郎 折ゴ｛ 省級 199：1」｝〔状傑存48年に蒲分を復元 帯国旧本が偽満州国を銃治すろ中櫃槻ﾖ
4’ 満州中央銀1傭行 中行吉林省分彫 西ト，好時 11r典 省繰 ll｝8：1∫」∫〔状傑存 局部の内沼を改置、外堕清| 中1到続読略尊の金融機聞、唾国t並教育ﾌ教封
5■ 聞軸端｛了部 中共註淋省委［’1会 関渠軍経理部 折盛 劣級 19柵原状個脇 配1置・格式が変動、内部設
??ｷ
中国東北段略の軒曇高榊力機椴、愛1亘｝1：1譲
ｳ育の教け
6雪 司法部庁脅 害樗大常握学院 相賀1匡介 満州式 省級 1Ω91】1，i〔状鋒存内部を部分改造 反満、抗日勢力鎖1£の法稚を制定した賎ﾖ
7冒 合珂捷謝 空軍461医跳 牧野iiモ己 瀧州武 舗盟 」9凶原状舳芋 内部を部分改造 中置人民を統治・鎖圧すろ近拠。愛iエ11：1こ
ｩの教材。建築造型が独特
9’ 」く春ヤマトホテル 葎誼貰館 市田菊太郎鵠； モダン ヨlr級 19呂1外堕改遣 9【）年代、外畷を改1鍛 近代重要なi情史’拝件に1舛わる．趣果1置形
ｪ特厳
9’ 関刺〔悪兵司｛〒部 吉林撚政府 関東㌔1〔雇鯉部 モダン 刊蔽 19呂｛」原状傑存 主要建第帥1慨を判直持 抗E【話動への破壇・頸圧を行い、重大な
ﾟを犯す
1｛P三蔓Ll聴会郎 琵｛詞f政肘 拉演 市鍛 19呂o増築礫存 酪‘1｛、光の形式の上へ2肘
搨z
日；乍大財職が中塾司資灘を略鷺すろ艶嵐
ﾌひとつ
11 海上ビル 畳1俘市ll・心医院 木’ド｝f‘硝所 モダン 11r級1三〕9｛｝増築偲存 1｝｛】fド代2塒増躍、塔罵取り
?ｵ
日木大闘古閥が中1到資諏を賂俘†る拠点
ﾌひとつ
12°満琳測8電活昧式童辻 長春市電儒局 不詳 折褒 市級 198｛，増築礫荏 96fl…に一階増築 鋤満洲1到の電ll｝㍉也1盃・放送などを維営畳
揩ｷる読一機IllI
B外交部庁舎 職丑住小区会場 Brロ55ar‘レ
ﾞ1叫lil1盈Ciし廼
折吏 市繊 1980外壁改造 2α〕｛即、外聴量改店 中田主柵を売りとばす」口悪話動を行う、，
P贋洋迎築の特徴を持つ
14国傍院捻理官邸 省11〔区招1芋所 岱線岱晶局常紹 折衷　昌 i臓19日o原状保存 内部を部分改造 満州凶の電要な歴史事俘や重要入物と
ﾖわる
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二庁舎（現長春市公安局）が代表例で、いずれも市場経済体制以前の工事である（写真
2－3－1）。
　4例（市級2、認定外2）は、上記とは対象的に、流行と合わせて外壁が改造され、元
の雰囲気が分からなくなってしまっていた。
　5例（全て認定外）は、建て替えられていた。新しい建物には元の雰囲気を伝えるデザ
インはまったく施されていない。東洋風の屋根を載せない相賀健介設計の第一庁舎が、
第二庁舎（市級）とは対照的に文化財として認定されず、何の議論もなく建てかえられ
たことは、折衷様式を考える上で示唆的である（写真2－3－2）。
　長春では、多くの近代建築が、建築当時とほぼ同じ用途で利用されている。地区の
性格も概ね引き継がれている。非認定建物も、全体的としては保たれている。しかし、
1994年の「全調査・長春編」に記録された建物の一部はすでに取り壊されている。
　b－2．現状から指摘できること
　表2・3－3に要約したように、文化財の認定では、建築的価値より歴史的価値が重視さ
れている。その典型は仮宮廷である。
　仮宮廷の前身は吉黒権運局（1914）で、これを修繕・拡張して1932～45年まで満
州国の執政府と仮皇宮として利用した。1981年に省重点保護単位、1982年に「偽皇宮
陳列館」となり、1984年から開放された。その後、中国最大の偽満州国殖民地歴史遺跡
として、また市民の憩いの場として利用されてきたが、痛みがひどくなったため、観光
地としての活用もめざして「偽満州国皇宮旧跡」として2001～03年に修復された。こ
の修復をめぐっては論争が起こったがs｝、政府の評価は表2－3・4の通りである。専ら封建
王朝の最後の宮殿遺跡だという歴史的な意味が取り上げられている。
　仮宮廷の主要部分は相賀兼介の設計により1838年に完成した。大陸風の屋根・縦長
▲ 麺鐡 て、、．、鴫へ
　　　　　　　　　　　　写真2－34合同法衙（牧野正己）と最近の民族様式デザイン（住宅と商業施設）写真2。3－3　日満軍人会館跡の建物　　　　　　 　　　　　　　　　合同法衙のデザインに共感を寄せる建築家は少なくない
　　　　　　　　　　　　　　　　一’「rt雪
身
擁運♂一ワ劇「一噂
写真2－3－5司法部庁舎（相賀兼介）と緑園区の検察院庁舎
監8iO・一一
写真2－3－6
　　　暑．壷
　　　　　；
国務院庁舎と緑園区の法院庁舎
写真2－3－2第一庁舎の改造前と改造後
ド蒲翻
写真2－3－1第二庁舎の改造前と改造後
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表　2－3－4
葱のRC造2階建で、後に詳しく、討する　満州式」が低層建築に展開された事例と評
価することができる。しかし、公式の保存の根拠にこのような観点はあげられていない。
　一方、実態面からは、折衷主義建築よりもモダニズムないし西洋式の方が、建て替え
の対象となってきたことが注目される。相賀兼介が設計しほぼ同時に完成した二つの庁
舎のうち、塔屋に屋根のない第一庁舎があっさりと建て替えられ、折衷式の第二庁舎が
塔屋部分を中国式へ改造しつつも維持されているのが典型例である（写真2－3－1、
2－3－2）。表2－3－3以外でも、三中井洋行、博傑宅mが改造・改築され、文物資格が取り消
された。近代建築遺産の保存という観点からは西洋式やモダニズム建築も同等に扱われ
るべきだがそうではない。
　前項で見たように、折衷主義建築は解放後も建設されてきた。
　1950～60年代には旧ソ連の「社会主義民族風格」思潮の影響下、「吉林省図書館」「長
春第一自動車工場」といった「中国民族様式」が続々と建設された。中でも「地質宮」は「満
州式」が解放後の都市建設の雰囲気に影響を与えた最初の例として特別の位置を占める。
　地質宮は、もともと皇帝薄儀の政務庁舎「新宮廷正殿」として企画されたが建設が中
断されていた。もとの設計は、全体は陸屋根で中央に勾配屋根を載せた、それほど中国
の伝統を強調したデザインではなかった。戦後、それを2階分高くし全体に「民族様式」
の屋根を架けるデザインに変更、1952年に完成した1　［｝｝。こうして中国の伝統的雰囲気を
濃厚に表現した地質宮は、現在新民大街のシンボル的な存在として、通りの雰囲気をつ
くり出すことに貢献している。
　新しい建物では、1958年の吉林省図書館が典型事例の一つとなる。民族様式を主に採
用しつつ、周辺の官庁建築との配慮を払ったデザインで、単なる「満州式」の写しでは
なくそれなりの解釈と発展が見られる。その後も、折衷主義的デザインは、都市建築文
脈の雰囲気の基本要素として多くの建築家の共鳴を得て実現されてきた11｝。
　さらに90年代中頃から折衷主義建築にヒントを得た建築が少なからず建設されるよう
になったeパラペットなどの細部に伝統的雰囲気を表現したもの（写真2－3－4）、折衷主
義建築そのままに屋根をかけた建物（写真2－3－5～6）などである121。満州国時代の折衷
主義建築は、解放後の長春における民族様式発展に一定の寄与をしたと言えよう。
　しかし以上は満州国時代の折衷主義建築が安泰であることを意味しない。現在、満州
国第二庁舎の保護を巡る議論が進行中である1：s）。国務院庁舎を利用していた「偽満国務
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院遺跡展覧館」は所有者の吉林大学基礎医学院の反対で閉鎖された。1987年に省級文物
に認定された建国忠霊廟は民族感情上納得がいかないという所有者の反対で文物保護サ
インの設置ができなかった。長春市では、満州国庁舎の集まる一帯と郊外の「浄月潭」
湖が「偽満八大部一浄月潭」として1988年に国家級風景区に指定され整備が進められ
ている。しかし、浄月潭が国家級森林公園として着実に整備されてきたのに対し、八大
部は市民感情などから手がつかないでいる14）。
　満州国時代の建築は、中国では殖民遺跡、日偽遺跡、偽満遺跡などさまざまな呼び方
がなされており、評価が定まらない］f）。このことがこれまで建物が壊され、危機に瀕し、
積極的な活用が行われない背景になっているのは間違いない。
　長春の近代建築、とりわけ折衷主義建築をどのように位置づけ、その建築価値をどこ
に見いだすかという作業が、町づくりの観点からも不可欠となる。長春の近代建築、と
りわけ折衷様式の建物をどのように評価すべきかについて理解が定まっていないことが、
ここ10年の問にいくつかの建物が壊されたひとつの背景になっている。そこで改めて長
春の近代建築をどのように位置づけ、その建築価値はどこに見いだすかという作業が不
可欠となる。
　結論
　長春市政府は、近代建築の保存を、基本的に「教育意義」ある「歴史教科書」という歴史・
文化的価値に重点をおいて認識している。しかし、この様な認識はその近代遺産の価値
に関する認識へのバランスにかけている。「批判的」価値以外の「肯定」的価値への認識
が欠けている。
　実際、長春市では、解放以後も、その「小野スタイル」が都市建築文脈の雰囲気の基
本要素として多くの建築家の共鳴を得てきた。にも関わらず、1994年の「全調査」以後、
いくつかの建物が壊された背景には、近代建築の価値について理解が定まらず、個々の
建物の重要度への認識の差がでてきたことがあげられる。折衷主義建築の積極的な部分
への理論考察が不足している。
　長春の歴史建築は、偽満州国時代の官庁建築が占める比重が一番大きいが、その大部
分が1937年以前に建設されたもので、一般的な建築更新期限の40－50年を超えている。
また、何回にも及ぶ人為的な破壊をうけて、建築寿命に大きな影響を与えている。現在、
第二庁舎の保護問題を巡って議論中である。
c．折衷主義建築を巡る中日研究者たちの理解の食い違い
1．日本の学者たちによる評価
折衷主義建築の評価をめぐっては、すでに中日の研究者がさまざまな検討を展開して
きた1fi）。まず、この分野で早くから調査や研究を展開してきた日本の学者の見解を整理
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しよう。
　越沢明は、1920～40年代に日本人建築家たちによって東北地区で建設された、土地
の歴史的風土と民族風味を考慮したデザインを、興亜式に類するものとみなしている。
満州国成立以前に日本人建築が手がけた吉林東洋病院、満鉄奉天事務所等もすべて興亜
式に類するものとして考察している（参考文献22、p．249）。
　越沢は、新京の官庁建築の様式が確定された事情・要因を二っあげる。ひとつは、満
州国の「五族協和」の理念から東アジアの民族性をなんらかの形で表現する必要があっ
たこと。もうひとつは、国都建設局顧問として官庁建築を指導した佐野利器の存在があっ
たことである（同p．248）。越沢は「外形は常に満州の気分を基調とするべき」とした佐
野利器の「新京都市計画におけるll綱目の意見書」をひく。また、大部分が、鉄筋コ
ンクリート造の壁体に中国風とも日本風とも言える屋根をのせた様式であることから、
日本内地で1930年代前後に建てられた帝冠式の延長上に位置づける（同p．238－9）。そ
して解放後の中国でも同様の建築が行われてきたことなどをあげ、満州国、中華民国、
中華人民共和国の三者には共通の建築様式があり、中国民族様式と満州国の官庁建築様
式は、アジア主義という一本の線で繋がった共通の様式であるとする（同P．289）。
　加藤祐三も、官庁建築は「興亜式」と見なし、鉄筋コンクリート造に東アジアの伝統
的な屋根をのせるという点では、日本の帝冠式も中国の民族様式も本質的に同一である
との認識を示している。建築家は、相賀兼介以外は東大出身が多いことから、佐野利器
の影響の強さを暗示、「帝冠式」の影響が強かったと述べている（参考文献19、p．281＞。
　西沢泰彦、布野修司らは、それとは少し離れた論点を出している。西沢は、長春の官
庁建築の様式は日本国内の帝冠式に類似しているが、帝冠式が設計競技を経て成立して
きたのに対し、満州式にはそのような背景がなく、建築家の積極性も低いなど異なる点
が多いとして、建築史研究上では両者を区別して考える必要があると主張している（参
考文献27、pp．255－257）。
　布野は、単純化された古典主義系の壁体に瓦葺の大きな勾配屋根を載せるという形式
は、満州国としての国家様式が模索された結果であるが、日本国内の「帝冠式」や、中
華民国の政府関係の建築に好まれた折衷様式にも通じるものがあるという見識を示して
いる（参考文献28、pp．354－355）。
2．中国の珊究者たちの認識
　中国の研究者では郷徳濃の意見が通説となる。シュウは長春の官庁建築は典型的な折
衷建築様式で興亜式と呼ばれ、西洋古典建築と日本の「帝冠式」屋根と中国的要素、例
えば牌坊などを組合せた典型的な集倣（キッチュ）的特徴をもっ建物とする（参考文献
14．　pp．55－59）。
　地元の研究者はその認識によって二つのグループに分けられる。ひとつは80年代末か
ら90年代中期の戚勇、楊照遠、範世奇等老世代の研究者達である。戚と楊は、殖民都市
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であるという点を強調する：
　「新京」は日本帝国主義が東北を独覇するファッショ統治の中心、大規模な中国侵略と
太平洋戦争発動の戦略基地として、日本軍国主義侵略戦争政策と殖民統治の産物である。
都市建設に一定の技術力を投入し…　　、殖民都市の特徴を明らかにしている。（戚・楊
両氏へのインタビューから）
　また、1994年まで長春の都市計画の指導的立場にあった範は次のようにその東方的色
彩に一定の評価を与えている；
　…　当時の新京建築風格は、折衷、和風、現代、古典等の四っの流派に分けられるが、
折衷、和風を基調として個別地区でシンボル的風貌を形成している（参考文献3、P．130）。
　一方、90年代末から李之吉など若手研究者が別の見解を示すようになった。李は従来
の束縛から離れ、文献と現地の再調査を行い、当時盛んに使われた「満州式’7）」の再定
義を試みた。
　李は、中国「民族様式」「満州式」「帝冠式」の関係を次のように整理する。主に国罠
党支配下の南部で展開した「民族様式」は、東北地区には及ばなかったが、その後期に
「満州式」建築がその影響を受けた。「帝冠式」が日本伝統建築と近現代建築の併合の産
物であるのに対し、「満州式」には大量の中国伝統建築の構図、符号、理念等が取り入れ
られており両者は区別される。李は、このように整理する根拠のひとつとして、相賀の
偽国務院庁舎案（のちに司法部庁舎として実現）が落選したのは、その典型的な「帝冠式」
手法に「満州式Jの理念と距離があったからだと指摘する。そして最後に「満州式」を「興
亜式」の「アジア主義」とその政治目的から区別する（参考文献1、p．139・－175）。この
様な満州式を李は次のように規定する：
　いわゆる「満州式」建築とは、「満州国」の成立以後、長春を中心として建設された政
府庁舎、記念性建築など重要な建築の中に「満州の雰囲気」を表し、形式上には中日伝
統建築の雰囲気と欧米建築の表現を取り入れた一一Ptの建築形式である。「満州式」の概念
は日本人が最初に提出したもので、当時の専業雑誌と文献中にしばしば登場する。…
強烈な殖民的色彩を持っ新建築様式「満州式」は、その形式も理念も帝國日本の政治意
図を表現すべく誕生したものだ（参考文献6、P．17）。
　2004年6月から2005年9月、長春市企劃局の委託を受け、北京清華城市企劃設計研
究院は長春市の「歴史文化研究与紫線蝉画定」を行った。新中国時期の近代建築に対す
る意識が不足している点とこれまでの満洲国時期の都市計画と建築に対する認識と処理
には不当な点があることが問題点として取り上げられた。従って、満洲国時期の仮宮廷、
「八大部」関東軍司令部などの建築と対比される汽車城、映画城などを含んだ全般の近代
建築を正確に認識するのが都市歴史の文化的位置づけの峠になると認識した。
　その成果を以下のいくつに纏められる。
　1．従来の長春の歴史研究は満州国の都市と建築の政治的な性質を無視している。
　2．満洲国の都市遺産は歴史遺産であり、文化的意義をもつものではない。
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　3．満州国時代の主要建築における政治的属i
性を明確にし、「愛国主義教育廊道」を設置す1
る。
　4．中国汽車工業の揺藍、新中国映画の揺藍；
という二つの国家発展記念基地の設置を提起義
する。
　都市歴史の文化的位置づけとして、その満
洲国時期建築の位置づけ一「愛国主義教育廊
道」の設置と二つの「国家発展記念基地」な
どを通して二つの点に絞っている。一は愛国
主義教育基地としての教育機能である。二は
中国汽車工業と新中国映画の揺藍を提起する
ことで新中国発展成果への強調である。
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「城市総体鋤修正への補助的成果として灘識γ
歴史街区（一ケ所）・保護区（14ケ所）・歴史1搬纒
建築（36棟）の三類に分けた都市紫線管理方歯2．3．2
法を提出した。「長春市城市紫線図」は総図、新民大街歴史街区図（図2－3－2）、保護区図、
歴史建築紫線図などが含まれる。
　これまでの研究者は地元の人を中心だったのに対し、今回は「外」の色が濃い。また、
その主格として調査に当たった張複合氏の身分19）からも満州国建築への評価は「政治的」
価値をメインにしたのは自然なことでもあるといえよう。
　日中両国の学者たちの見解は、「興亜式」やアジア主義といった大きな括りを重視する
ものから「満州式」の独自性を認めるものまで広がっている。そこでさらに「帝冠式」「興
亜式」「民族様式」「満州式」の関係を検討していこう。
補注
1）．当時の日本国総理大臣・岸信介が、中国訪問にあたり、長春の「仮宮　廷」などの満州国遺跡を見たいと要求、トウ小
　平の指示もあって文物と認　定された。
2）．1981年から国の指導で始まった「中心城建設」で、長春市も単一の工業生産都市から多機能の経済中心都市への転換
　が求められた。都市の個性を強調するためには近代遺産が必要であると認識されるようになった。
3）・このマスタープランには、文化管理部門と都市計画部門との連携に関する具体的な規定がないため、都市開発に対する
　文化管理部門の関与が弱い、
4）2004年に条例の改正案が国務院に提出された。北京、沈陽、ハルビン、西安、上海等の歴史文化名城に関する条例を
　参考にしている，例えば、地方の特性を配慮した満州国建築の保護と維持に関する規定、文物経費に関する新たな規定
　などが含まれる（吉林省文化庁・安文竜へのインタビューによる）
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5｝．現在、長春市で発表された省・市級文物保護単位は61件、うち2件はすでにない．また6件は複数の建物や構造物で
　構成される。
6）．八大部とは満州国政府に設置された交通部、経済部、興農部、司法部、外交部、文教部、民生部、軍事部e．
7）．範世奇1993、p．147
8），「質疑長春市耗資6憶人民幣復原偽満州国皇宮（疑問、長春市が偽満州国皇宮復原へ6億人民幣）」（国際先駆導
　報．2004．5．7X「馬満州国皇宮恢復民族傷蒲倣旅遊項目？（偽満州国皇宮の観光利用ほ民族の痛みにならないか？）」　｛北
　京青年報．2002．7．7）、「民族情緒」（城市晩報．2004．6．30）、「文物還是民族恥辱象徴？偽満遺跡開発難題」｛南方週
　末．2004．8、25）
9）．いずれもモダニズム建築。場所は両大街から離れたところにある。
10）．地質宮の設計は王輔臣（元吉林省設計院総工程師）．当時は梁思成氏を主流とした復古学説からの影響が強かったと
　述ぺている（インタビュー）e
1　1）．たとえば．　1987年吉林大学新校舎のコンペでは、若い建築家による台同法衙に刺激された折衷式の案が、落選した
　が高く評価された（範世奇1993p，128）。
12｝．中共吉林省委員会中庭の西側の新建築、緑園区の三棟の政府庁舎など（写真2－3・5，2－3－6｝
13｝．干径氏と楊照遠氏とのインタビュー。前者は取り壊しを主張し、後　者は外壁の残すべき主張。干径「関干歴史建築
　的保護問題」（内部雑誌「長春文物」第20期．p37－39．）など。
14｝．劉紅宇（元長春市文化局局長、現在同局文物保護研究所長）とのインタビュー。同氏は、八大部の整備が滞っている
　理由として、以下の三点をあげる；1）各建物を所有する役所の縄張り争い、2）偽満遺跡へ投資することの市民感情、3）
　専門家の反対、専門家では建築家はここに述べてきたような評価を行うが、それ以外の専門家は肯定的評価を嫌う。た
　とえばある歴史学者の“一個偲偲政権的恥辱建築、有什慶必要保護、還不如建個側所”｛一つ｛鬼偶政権の侮辱建築をな
　ぜ保護する必要があるのか、便所を建てる方がましだ）という発言などが有名。
15）．2000年の都市計画座談会で、当時の長春市政府の主要責任者は、新民大街風景保護区の課題は後世の人達が正確に
　評価し処理するように今はモのまま残しておくだけでいいと発言している。また、2004年11月に開かれた都市総体設
　計検討会で、清華大学の張復台は、愛国主義教育の基地と位置づける従来の満州国建築の都市遺産論に疑問を呈している。
16）．本文でとりあげるほかに、村松伸の「帝国主幾列強が建造した髄民地　建築文明の復古様式｛東方主義建築）」（2002）、川村湊の「西
　洋の科学文明と東洋の精神文化との融合」（】990、序章pp．「o－7）、徐蘇斌の帝冠　様式謡（1990、　p．155）、揚乗徳の「輿亜式」と「帝
　冠様式」の集合論（2003、pp．250－7）などがあるa
17）．「満州式」は相賀兼介が満州国第一庁舎と第二庁舎を設計した時に提起されたのが最切と思われる。以降、満州建築協会雑誌
　（1933－1945）にしばしば登場、建築家の問ではよく捷われた言葉であったことが分かる，
18）．いわゆる「城市紫線」とは歴史文化街区と歴史建築に対しての保護範囲界線を指す、その「紫線管理」とは城市紫線
　の画定とその城市紫線範囲なかでの建築活動への監督、管理を指す。詳細は参考文献41を参考。
19｝．清華大学建築史教授であり、中国建築学会近代建築史学術委員会の主任委員でもあるe従って、長春における同氏の
　意見は官房的位置づけだとも言える．一
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2－3－2　長春の都市と建築
一．都市史からみる都市個性の考察
　中国吉林省の省府一長春市は北緯43°55’、東経125°18’に位置し、吉林省中部地区
の松遼平原に属している。地区全体は平坦で北側に松花江流域と摂氏、東南方に石碑嶺、
南は　　公主嶺と接している。長春市が位置する吉林省は古来、東北アジア諸民族の交
差点として歴史を刻んできた。
　長春の都市の歴史は永いが，近代までは中国一つ平凡な地方都市として成長してきた。
しかし、1932年からの国都建設機を経て長春は一気に中国の大都市の一つとなるが、
2年内戦はまた都市を廃嘘化とさせた。今は吉林省の省府としてまた中国の重要な工業
都市として成長し突けている。長春の都市の毎段階発展は政治的な要素が大きな要因と
して影響されていた（図2－3－1を参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚
■■1825－1898旧城　　　　＝コ1906－1945年商埠地
■■1896－1910寛城付属地　　ma　1906－1937年満鉄付属地
■■1931－1943年偽国都建設翻■1945－1979年発展区
　　　　　　　　　　　図2－3－1
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　1．長春市古城建設段階（紀元713－1898）
　長春古城は今の南関区南部に位置する。後でこの古城は戦争によって破壊されて一つ
の大きな村落と化する。1799年の統計によると当時3300戸の農戸が存在しており、村
落としてかなりの規模をもっていた。しかし、その古城がいつ形成され、発展してまた
いつ放棄されたのかはいまだ不透明な部分が多い。長春は生まれから商業と貿易の都市
機能が要求されてきて、長春古城の町並みは貿易市場、住宅、手工芸工房などが基本で
あった。
　自然経済から商品経済への過度期に入り、まちには商号、　油坊、製粉工場、貿易市場
などが形成され、商業都市としての都市機能を果たした。1765年、匪害からまもるため
に地方政府に頼らず、地元省人の拠出金によって独力で城壁を築き、構造は城門の周囲
のみに黒煉瓦を使用している。長春の旧城は木版と煉瓦で周囲の住宅の壁を繋いで建設
する方法で出来上がった。その修繕資金も省人の資金によるものであった。
　長春市は1800年に建制されてからだった200年あまりの都市史をもつ。中国の伝統
的な都市より比較的に若い都市である。1825年、「長春庁」が新立城から寛城子へ移され、
古城の遺跡上に旧城を建設した。寛城子は長春の親の身であある。このような考察から、
長春は自然発展に近い形で誕生した小都市で、当初から省、県レベルの政庁所在地とし
て建設された一般の城壁都市とは異なる要素を現していることが分かる。
　2．付属地建設段階（1899　－1930）
　アヘン戦争以後の中国は半封建、半植民地社会に陥る。中国の近代史上、色々なこと
が起きるが当時の東北地区はまだ農業経済をメインにした非常に閉鎖的な状態に置かれ
ていた。長春も19世紀末のロシアの中東鉄路建設を契機として、このような閉鎖的な局
面から脱出でき、近代化へんpとし転換期を迎えることになる。
　1899年、ロシアは長春の二道溝に中東鉄路付属地（現在の鉄路北側列車製造工場）を
建設し始めた。日露戦争以後の長春の政治、地理的重要性が高くなり、長春は中東鉄路
の南部支線の最終駅と南満鉄路北段の最終駅として二つの最終駅の集合地となり、また、
中、日、露三国勢力の接点にもなった。1907年、日本は頭道溝と二道溝の間に駅舎を建
設し、満鉄付属地建設を始める（現在の長春駅と七馬路の間）。長春は鉄路交通と陸路の
馬車運輸の中心となり、周辺数百里以内の農業産品と畜産物の衆参貿易市場となる。商
業資本の介入とともに油、酒、米、粉などの製造工房、および木材加工などの産業が現
れる。しかし、これらの手工業と工業産品は商業の付属産業として、都市機能は依然と
して商業が基本であった。
　付属地建設は基本的に駅機能を中心として、また、いくつかの公共施設が含まれるが、
それはあくまでも駅職員の生活利便性を配慮であった。都市機能は政治・宗教をメイン
にして長春地区の政治、貿易と交通中心であった。都市建設は半封建、半植民地的な特
徴を反映していた。
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　3．商埠建設（1907－1931）
　1907年、清政府は長春の商埠地建設を始めた。商埠地建設は西洋の近代建設と社会文
化の吸収を意味するが、もう一方、「商埠地建設「とはいう裏面には西洋列強たちの中国
における勢力範囲の分けでもある。長春商埠地の建設は清政府によるものであるが、実際、
それは日本の圧力の下で行われたもので帝国日本と清政府との矛盾と連結の産物でもあ
る。企画の実施によって満鉄付属地との長春旧城が連結され、それまでバラバラであっ
た都市の新旧市街地がひとつにまとまる効果を演じた。
　4．満州国国都建設段階（1931－1945）
　1931年の「9．18事変」を契機に、帝国日本の中国東北地区全体と関内各地への侵略
が始まる。長春は地理的に東北地区の中心に位置し、また、交通要衝でもあったため、
東北地区全体のコントロールに便利なメリットがある。また、ハルビンはロシア、藩陽
は中国伝統的勢力の影響が強いのと比べ、長春は歴史から東北地区の地方都市に過ぎな
く、地価も安いことから経済的負担も小さかったため、長春が国都に選択されたのである。
　1931年の「9・18事変」以後、長春は満州国の首都と決められ、「新京」と改名された。
長春の国都建設は1932年に正式に始まり、太平洋戦争の爆発まで8年問の都市建設が
続けられた。大量な官庁、金融、大企業の建設が行われた。また、高等学校と科学研究
所および住宅建設なども行われた。長春は一気に東北地区の政治、軍事、経済、文化、
交通中心となるe
　この時期の都市発展特徴と機能を以下の通りに考察できる。
①規模が大きく、人口が多く、都市発展スピードが速い。満州国の国都として建設
　　　が行われ、吉林省の一つ地方都市から東北地区の大都市と買いs田。
②都市の近代化レベルが大きく進められ、近代化的な道路ネットワークとアスファ
　　　ルト舗装道路が建設された。近代的な給水施設とガス、電力、通信施設；雨水、
　　汚水分排水システム、動物園、公園、緑地などが建設された。
③新市街地の建設とともに、二道河子、八里墾、東安屯および宋家窪などには中国
　　人スラムが形成された・これらの中国人スラムは新市街区とは線目にな対比とな
　　っている。
④国都建設を目的に大規模に改造された長春には独特の「満州式」官庁建築が建設
　　　された。そのなかで一番有名なのが「八大部」建築である。また、関東軍司令部
　　　と関東局など軍施設の建設は長春の政治機能を明確にしている。
⑤銀行業と保険業などが盛んでおり、長春は東北t地区の金融中心となる。
⑥都市の科学技術、教育機能が強化された。当時の満州映画協会は当時の中国でも
　　先進的でものであって長春の文化中心としての地位を固めた。
⑦南満鉄路を基本としてた鉄路の発展と周辺とし交通ネットの形成は都市の交通中
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　　　心機能を向上させた。
　当時の関東軍司令部と満州国建設局は厳密な計画によって都市建設を行い、長春は単
機能の小都市から多種機能の大都市と化したが、その発展は急速し巣日手いた点も指摘
できる。長春の都市建設は基本的に消費機能を中心に、工業建設などはあまり強調され
ていなかった。従って、都市の近代化レベルは高いが、工業はあまり発達せず、典型的
な消費都市として建設された。しかし、都市中心部の近代化は旧城の衰退を招き、両極
分化は一層と厳しくなってゆく。
　5．国民党占領段階（1946－1948）
　抗日戦争の勝利とともに長春は2年5ヶ月の国民党の占領段階に入るが、都市建設は
戦争に巻き込まれていたため、近代都市建設の成果はほぼ廃嘘化とされた。資料によると、
当時の700万の建物の内、230が取り壊され、その全部の木材が戦争防衛工事に使わ
れた。長春が開放されたとき、膳都市の湯d年施設の3分の1、水道水浄化施設の70％、
ガス製造施設のだいぶが破壊された。ほかにも、大量の道路と公園、学校、公共施設が
悲惨な被害をうけた。1946年の長春人口は60万人であったが、1947年から48年まで
の一年問で17万人に減り、都市は文字通りの「死城」となってしまう。
　6．工業城建設段階（1948－1978）
　1948年に長春は解放され、都市建設は新しい歴史段階に入る。この時の長春の都市建
設は四つの特徴がある。一つは旧都市の改造であり、過酷の消費型から生産型都市への
転化である。二は工業生産発展が著しく、特に第一汽車工業の建設を契機に次々と大型
工業が建設された。三は「市管県」政策の実施によって長春は全国有数の重要な穀物商
品基地となる。また、一連の高等学院と研究機関を作り上げた。しかし、このような局
面も「大躍進」から「文化大革命」までの間は都市建設がほぼ停止され、当時の大量な
不良債権はいまだに行政側のおおきな負担となっている。
　長春は1953年から1985年までの間、6回の「5ヵ年計画」を実施した。第一汽車向
上と列車車輌向上などを長春に建設しはじめてから都市機能は大きく変化し始めた。
　当時の主な都市性格と機能を以下のいくつに考察できる。
　①「一次5ヵ年」建設を始め、長春は大工業基地となり、大きな発展を遂げた。長春
　　　は中国特別市となり、全国15中心都市の一っになる。
　②長春は初めて本当の意味での多機能都市と化した。また、それと関連した科学技
　　　術と大量の高等学校などが建設された。工学、化学、コンピューターター、レー
　　　ザーなどの科学研究は全国でも先進的な地位を占めるほか、その優勢と地区の発
　　　展の調和にはまだ距離がある。
　③吉林省の省府となり、政治、経済的な重要性は吉林省のみではなく、全国的にも
　　　重要な位置を占めるようになる。
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④新中国成立後には大量の工業建設が行われたが、それと伴う都市インフラ建設が
　　効率的にできず、都市の今後の発展を大きく影響している。
　7，中心城建設段階（1979一現在）
　　1979年の改革・開放政策の実施から長春は新しい都市機能が要求された。1981年
　kら中国では中心都市建設が取り上げられた。長春もこのような時代の要求に応じて
　都市機能の変化を図り、都市建設方針を定めた。「大都市を開放的。多機能的、社会化敵、
　現代化した経済中心に建設する」方針によって、長春の都市建設も工業生産都市から
　経済中心都市への転換を迎えた。今の長春は吉林省の政治、経済、文化中心地となり、
　ハイテク産業、車産業、穀物加工産業などを基本とした都市建設の方向が定められた。
　　その主な目標としては以下のいくつが考察できる。
　　①単一的な工業生産基地から多機能的な経済中心都市への転化を図る。
　　②産品生産から商品生産への転化である。
　　③閉鎖的体制から開放的体制への転化である。
　また、都市建設も都市自身建設から都市地区建設へ転化した。
　今の長春は昔の付属地とか「国都」という植民地都市としての暗い影から離れて、現
代化都市への未来を目指して発展しようとしている。また、これからの長春は鉄道交通
と高速道路交通、および現代化航空交通で閉鎖された都市発展から世界へ自分の存在感
をアピールしようとしている。
　終わりに
　本論では長春の都市の誕生から現在までの発展の大筋を辿ってみて、何が「長春らしさ」
であるかという課題の答えを得た。都市は生きた有機物であり、その成長過程はあるル
ールが見られるが、それが都市史の脈絡である。都市の過去、現在と未来は一本線でつ
なげないと都市は自己個性を失ってしまう。
　長春の都市を語るにはまず、その長い歴史をもつ地域であることに注意すべきである。
この都市史ではないが地域特性としての長い歴史をもつ、強い生命力の背景と原動力を
把握する必要がありが、それが長春の穀物基地としての豊かな資源である。この要因が
長春地域をずっと支えてきた。これからも長春の農業基地としての地位は弱まることな
く、穀物生産から引き続く関連産業の復興が都市建設の基本法損んとなるべきであると
考えられる。
　長春の都市の近代史を考察してみればその多彩な発展史が目立つ。この多彩な発展は
長春にとって大きなメリットもあれば、反面的な課題も少なくない。如何に、このよう
なメリットを生かしつつ、そのデメリットも都市発展の資源化とさせようかが一番の課
題となる。近代史が残したメリットは整えられた都市基盤建設、文化、科学、技術の発
展などが上げられるが（80年代の後半、中国国内では全国のある程度の規模以上の都市
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の環境調査を行い、その総合値数は長春が一位を占める。2005年の全国都市投資環境
総合値数評価でも長春は東北地区の最優位を占めている）。しかし、その後の永い間の政
治環境の中で、長春の植民地史の課題は都市建設の大きな荷物となる。実際、中国東北
地区における原住民と日本列島における原住民との付き合いは長い昔の竪穴住居時期ま
で遡れ、東北地区の発展と成長は実際、日本とは離れない状況におかれている。しかし、
近代における殖民地都市の課題はいまだ、中日両国にとって大きな傷跡となり、現在の
付き合いと共同発展に影響している。
　長春の都市発展のもう一つの特徴はその大きな政治的要因の影響である。都市の誕生
からその政治的な要因が都市建設に及んだ影響は大きい。その要因が「国都」なり、「廃
嘘」なり、「特別市」なり、「中心城」なる曲折を与えた。
　このような曲折に富んだ多彩なる発展史は都市の街に魅力を与えたが、これらの都市
の健全なる発展のためにはその政治的な要因の悪循環から脱出する必要がある。長春の
政治環境は今のように安定したことは従来はない。長春の「マスタープラン」が1986
年に制定されてから、2020年まで変わらないといったことがそれを説明している。
　一方、長春の初の都市計画は寛城子付属地や満鉄付属地のように鉄道運輸の利便1生の
みに乗っ取った形でのプラン作成が目立つ。国都建設期になると主に政治と軍事面を基
本とした消費型都市としてプランの実施が行われた。解放後には中ソ連盟と東北地区が
新中国における地理的・戦略的地位から長春を国家直割市と指名し、全国重要工業都市
として都市建設を行った。現在には吉林省の省府としてまた多機能的中心都市としての
都市建設だけでなく、周りの地方都市建設とも連結され、その共同発展を進む方針を取
っている。
　1898年の寛城子付属地計画から1970年代までの都市建設計画には共通な周り環境、
つまり、その不安定な政治要素が取り上げられていた。この不安定な政治要素は長春の
実際の状況と離れたプラン作成へ導かれた要因の一つとなっている。
　1978年かちの改革・開放政策の実施は長春の有史以来初めての安定的な政治環境を
与えたこととなるeまた、初めて都市建設と経済建設の有機的連結を図ろうとしている。
長春のマスタープランは2020年まで変わらないと長春市都市計画局の担当者の決心は
そこから来ていると思われる。これは長春市政府が上記のような歴史教訓を深刻に受け
取っていることを表明している。
　都市建設と経済発展は有機的存在であって、お互いに切り離せない関係である。改革・
開放政策は都市の発展に大きなチャンスを与えてきたのも碓しかであり、今の都市面貌
は前例のない繁栄を見せている。しかし、経済発展をあまり強調し過ぎると都市建設は
軌道から離れ、短期間ではその成果が華やかであるが、遠い視線から考察するとその代
価は深劾である。都市のプランを作成する際、如何にそのバランスを取るのかが大きな
課題である。
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二．長春の近代建築と歴史景観の考察
　長春の近代建築は寛城子建設前にもうイギリスとかフランスの宣教師たちの投資によ
る教会建築が見られるようになった。しかし、そのような建築が都市の近代化および景
観に与えた影響は見られない。そのほかにも中国伝統政府によって建設された近代建築
もあるが、現存の近代建築はそれらを踏まえて形成期を大きく三つの段階に分けて、寛
城子付属地建設期、満鉄付属地建設期、「満州国・国都」建設期と分けて考察できる（図
2－3－2を参照）。
①寛城子付属地建設期
　1899年、寛城子区間の鉄路建設とともに長春旧城西北約5km離れた所に駅区の建設
を始めた。ロシアは駅区の中に駅舎、鉄路付属地施設鉄路職員住宅、学校、グラブ、兵営、
教会のほか給水管道と給水ドームを建設した。
　付属地の中の建築形式は大部がロシアのシベリア地区の厳しい気候に合わせた建築特
徴の様式であって厚いレンガ造の壁面、傾斜が大きい黒い鉄版の屋根とドームが特徴で
ある。一部の所では中国伝統的な青レンガなども使用し、細部にも伝統建築の手法を調
和しているが、そのような建築様式が後の建築に与えた影響はあまり見られない。
　②満鉄付属地建設
　満鉄付属地には新駅舎を始めとして住宅、商業、糧店、工業、工業娯楽、行政施設な
どに分けて、住宅地が15％、商業地が33％、糧店31％、公共娯楽施設9％、公共施設
「曹勇璽p，畜コ
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12％を占めている。そのときの一番の代表となる建物は大和ホテルと長春郵便局である・
　付属地の建物は西洋の伝統的建築形式とスタイルがほとんどで、大和ホテルのアール
ー・ kーヴォー式も後藤新平の行政命令による政治的な理念によるものであった。大部
分の建築は当時の世界潮流に遅れたものであって新しい建築材料とか新しい構造形式な
どは見られない。
③「満州国・国都」建設期
　文化、体育、娯楽および公共施設のほかにも、満州国帝宮、「八大部」などをメインと
した行政庁舎建築；航空会社、電信電話会社、海上火災保健会社などの会社建築および
行政職員住宅、関東軍司令部と関東局などの都市付属地施設の建設を行った。この時の
建築は政治と強い関係を持ち、その建築の設計には「親和」という政治的理念と設計技
術におけうr地域特徴及び地域環境の要求との調和の産物である点が特徴である。中に
も政治的影響が建物の気分に与えた影響が大きい。
　長春の近代建築は、その異なる都市建設期においてもその異なる建築が伺えられる。
それは建築の機能だけでなく、その構造とスタイルにおいても随分違いが見られる。こ
れらの建築は異なる時期の歴史的顔として都市景観を飾っている。長春の近代建築はみ
んなその時期の政治とか周り環境との深い関係が見られるのが特徴である。
　人民広場（当時の大同広場）は長春の都市の南北軸である人民大街の中心に置かれて
いた。この通りは満州国の年号である大同という語を採用していてまたその最中におけ
る巨大な広場を大同広場と命名した。それほど都市の中におけるこの広場の重要性を物
語っている。外周Ikmにも及ぶこの巨大な広場は道路を含めて直径300mもなり、そ
の中央には公園も重ねて巨大なロータリーとなっている。長春の街路システムは放射状、
環状、矩形式の街路バターンの其々の長所を巧みに取り入れられており、世界の近代都
市計画の著名な事例と比較して見ても落ちない。人民広場は、広場と放射状で求心性を
求めながらその空間を構成している。
　人民広場は人民大街（大同大街）、西安大街（興安大街）、民康大街、長春大街の交差
点となり、それらの道路を挟んで四つの近代建築が南乱でいる（写真2－3－1を参照）。広
場の真ん中にはソ連紅軍烈士記念碑が建てられてある。記念碑の頂上には飛行機の彫刻
を載せ、碑文には長春を開放するときに犠牲された紅軍戦士の名前が刻んである。いま、
この記念碑は長春の省レベル文物保護単位とな
り、この広場も風景保護名簿に載せられている。
巨大なロータリーの周囲には中国人民銀行長春
支店（満州国中央銀行）、長春市電信局（満州
電信電話株式会社）、長春市公安局（新京特別
警察署）、長春市共産党委員会（新京特別市公署、
今は取り壊された）の建物が並んでいる。
　広場の真ん中には公園の緑地というより森が
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写真2－3－1
茂っており、長春の暑い夏には沢山の人たちが集められて利用されている。その、森の
お陰で広場周囲の建物はお互いに東西に分けられて西の近代建築と東の現代建築で配慮
されている。広場の全体は昔からの理念をなんらからの形式でそのまま引き続けている
ことを基本として、景観要素も基本的に元の要求を満ちている。しかし、近年における
高層ビルの建設の波はこれらの建築が余りにも微少な存在となっている。
　中国人民銀行・長春支店の建物は大同広場の
西北側に位置しており、新京の金融中心地とし
てしての象徴でもあった（写真2－3－2を参照）。．、
建物の南部と東部は大理石を張り、内部は全部嵐・IJ
輸入品大理石を使用している。この建物は長春
の唯一の鉄骨コンクリート構造であった。建物　　　　　搬1撒
雰囲気を与えている。この建物は当時唯一の古写真2－3－2
典復興式の建物であり、当時の都市マークのような建物でもあった。80年代末にはその
建物両側に部分的に拡建して、元の建物との融合を図った。
建認灘膿灘盤警謝　　．．遮
2．3．3を参照）．当時満州電罷話株式会社は灘’・
送の核であった。当建物は地上4階と地下1階
に一部の塔屋6階の構造を採用いしている。外
繋驚易茎識諜灘灘誓　酷電話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真2－3－3
れ、その独特の様式用言は未だも都市の重要景観となっている。
　長春市電信局の傍には長春の国都建設期における初めての「満州式」建物である「第
二庁舎」一首都警察署の建物がある（写真2－3－4を参照）。この建物は新中国成立後には
そのまま、長春市公安局の使用となり、その建
物機能面での変化は見られない。しかし、その
建物の一番大きな特徴であった屋根は大部改
造されており、その細部にも中国式の龍彫刻な
どを採用するなど、随分工夫を見せている。頂
上の真ん中の大げさな屋根は取り壊し、前と全
然違う構造に改造している。この建物は「満州
式」の建築様式の基礎となった建物であり、そ
の後の官庁建築の設計に大きな影響を与えて 写真2－3－4
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　　樗・詞
　　　，覧「「
i　l留四
　　　　　・黛
搬ぐ1塾塾
　　　　　　　　　　　　写真2－3－5第一庁舎の改造前と改造後
いる。この建物は隣の人民銀行とか電信局建物とはまた異なる中国伝統的イメージを採
用していて街に暖かい雰囲気を与えている。
　人民大街を挟んで長春市公安局の向こうには長春市共産党委員会庁舎が建っている。
満州国国都建設期における「第一庁舎」の建築様式を巡って起きた生の歴史現像はもう
写真の中の歴史にしかなっていない（写真2－3－5）。代わりに現代高層ビルが回りを圧倒
するように建てられている。面白いことに、この建物は1958年の近代建築考察から始め、
1999年の考察まで一回も近代建築保護リストにはいっていない点である。
　人民広場の周りの近代建築は西洋古典様式を含め、満州式建築、現代式、中国伝統的
要素、多彩な雰囲気を見られる。また、その建築機能がそれほど変わっていないため、
その建物の利用も昔のままを引き続いている。この中で、中央銀行と満州電信電話株式
会社の建物は解放以後にも変動がないが、第二庁舎の元の高い塔屋は戦後に改造され、
現在の中国伝統的雰囲気の塔屋を載せた形をとっている。その高さも隣の塔屋のボリュ
ームと合わせて改造されている。その隣の第一庁舎の建物は始めからの同一機能を持つ、
異なる景観要素の建物を同位置場所の両側に建てることはその後の建築の運命に試練を
かけることとなる。結局、この建物は取り壊され、現在の現代風の建物に変わってしまう。
もちろん、ここには行政の認識の問題も取り上げられるが、そのほかにもこの広場の近
代建築の自由な雰囲気がその結果を産んだことにもなる。
　新中国以後の長春の近代建築の利用にはいくつかの面でその利用特徴が考察できる。
　①いわゆる「看板建築」のような利用である。ここには大和ホテル、海上ビルなど
の利用がその事例となる。
　②機能制限のため、建築の改造を行う時、中国の「民族様式」の理念でその増築・
改造を行って利用することである。軍事部、第二庁舎などがその事例となる。
　③いくつかの建物は隣に新しい建物を建て、もとの建物は空き家のようになってい
る。満州重工業ビルがそうである。
　④建築機能が需要に満足できない時、元の建物を取り壊し、新しい建築を建てる。
第一庁舎、軍人会館がその例となる。
　長春の新民大街と人民大街は昔から都市中心骨格であり、その重要性は今にも変わり
ない。勿論、昔と現在におけるその中心の意味は随分違うところもあって、その中心部
における都市機能も異なる要求が求められる。その代わり、人民大街の人民広場は現在
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都市の金融・行政、電信などの中心地としてその都市機能が要求されている。この二っ
の広場における異なる都市機能の要求はまた、その景観要素にも異なる要求を求めてお
り、そのなかでの一番となるポイントはやはり歴史文化的文脈の解釈と継承である。
　長春の文化的意味は近代都市の近代文化である。そこに都市性格を表現する重点をお
くためには都市の近代性が強調されなければならない。しかし、その近代性の核心とな
っているのが「満州式」と当時に呼ばれていた満州国時代の折衷主義建築であり、その
保存と利用のためにはきちんとされた基礎的理論研究が必要となる。長春がいまだ、都
市景観における基本色を定めていないのがその背景にある。
おわりに
　この節では長春の都市個性に関する総合的考察である。長春は吉林省の一つの地方都
市として従来は吉林市の附属の存在であった。都市も陸・水路の物資集散地として名を
知られていたが、どちらかというとその陸運の機能が重要である。そのような一介の地
方都市に過ぎなかった長春であったが、中東鉄路の鉄道附属地建設を契機に近代化を始
めるが、ハルビンを除くほかの都市の中東鉄道附属地と同様にその近代化が長春へ与え
た影響は殆どない。
　しかし、このような鉄道附属地であったが近代日本の東北地区における台頭によって
長春を挟む日露の軍事・政治態勢によって長春の位置が無意識の中で高くなる。また、
両国の経済競争による満鉄附属地建設などは長春の本当の意味での近代都市建設の幕を
開けることになる。そして、そのような満鉄附属地の街道を基本軸としてそれらの延長
線に行政街を建設する。この「首都新京」建設の一環として建設された行政建築が現在
の都市近代遺産のメインを占める。
　さて、そのような近代日露の政治・軍事関係によって挙げられた長春は、、「満州国建設」
の近代日本の国家戦略によって東北地区における中心都市の地位を確保する。そのよう
な中心的地位は政治、金融、軍事、文化など色々な方面を含める。しかし、このような「幻
の大陸国家」はあっという間に破綻され、長春の都市の位置づけが難しくなる。言うま
でもなく、その政治、経済、軍事などの中心的地位は中国伝統都市であった藩陽に譲ら
なければならかった。新中国成立後の最初には特別市として挙げられたが国家機構と政
権安定が実現できるとすぐ、長春の都市地位が問われたわけである。
　現在の長春は近代の満州映画－協会の継承である長春映画製片場を軸とする文化産業、
新中国後の蘇聯援助で建設された第一自動車工場を軸とする工業がメイン産業として名
を知られている。そして満州国時代の教育施設の継承で築き上げた科学・技術産業がそ
の背景となっている。東北地区の地理的中心という極めて有利な位置に位置されながら
もほかの大連、ハルビンよりも都市目標が明確に定めず、都市発展を影響している。
　長春はある意味で近代都市ともいえるが、その近代都市化の路間違いによって今だ苦
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労している現実である。そして、本節ではその近代建築遺産のメインとなる行政街（新
民大街）と満鉄付属地の延長線におかれる人民大街上の近代建築の現状考察を行い、そ
の問題点の考察を行っている。
　長春の近代建築、特に行政街の建築は「偽満州国」の「首都建設」の一環で建設され
たこの事実は長いあいだ長春の都市建設の重い思想負担となってきた。長春市政府は自
分なりの個性ある都市建設を目指して、「偽皇宮」を中国三大現存状況が良好な故宮とし
て取り上げ、その開発に取り組むが一部市民の強い反発を受ける。また、このような反
発は一部の学者も含まれる。そして、「偽皇宮」を国家一級文物建物として申請するがそ
のような申請は三回も中央から却下される。
　都市観光資源として計画した「八大部」の開発も結局、建物所有者の強い反発を受け
る。このような近代遺産への対処の迷いは都市全体の建設を影響する。長春に建設され
た「復古街」は当時の政府が主張し、現在の行政街の機構を全部「復古街」へ引っ越し
させ、新たな行政街を形成させる目的で建設された。そして、元の行政街は近代遺産の
観光資源として開発するという図式である。しかし、そのような「復古街」は綿密な学
術検討も足りなく、建設されたものはもっぱらコピー物ばかりで多くの物議を起こす。
　このように長春の都市建設にとってはやはり、近代遺産、とくに行政街に並んでいる
満州国政府庁舎の議論・と評価を避けては語れない。
注解
注5｝国民政府の政令が長春の歴史的環境保全に与えた影響はあまり見られないe満州国では、政府公報第2596号（康
　徳10年1月19日）で当時の政治事件と関連する6史跡が指定されたが、解放後消失した。満州国時代の文化財保存
　事業に関しては田中1999が詳しい。
注6｝当時の日本国総理大臣・岸信介が、中国訪問にあたり、長春の「仮宮廷」等の満州国遺跡を見たいと要求、鄭小平
　の指示もあって文物と認定された。
注7）1981年から国の指導で始まった「中心城建設」で、長春市も一lj－T一の工業生産都市から多機能の経済中心都市への
　転換が求められた。都市の個性を強調するためには近代遺産が必要であると認識されるようになった。
注8）このマスタープランには、文化管理部門と都市計画部門との連携に関する具体的な規定がないため、都市開発に対
　する文化管理部門の関与が弱い。
注9）2004年に条例の改正案が国務院に提出された。北京、沈陽、ハルビン、西安、上海等の歴史文化名城に関する条
　例を参考にしている。倒えば、地方の特性を配慮した満州国建築の保護と維持に関する規定、文物経費に関する新た
　な規定などが含まれる（吉林省文化庁・安文竜へのインタビュ・一による）
注10）現在、長春市で発表された省・市級文物保護単位は61件、うち2件ほすでにない．また6件は複数の建物や構
　造物で構成されるa
注11）八大部とは満州国政府に設置された交通部、経済部、興農部、司法部、外交部、文教部、民生部、軍事部
注12）1980年代に都市計画のための調査が行われているが（3頁左下22行目）、リストとしては不完全であった。
注13）25件が文物に認定されているが、これは市区文物の約半分にあたる，
注14）　範世奇1993、p．147
注15）「質疑長春市耗資6億人民幣復原偽満州国皇宮（疑問、長春布が偽満州国皇宮復原へ6億人民幣）」｛国際先駆導
　報．2004．5．7｝、「偽満州国皇宮恢　復民族傷痛蝕旅遊項目？（偽満州国皇宮の観光利用は民族の痛みにならないか？）」
　｛北京青年Va　．2002．7，7）、「民族情緒J（城市晩報．2004．6．30）、「文物還是民族恥辱象徴？偽満遺跡開発難題」（南方週
　末，2004．8．25）
注16）いずれもモダニズム建築．場所は両大街から離れたところにある．
注17）地質宮の設計は王輔臣（元吉林省設計院総工程師）．当時は梁思成氏を主流とした復古学説からの影響が強かった
　と述ぺている（インタビュー）。
注18｝たとえば、1987年吉林大学新校舎のコンペでは、若い建築家による合同法衙に刺激された折衷式の案が、落選し
　たが高く評価された（範世奇ユ993p．128）。
注19｝中共吉林省委中庭の西但1」の新建築、緑國区の政府庁舎など（写真5，6｝，，
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注20）干径氏と楊照遠氏とのインタビューe前者は取り壊しを主張し、後者は外壁の残すべき主張e干径「関干歴史建
　　築的保護問題」（内部雑誌「長春文物J第20期．p37・39．）など。
注21）劉紅宇（元長春市文化局局長、現在同局文物保護研究所畏）とのインタビューe同氏は、八大部の整備が滞って
　　いる理由として、以下の三点をあげる：1）各建物を所有する役所の縄張り争い、2）偽満遺跡へ投資することの市民
　　感情、3）専門家の反対。専門家では建築家はここに述べてきたような評価を行うが、それ以外の専門家は肯定的評価
　　を嫌う，たとえばある歴史学者の“　一’　maf鬼偶政権的恥辱建築、有什歴必要保護、還不如建個厨所”（一つ塊偲政権の侮
　　辱建築をなぜ保護する必要があるのか、便所を建てる方がましだ）という発言などが有名。
注22）2000年の都市計画座談会で、当時の長春市政府の主要責任者は、新民大街風景保護区の課題は後世の人達が正確
　　に評価し処理するように今はそのまま残しておくだけでいいと発言している。また、2004年li月に開かれた都市総
　　体設計検討会で、清華大学の張復合は、愛国主義教育の基地と位置づける従来の満州国建築の都市遺産論に疑問を呈
　　している。
注23）中国歴史的環境保護のプロセスに関する研究は葉華1999が詳しい。
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本章のまとめ
　この章では藩陽、大連、長春を事例として各々の都市歴史環境のなかにおける一番の
課題を考察してみた。研究方法としてまず、都市各々の個性を総合的な角度（経済、政治、
社会、都市発展など）から考察してみた。次に都市の歴史環境の主要要素を定め・近年
における歴史環境とかかわると都建設を考察し、最終的にはその一番の課題を定める。
　藩要は東北地区の伝統都市であり、ある意味では東北地区の「親分」格の位置づけと
なる。そのような中心的地位は中世における清政府の発祥の地という意味合いと満族の
他民族への排他地域であったことでその中心的地位が初めて整えられる。近代に入って
からは軍閥政府の処点として更に東北地区における中心的地位を國めることになる。こ
のような地元のおける伝統的な勢力のパワーは近代日本の政治・戦略にも影響を与える
（長春が満州国の首都となる決定要因の一つとなる）。
　このような藩要の都市史の流れからみると渚要市が戦後にも東北地区の中心都市とし
てその威儀を発揮できたのは自然な流れであったと言える。一方、その歴史環境を考察
みるとまず、清文化の伝統的要素、近代都市建設における近代的要素の二大要素となる
ことが分かる。しかし、そのような二大要素が実際伝統要素をメインとし、近代要素を
扶助とした歴史環境の保護・と利用になっている点が一一asの問題点として挙げられる。
　大連の都市史はまず、租借地という意味合いがあって、近代遺産へのコンプレックス
を順調に超えた点が最初に挙げられる。このような租借地は近代のロシアと日本によっ
て続けられて近代都市建設を終えるが、また、近年の改革・開放政策が大連に近代の威
光を回復できる絶好のチャンスを与えた点も無視できない。大連の一番の都市正確は商
業都市である点から都市建設史はも商業建設史ともなりうる。特に90年代から行われた
多大なる都市開発は大連の近代都市面貌を全面的に改変させた。
　大連の「都市経営」、「都市管理」経験は中国国内でも有名であり、多くの外の都市と
地区の地方政府の学びの典型となった。その成果はついでには国内のみならず、海外ま
で知られる。大連の都市環境はその完成度は極めて高い。一方、商業を一番の配慮要素
として進められた都市開発は近代遺産へも多大なる影響を与え、成果も多ければ問題点
も少なくない。強い行政力、それも、一入か二人の行政責任者の威力で今日の大連像が
出来上がったことはその個人としては大変すばらしいことであるが、都市の未来発展に
は問題点を潜む。従って、大連はその政策と行政システムなどの課題が都市歴史環境の
保存・利用に面した再大の課題といえる。
　これらの都市と比べ、長春は少し厄介な都市の位置づけが指摘される。長春の都市の
近代化は東北地区における伝統的な勢力の影響ではなく、近代のロシアと日本の軍事・
政治・経済の変動によって幕を開け、後には東北地区の「中心都市」としてその名を知
られる、しかし、その「中心」というのは偽満州国の「国家建設」という波に乗せられ
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たもので、その貧弱な基盤が問題として取り上げれる。このような貧弱が基盤は満州国
が破綻に終わり、新中国の政権が成立される時、明らかになる。
　長春は新中国以後、朝鮮戦争と旧ソ連との外交戦略などによって暫くの間は輝くが、
国家戦略の変動によって伝統勢力が弱い先天性体質がすぐ現れる。
　この際の「東北現象」はほかの東北地区の都市と比べ、長春にとってそれほど厳しい
問題とは言えない。むしろ、「東北政策」は長春に新たな発展チャンスを与えたことになる。
しかし、長春はどんな都市であり、これからの長春はどんな未来像を造り上げるできか？
という問題に直面する時、長春はまた迷わざるを得ない。
　長春の過去の評価は実際長春の近代遺産をどのように評価するかという課題と直面す
る問題である。本研究では長春の近代遺産における政策と都市建設の現状を考察し、また、
それと伴う中日学術界のこれまでの研究成果の整理も平行して行い、長春の歴史環境の
最大の課題はやはり、これらの歴史環境の評価という一番の基本的な課題である点を見
つけだした。
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　　　　　　　　第三章　折衷主義建築が長春の歴史環境にも6意味
構成
　「満州式」の誕生、発展過程と建築特徴の考察
　「興亜式」　「帝冠式」と「満州式」の関係」
　中国民族様式のなかにおける「満州式」
目的
　満州国期における折衷主義建築、「満州式aの建築価値を定める
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3　－　1　国都建設期、長春に建てられた折衷主義建築を巡って
一．長春の官庁建築と「満州式」の成立経過とその特徴
　上記のような中国国内での建設環境の把握を踏まえながら、まず、「満州式」と呼ば
れた長春の庁舎建築の成立経過およびその特徴を改めてまとめてみよう。
　20世紀初頭、中国では「大屋頂」「宮殿式」
といった「民族様式」の手法が盛んに用いら
れた。その動きはやがて国民政府の「国民運動」
と絡みあい、一層の勢いを見せていた。一方、
小野武雄（後に九段の軍人会館を設計）らを譲、
代表とする満鉄の建築家たちの中には中国の
伝統建築環境との調和を図る設計手法が定着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3－1－1　吉林東洋病院しつつあった。吉林東洋病院（1923、小野武雄、
写真3－1－1）、藩陽の満鉄奉天事務所（1924、荒木清三）、大連の南山寮（1920、小野武雄）
等である。この事実は、彼らの建築活動と中国民族様式とに接点があった可能性を示し
ている。
　満州国成立以前の日本が長春で行った建築はその建築規模、設計レベル、また建築品
質などといった面においても当時の大連、奉天（現在の溜陽）などと比べて比較になら
ないほど遅れていたのが事実であった。これは長春の東北地区における政治、文化、及
び地理的な位置から決められた結果でもあった。しかし、このような状況は満洲国の成
立ととも長春が首都として指名された後、根本的な変化が起きはじめた。長春は満州国
の政治、文化、金融、軍事的中心地となり、その都市建設の発展は帝国日本の扶植とな
る満州国の「政治的」、「国際的」イメージにも関わる大きな政治的問題にもなってしま
う。そして、この時期に建築は政治と綿密に連結され、建築は単なる建築機能というよ
りも満州国の「新興国家」、「五族協和S）」、「満洲雰囲気」などといった政治理念が設計
の中で強く表現できるように要求されている。
　1931年3月1日に満州国成立とともに関東軍の主催によった長春の国都計画と建設
企劃案づくりに取り組んだ。一連の重要な政府庁舎の建築的形式問題は満州国首都の
「顔」として特別に軍と専門家諮問委員会の要求があったが、その設計に対しての比較
的に明確で具体的な要求が欠けていた。これは当時の建築家たちにとって大きな圧力で
もあって、また、当時の東北地区の日本人建築家の数量が限っていたのも背景になって
いっそう大きな課題となっていた。
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　1932年秋、日本の「帝冠要式」建築の熱心な提唱者であった佐野利器は関東軍の委託
を受けて満洲国都建設局専門家諮問委員会のメンバーと君臨する。彼は委員会成立初期
の唯一の建築家として国都建設にll項目の意見書を提出する。そのなかの第9項目には
このような建築要式に関するものであった。
　「商店住宅等一般の建築要式は恐らく多種多様なるべく、これらは自然のままにまかす
外なし。唯諸官衙の建築はその内容な利便に基づくべく、外形はまた質実を旨とすべしt
いえども常に満洲の気分を基調とすることを望む」
　上記のような原則的レベルの指名しかもらえないまま、日本の建築家たちは「中国伝
統建築を設計の中に融合する」試しを始める。当時、日本の建築史家たちは中国、特に
東北地区の入れんの歴史建築に対して相当研究が行われたが、一体、「満洲の雰囲気」と
は何なんだろうという統一された認識はまとまれていなかった。
　1932年、長春で最初の満州国政府庁舎の設計を託された「国都」建築局第一期建築課長・
相賀兼介としては、立案にあたって一番苦労したのが急ピンチで要求される都市建設の
要求に合わせた官庁建築の急速完成というより、建国草創のものでもあって理想国家の
国都の官庁建築をどのような具体的な表現方法を採用するかであった。結局、同一平面
だが外観の異なるふたつの案を作成、提出された。その第一案は「総体的新要式を内面
的に東洋風を織り込まんと意図したもの」と；第二案は「外形的に支那風を表現しそれ
に近代風を加味し構成したもの」と表現しえいる。結局ふたつとも第一庁舎、第二庁舎
として大同広場（現在の人民広場）に建設された。二つの建物は共に中央に少し高い塔
屋構造をとり、両側翼の水平方向と垂直と水平の対比を構成している。このような伝統
的雰囲気の処理手法は日本の神奈川庁舎、奉天
市公署などの建築に広く利用されていた。ただ、
それらの比べ、相賀氏のこの二つの建物は簡略
し過ぎの傾向が見られる。
　「第一庁舎」の建物の主体は二階で、中心部
には部分的な地下室があり、上部には4階、高
さ28メートルの塔屋を設けている。建築面積
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5131㎡、地下594㎡、一二階は各々2178而、写真3．1－2第一庁舎
三階から五階の塔屋は36nf、六階は2511fであった（写真3－1－2）。当建築の設計案で言
われるいわゆる「全体的な新様式が内部で東洋の様式との混ぜ合い」とは実際には梁と
柱の連結などの処理に設計者自ら解釈された東洋風の表現方式を取り入れたに過ぎない。
またパラペットの角にはたくさんの東方雰囲気の図案とか造形の突出された装飾を設置
して、角部空間の視覚て効果を強調している。当建築は設計者自身は建築工事概要に「満
洲式」と注名してあるが、その鮮明なモダン的特徴は当時の長春の都市環境としてはや
はり距離があるものであって、特に漏清の官僚たちの趣味に合わせるには無理もあった
点が指摘される。
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　第二庁舎は建築の上部に中国伝統の塔屋を加
えた手法を採用していた。建物の建築面積は
4400㎡、鉄筋コンクリート構造である（写真
3－1－3）。建物の主体は二階で、地下1階となっ
た突出された軒んお下には立体の斗操部材が設
　　　帰
置される。立面は左右対称の五つの部分となっ写真釧3第二庁舎
ている。一階と二階の間の壁面には二つの対称された石竜の浮き彫り装飾が施されてい
る。室内の窓と門は中国伝統的な分格形式を採用している。中央と両端は部分的に突出
された形を取っており、また入り口の二つの亭式の守衛室も合わせると高低七つの集刺
頂の建築造形が当時の議論の中心となった。後にこのような建物屋根を中国伝統亭式の
建築造形にする手法が流行され、後からの政府環境建築および、いわゆる「満集式」建
築様式の発展に基礎を作った．相賀氏の第二庁舎はあまり成功された建築作品とは言い
難く、設計者本人も沢山の問題に困惑を感じていた。また、隣接された地点に二つの雰
囲気が異なるがスケールはまったく同じの建物を建設することは「他日斯界の問題たる
べき」として反対した。しかし、この第二庁舎が「満集式」建築の最初の代表的作品で
ある点は間違いない。
　第二庁舎は帝冠式の神奈川県庁舎（1928）（写真3－1－4）とよく似ており（神奈川県庁
舎のコンペで相賀は第一庁舎と同じデザインで
応募し二等だった）、日本の帝冠式の影響は明
らかである。ただし、細部には中国の伝統的な
建築要素がふんだんに採り入れられている。こ
の点では小野らの手法の延長であり、満鉄での
彼の成長環境があったからこそのデザインと言
える（相賀は、横井謙介、小野木孝治、青木菊写真3－1、．4
太郎など満鉄建築課の重鎮たちの下で設計の経験をつんだ）。
　「満州式」の建物は主に政府庁舎建築を中心に、ほかのいくつかの重要な記念性的建築
で実現される。1932年7月から1941年4月の9年間の間、満州国は14の政府庁舎を
建設した。その第一、第二庁舎以外にも、第三庁舎の経済部（後で建設局と変わる。大
同大街に位置）；第四庁舎の国務院総務庁と第五庁舎の国務院（両方とも順天大街に位置）；
第六庁舎の司法部（順天大街に位置）；第七庁舎の吉黒権運署（大同大街に位置。第三庁
舎の南部）；第八庁舎は交通部（順天大街に位置）；第九庁舎は治安部（順天大街に位置）；
第十庁舎は経済部（順天大街に位置）；第十一庁舎は産業部（至聖大路に位置）；第十二
庁舎は興安部（興仁大路に位置）；第十三庁舎は開拓総局（至聖大路に位置）；第十四庁
舎は祭祀府（順天大街に位置）である。これらの十四庁舎は完全に時間的順序で配列し
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たのではなく、後にその名称と位置も変化する。そして、当時の満州国政府組織システ
ムのなかで国務院傘下の初の9個の部（それぞれ、蒙政部、文教部、司法部、交通部、
実業部、財政部、軍政府、外交部、民政府である）も8個の部（各々、交通部、経済部、
興農部、司法部、外交部、文教部、民政部、軍実軍事部である）に再編される。この「八
大部」は十四個庁舎と重ねる部分もある。ほか、外交部は興亜大街、民生部は大同大街、（第
七庁舎の向え）、興農部は元の産業部、文教部は至聖大路に位置している。これらは現在
いわゆる「偽満八大部」の由来となっている。また、安民広場の東側の総合法衙も合わ
せる、満州国政府庁舎建築の主体となっており、二つの一番重要な南北通りである大同
大街と順天大街の両側に配置される。
　財政部の建物は当時の大同大街と吉林大路の交差広場の東南角に建設された。第十二
庁舎の蒙政部と大同大街を隔てて面している。また南には第七庁舎の吉黒権運署に隣接
している。建設当時は財政部といて企劃されたが、後で営繕需品局、建設局などの部門
で利用される。建築は一直線の形を取り、後ろ側の中間には食堂と会議室をもうけた。
入り口は西側に於かれ、セットバックの関係か、広場への環境配慮は見られない。建物
は地上2階、中間局部の3階になっており、建物全体は鉄筋コンクリート構造となって
いる。満州国庁舎建築の最初の鉄筋コンクリート構造の建物にもなる。建設面積は5310
㎡である。
　第三庁舎の建築設計は第一、第二庁舎を元にして折衷の路線をとっている。建築形式
上では二本視期の平屋根と部材、中国式の獣装飾、入り口上方には中国式の軒、斗操等
も見られる。同時に巨大柱なども合わせて、綿密に結合されるなど、以後の政層庁舎建
築要式の発展に大きく進んだことになる。後で、蒙政部の南側に民生部を建設する時に
は第三庁舎をそのまま模倣し、同じゾーンに全く同じ二つの建物が建てられる面白いこ
ととなった。これは第三庁舎のイメージがもっとたくさんの人たちに受け入れられたと
いう証明にもなる。
　その後建設された庁舎では、国務院（1936）が西洋古，典様式と中国の古典を上手に調
和させた満州国庁舎建築の秀作とされるC’）。国務院庁舎は当時の順天大街の最北段、つま
り第九庁舎の治安部を道を挟んで建設された。同建築は、その満州国政府の代表的なイ
メージとして、満州国庁舎建築中にも一番重要な位置を占めている。1933年3月、国務
院は‘官衙建築委員会’を設立し、そのメンバーは各部門の政府要員からなり、政府庁舎
の設計審査を行うことにした。
　1934年初、国務院庁舎の設計案の審査が行われた。その第一と第二庁舎の存在する経
験・教訓などに基づいてその設計案の選別は当時の建設主管であった総務庁の責任者が
直接把握した。最終的には相賀の案が落選され、石井達郎の案が選択された（相賀の案
は後ほど司法部の設計に採用される。
　石井氏の案が最終的に決定されたのは以下のいくつかの要因があげられる。一つは同
氏の中国伝統建築への比較的に深い理解である。同氏は青木菊太郎の薦めで北京の故宮
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を訪問、中国伝統建築の基本要素の把握を行った㍗。また、設計中には程際良く、折衷
主義手法を運用。案の全体的イメージ像には濃厚な「中国建築雰囲気」が感じられる（写
真3－1－5を参照）。次に、同氏は設計過程で日本の国会議事堂の設計理念が参照されてい
る（写真3・1－6）。特に中心部の主体塔屋は相当足る模倣が見られ、当時の満州国政府中
の中日要員たちの趣味に合った。三つ目に、石井氏の設計レベルが相賀氏より優れてい
るのもあるが、満鉄主流の「東大派」でもあって先生たる佐野利器を先頭とする専門家
諮問委員会の支持を得たこともあげられる。この時期は丁度、；満鉄派’の沈みと’東大派’
の台頭の時期でもあった。同建築における佐野氏の影響力を裏つける蒙一つの事実があ
げられる。国務院庁舎の建設投資額は250万円で、当時建設された建物のなか、中央銀
行ビルを継ぐ二番目を占める。当時、建築構造領域で世界的権威でもあった佐野氏は国
務院庁舎建設でその構造安全性への配慮からあまりにも建設予算を超えられ、何回も案
を修改したというエピソードがある。
　国務院庁舎は1934年7月19日に建設開始されて二年後の1936年11月20日に完
成される。同建築は地下一階半、中間塔楼が六階、高度44．8m、で当時の長春最高の
建物でもあった。建築面積は20085㎡で鉄筋コンクリート構造を採用している。また、
石井氏は既存の建設された建物からうまくその経験を習得し、自分の設計に検討仕入れ
るのも一つの特徴として取り上げられる。例えば、同氏は両翼の処理手法は関東軍司令
部のビルを参照している。ただ、両側の日本式屋根を中国式の四角尖頂に代えている。
また、中間の塔楼の設計は日本国会議事堂からアイデアをもらうが、その建築形式を通
して表現しようとするしそうには大きな差がみられる。国務院建築は中日伝統建築の要
素を近代建築のなかに上手く調和することによって東洋建築の優しい雰囲気を強調させ、
現代的でありながらも伝統的であるという満州国の理念を当時の人たちに伝えようと
図った。その反面、後者は日本国産の最高級建築材料を使いながら堂々たる日本国会議
事堂を西洋の建築形式で建てることによって日本の先進性を唱えようとしたが、その建
物が逆に人に威圧感を与えるとして、その建築様式に関する猛烈な反発と議論を容疑な
くされる。
　従って、石井氏の作品には「帝冠式」とともに「民族様式」の特徴が見られる。建物
の立面に見られる簡略化された東方の建築雰囲気がその証拠となる。
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　一方、当時の人たち全部が建築上の中国式を
好むわけでもなかった。例えば関東軍司令部と
関東軍憲兵司令部の建物がそうである。
　関東軍司令部の建物は第一、第二庁舎と同時
期の1933年に建設されたが、その設計と監理
は国都建設局ではなく、関東軍経理部が責任を
もって建設したものである。この建物の平面は
‘王’の型を取り、中間の両側翼には塔屋を設け
ている。中間の塔屋は重複式斜屋根を採用し、
写真3。1－7
まるで日本の伝統的な関様式である。当時の表記された建築様式では「近世式の東洋風」
とされているが、日本国内の「帝冠様式」とその設計処理上では随分と似ている（写真
3－1－7を参照）。しかし、満州国には日、満、蒙、朝、漢の五っの主要民族で構成され、
その建物もこの五つの民族の特性を表現すべきという「満州式」設計理念から、関東軍
司令部の建物が濃い日本の雰囲気を持っていても別におかしいとは言えない。ただ、こ
のような建物の設計には政府庁舎建設と比べ、その「満州国雰囲気」という明確な設計
指名もされていない点も無視できない。
　この建物は長春駅から人民大街（元の大同大街）に沿って新市街区のはじめたところ
に建設され、関東局の建物と一緒に新市街区の関門の役割を果たす。当時の東北地区に
おける帝国日本の最高軍事期間である関東軍司令部の建物を日本の伝統的建築様式で表
現し、またその象徴的な場所に配置したには深い配慮が見られる。
　中央法衙若しくは総合法衙（当時、そのなかには満州国の最高裁判所、最高検察庁、
新京高等裁判所、高等検査庁、地方裁判所、地
方検査庁などが一緒に入っていたので由来した¢fi2kt　　a・　ss
名前）は当時の案民広場の東側、順点大街の官
庁建築として最南端に位置されている。建築面
積は14800㎡、1936年6月に建設が始まれた、
建築は半地下室の一階と地上三階で、中間主体
の塔屋の局部五階となっている。当建築は国務
院庁舎以後のもう一つの傑作であり、その建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3－1－8
の重要性は国務院庁舎より落ちるものの、その設計レベルと創造性などからみれば前者
と遜色ない（写真3－1－8を参照）。
　設計者の牧野正は長年に渡って中国に滞在した経験と中国伝統建築に対する深い理解
をもっていた。欧米伝統建築の影響を受けがちである裁判所設計で、同氏はその古来の
束縛から離れ、むしろ斬新な理念の設計を行う。
　建物全体は威圧感を感じさせる柱式はなく、全体は優しい曲線で包まれ、中間の突出
部分も孤形の壁を基本としている。建築のパラペット部分は深褐色の流離瓦を軒口とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　117
建物全体の曲線美を増している。同建築の国務
院庁舎とは異なる点には、国務院庁舎のように
欧米建築の形式と部材をそのまま移すのではな
く、建物の局部を日本伝統建築の彩りが見れる
以外、建物の主体は設計者の再解釈の結果であ
る点である。
　一方、記念性建物には忠霊塔と忠霊建国忠霊
店があげられる。忠霊塔は戦争中の戦死者を記
念する場所であり、当時の東北地区の各地に数
多く建設されるが、長春の忠霊塔はそのなかで
も高度とスケール面でも一番大きいものであ
る（写真3－1－9）。同建築は当時の新発路と北安
路交差点の北1則の丘に建設された。建設面積は
35000㎡、向こう側にはクリーンベルトもあっ
て忠霊塔外苑と呼ばれた。
　忠霊塔のもう一つの特徴はその設計案をコン写真3－1－9
ぺ方式で選ばれた点である。当時、東京、千葉、横浜、新京、静岡など各地の建築師た
ちがそのコンペに参加、結局横浜の雪野元吉の案が選ばれた。彼の案が選ばれたのは設
計のコンセプトが当時の政治上の要求、つまり「満州国の気分」に符合できた点があげ
られる。
　二重の四角損尖頂には中国伝統的建築の雰囲気が見えられる。全体は鉄筋コンクリー
ト構造で高さ38．6m、1934年5月に建設を始め、同年のll月に落成された。。塔は
東南方向、つまり日本を面して設置された。塔のスケールの大きさから中国伝統建築の
城門楼を学んだ基盤を設けている。
　一方、建国忠霊店は当時の大同大街南端の西側、建国広場の南部に位置する。建築群
の占用面積は45．6万㎡、当時の占用規模が一番大きい建物群である。建物群の全体配
置は細長い地形を利用しで伝統的な南北中軸線の配置手法を利用している。正面は北を
面していたが、後から東南方向一つまり未来の‘帝宮’へ方向を変えている。
　建物全体は外庭と中庭の二つに分かれており、中庭が核心となる。建物は1936年9
蒙灘驚織警糟分と完需lellSllSiS
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　従って、建国忠霊店の建築形式は再び、当時の建築家が狙っていた中日建築文化を基
礎とし、欧米建築の手法と形式を取り入れで新しい建築様式に再構築しようとした活動
の結果を示している。もちろんその背景には政治的な要因の強い影響と建築家自身の原
因も混ざり合ってその解釈と理解には差があって表現された建築形式にも差があるもの
の、全体的な流れからみるとやはり「中国伝統伝統建築の風味が見られる」のが一番と
して‘新国家’と‘新イメージ’に相応しいと好まれていた。
　相賀の第二庁舎（1932年7月）雪野元吉の忠霊塔（1934年7月）、石井達郎の国務
院（1934年6月）、牧野正の総合法衙（1936年6月）と建国忠霊店（1936年9月）野
建設まで、「満州式」建築は発生から発展の道路を歩んできた。その建築形式の「融合」
と「重ね直し」も発生から「成熟」へ進んできた。「満州国」建築の設計理念は「五族協
和」、つまり、日、朝、満、蒙、漢民族の一体化であり、それらの民族の建築様式が「満
州式」の基本となるのはすごく自然なことであると言える。佐野利器を含む当時の建築
家たちが長春の都市建設にした貢献は肯定できるが、「満州式」という新しい理念をもつ
建築様式を創造し、発展、成熟まで引っ張っていくには当時の時代背景と彼らの力だけ
では到底無理であった。
　その全体的な流れで貫いている共通の特徴があり、それらの特徴は次のようにまとめ
られる（表3－1－1を参照）：
　　　1．「山」「｛」「計」など左右対称の平面プランを採用
　　　2．メインの壁面は褐色のタイル貼りだが、中央の塔屋部分などには白い飾面を採
　　　　　用し中心を強調
　　　3．主に瑠璃瓦装飾の「大屋頂」をもち、建物の用途に沿って異なる色彩を選択。
　　　　　一方、中央の高い塔屋は建築の横縦対比を強調する視覚効果を狙う
　　　4．建物の形体には西洋古典建築の枠組みに東洋とくに中国の伝統建築要素を複
　　　　　合、「伝統」で「現代」だという理念を表現
　帝冠式と多くの共通点をもちっっも、平面の形式、°屋根の形、瓦の種類、色彩、細部
のデザインなどで満州という風土が強調されているのが特徴である。問題は、このよう
な「満州式」が、李が主張するように一連の折衷様式の中でアイデンティファイ可能な
建築様式と言えるかどうかである。っまり「興亜式」や「帝冠式」との関係をどの様に
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認識すべきか？
　客観的に言うと満州国14年間は長春近代都市と建築の発展が一・番飛躍的であった。ま
た建築形式も多様化の傾向を見せていた。帝国日本はその政治的目的から満州国「新国
家」、「新イメージ」及び、「五族協和」の政治的需要を満たすために「満州式」建築を中
心に取り上げた結果、一連の植民地雰囲気が濃厚な新たな建築形式の「満州式」建築が
出来上がった。もちろんその数量がそれほど多くないがその建物の性格と地理的位置か
ら同時期の長春の近代建築の主流となる。これらの建築様式の特徴は同期のほかのいか
なる建築様式とも区別てきるものであり、鮮明なる誕生と発展の軌跡と明確か政治意図
が背景になってある点である。また、その誕生と発展過程にほかの建築様式からどのよ
うな影響を受けていたかを整理してみる。
本節の終わり
　長春のある中国東北地区は、沿岸地区との格差是正を目指し、都市の建設と再開発が
主要テーマとなっている。主要四都市は、それぞれの個性を活かしながらその課題に取
り組んでいるが、いずれも近代の建築遺産を誇る都市であって、それらをいかに活かす
が主要なテーマとなっている。その中で、歴史認識の問題をひきずる長春は対応が遅れ
がちである。
　本節は長春の国都建設期に建設された官庁建築とその建築的特徴を巡る「満洲式」に
関する考察である。
　大きく二つに分けて考察できるが、まず、その「満洲式」建築を巡る中国と日本の学
者の問の認識の違いなどを考察してみた。次にそのような「満洲式」建築がどのように
誕生され、それらの代表的な建物にはどんなものがあるのか、その様式的特徴はどうで
あるか？という課題を探ってみた。
　「満洲式」建築様式を巡って様々な説があるのはたしかであるが、概ね、「興亜式」論、「帝
冠式」延長論、「帝冠式」との区別論、再定義された「満洲式」論、折衷主義論などがあ
げられる。このような議論は長春の歴史環境の保護事情に大きな困難を与えているのは
明白である。
　では今意見分岐中の「満洲式」はどんな建物であり、その代表的な建物にはどんなも
のがあるのか？その建築的特微にはどのようなものがあるのか？このような疑問の答え
をしたのが本節の第二部分となる。概ね、1931年から1945年の問に建設され、発展され、
天折される経過を辿っている。そして建築特徴の考察を行い、その面でのまとめを行った。
注解
1）本文でとりあげるほかに、村松1申の「帝国主義列強が建造した殖民地建築文明の復古様式（東方主義建築〉」（2002）・
　川村湊の「西洋の科掌文明と東洋の緕神文化との融合」（1990、序章PP・5－7）、徐蘇斌の帝冠様式論（1990、　P・155）・
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　　揚榮徳の「興亜式」と「帝冠様式」の集合論（20⑪3、pp．250－7）などがある4
2♪参考文献3。言うまでもなくこの分類のうち「古典Jも、欧米で言えば折衷主義建築eclecticismとなる，いずれも広
　　義の折衷主義に含まれるが、混乱を避けるため、本論では東洋・西洋の様式を取り混ぜたものを「折衷主義」、欧米流
　　の折衷主義は「西洋式」と呼ぶことにする。
3）「満州式」は檀賀兼介が満州国第一庁舎と第二庁舎を設計した時に提起されたのが最初と思われる。以降、満州建築協
　　会雑誌（1933・1945）にしばしば登場、建築療の間ではよく使われた言葉であったことがわかる。
4）張複合氏は中国近代建築史学会の責任者である。中国でのこのような役職は行政と同等な地位をもつ。従って、同氏の
　意見をある意味では中央の意見として読み取れることもできる．
5｝五族とは、漢、朝、日、モンゴル、満の五つの民族を指す。
6）「偽満国務院はその建築自体とか歴史的見証からも畏春偽満遺跡の中で唯一に偽満皇宮に匹敵できる遺跡である」（王
　慶祥・吉林省社科院研究員、インタビュー一による）、「偽国務院は偽満州国政府庁舎の典型であるs（範1993．p126〕。
　　「満州国の官衙建築の象徴的存在となったが・一もっとも自然に融合した形態であった」（西沢1996b．　p112）。などn
　　なお、以下この建物に関する記述は西沢1996bによるところが大きい。
7）西澤1996、p」21
参考文献
1．李之吉編著『長春近代建築a畏春出版社2001
2．範世奇・「沿着中国風的軌跡探討偽満州国皇宮及行政中心規劃」第四次中国近代建築史研究討会1992
3．範世奇『長春市区総体規劃与建築風貌』東北師範大学出版社．1993
4．陳綱倫「従“殖民輸入”到“古典復興”中国近代建築的歴史分期与設計思潮」．第3期中国近代建築史国際’検討会論
　　文集1990
5．徐蘇斌「中国近代建築史和日本的関係」第3次中国近代建築史国際検討会論文集夏990
6．李之吉「“満州式”建築解析」中国近代建築史国際検討会論文集2002印
7．李之吉「長春偽満時期的建築活動与形式特徴」ハルビン工大学修士論文2002b
8．戚勇，楊照遠「偽満長春建築風格浅析」第二次中国近代建築史研討会．1988
9．楊照遠「長春市近代建築発展時期的主要建築形式和特点」第三次中国近代建築史研討会1990
］0．楊照遠「長春市近代建築特徴的研究」第四次中国近代建築史研究討会．1992
】1．楊照遠「中西近代理築文化在長春的ほう撞与特点」第五次中国近代建築史研究討会1996
］2．楊乗徳『中国近代城市与建築｛1840・1949）a中国建築工業出版社1993
13．満州建築協会雑誌1927－1945の各期
14．鄭徳濃『中国現代建築史』天津科学技術出版社200乳
15．劉敏修士論文「日占時期長春的城市規劃和建築研究」天津大学2002
16．飯島洋一『王の身体都市一昭和天皇の時代と建築』青土社1996
17．飯島洋一『〈ミシ・マ〉からくオウム〉へ　三島由紀夫と近代』平凡社1998
18．井上章一e戦時下日本の建築家　アート・キッチュ・ジャパネスク』朝日新聞社1995
19．加藤祐三『アジァの都市と建築』鹿島出版社1986
20．川村湊『異境の昭和文学「満州」と近代日本』Document　Actions　l99⑪
21．越沢明「満州の都市計画に関する歴史的研究」学位論文1986
22．越沢明『満州国の首都計画」ちくま学芸文庫2002
23、西澤泰彦「関子日本人在中国東北地区建築活動的研究」華中建築1987
24．西澤泰彦『海を渡った日本人建築家：20世紀前半の中国東北地方における建築活動G彰国社1996a
25．西澤泰彦『図説「満州」満州都市物語　ハルビン・大連づ審陽・長春』河出書房新社1996b
26．藤森照信・涯坦「全調査東アジア近代の都市と建築』筑摩書房1996
27．布野修司『アジア都市建築史s昭秘堂2003
28、村松挿「如何評価、救援、再生亜洲的近代建築」中国近代建築史国際研討会論文集　2002
121

3　－　2　「興亜式」と「帝冠式」からみる「満州式」
　本節は二つの部分に分ける考察を行う。まず、「興亜式」の誕生、実例への分析からな
る建築様式への特徴の分析；次は「帝冠式」の誕生と実例の分析から建築様式への特徴
の分析である。
本節ではこの；つの建築様式に関する分析を通して「満州式」と「興亜式」、「帝冠式」
との関連性を明確にしようとする。
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一．「興亜式」への考察
a．「興亜式」の誕生の時代背景とアジア主義
　第二次世界大戦の敗戦まで近代日本の対外的戦略として一環するのが「亜細亜主義」
である。中国など亜細亜諸国と連帯して西欧列強の圧力に対抗し、その威圧から亜細亜
を解放しようとするのが亜細亜主義である。また意識的、無意識的にも列強の亜細亜進
出に先制して、日本を亜細亜の盟主として進出させる理論的な役割を果たしたのも亜細
亜主義である（布野1998．P34）。
　上記の布野氏の解釈からアジア主義ではなにかという答えを得ることができるが、極
めて素朴な発生のレベルにおいて、アジア主義は、後進国家に日本の独立を確保するた
めに、中国・朝鮮をと真に連帯しようというものであった。しかし、それはすぐさま膨
張主義と結びつくことになる。日本の独立を守るためには対外的な膨張を図り、日本を
列強化する以外ないという主張に接続されたのである。その主張は様々であり、時代と
ともに変化していく。しかし、朝鮮や中国で近代化が進まず、列強による分割の可能性
が高くなるゆえに、日本はアジア唯一の先進国家として「アジアはわたしたちのアジア」
という自覚からこれまでのアジアは中国が先頭にたって周りの国を影響し、引っ張って
いったが、中国時代はもう終わってしまい、今の時代は先進なる日本がアジアの引導す
る番であるという自負心が台頭する。そして遂には朝鮮・中国の改革を指導すべきだと
言う改革指導論が現れてきたのは1880年代の頃であた。日露戦争の勝利はその自負心
にエスカレートするe
　日露戦争後、アジア主義は列強の新たな進出を阻止するだけに留まらず、すでに進出
している列強勢力を追い出しすべしという主張を展開しはじめたのである。ついに、東
アジア解放の主張は、東アジアにおける日本の覇権の要求と結び付けられた。結局、ア
ジア主義はアジア侵略のイデオロギーとしての性格を露し、「9．18事変iと大東亜戦争
になると、「東亜新秩序」とか「東亜共同体」「大東亜共栄圏」など様々な概念も続出す
るが、その基本はやはりアジア侵略の事実を隠ぺいしてアジア支配を正当化しようとし
た意図にあった。
　1939年、日米通商航海条約の排除は日本の資源危機を深刻化させた。帝政日本は石
油、ゴムなどの原材料を求めて、「大東亜共栄圏」の名目で南アジアに進出しはじめた。
そして、日々日本地図が赤く塗れ変わる「大東亜戦争」の順調な進みと伴い、日本のア
ジアにおける軍事、政治の地位と相応しい文化的地位が日本の建築家たちに強く意識さ
れるようになった。日本の建築家たちの目は、より広く南方・南洋へ向けられるように
なり、それと同時に南方・南洋を含む「大東亜共栄圏」の建設活動を行う課題に応えよ
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うとしたのが「興亜式」誕生の時代背景であった。
b．「興亜式」の誕生
　1942年7月20日、建築学会で「大東亜共栄圏における建築様式」と題する座談会が
開かれた。課題は、1）大東亜の建築の造形文化、2）南方建築の指導原理、3）南方の
風土と建築、4）南方と日本の建築。議論はもちろん「建築方策」の全般におよぶが、そ
の焦点はやはり「大東亜建築様式」を巡る問題であった。その問題は「日本国民様式」
をめぐる戦前期における日本の建築家たちによって最大のテーマにも密接に絡まりなが
ら、問うそのものが中断されてしまうことになるのであった。出席者が競って南方視察
談を語り、架空の大東亜建築理念を開陳する中、遠藤新だけが大陸建築の特色を語り、
司会の岸田から南方について話すよう注意される場面がある。
　伊藤述史は特集号のなかでかなり明確に方向性を示している。すなわち、建築は政治
的、文化的意義を表現する根本的要素であり、その役割を果たすべきだというのである。
「欧州人の属地にある都市が本国の真似で本国式を明瞭に発現している。」ということは
「其地方の住民即ち土民に対しては勿論其の地の外国人に対しても其地方が自国の勢力下
にあることを具体的に表示する象徴になって非常に深い意義を持つ」ということである。
具体的というところには強調のルビがふってある。「亜細亜阿弗利加方面で世界最優人
種を誇って居た欧州人は其優越感を具体的に其の占領して居る地方の都市に表現してい
る。」と続けるところに「大興亜建築様式」に対する一つの答えを出している。伊藤は日
本的様式をつくればいいと主張したわけでなく、神社風、寺院風、欧州風の三つが併存
する中で、ともかく「欧米の勢力を排除し大東亜の新秩序を樹てると言ふ以上、いろい
ろ外面的に表現する様なものが変化すると言ふことは各民族特に南方諸民族には有意義
だろう」、「我々の勢力の形式表現として、此際大東亜式建築を考究し特別形式を案出し
たいものである。」というのであった。
c．事例の考察
　「興亜式」の代表としてとりあげられるのは、大東亜建設記念営造計画（1942年3月）
と在バンコク日本文化会館（1942年10月）である（写真3－2－1、写真3－2－2）。1942年3月、
写真　3－2－1　在バンコクに本文化会館 写真3－2－2　大東亜建設記念営造計画
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蓑3－2－1
「満州式」と『興亜式」の対比
建築様式 「満州式」 「興亜式」
誕生背景 「新国家」の「新国民のイメージ」とF王土楽土」、「満
B雰囲気」からなる政治理念
日本が大東亜の盟主となり、アジアが栄えるという
u大東亜共栄圏」の幻想
誕生・発展 1932年一1941年 1941年一1945年
理論恨拠 官衙建築の内容は利便に基づく、外形は常に満洲の
C分を基調とするべき（佐野利器）
最新時代科学の科学合理性で新時代の日本民族の精
_を表現でき、また日本の伝統建築美は大東亜建築
w造の中での最高という理念を表現（藤島亥治郎）
設計手法 日、漢、満、蒙、朝民族伝統建築の民族性 南方の地方と民族の伝統的特徴が基本
代表作 満州国国務院（日本、中国、西洋の調和） 大東亜建設記念営造計画、在バンコク日本文化会館
i伝統的和風の造形）
設計者 軍と政府の建築関係者 コンペによるもの（政府の影響が絡み合う）
佐野利器を委員長とする大東亜建設委員会が組織され、「大東亜建設記念営造計画」のコ
ンペが提案された。コンペの趣旨は「大東亜共栄圏確立ノ雄渾ナル意図vヲ表彰スルニ
足ル記念営造計画安」であった。そして、当選されたのが丹下健三の富士山の裾野に神
社風の建築を配置した巨大な忠霊神域計画であった。その反面、日本は1942年10月、日・
タイ文化協定を結んで、その協定を実施するために、バンコクに日・タイ文化会館を建
設することをケッ低史他。「竣工の暁はここを基地として…　能く日タイ両国民の文化
的協力を確保し高揚」することがその建設理念であった。この設計案は一般コンペによっ
て決められた。また、丹下健三の寝殿づくりの形をモデルとした案が採択されたのである。
　「興亜式」建築様式の理解には、まず、その時代背景の理解が欠けない。1942年ごろ
までは、太平洋戦争も日本軍優勢のうちに展開していて、日本国民の中には日本が大東
亜の盟主になり、亜細亜が栄えるという大東亜共栄圏の幻があった。これが、真の「興
亜式」の理念である。これらの建築は日本のアジアにおける統治地位を表現しようと極
端に政治化され、平面に「亜」字を採用するなどした。建築史家・藤島亥治郎は「大東
亜建築の構想」で日泰文化会館の建設を「大東亜共栄圏の大理想を造形的に世界に見せ
つける最初の一歩である」と「新日本主義」をよびかけている。
　「興亜式」の基本政治理念となる「大東亜共栄圏」は1940年8月、松岡洋右の大臣就
任の記者会見で初めて使われた。この時点では「満州国首都」建設はほぼ停止状態にお
かれていた。「満州式」と「興亜式」は繋がっているが重なってはいない。したがって越
沢や郷が主張するように「満州式」と「興亜式」を同一視することは、時代背景、時期、
手法などからできない（表3－2－1）。
二．「帝冠式」と満州式
a．「帝冠式」に関する日本学者の理解
　いわゆる「帝冠式」とはヨーロッパ風の外壁の上に日本風の屋根を載せた様式をいう。
「帝冠式」が．下田菊太郎の帝国議会案「帝冠併合式」（1920）から由来したことは多く
文献で指摘されている。そして神奈川県庁（正928）、名古屋市庁（1930＞、軍人会館（1934）、
東京帝室博物館（1938＞など、日本精神の象徴たることが求められた建築で試みられた。
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　「帝冠式」の焦点は基本的に屋根をどのように処理するのかという問題に村する認識の
違いから発生されたもので「帝冠式」を云々する前に日本屋根をもつ様式建築を多角的
に理解する必要がある。日本の近代建築は欧米の建築醸成に敏感に反応し、先端の建築
術を摂取干しながら発展してきた。その懸命の努力で日本の建築界は急ピンチで発展を
遂げる。しかし、そのような急速な発展は逆に日本独自・固有の思想に基づいて産まれ
た建築運動が活躍して花を咲いたことを意味するのではなかった。例えば、伊藤忠太の
進化主義運動や、一連の日本趣味建築、安井武雄の自由様式など、固有の課題に挑戦し
た動きが偶々見えるが、いずれもそれらしい存在感を見せられないまあ建築界の主流か
ら沈んでゆく。しかし、日本建築現代化の議論と共にその民族伝統をどのように維持す
るかという問題も明確に提出され、遂には民族伝統復興の大論争なってしまうがこの話
題は後で詳しく説明することにする。
　こうした運動のひとっとして西洋様式建築の具体の上に日本屋根を懸ける和洋折衷表
現がる。この類の建築は明治時代から昭和初期に至るまで様々な形でその表現の可能性
を模索されてきた。しかし、日本近代建築史の表にでるほど花々しいものではなく孤独
ながらも脈々と続いていた表現である。ただ、その殆どが建築界から反発を受けて根付
くことができず、いまだにもなお建築史や建築評論などの分野から否定的評価を受け続
けている。
　その主な理由は、これまで敬度な気持ちで学んでいた厳格な存在である西洋建築様式
と「遅れていた」「古い」日本伝統文化である日本建築を、それも全く異質のデザイン特
徴と文化的背景をもつふたっのものを安易に、もしくは無理矢理組み合わせることは奇
妙な発送の表現だというより、無責任だというその試しに対する強い批判が与えられた。
　和三洋七（エンデ＆ベックマンの和洋折衷案に対する、日本人建築家の評論）
　帝冠式は崎形の捏造物（下田菊太郎の帝冠併合式に対する伊藤忠太の評論）
　日本建築の簡素と洗練を忘れた手法（帝冠様式に対する、谷口吉郎の評論）
　建築の本質的機能とは全然無関係な細部に、却つて非常なそして無駄な努力を要する
　東洋趣味建築（帝冠様式に対する、新名種夫の評論）
　一方、造形面においてこのような厳しい評価が通説として見られる。
　昭和初期に生まれてきた帝冠様式と呼ばれる一連の建築群は、戦時体制に同調した結
　果、生まれてきた国粋主義思想をあらわす表現とされ、論理的な観点から特にきびし
　い評価を与えられている。
社寺建築の大きな屋根や組みもの…　　を日本趣味として人民に押しつけたことは、
天皇制のファシズムの建築芸術のあらわれであった。（西山夘三）
　日本の建築家たちは、軍部に阿り、九段の旧軍人会館や東京国立博物館本館に代表さ
れる「帝冠様式」に手を染め、ファシズムに加担した忌わしい歴史を背負っている（松
葉一清）
　日本の軍国主義は、イタリアはもちろんドイツよりもさらみ蒙味で、鉄筋コンクリー
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　トのビルに瓦屋根をのせrとまで主張した。（川添登）
　しかし、最近では、藤森照信氏によって：「日本の軍国主義や政府が格別こうしたデザ
インを推i進したわけではなく、実際には、ごく一部では試見られたにすぎない。」という
再解釈が見られる。また、井上章一の著書「戦時下日本人建築家」の中では帝冠様式と
戦時体制の関連性を疑問を表すなど、帝冠様式に関する多角的な理解がされっうある。
また、「帝冠様式」を日本ファシズムと同一視しないという長田謙一の「帝冠様式と博物
館」に関する文章などが見える。村松伸はこれを第一次国民様式と呼んでいる。
b．「帝冠式」が誕生する前まで一西洋建築における日本屋根の挑戦
　まず、明治期の擬洋風建築から最初の帝冠様式に至るまでの間の日本屋根をもつ様式
建築を考察してみる。
　明治維新が日本に与えた変化は様々であり、その一つが政治的な規制の緩和である。
従来の日本で建築は厳しい抑制のもとで形式の積み重ねで作った。だから設計者が自己
個性を発揮できる場と表現はごく限られた範囲にしか許されなかったといえる。
　しかし、明治維新を契機に表現の自由度が大きく広がった日本人に広げられたもうひ
とつの可能性として西洋建築が君臨する。恐らく、当時の建築知識も技術も十分でない
まま、自分なりで理解し、解釈された自由奔放な西洋建築を建てることができ、一連の
擬洋風建築を構成する。
　例えば、三井組の清水喜助（1815－1881）がそうである。同氏は大工出身で日光東照
宮の修理などに手かけるなど日本建築の伝統に深くi接することができる環境に恵まれて
いた。しかし、伝統に対する頑固な守りから異質の外来文化を排斥するようなことはな
かった。むしろ横浜などで西洋建築の建設事業に多く関わっている。そして擬洋風建築
に手かけることになる。しかし、実際彼は要史期建築に関する正規なデザイン教育を受
けたこともなかったため、自分のそれまでの経験などを元に三井組の案が出来上がって
きたのである。
　一方、19世紀末におけるヨーロッパの建築思想には、民族性や歴史性を尊重する気分
があったという点は前にも指摘してきたが、日本の建築文化に触れることによって日本
に建てる建築を純粋な洋式にすることの愚かに気付き、和洋折衷の案への取り替えには
当聴の在日函洋建築家からみれば、それほど驚くことでもない（例えばエンデ＆ベック
マンの議院建築案＞eむしろ、当時の西洋建築思想がもつ理念から生まれてくる自然な帰
着点とも言える。
　そして、屋根の造形によって建築に民族性を持たせるという表現手法は、ヨーロッパ
の建築界では常習的な手法として確立されていたし、その西洋建築文化から遥かに遠い
日本屋根だが、そのような手法でそのまま利用されて帝冠様式に似たような表現が完成
できたのもヨT－・・‘ロッパ建築思想からみれぼ理論的な正当性を持っ表現であると認識でき
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る。つまり・当時の日本建築界としてはいささか飛躍的な提案に見えたかも知れないエ
ンデ＆ベックマンの官庁計画案は西洋人からみれば世界的な建築運動の流れの一つの事
例としか見えない自然な作品にしかならない。
　外国人建築家によって屋根を表現に使う建築計画は日本のみの特殊なものでもなく、
中国・ベトナム・インドなどほかのアジア圏に渡った西洋人建築家も当時の建築文化に
ならった屋根を懸ける試しをしている。ベトナムハノイのファングーラオ通り、紅河に
近いとk路の当たりには古い西洋建築が残っているが、現地建築を取り入れた折衷タイ
プも多い。入母屋屋根を載せて軒の深いものである。入母屋屋根はフランス本国のもの
ではなく、植民地建設過程で在地の建材・構法を使用するなどして取り入れたものである。
開港期のフランス文化の押し付けが在地のものの最利用の結果としてフランスがベトナ
ムに融合したのである。その一階部分を補助的用途、上階を居室とする湿度も他なく洪
水の恐れもあるハノイの土地に最適な建築法がフランス人に受け入れられたことで、日
本文化に感心を覚え・日本屋根を載せたエッデ＆ベックマンと通じるところがある』
　また、ハノイのファングーラオ通りからチャンテイエン通りに向う所に一つ奇妙な建
物がある。フランス極東楽員博物館である。1921年、ハノイに到着したエルネスト・エ
ブラールは伝統建築を研究して、現地文化と西洋様式建築の融合を目指し、「インドシナ
様式」と呼ばれた独自の建築を発表する。
　このような世界的な規模で、それも同時多発的に、それも各々独立された多くの建築
家たちが同じ手法の表現に挑戦していることからも、エンデ＆ベックマンのような努力
は突飛的なアイデアでは決してなかったことを分かる。むしろ西洋人が建物に日本製を
与えようとした時、かれらの建築思想に基づいて日本屋根を引用したに過ぎない。
　官庁建築に対する日本側の反応は否定的であった。官庁集中計画は、井上失脚などの
波乱のなか、3棟のみが実施されるが、和洋折衷案を廃して当初の純洋式に戻すように
内閣会議で決定されてしまう。政治的な混乱と伴い、日本人建築家達は「和三洋七の奇
図」と皮肉をいう。外国人建築家による日本屋根の表現手法が失敗に受け入れなかった
ケースは官庁集中計画だけではなく、国会議事裳案も同様に不評を得て実施に移される
ことはなかった。西洋人の提案した日本屋根の表現手法は日本人から嫌われる結果であっ
たことが分かる。
　しかし、その西洋建築と東洋的建築の折衷を試みて成功を果たす外国人建築家が一人
いるが、コンドルである。東洋に建築を建てるということに、彼は東方文化であるイス
ラムの建築様式を折衷することによって建築表現に東洋性を織り入れることを試みたe
帝室博物館（正881年）がその例である。
　コンドルが設計した旧帝室博物館は関東大震災で損傷激しく修復不可能となったため、
1932年の競技設計により新しい案が求められ、渡辺仁が一等賞を獲i得、1938年に建て
られた。この新建物は、鉄筋コンクリー一一　F造で表現に石が張られている。建物頂部が特
徴的で、寺院風の瓦ぶき屋根を載せている。こうした鉄筋コンクリート造の外壁に瓦屋
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根を合わせた一見医用な和洋折衷の建物形状を帝冠様式と呼ばれるものである。
　話はまたコンドルに戻るが、日本の建築文化とイスラムの建築文化に接点があるわけ
ではない。だが、コンドルはこの作業によってヨーロッパ建築思想に基づく義務感を達
成することができたし、日本人もこれをまともな形の西洋館として受け入れた点が注目
される。コンドルの東洋的表現折衷の成功は、純粋な様式表現ではないが、すくなくと
も日本建築の要素が折衷されていなければかまわないという日本建築界の反応が読める。
　しかし、建築論的観点から風土性や歴史性に配慮し、また日本における民族様式確立
の可能性を図った、当時としては高度でかつ進歩的な提案のはずだった西洋人建築家に
よる日本屋根の表現方式が日本の建築界に受け入れなかったことは原因はどこにあるの
か？
　まず、当時の日本の建築界は建築美というのは西洋建築様式を厳格に達成したという
所にのみ生じるという見解に基づいた西洋建築の学習から始まったことであり、日本の
風土性を表そうという議論は、そもそも様式建築習得の基本から外れたものとして批判
をうける。もう一方、日本屋根の表現手法が日本人にとって本当に受け入れ難いもので
はなかったかどうかも考えざるを得ない。官庁集中計画の和洋折衷案は日本人にとって
自国のロマンさを感じるより、「和三洋七」の感じがもっとつよかったことからもこの建
築様式への日本人の抵抗感は明白である。
　西洋人建築家が積極的に屋根の表現をi試みている点をみると、そしてそのような試み
は日本のみでなくアジアのほかの国でも実践しているのをみれば、彼らにとってこれは
或る種の魅力を感じられた表現であったと読める。そして、そのような表現はよその国、
擁えば中濁ではこうした表現の建築が西洋人建築家によって提案されたら、すぐ現地の
建築家に受け入れれて盛んに建てられてゆく。日本人としては帝冠式を拒むのは外の国
と姥べ、西洋的規範に従う表現のみを尊しとして、自立的な審美意識が足りなかった点
も意識される。
　20琶紀前の日本は藪洋折衷主義への全面学習の段階であったが、20世紀にはいると
H本建築現代化とともに民族伝統いかに維持するかという議論が日々激しくなり、その
大論争を誘発するが、その元となったのが議院建築である。
C．「帝冠様式aが産まれるまで
　1897年、内務省は「議院建築設計調査委員会」を議院設計の準備を始める。イギリス
のCornell大学卒の妻木頼黄が設計を担うことにするが経費問題で結果がなし。　i　gO8年
には政府は太田峰太郎、林田亀三郎と一人の技師を欧州各国の議院建築を視察、次年に
はその視察建築の図面をもとに議事堂を建てようとしたが、その設計しそうを巡って論
争が起き、ついには一年も続く大論争となる。そして一部の建築家たちは懸賞の方法で
設計案を選ぶように要求した。そして議院建築と対抗される特劉委員会が建築家たちか
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ら成立され、1910年3月に政府と新聞などに意見書と公開書を発表し、議院建築設計の
処置と条件を提出した。
　このような議院建築問題に関連して、建築学会は「我国将来の建築要市期を如何にす
べきや」というテーマのもとに討論会を二回にわたって行う。時は明治末、明治維新以
来の欧化主義が一段落ち、日露戦争勝利の背景もあって日本国の言論界がナショナリズ
ムに目覚める時期でもあった。建築界でもこれまでの西洋の模倣一辺倒しへの反省から
このようなテーマの議論を迫ったのである。こういう総括的なテーマは結論は出せなかっ
たが、ここでの議論の成果が実物によって試される機会が間もなく訪れる。「日清生命保
険会社」のコンペ、設計条件として「国風を基とし高尚な外観を保たしめること」と記
される。結果、西洋折衷主義風の形を取られた鉄筋コンクリート像の外壁の上に社寺建
築風の屋根をのせた異様なもので、稲垣栄三の言葉を借りれば、「『国民的様式』は、所詮、
過去の様式の復活と折衷という形でしかあり得ないことを暴露した」。
　そしていよいよ1919年、帝国議会議事堂（現国会議事堂、写真3－2－3）のコンペが
行われた。下田は応募資格となる日本国籍も失っていたし、色々あって参加できない状
態であった。やがて、設計競技が終了し、入選作品がいずれも従来通りの欧米的なもの
であることに憤慨し非難の論が飛び舞うようになると、彼も単独行動ながら批判活動の
一翼を担い、その先頭にたつ。同氏は1928年、「思想と建築」という自伝を自費出版し
ており、このなかで議院建築に対する感想や、抗議活動の内容が記されているのが、次
のように述べている。
　　　　　工事中なる新議院は一定の主義も理念もなく、又、我国民性の象徴をも欠除した単　なる欧米建築界、
　　　三四流の俗型を直写模倣したものである。
　　　　今次の議院建築は稀有の大事業として、当局者は過去三十年に亘り巨萬の経費を投　じで研究せられつつあ
　　　りと聞き、其の設計の如く恐らく完全好無欠にして吾人の容啄　啄すべきにあるずと信じ、只管沈黙を守りしが、
　　　図案募集並みに其の採用の事実を聞　知するに及び、国家の威信に関することを甚だ大なるを信じ、敢て所信を
　　　披露して識　者の批判を仰ぐに至りぬ。
　国家の顔ともなるべき建築に、かくも俗なる案を採用しようとはなにか、と憤激する
まではほかの多くの批判者と同じ行動を取るが、下田はここにおいてもなお持ち前の行
動力を遺憾なく発揮している。
写真3－2－3　現国会議事堂 写真3－2－4　下田案
繕’詫，．
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　「敢て所信を披露」するように、かれは議事堂かくあるべし、と自ら設計案まで描き上
げ、これをパンフレットにまとめ関係者に配布することによって、設計の変更を願いで
るのである（写真3－2－4）。「帝冠併合式」となるコンセプトを掲げて議会に意匠変更の要
請を二回も出すなど精力的に抗議行動や評論活動を行ったのである。
　下田案は日本屋根が懸る独特の形態を持つものであり、かれは自らの設計意図を次の
ように述べている。
　　　　議院設計の事たる須らく上来述べたると所の趣旨に拠り、其の基礎的設殖及胸壁は　堅実なる城塁型に似た
　　　る世界的古典式に従ひ、建築物の冠羅たる屋蓋は皇国固有の紫　震殿様式又は内宮外宮様式の純に本式に則O、
　　　其他の局部亦彼我の長所を消化し以て　之を併用すべく古典式、衣冠制同様の配慮を練り、我国体風土に合し、
　　　帝国立法史院　の権威を顕はすもの断じて此外にあるべからず。吾人之を帝冠併合式と称するも其の　実質に至
　　　りては所謂折衷式と基準を異にするを以てIPJ口か其の意義を明らかにするの要　あり（下田菊太郎「鉄筋コンクリ
　　　ートに於る建築様式の動機」『思想と建築』昭和3年）
　　　　議院としての機能を果たす躯体部は西洋建築様式を用い、其の上に日本の立法院としての権威を表すため、日
　　　本屋根を懸けるということである。折衷ではなく併合であるという概念を投入した点においては彼の提案は新し
　　　いe
　かれの意匠を考察してみると、躯体部分は一等当選をもらった渡辺案とそれほど変わ
りない。そしてその屋根上のドームなどを取り払い、仏堂を据えるような形態を持って
いる。デザインとしては、躯体部、屋根部ともに既存の造形から引用し、これを組み合
わせて仕上げたものであり、それほど意欲的なものではない。恐らくかれにとって、こ
の提案によって新たな造形の美を確立するより、議事堂の実施案を変更させるというの
が本心だったかも知れない。
　西洋建築様式によって完成された建築に日本屋根を懸けるという手法は、エンデ＆デ
ックマンの日本屋根の表現手法と通じる所がある。ただ、エンデは1ヨ本建築の形態に束
縛されない日本式屋根だったといえば、下田の日本式屋根は日本式建築のそのままであ
った点には違いも見られる。
　下田のいう「帝冠併合式」とは、簡単にいえば基礎と外壁は西洋古典主義様式（最善）
でつくり、そこに日本風の屋根（最美）をのせるというものであり、これこそが国体を
表現する唯一な形式として議事堂の建築に一番ふさわしいというのだ。彼の主張が当時
の建築学会から猛反発をうける。その背景には当時の西洋唯一論者たちにとっても日本
趣味の人にとっても西洋古典様式の外壁と純日本風の屋根の組み合わせという極端な折
衷には、到底納得いかなかった点である。
　とりあえず、ここでは一端話題を変えて、彼の建築家としての経歴に着目してその帝
冠併合式が出来上がるまでの彼の建築思想の成長過程を考察することによって、帝冠併
合式への理解を深めていくことにする。
　下田は1910年ごろに中国上海に行く。当時に中国では、もう西洋建築と中国屋根を
組み合わせる表現が流行し始めた点は前から前の節で述べたわけで、ここではその辺の
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話は略する。一方・建築家として上海で活動していた下田はこのような建築活動の影響
を日々・見て感じたのは想像に難くない。そしてそのような表現手法からヒントをもら
い・帝冠併合式を考案する基礎とまで至っている。それは議事堂案の造形には官庁集中
計画における帝冠式的な表現にみられた躯体部の上面を覆うように屋根を懸ける表現で
はなく・陸屋根の上にそのまま仏堂を載せるような手法は、中国近代建築でよく行われ
ていた手法である。中国国内に限らず、香港の最高法院ビル（1903．アストン．ウェッ
ブ）などのように、下田の議事堂案には西洋古典式でできあがった建物の屋根を取り払い、
そのまま日本式屋根を載せるという帝冠併合式には中国の手法と随分と通じるところが
ある。
　そして・下田は中国ほかにアメリカでも活動を行っている。そして、これらの国での
造形面のみでなく思想面での影響も見逃すことはできない。中国では、民族性を表現で
きる建築表現手法が確立しつつあっている。また、当時のアメリカでも鉄骨造の高層ビ
ルという自国の社会環境と文化に似合う表現が生み出されている。リライァンスビルと
いう最先端の高層ビルの設計を経験した下田にとって、その印象は強く意識されたわけ
だし・そしてふと自国日本を省みると、日本の建築界のただ西洋の様式建築への追求の
みでいることに気がつく。異なった文化圏での経験持ちの彼だからこそ、冷静な視線で
そのような日本の問題点をみつけることができた。そして自分の「思想と建築」の冒頭
で次のように述べている。
　　　　余日頃来有ゆる機会に於て世人に戒告の苦言を提せるも、無自覚反省の徒の一朝にして欧米心酔の狂燥状態
　　　より覚醒すべくもあらず。建築界に於ても其の粗野なる模倣直写に得々たる醜状の域を脱する能はず
　そして・議事堂の一等当選案に対する評価の中でも「我国民性の象徴をも欠除した単
なる欧米建築界、三四流の俗型を直写模倣したもの」と厳しく指摘している。独自性を
欠けている日本建築界への同氏の不満が良くわかる。
d．「帝冠式」の実例の考察
　下田が帝冠併合式を発表していから8年、目本の戦争雰囲気が強くなってくるとき、
帝冠様式建築の最初の実現となる神奈川県庁庁舎が生まれることとなる（もちろん、そ
の以前にも西洋建築の躯体に日本屋根を懸ける建築がないわけではないが、その表現の
質とか成立背景などを考えると）。
　1913年に完成させた県庁舎が関東大震災で全焼され、新庁舎の建設が企画された。そ
して1925年の臨時県議会で予算が決議され、計画に移るが、様式建築の手堅い造詣で
有名な岡田信一郎が設計者と任命される。しかし、後に方針が変わって結局にはコンペ
形式で案を募集することとなった。そして、1926年に神奈川県庁舎設計競技が行われ、
予想以上の沢山の応募が入る。その結果、応募案も様式建築からモダンまで様々な工夫
がされた意匠のものが集まる。
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　審査は佐野利器、内田祥三らをはじめとする
当時のアカデミー派の重鎮たちが顔揃い、様式
主義を趣旨とする陣営から審査を影響する。そ
して応募398通の中から東京都技師の小野嘉郎
の案が選ばれた（写真3－2－5）。また、その作品
は入選作品中の唯一の日本風の表現を持つ案で
もある。
　彼は設計趣旨を以下のように述べている。 写真3－2－5　神奈川県庁庁舎
　　　　　県を統ふる庁舎として、尚且対外関係上、我国の表玄関として求められたる本庁者　設計にあたりては、
　　　穏健、質実且つ厳然として冒し難き我国風を表現するに足るべく、然もその間一抹の情味漂ひ、遠き外来者を
　　　して第一好印象を興ふべき外観足らざるべ　からず。…　　一方、環境との調和、殊に海上よりの遠望等を考慮
　　　し本設計を立案せり。
　帝冠様式はスタートから記事しい状況に於かれ、神奈川県庁の建物も免れようもなく
そのような嵐をうけることなるが、一方には設計競技における審査員の常連として知ら
れた佐野利器の賞賛もあって、しばらくのあいだ設計コンペには帝冠要史期ブームが起
きる。そして、昭和天皇が神奈川県庁を訪れた際の御座所として利用された経緯もあっ
て内外の追い風に乗ることとなった。
　それから日本生命館は「東洋趣味ヲ基調基調トスル現代建築ノ創案二努メタルモノハ
之ヲ重視ス」、大礼記念京都美術館は「建築様式ハ四周ノ環境二応シ日本趣味ヲ基調ト
スルコト」で設計募集要項を出していた。
　そして、帝冠様式はもう一つの面白い分類が出される。それは今までの帝冠様式は寄
棟屋根や幾何学装飾による東洋的な気分の醸成を通して日本的なものを表現する手法だ
ったのに対して、軍人会館中国的感性の帝冠様式として別の印象をもつ事例となる。そ
して、その建築家が当時の中国東北地区で建設活動をしていたことも合わせて、後の満
州式の建築表現手法にも影響を与えた人部として無視できない。
　軍人会館は、帝国在卿軍人会の会館という施設である。従って軍施設として1930年
に設計競技をとおして案を募集するが、その募集要項には次のような条件を付けている。
　建築ノ様式ハ随意ナルモ容姿ハ国粋ノ気品ヲ備へ荘厳雄大ノ特色ヲ表現スルコト
　京都記念美術館と同様に審査員から日本風、もしくはそれに類するものの要求があっ
たことで、競技の結果、入選された10案のすべてが瓦屋根をかけた「国粋ノ気風」をも
つ設計案であった。
　当時、例えば1937年には小坂にも軍人会館を建設するが、その建物はインターナシ
ョナルスタイルを採用しているが、九段下の軍人会館が帝冠様式が利用されたのはどう
いうわけか？
　まず、九段下の軍人会館の周囲環境を考察してみる。まず、軍人会館の敷地は江戸城
の堀端に位置し、また九段坂上に靖国神社の大鳥居が見上げられる、都内でも有数の歴
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史性の強い地域である。そのような雰囲気の場
所であって靖国神社鳥居を挟んで軍人会館と向
えになる場所の軍事博物館である遊就館（1931
年伊東忠太）は日本趣味で建てられている。こ
のような傾向は偶然でもなく、戦後も続いてい
る。従って軍事会館もそのような有来ある場所
で周囲環境に配慮された案を出すのは自然の流
れだとも言える。 写真3－3－6　九端下軍人会館
　一方、当時の設計競技における帝冠様式のブームと審査員たちの帝冠様式への好み傾
向などから応募者たちも流れについてゆくが、当選したのは小野武雄の案である（写真
3－3－6）。
　建物の躯体部分にはスクラッチタイルを張り、幾何学的装飾を施すなどは従来の帝冠
様式と一緒だが、屋根の表現がこれまでの帝冠様式建築では見られない形態を取ってい
る。塔屋に屋根屋根を懸けるのは一緒だが、それはきわめて低く構えた形態を取っており、
まるでビルの上に日本式建築をそのまま載せたような感じがする。そしてその屋根が豪
華な入母屋屋根である点も含めて考えると、尊大な「冠」を様式の建物に「帽子」のよ
うに被せる中国近代建築や下田の帝冠併合式なども連想される。
　ここでまた建築家の小野の経歴を考察してみよう。小野も下田と同様のアメリカ帰り
の建築家で、1918年から1921年の間に満鉄の建築技師として満州で働いた。かれはこ
こでパラペットに丸瓦を葺くスパニッシュ様式のスタイルを好んで使い、やがて「小野式」
にまで呼ばれるようになる。例えば、かれの大連南山寮（1920）もパラペットを利用し
て屋根が懸かっているように見せる手法を採用している。従って、彼は軍人会館以前か
らも屋根を利用する表現の経験をもっていたことになる。そして、もうひとつ注目すべ
き点は、小野の満州における中国屋根の西洋建築を実践したことである。東洋病院（1923）
は中央部に大ぶりの中国屋根がかかっているおり、周辺の低層部には彼特有のパラペッ
ト式屋根が設けられている。
　軍人会館では、小野流のパラペットと中国近代建築風の屋根を掛け方をしていうる点
を合わせると、小野氏の中国での建築経験にほかならない。地域性への表現に挑戦した
結果として九段下の軍人会館が生まれてきた言える。
表3－2－2
「満州式」建築様式と「帝冠様式」の比較
建築様式 「満州式」 「帝冠様式」
誕生背景 「新国家」の「新国民のイメージ」と「王土楽土」、「満
B雰囲気」からなる政治理念
西洋建築様式ブームの中における日本伝統建築様式
ﾖの守りと国粋主義の混ざり合い
理論根拠 官衙建築の内容は利便に基づく、外形は常に満洲の
C分を基調とするべき（佐野利器）
公共建築は狭き意味の洋風を主として、終に新様式
?ｭ生すべし（関野貞）
代表作 満州国国務院（日本、中国、西洋の調和） 国会議事堂（日本と西洋の調和）
設計者 軍と政府の建築関係者 ほとんどコンペによるもの
変化過程 中国伝統的様式と西洋様式との調和から東洋横式と
ｼ洋様式との調和への過渡
西洋様式の外壁と日本の冠の結合から西洋様式の変
`と日本の冠の結台
建築的評価 「帝冠康式」の影響（佐野利器の存在） 第一次国民様式（村松　伸）
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帝冠様式は戦後になるとその行き場を無くしてしまい、新築事例はなくなってしまう。
つまり様式としてのその存在は見られなくなっtしまったが、その帝冠様式がもっコン
セプトは、モダニズムの時代となる戦後にも生き残っている。そして、歴史的な建物の
周囲は伝統建築地区などにおいて地域性は歴史性へ配慮された表現としてそのコンセプ
トは息をする。
「帝冠様式」が産まれた時期には実は日本の建築様式の空白であってその隙を「帝冠様
式」を埋めたと言う井上章一一の説がある。瓦屋根は旧様式の「没落」による様式の空白
こそが許容されrたデザインであり、伸新様式が普及されてこれを駆除するのは様式史
の必然であろうと彼は述べている。
「帝冠様式」の生まれの契機を考察するとそこには西洋建築様式の反乱の中での日本の
伝統様式の必然的な結果とも言える。このような試しが「帝冠様式」を生んだわけだが、
その後からの日本の侵略戦争とともに日本全体の建築界にもファシズム思想の影響をう
けられ、「帝冠様式」も免れなかった（表3－2－2）e
注解
注28）建築雑誌56－690。本座談会の趣旨は南方における建築問題（岸田．p．719）。「満州式1建築と「興亜式Jの連結
　　について佐野利器や遠藤新などが言及しているが、会議での遠藤新の「新京」での経験話を本座談会の趣旨に外れた
　発言と注意している（岸田、p．727）、一方、当時の国民政府が行った「民族運動」は彼らに強い印象を残している（小
　｝【駐．　p．723）o
注29）　建築雑誌57－701、1943ij　8月、　p546
注30｝飯島1996、p．109
注31）従って、この時期に日本によって建設された折衷様式がすべて「満州式」とは言えない。満州の気分の表現が明
　確に要求された官衙建築と、何のデザイン要求もなくもっぱら日本趣味で設計された関東軍司令部庁舎（関東軍経理
　部設計〉等の軍施設とはやはり区別して考察すべきと考える。
注32）「興亜式」は、日本の国粋を、日本の伝統的建築だけでなく、「日本の建築」を盟主とするアジアの建築（つまり
　アジアの粋）も動員して、西洋の植民地建築と対抗する目的を果たそうとしたものと解釈できる。
参考文献
6．李之吉「“満州式”建築解析」中国近代建築史国際検討会論文集2002a
7．李之吉「長春偽満時期的建築活動与形式特徴」ハルビン工大学修士論文2002b
6．飯島洋一『王の身体都市一昭和天皇の時代と建築』青土社1996
17．飯島洋一『〈ミシマ〉から〈オウム〉へ　三島由組夫と近代』平凡社1998
18．井上章一『戦時下日本の建築家　アート・キッチュ・ジャパネスク』朝日新聞社1995
20．川村湊『異境の昭和文学「満州」と近代日本』Document　Actions　l　990
21．越沢明「満州の都市計画に関する歴史的研究」学位論文1986
22、越沢明『満州国の首都計画Sちくま学芸文庫2002
23．田中禎彦「満州国における歴史的建造物の調査保存事業」建築学会論文第525号1999
24．西澤泰彦「関干日本人在中国東北地区建築活動的研究」華中建築1987
25．西澤泰彦『海を渡った日本人建築家：20世紀前半の中国東北地方における建築活動』彰国社1996a
26．西澤泰彦『図説「満州」満州都市物語　ハルビン・大連・藩陽・長春』河出書房新社1996b
27．藤森照信・涯坦『全調査東アジア近代の都市と建築』筑摩書房1996
28．布野修司『アジア都市建築史』昭和堂2003
29．布野修司「布野修司建築論集III：国家・様式・テクノTコジー建築の昭和』彰国社1998
30．布野修司『布野修司建築論集1：廃櫨とバラック建築のアジアa彰国社1998
3］．村松貞次郎・近江榮『近代和風建築』鹿島出版会王988
32．村松伸「如何評価、救援、再生亜洲的近代建築」中国近代建築史国際研討会論文菓2002
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終わりに
　この節では「興亜式」と「帝冠式」の誕生背景と実例の考察を行い、「満洲式」との関
連を行った。
　「満洲式」はその誕生の背景、理念、設計手法などといった面から見ても「興亜式」と
か「帝冠式」とは異なる。従ってそれらは分別して考察すべきであり、混同するのは間
違いである。
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3．3　中国民族様式の流れの考察からみる「満洲式」
a．民族様式が誕生する前まで
　19世紀末におけるヨーロッパーではもう建築の美学的規範はギリシャー・ローマの
みならず、遠い過去の時代や、遥か異国の文化へとデザイン・モチーフを求めるロマン
主義的な思想が発達していた。また、その時期のヨーロッパの建築思潮には民族性や歴
史性を尊重する気分が少ながらず存在していた。そして、屋根の造形によって建築に民
族性を持たせるという表現手法はヨーロッパの建築界では常習的な手法として確立して
いた。
　このような動きはヨーロッパのみならず、アジアの日本、中国、インド、ベトナムな
どのナショナルなものの表現に影響を与えた。これは西洋の伝統的な建築教育をうけて
戻ってきた地元の建築家はもはや、ほかのアジア圏に渡った西洋人建築家までもが地域
の建築文化に学んだ屋根を載せることを試している。　そのような一環として日本の「帝
冠式」とか中国の「民族様式」等が各々の国で産まれてくる。満州における「満州式」
建築様式もこのような世界的規模の建築の動きのなかでの一環であった。ただ、日本の
場合と違う点は、日本では帝冠式の建築の多くは計画のまま潰されてしまったのに対し、
中国ではこうした建築が実際の建設へと移されていったことである。
　中国伝統建築様式と西洋建築様式との融合の動きは外国建築家たちの中国の宮殿と寺
院をモデルとした「中国式建築」から始まり、その主な対象は教会、学校、病院などの
建設に多く見られる。外国建築家たちが中国伝統的建築方式の束縛から離れ、自由に処
理する手法は中国の伝統建築と近代建築との調和への一つの新しい道への摸索となって
いた。しかし、部分的な中国建築家たちの異議ももたらしたのも事実である。
　エンデ＆ベックマンが日本で日本屋根の表現を試みたのと同時期、中国に渡って活動
を初めた西洋人建築家達もまた、中国屋根と西洋建築との折衷表現に挑む。日本の場
合と違うのは日本ではその多くの場合は案の檀家で潰されてゆくが、中国では少なか
らぬ数の建築が実践へ移された点である。この
ように中国では「民族様式」（「大屋頂」）建築
が日本の「帝冠式」より早く順調な発展を遂げ
ていた。19世紀初めその閉鎖的社会体制のた
め世界の近現代建築の流れから取り残されてい
た中国では、1894年の聖約翰大学懐施堂（B．
Atkinson、写真3－3－1）を皮切りに、1927年
の燕京大学校舎（H．K．　Mulphy）、1929年の
写真3－3－1
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中山陵、1931年の中山記念堂（呂彦直）などの「民族様式」建築が、国民政府の支持と
中国と外国の建築家の参与もあって、世紀初めの30年間に展開していた。
　上海の聖約翰大学懐施堂は、B．　Atkinsonの設計による建築である。翻躯体部はアー
チを並べたベランダを配するなど居留地風西洋館の手法を駆使しているが、その上には
反りの大きな中国風瓦屋根を懸けることによって民族風の表現を達成している。
　20世紀に入るとこのような建築はますます増加して、アメリカ人建築家H，K．
Murphyなど、中国趣味の表現手法を一層とも発展させ、その確立に努力する建築家も
登場してくる。同氏は中国を訪れて早くも北京の紫金城を見学し、非常に感銘を受けた
ため、中国建築の表現を西洋建築技法によって発展させる新たな建築様式を作り出そう
と考える。その理念を実現された作品として北京の燕京大学と南京の南京大学の校舎な
どがあげられる。
　彼らが行った折衷表現には、単に民族性への尊重だけではなく、もっと実利できな目
的も潜んでいる場合も指摘される。これは当時の中国の社会背景も合わせて考えなけれ
ばならない。当時の中国は日本と同様に閉鎖された状態であったが、日本のように急展
開的な文化の転換点にはならなかった。っまり、アヘン戦争などの外圧によって生じた
屈辱的な開国であり、そのため西洋文化の導入は受動的な外圧による性格をもつ。それ
ゆえに、産業技術、芸術、宗教などという浸透を始めた西洋文化にたいして排他的感情
が生まれてくるのは当然のこと、またあるいは保守的感情から拒絶的態度を起こす人が
続々と現れてくる。イギリス、フランス、ドイツ、ロシアの諸国が中国の居留地で建て
た建物をみても明らかである。上海、広州、漢口の租界地や青島、ハルビンの市街地を
見れば、ヨーロッパの諸国は中国の歴史的風土、地理的条件にはお構いなしに自国の建
築様式を堂々と押し付けて、デモンストレーションを行っている。その代表例は上海の
共同租界外灘そびえ立つ香港上海銀行ビルである。この極めて尊大な建物は当時の中華
民族に対して威圧感を感じさせる心理的効果を狙っていたのだ。そのような威圧は逆に
中国人の反発も買っている。
　その反面、アメリカはヨーロッパ諸国とは異なる姿勢を示している。アメリカは対中
進出が遅れており、租界などもほとんどもっていなかった。そのため、アメリカの対華
政策の一番の特徴は文化事業に力をいれていた点である。
　大学、病院、教会などを建設し、その建物は中国伝統建築を模した表現方法を探った。
（当時の燕京大学、金陵大学、協和医学堂等）
　しかし、西洋人の文化伝播活動において、極めて重要な位置を占めるキリスト教の伝
導などは、きわめて困難な状況下におかれるため、各地に数多く建設された教会建築に
もそのような懐柔政策が行われ、当時の中国人一特にはインテリ層に対する巧みな懐柔政
策であった。西洋人建築家は教会堂やミッションスクール建てる際、’建築に中国的造形
を取り入れ、中国文化に対する親近感を表現することによって、キリスト教に対する人
たちの抵抗感を和らげようとしたのである。
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　このように、文化浸透を目的とした政治的戦略でもあったが、このような造形はだん
だんと中国入によって馴染んでゆき、次第に流行ってゆく。
b．民族様式の第一期
　中国の民族様式の第一期（1910年一1949年の間）となる、中国第一代建築家だちの
中国伝統様式の西洋建築構造への織り入れ試しは20世紀10年代から始まる。外国人建
築家によって提示された中国趣味表現は、やがて中国人建築家の手に受け継がれてゆく。
その代表的存在が董大西、や呂彦直など、H．　K．　Murphyの下から中国趣味建築の手法
を教わった弟子だちが巣立ってゆき、中国趣味流行の先頭にたっ。
　このような動きは単なる造形的な流行というわけではなく、それを後押しする社会的
な風潮も存在したのも見逃せない。それは1927年にナショナリズム志向の強い国民政
府の蒋介石政権はこれらの造形運動に対する追い風になってゆく。国民政府は南京を政
治中心とし、上海を経済中心として、1929年各々「首都計画」と「上海市中心区域計画」
を制定、一連の官房建設活動を行う。このような活動は中国建築家に正式な活動の場を
与えた。中国の近代化はその体質として、西洋へのむやみな追従を避け、自律てきな発
展を目指すと言う傾向をはらんでおり、国粋主義的な表現の流行もそうした情勢と連結
され、一一meの「中国固有形式」の建物が現れる。
　1927年から1937年の問、中国古典建築形式建設のブームとなって20世紀の「第一
次古典復興」となるeこれらの建築は行政、会堂、文教及び記念性建築に及び、更には
体躯、病院、商業建築までにもその影響力を発する。その主な実例は上海、南京及び広
州に集中される。例えば、広東中山記念堂（1894－1929。呂彦直）；上海市政府ビル；
南京中央体育館（1931。基泰工程司）；南京国民党中央　党史史料陳列館（1935。基泰
工程司　楊廷宝）；上海市博物館と上海市図書館（1935e董大西）；南京中山蔵経楼（1936。
ロウ奉璋）などである。
　「中国の固有式」への追求から始まり、古典復興の建築等が産まれてきたわけだが、そ
のなかにはまた新しい摸索も見える。っまり、大屋根を避ける若しくは簡略された大屋
根を採用する新しい建築体系との調和を図ることである。これは中国建築体系が外来の
影響の下で現代建築へ発展しはじめたという印にもなる。
　1925年から1929年の間に建設された中山陵は中国古典建築のモデルとして評価され
ており、伝統復興の建築設計として取り上げられている。1925年、この建物の設計コン
ペには「祭堂図案は中国古式の特殊・記念性質のものを採用する、もしくは中国建築の
思想によって新しい様式を特別に創造していもいい」と建築様式への要求が指定された。
海外帰国の中国第一代建築家である呂彦直のこの設計案は「中国建築の思想によって新
しい要史期を特別に創造した」モデル作として評価された。
　中山陵は南京紫金山の南側に位置し、地勢全俸が雄大で、緑豊かなフィールドとして
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孫中山氏から直i接指定された陵地である。陵院
の全体的な平面配置は中国古代陵墓をの布局を
参考として軸線を沿って陵門とか碑亭、祭堂、
墓室などが配置された。ただ伝統と違う点は落
差70mの沿道路線にはただ階段のみを設置し、
高所の祭堂を明確に表現している。そして、建
物全体は簡素化され、軒口とか、構造部材、彩
耀
『　、、，
画などは古代手法を見習って彫飾をし、不断写真3－3－2
見られがちな浮き装飾の見せ物ではない。建物全体は現代的雰囲気が濃厚である（写真
3－3－2）。
　1929年7月に発布された上海‘市中心区域
計画’では江湾一帯の市中心に市政府と一連の
公共建築を計画、そして市政府建築は「提唱国
粋」「採用中国式」などが要求された。そして、
上海市政府ビルは外部と室内は清式宮殿建築手
法の模倣で出来上がった（写真3－3－3）。上海市
図書館と博物館は当時にはモダン建築と中国建
築の混合式様として呼ばれ、図書館の中部の屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3－3－3
根は北京城の鐘楼を連想させる。博物館の中部屋根は北京城の鼓楼を連想させる。中国
国民党史史料陳列館は清官式閣楼の模倣、南京中央博物館は遼式殿堂特有の唐風を表し
ている。広州の中山記念堂は八角形の平面配置を取り、ホールには4608この座席が設
けられている。建築は鉄筋コンクリート、鋼トラス、鋼梁などの混合構造となっている。
49mの頂部は八角の損尖頂に正面の軒は二重軒巻きをして屋根全体は藍色の瑠璃瓦を設
けている。当時の新型建築の傑作と言える。
　中国国民政府は南京を首都と定めた後、文化本意主義を唱えた。「中国本位」、「民族本位」
を提唱し、建築には「中国固有形式」が要求された。1927年から1937年の間、中国古
典建築形式権ん切の大ブームとなり、20世紀における中国の「第一次古典復興」となった。
これらの建築は行政、会堂、文教と記念性建築のほか、体育建築、病院建築と商業建築
にもその影…響が見られる。1929年7月、上海の「市中心区域計画」は江湾一帯の市中心
に市政府などを含め、一連の公共建築を建設した。この計画には市政府建築は「提唱国粋」
「採用中国式」などが要求された。
　上記のような動きは、現代機能と構造の条件の下で伝統的な石造建築の手法から学び、
西洋古典建築の構造のなかから中国伝統的建築の発展を図ったことになる。このような
動きはまた、中国の建築を現代建築の特徴をはっきりさせながらも国際現代建築運動と
融合させようとしたきっかけともなる。中外建築家たちは異なる目的から異なる角度と
方法で中国古典建築の現在条件の下での木構造と旧形式との矛盾にぶつかった。ある時
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はその建築の機能が大きく影響を受け、経済上にも損をうける。西洋建築家との相違点
は中国建築家は現代建築の探求の初めから、自発的に「中国風味」の摸索への傾向が見
られた点である。またこれらの設計への探求とともに現代条件の下での伝統的な問題が
建築理論から取り上げられるが主に現代建築技術と材料条件の下での大屋根などとの調
和に対する問題などである。
　中国は近代からずっと形式重視の建築創作環境が整えており、事実上の「形式本位」
が形成されていた。「民族様式」は一つ政治と関係する建築政策であり、政治思想と意識
形態などの問題と直接関連されている。また、民族解放とか階級立場といったことまで
引き入れ、建築様式は国家振興と民族感情などと関連されていた。
C．民族様式の第二期
　そのような民族形式は（1950年一1960年）主役の政府は変わったものの、更なる勢
いでその第二期を迎える。
　1954年・建築学報創刊号に梁思成の論文「中国建築的特徴」という論文が発表された。
この論文は中国古建築を論述した論文であったが、当時の民族様式への影響は大きいも
のであった。この論文は初頭で初めて中国建築の9大特徴を取り上げ、認識と具体的創
作の理論根拠を与えてくれた。
　　　　1．台基、屋身と屋頂から構成
　　　　2．庭園と天井を回り込む
　　　　3．木構造
　　　　4．斗棋
　　　　5，挙折、挙架
　　　　6．屋根が非常に重要な位置を占める
　　　　7．大胆に朱紅色と彩画を取り入れる
　　　　8．木部材の交差所を装飾風に処理する
　　　　9．琉璃瓦、木刻花、石浮き彫刻、レンガ刻などで装飾処理する
そして、文章は特徴を上げた後には次のように述べた。
　　　　これらの全ての特徴は一定の様式と手法があり、匠人たちと一般人に認められてある。そして、我々はそれを
　　　中国建築の‘文法’と呼べる。建築も言語文宇と同様に一つの民族は常に彼らの代々好みのものを作り上げて継
　　　承する慣例があって、遂には法式となる。
　これらの‘文法’と‘単語’の組み合わせでできあがった建築様式は広大な人民に受け入れられ、また彼らに
認められている。だから、元は木材構造から出来上がったものでもすぐ、その材料の制限を超えて、同様にレン
　　　ガ石構造に運用できる。そしてそれらの建築の性質をほうげんすることによって必要なる感情表現を達成させるa
　同氏はそのすぐのもう一一つの論文「祖国の建築」のなかで、上記のような思想を一層
進み、自分が描いた二枚の図を引用し、自分が理解する民族形式の建築思想を表現して
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いる。そして、同氏は次のように二つの図を解釈している。
　　　　この二つの図はの中で、一つは少し小さい十宇交差広場であり、もう一枚は約35層の高層ビルである。この
　　　二つの図で和多氏は次の二つの観点を説明しようとする。
　　　　その一は、部屋の大きさとか建物の階数とな関係なく、我々伝統的形式と‘文法’で処理できる。
　　　　その二は、民族形式のプロセスは、まず建築群と建物のスカイラインから手を入れ、次に壁面と門窓など細部
　　　の比例とか韻律などをすべきであり、紋様装飾などは副次的である。
　この二つの図案が後世に与えた影響は計れなく大きいものであった。それは1950年
代の民族形式建築にも、また、1990年代の中国伝統と中国気分を追求した建築にもこの
枠組の束縛から離れることができなかった。しかし、このような形式は1930年代の「中
国固有形式」の事例を見れば、梁氏の独創でないことは明白である（写真3－3－4，写真
3－3－5）。
　梁氏の中国建築9大特等中、5大特徴が建築の屋根と直接関係がある。中国建築中に
おける「屋根の重要な位置」は人たちの民族形式への探りはまず屋根ととその周囲に焦
点をおくようにさせた。そして結局は1930年代の「大屋頂」の引き続きとなってしま
うが、此の時の民族形式における探りは全国範囲にまで広がり、その形式から考察する
と、過去の大屋根以外にも、少数民族と地域特性の建築、外来様式など多彩に見られる。
　そして民族形式の記念碑的な建物の中には古典式という一つの分系が出てくる。いわ
ゆる古典式とは中国古代の官式建築の基本である清、宋、遼を基本法式とした新しい機
能、技術と建築材料を融合して民族形式の摸索をされた結果、出来上がった表現である。
主に、北京、南京などに多く見られる。もう一つはその手法が活発で、屋根、細部など
に地方的特徴を織り入れ、自由で活発的なイメージを作り上げたものである。このよう
な建築は南方に多く見られる。部分的建築家は官式の琉璃煉瓦大屋根よりも民間に目を
むけ、いわゆる「地域式」を創設させた。主に異なる地区の民間建築様式から理念を探り、
民居からのものが多く、「官式」要素は少ない。古典的さしさと記念性のイメージを強く
表現しあげている。地域式は中国民族形式のもうひとつの特徴ともなる。そのほかにも
外国の民族形式建築があげられる。一つは旧ソ連の設計、若しくは共同設計である。も
う一つは外国建築の影響をうけたものである。共同の特徴は基本的に外国的、例えば西
洋古典式の比例とファサードなどが採用されている。外国の地域性建築から発展された
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ものである。
　民族形式の後期には更なる簡素化した建築様式が見られる。その基本的な特徴は新し
い機能への追求と平屋根を基本とする建築的細部に中国伝統的装飾要素を取り入れたも
の、古代の石建築の理念からのアイデアなどが見られる。
　ここで古典式の特徴に関してもっと詳しく考察してみる。古典式は中国古代の官式建
築を基本的凡例として、新たな建築機能と、技術と建築材料の挑戦に挑んだ結果であり、
その基本的特徴としては：建物全体は屋根、壁面と基口の三部分で構成される；屋根は
一般的に琉璃瓦を敷き、軒口にはそれらと似合いの装飾部材を設ける。例えば斗操、軒
櫨、飛椴、梁部分の彩絵装飾などである。宮殿式建築は、雄大壮観で、記念性があるため、
新政府へのアピールとして最適である。
　古典式民族形式は二つに分けられるが、一っは宮殿式大屋根を核心とした、正当的イ
メージのたてものであり、もうひとつはその作法が自由でどこに絞られることなく、屋
根と各部材若しくは装飾を異なる地区の地方特徴に合わせて表現する手法である。
　ここで、長春の地質宮が一つの古典式の事例として登場する（写真3－3－6）。同建築は
された。この建築は満州国政府が企劃していた
宮廷府の正殿の建設が当時の戦争の後期からの
して設計し、当時の長春地質学院の校舎として所属されている。平面は規律正しい配置
を取り、　頂上には展望台も設けている．立面の中部には少し高めて中国伝統の憩山頂の
様式を採用している。そして、緑色の琉璃瓦屋根、朱紅柱、白色の囲柵、米色の壁面等
が調和をして、建物全体を彩っている。
　同建築は今、長春の都市シンボル的存在となっている。この建物は満州国の宮廷府の
案を元に屋根等一部の修正を加えて建設された点にも注目される。元の建築は陸屋根で
中央に勾配屋根を載せた、それほど中国の伝統を強調したデザインではなかった。そして、
元の2階建てを4階建てに修改する。当時の典型的な民族形式の事例である。また、当・
’時の建築家のインタビューでも同建築の設計には当時の国家全般に影響を与えていた民
’族形式の影響が大きかったと述べている。
　そのほかにも「吉林省図書館」」長春第一自動車工場」といった「民族様式」が次々と
建設される。新しい建物では、1958年の吉林省図書館が典型事例となる。民族様式を主
に採用しつつ、周辺の「満州式」官庁建築との配慮を払ったデザインで単なる写しでは
なくそれなりの解釈と発展が見られる。その後も、折衷主義的デザインは、都市建築文
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脈の雰囲気の基本要素として多くの建築家の共鳴を得ながら実現してきた。
　長春第一自動車工場の正門と宿舎の建物は1950年代に建設されたものである。当時、
ソ連専門家たちは都市計画と工業施設の設計を担当し、中国側はそれと合わせた附属建
設の設計を行った。中国側は吉林省設計院と現在の華東建築学院が連結してその建物の
設計を行った。建物は中国の伝統的な大屋根をかける形式を採用している。
　一方、中国民族形式は後からの政治運動で復古主義として批判される。また、当時の
文化大革命という波乱の中、国民全体が波乱のなかにおかれていたため、建設運動にも
ほぼ停止のような状態に於かれていた。
　そして改革・解放政策が行われて、国力の成長とともに、民族自負心もともに成長する。
民族形式の第三期（1980年一現在）はこのような背景から復活される。
　そして本格的には1990年代から伝統の束縛なら離れた古典復興の動きが始まるが、
実際には理論的にも実践的にもその復古形式の建築はあまり見られない。普段採用され
ているのも大屋根建築が主な形式であった。特に、古代文化名城の建設では常に大屋根
が基本として参考された。このような中で大屋根の採用にお異議が起き、伝統的大屋根
の束縛から離れ、イメージよりも雰囲気への追求が求められた。漢口事業の発展んとと
もに観光名所、特には古代遺跡所在地には復元の名義で大量の復古建築が建設された。
比較的に典型的な形式は二つがある。一つは古代建築景観の復元である。もう一つは色々
な歴史的な町並み建設であり、そのほかにも歴史的町並み周囲の附属建築の建設等から
見られる。中国の民族形式は経済の発展と自治の強化とともに地域性への転換の動きが
見える。地域性建築の主な特徴は民居の細部からそのヒントを得ている点である。改革・
解放以来、中国の建築家たちには海外の建築設計にも関わるチャンスが増えてきた。中
国国内における民族形式の洗練を受けてきた建築家たちは海外における民族様式にも慣
例的な手法を採用しているのが見られる。1985年から1989年の間に建設されたスリラ
ンカ高級裁判所ビルは建築機能の面では裁判所の機能かが満たされるほかにも国家最高
氏法機関としての民族精神が建築外観で要求された。設計者は建築屋根に13世紀スリラ
ンカ「カンテイ式」屋根を載せる方法を採用している。
　長春の復古街の建物もそのような民族様式の波に乗って建設されたものだが、その
れは元の「満州式」建築のそのままの模倣に過ぎない（写真3－3－7、写真3－3－8、写真
3－3－9）。
　現在の中国の建築家たちは特殊な歴史時期に位置している。彼らは工業化を基礎とし
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写真3－3－8 写真3－3－9
た現代建築観念がまだ定められていな。反面、このような観念を批判する矛盾のなかで
自分の道を探るしかほかないだろう。中国の民族形式のこのような特殊な歴史的変革の
なかでその影響を見せ始めている。1998年に建設された北京鉄路西客駅舎は行政の要求
によって従来の民族様式の大屋根を載せる方法を取っている。しかし、1999年に案の募
集が行われた北京の国家大劇院建築は中国の歴史的な転換点にもなれる。コンペで中国
の建築家は基本的に周囲環境との調和から、中国伝統建築様式を基本対策として取り上
げたが、結局にはその伝統的な民族様式とは全然関係ないフランス建築家の案が自分独
特の個性で当選されることになった。もちろん、その案の選抜には行政の莫大な影響力
があったが、中国の建築家としては民族様式の採用を顧みる一つの機会を与えたのは間
違いない。
　中国は近代からずっと形式重視の建築創作環境が整えられており、事実上の「形式本
位」が形成されていた。「民族形式」は一つ政治と関係する建築政策でもあって、政治思
想と意識形態などの問題と直接関連される。また、民族解放と階級立場という階級革命
のレベルまで引っ張られ、建築様式は国家振興と民族環境などと密接に連結されていた。
長年に渡って「民族形式」への追求は中国の行政側とっ建築家としてはその愛着が変わっ
たことがなかった。1980年、建築家の陳世民は「民族形式」への質疑を出している。「民
族形式」のスローガンが必要あるかという疑問である。
　中国の「民族様式」と日本の「帝冠式」の間には共通点も多いが、相違点も少なくない。
その一番となる点はその行方が「帝冠式」は大いに批判され、すぐその存在を無くした
のに対し・中国の「民族様式」は長い閥、その存在の強めていたのである。そしてその
痕跡は90年代中期の北京西駅舎ビルと99年の国家大劇院設計コンペでの中国建築家た
ちの多数の案からも見つける。しかし、二つの建築様式は共に西洋留学の建築家たちが
支えてきたという点からその共通点が見られる。また、かれらは共に西洋の古典的外壁
に本国の伝統的な屋根を載せたという点にも面白い。
　中国民族様式はまだ長い間、続けるのは確実だが、昔のようにひたすら過去を模倣す
る手法はだんだん少なくなると思われる。反面、建築の機能とスケールの要求によって
合理化された建築様式を採用見るケースが増え続けるだろう。
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本節のまとめ
　この節では、中国民族様式の誕生と流れに関する考察を行った。長春の「満州式」は
その建築家が全部日本人、19世紀の末から20世紀の初頭における西洋建築家たちが中
国で行った中西結合建築と同様に位置づけることができる。
　例えば、アメリカ宣教師の中国趣味教会は中国国内における中国人の反発心を和らげ
る目的などが潜んでいたのと同様に、「新京」の官庁建築も地元の気分と人たちの好みな
ども配慮する必要があったのも確かである。
　そして、そのような「満州式」建築は新中国成立以後も長春の折衷主義建築を影響し
っづけてきた。もちろん、そのような動きには当時の中国全国で盛んでいた「民族様式」
の流行が背景になって「満州式」の事例が参考になったことでも指摘できる。
　また、近年には「満州式」をそのままコピーした「復古街」まででてくるがこのよう
な動きは都市観光資源のみを優先的に配慮した都市圏世悦であってその理論的立証など
も欠けていたのも問題点として指摘できる。
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終わりに
　本論では長春の折衷主義建築の基本となる「満州式」建築のもつ建築的意味と位置づ
けに関して中国の折衷主義、主に民族様式の発展の流れの中における位置づけ、そして「満
州式」と深い関係をもつ「帝冠式」と「興亜式」への考察を混ぜながら、その考察を行った。
　中国建築が近代発時期に於かれる時、世界史はもう近代後期と現代前期になっている
時代背景に注目すべきである。中国社会はもう農業文明から工業文明の過度段階におか
れており、その主線は工業化の過程でもあったが、一方には近代都市化と都市近代化の
過程にもなった。しかし、当時の中国は半植民地半封建社社会に於かれており、中の解
放と受け入れは非道的であった。従って、中国の近代化過程は曲折な歩みを容疑なくさ
れた。そして建築も都市の変遷とともにその変遷を行う。
　「帝冠式」と「民族様式」は、世界に広がる折衷主義建築思潮の下で、相互に影響しな
がら成長し続けたと考えるべきだろう。したがって、西澤1996や布野2003が言うよう
に「帝冠式」「民族様式」「満州式」には、折衷主義に起因する共通点も多いが明確な相
違点もある。加藤1986が言うように満州式を単純に帝冠式の延長に置くことはできない。
越沢2002言うように満州国成立前の満鉄建築課の折衷主義と「満州式」を同一に見る
のも適切ではない。しかしこれらの違いを強調しすぎると李のように「満州式」の政治
的価値への過大評価を招き、その「積極的」建築価値への評価を欠いてしまう。
　「満州式」の基本的な性質は折衷主義である。その誕生と発展の過程で日本の「帝冠式」
と中国「民族様式」の影響を受けた。従って「満州式」には「帝冠式亜種」と「民族様式」
の二つの性質が見出されるが、「新京」の「亜種」は「満州の気分」が基本であり、「帝
冠式」の「日本趣味」ではない。また、殖民地建設における外国人建築家たちによる作
品である点では「民族様式」とも区別できる。一方、「興亜式」と「満州式」は、共に国
粋主義の拡張版とも言うべきアジア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　せ　がミま　　ゆ主義の強調という理念に貫かれてお　　　一．．、S‘一’’”＼＊
られるという鰍でつながっている・1　帝冠式．ノ鉄奉天事務所（11以購欝927）
　　　　　　　　　　　　　　　　　i或奈川県庁｛1928り㌦一…一蒲亨㍊灘瑠31｝これらの相互関係を図にまとめる。
　総括すると、「満州式」建築は、中；名古駁監88劉関東嗣令部｛憲轟霧躍誉〔1934｝i
日両国の当時の世界折衷主義建築思1　　　　　　＼史籍型1936｝魍轡鳳1936》i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京帝室博物ts〔1　938）　　　　　　，’　　　　l　　　　　I潮という大磯のもとで行われ、「五墜」†瞳メ’／日　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質宮、盲林省図書館等1北京民族飯店等しくは中国）の風格と西洋古典建築　　　　　　　　　　　　　　　！
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との融合を図った結果と読み取れる。また、これらの建設は当時の社会環境から・明確
で鮮明な建築様式として確立されず、夫折してしまった建築運動として括ることが出来
る。
脚
第4章　ハルビンの事例を通して一都市計画専門家と市民の交流を図ってみる
　ハルビンは中国東北部の最北部の一番大きな都市であり。黒龍江省の省府である。ハ
ルビン市も長春と同じく、近代からの都市であり、都市歴史も百年あまりしかなってい
ない・そのようなハルビンであるが、近代には帝国ロシアと帝国日本の競争対象、新政
権以後には地方都市における競争と比較が出てくる。
　そのようなハルビンは新政権以後から現在まで長春と比べると多くの面白い対比がで
て来るが、この節ではハルビンにおける都市計画専門家と市民との交流を図る手法等に
着眼して考察する。
　このような考察を通して長春のようにハルビンに比べ、まだ、近代遺産への理論基礎
がしっかりできていない都市がその段階を超えた時、次ぎなるステップとしてどのよう
な動きを取るべきかという参考にもある。
　本章では三っの段階に割れて行われる。まず、都市建設史への考察からみる都市個性
への考察である。次には都市景観の基本要素の把握とそれらを守るシステムと実践的な
事業への取り上げである。そのような二っの節での考察を通してハルビン市の都市景観
上における現状把握をした。そして、第三節では前の二つの節における行政と学者の動
きと理解などに関する考察をふまえて、市民と都市計画専門家との交流を高めることに
目的を置かれたワークショップを事例として考察する。
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4－1　八ルビンの歴史発展と都市個性の考察
八ルビンの都市発展からみる都市個性の考察
　a．八ルビンの地域特性と近代前までの発展
　ハルビンは東北アジアの重要都市の一つであり、黒龍江省省府である。黒龍江省の政
治、経済、文化、科学技術と交通中心として、東北北部の唯一の国家レベル歴史文化名
城でもある。都市人口は464．24万、市区面積は7086k㎡である。
　ハルビンは欧亜大陸東部の中高緯度に位置され、西側と西南側は松鰍平原、北側と東
北側は小興安嶺山地、東側と東南側は長白山系の張広才嶺を面している。ハルビン市地
域は平坦で低注である。地区全体は山勢が緩やかで河川が多く平原が広い等、地域的な
特徴をもっている。気候は中温帯大陸性季節気候に属する。従って四季の分かれが鮮明
で、冬は長くて寒く、夏は短くて暑い。
　歴史的な考証によれぼハルビン地区は新石器時代から人類が生存されており、三千年
前には中国北方少数民族の満族祖先の居住地であった。12世紀には金の王朝が都（今
のハルビン阿城市）を建てるなど、ハルビンは金と清両朝の発祥地ともなる。ハルビン
地区もその都の建立前後に古城が出来上がり、同地区の社会・経済は空前の発展を遂げ
た。古城は今の道外区（万宝古城〉、道里区（松山古城）、平房区（平楽古城）、道里区（四
方台古城）、香坊区（莫力街古城）などに位置する。
　そんなハルビン地区であったが、清初期の旗人の入関後のいわゆる東北を皇朝“発祥
地区”とする東北封禁政策（1677年）はハルビン地区を荒廃化させる。やがて1803
年、“臨時移民章程の制定」が発布され、出関人ロへの制限が緩やかになってから移民
人口が徐々に増加される。19世紀末になるとハルビン地区は十数ヶ所の村落と居住民
約3万人をもち、交通、貿易、人口などの経済的な要素が成長し始めた。これらの要素
が後からの都市の形成と発展の基礎を建てた。
　b．ハルビンの近代発展
　ハルビンはその近代都市としての歴史は百年あまりにしかならない。ハルビンの建設
は、帝政ロシアの政治、軍事、経済戦略、つまり七つの海を支配していた大英帝国への
抵抗から端を発している。クリミア戦争の敗北は帝政ロシアにとってヨーロッパでの南
下政策の敗北を意味し、そして大量運輸手段としての鉄道運輸の重要性が認識されると
不凍港を求めて極東へ進出する。そして、mシア本国と極東の不凍港を結ぶ鉄道を建設
することによって、それまで大英帝国が仕切っていた欧亜間の物流の主導権をロシアが
獲得しようと図った。その世界最長の大陸横断鉄道であるシベリア鉄道の建設が始まる。
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　そして・当時の清政府の弱体化は日々進み、帝政ロシアは清国領土中を横切って走り、
シベリア鉄道の極東部分を連絡する鉄道である中東鉄路の建設権を獲得したのは1896
年のことである・基本的に、旅順と大連の租界、ハルビンから旅順、大連に至る中東鉄
路の南支線を建設し・ハルビンを中心に満州全域を横断する2800kmあまりの・丁・字
型鉄路線を建設することである。
　帝政ロシアは鉄道敷設の条約文のなかで「鉄道附属地」という概念を拡大解釈して鉄
道沿線の都市建設や鉱山開発を可能にした。この鉄道が中国東北地区の平原を横切る時
の最も大きな河である松花江と交わる所がハルビンである。ハルビンの都市建設は帝政
ロシアが中国東北地方の陸上・水上交通を仕切ることを意味し、それ相応な規模の都市
建設が行われた。
　1898年から、中東鉄路建i設を契機としてハルビンは松花江辺の小さな漁村に鉄路交通
と管理の中心地とする近代都市に建設されたe中東鉄路の修設から20世紀20年代、ハ
ルビン市区は主に松花江と馬家溝河の間に分布され、現代の道里、道外、南岡の三つの
中心地帯に集中された。1932年2月、ハルビンは日本軍に占領され、後からは拡張が速
くなり、都市中心も南へ移る。
　ハルビンは帝国ロシアの占有下でその都市骨格を遂げた。19世紀末から20世紀40
年代の間に都市人口は70万人にまで成長した。そして鉄路交通の発達と外国資本・文化
の侵入によって一度には東北区域の国際都市にまで発展された。20世紀30年代には16
国家がハルビンに領事館を設け、27国家と地区の住民たちがここで居住した。33ヶ国
の企業が支社を設け、外国商店は2500店舗、世界の100あまりの重要都市と貿易関係
をもつなど、その全盛期を迎える。
　c．八ルビンの現代と当代発展
　そして、20世紀半端から現在まで、ハルビンはその歴史的な発展を基礎として更なる
成長を遂げる。新中国成立後、ハルビンは国民経済の回復期に入り、その“十五”期に
は全国重点建設都市の一一つとなる。旧ソ連から援助・建設された156項目の重点建設プ
ロジェクトの中の13項目がハルビンに設置され、ハルビン市は中国重要工業基地となり、
従来の消費型都市から新興工業都市と変i喚された。主な産業は発電設備、飛行機iとエン
ジン、亜麻紡織、精密器械、工具計器などであり、全国的にも優位を占める。全国初の“
内陸港”を建設した。1996年、国務院は松花江地区とハルビン市のを合併して新たな行
政区域をもつハルビン市を企劃した。結果、ハルビン市は傘下の七区12県（市）をもも
つ、948．3万の地区人口と5．3万㎞の行政面積をもつ特大都市に成長した。
　現在のハルビンは、中国東北北部地区の経済、政治、貿易、科学技術、文化、観光事
業などの現代化された中心都市となり、現在はIT産業を先頭にし、電子、車、食品、医
薬品を四つ柱として対外貿易、交通、観光等を重点的に発展しようとしている。そして
東北アジァの重要な国際貿易都市としての昔の威光を取り戻そうと努力している（表
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表4－1－1　八ルビン都市計画史
中東鉄路附属地城鎮計画時期 ハルビン市区鉄路附属地に埠頭、新城、ハルビン街の三つの区を建設し・中東鉄路と爾
q903） 部支線運営管理の中心城鎮になる。
商埠都市計画期 麟後沖韓路浦部支緑唖毎鉄路と松花江第二末花江鷺江諏騰の権
｛igO7） 交通中心として物資集散と加工機能をもつ都市となる「大ハルビン都市計画基本要預」では、都市性格を「日本の勢力の元で斬街区と旧街区を
大ハルビン都市計画
o1932）
連結する処置等を取って普通治安と都市防衛設備が完備された大都市を建設する」「地理
I特徴から帝国の北満における諸政策を順序的に進めることを基点とし、軍事上需要を
D先的に配慮し、松花江と鉄路など水陸交通条件を発揮することによって吉林省北部と
黒龍江省大部を覆う、物資集散、貿易中心、農畜産品を原料とする韓工業中心」とする
ハルビンは北満の経済、軍事中心．　満州国と大平原の中心。水陸交通要道と物資集散
ハルビン都邑計画 中心である発展中の大工商業都市である。濱江省公署などの機関所在地として満州国人
を主に30余りの国の人が居住する国際都市、松花江辺の水郷慰楽地
解放初期．　消費型都市を生産型都市に変更する方針から速やかに都市中の生産事業を回
改良と発展区計画 復・発展させる。解放戦争を支援する根拠地都市
「十五」計画時期 “ハルビン市初歩訥画説明書”国民経済回復時朗の工業建設を経てハルビンは消費型都
くL953－1957） 市から生産型都市と変邉する「ハルビン市マスタープラン案の修改報告」：　ハルビンを鉄鋼冶煉、機電、　　　化工と
精密工具製造を主にする総合発展の工業都市と建設し、全国、全省大型精密と高級工業部
「二五」計画時期（
P958－1962）
品を供給する重要基地の一つである．
uハルビン市マスタープラン簡要説明」：巨大なる工業建設を経て現在は現代化大型企業を
骨格とし、機械工業を主体とする科学文化が比較的に発達された新興の総合性工業都市で
ある
ハルビン市マスタープラン時期 現代化大型工業企業を骨格とし、機械と化学工業をメインとする化学文化が比較的に発達
（ユ973｝ された新興的総合性工業都市である
「都市マスタープラン修正中の 各事業比例が合理で構造が日々完整になる総台性都市である
いくつ原則問題に関する報告」
｛ユ979｝
「ハルビン都市マスタープラン
本世紀末までには、ハルビンを機電工業をメインとし、食品、軽紡工業と外貿、観光事業
ｪ発違し、技㈱洗進的で経済力・合理的な環境がすぐれた文明餅土会主義現代化都市に建
および近期建設の配置」（1982）設する
ハルビン市を機電工業をメインとし、軽紡、食品工業と観光事業が比較的に発達し、醗置
「ハルビンん都市マスタープラ が合理的で、生産・生活が協調的な、環境が清潔で秀麗な現代化社会主義都市である
ンに関する報告（玉983） 主要機能と特徴：①黒龍江省会、全省刑事経済文化中心；②交通要道；③機電工業をメイ
ンとする工業都市
「ハルビン都市マスタープラン 省会、東北北部の政治経済、科学技術文教、貿易中心、交通要道、機電工業をメインとす
修改状況に関する報告」｛1984）る、軽紡、佑工、食品工業が発達された工業都市
「ハルビン都市マスタープラン 黒龍江省会、雄厚な工業基礎を具備し、鉄路交通が発達される．今後には更に東北北部経
に関する批複」（1986） 済、政治、貿易、科技、文化事業の中心都市に建設すべきである
4－1－1－）。
　二．人口と民族構成からみる都市個性の考察
　1898年中東鉄路の修築の前までハルビ’ンには3万5千ぐらいの人口をもっていた。こ
れらは一部の地元の満族と関内から流動されてきた漢民族となる。そして1945年の日
本の敗戦と満州国の没落までハルビン市人ロは70万人あまりにまで達した。この時期の
人口増加は主に各種形式の移動人口によるものである。特に帝政ロシアと日本の統治期
には、その計画的移動人口が目に立っ。中東鉄路の開始と都市dンフラの建設には大量
の労働力を必要とした。そしてロシア10月革命後の大量のロシア逃亡者がハルビンに
次々と入る。ハルビンの都市区域が増々大きくなり、帰属される都市人口も急激に増えるe
そしてハルビンの都市発展と共に大量の商人、企業家がハルビンで企業をつくり、商業
活動を行う。帝国ロシアと日本の統治時期には、また大量の軍人と工程管理人員及びそ
の附属家族の進駐と頻繁な流動なども都市人口を刺激した主な要因となる。
　新中国成立以後、ハルビンの都市入口の流動はおさまることなく、激しくなる。1950
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年から1990年の間の41年間、ハルビン市の移動人目は655．87万人に達し、同期の
人口自然変動（出生人口と死亡人口）の総量の2．72倍にも達した。
　搬入人口：1950年一1960年は入口搬入のピークである。主に建国初期の搬入人口に
対する制限が足りないことと朝鮮戦争を期にした南の工場を北に移す政策、‘大躍進’期
の大量の従業員募集などが主な原因としてあげられる。そして三年自然災害と文化大革
命期はその搬入が収まるが、その後1978－1982年は文化大革命の後の整頓期を迎え
てまた都市人口増加の高峰を迎える。そして、改革・開放以後には厳しい都市人口の制
限からやっと変動が収まっている。
　搬出人口：1950－1962年の間は都市返出人口のピークでもあり、主に計画的移民によっ
て生じたのである。都市安定と職の不足などの問題解決のために大量の都市人口を農村
に移住させる。そして後の知識青年と幹部の農業生産への支援政策なども大量の搬出人
口を産生した。
　一方・解放以前から外国僑民の人口数量が大きく、国籍が多く、人口全体を占める比
重が大きいのもハルビンのもう一つの特微である。
　1898年から1990年の間、計40余りの国家と地区の僑民がハルビンに滞在した。そ
のなか、30年代以前まではロシア僑民が一番多くなる。1923年以前まではユダヤ人の
比重が次を占めた。日本僑民も初期からずっと大きな比重を占めた。ほかにもポーランド、
朝鮮、イギリス、ドイツなどの僑民も或る程度の比重を占める。これらの僑民は1990
年代まで殆ど帰国若しくはほかの国へ移住した。かれらのライフスタイルがハルビンの
中国系住民に与えた影響は大きい（現在も、ハルビン特有の方言等はロシア語などから
その由来を見つける〉。
　ハルビンにおける中国系の住民は初期の東北地区の古来からの一部の少数民族が先住
民となる。そして長い間の民族の流動、変遷などを経て今は漢民族を主にし、満族、朝鮮族、
回族、モンゴル族などの少数民族で都市民族構成を成す。
　漢民族は都市人口の95％を占める。先住民は1861年の清政府の東北地区封禁解消以
後、次々とハルビン地区に移住してきたもので、主に山東、河北、河南、山西、安徽、
湖北等からの移住民であり、貧苦農と災難民を基本とする。現在は主に工業、農業、商
業などに従事する。これらの先住民は単身で親戚もしくは親友を訪ねてきて安定できた
ら家族全員を引っ張ってくる形が多い。
　満族の先祖である女真族はハルビン地区の先住民であるが、旗人の入関後、満族がハ
ルビン地区に定住して発展したのは1744年から北京、河北からの大量の移住民である。
満族の職業構成は比較的に複雑だが、初期の中東鉄路建設の労働力とほかの農業とか小
売業なども含まれる。
　朝鮮族は1885年の清政府の移住民政策などによる移住民の一部がハルビンに定住さ
れたのが初となる。そして中東鉄路建設期には労力として大量に入り、後には定住される。
農村部では主に米生産で、市内では色々な職業に従事している。
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　回族は1760年から山東、河北地区からの回族移住民が初期移住民となる。そして中
東鉄路建設を期に関内からの移住が増え続ける。回族はその風俗と職業習慣から主に・
飲食業と屠殺業などがメインとなる。
　ほか、モンゴル族は解放以後の経済建設政策を伴う工場と企業などの移動などを伴う
移住であり、市区定住が主になる。
　これらの大流動による住民と民族構成が現在のハルビンに与えた影響は大きい。その
ような影響は言語、生活習慣などの幅広い範囲に達する。
　三．工業機能への分析からみる都市個性
　工業経済は、ハルビンの経済と社会中で極めて重要な地位を占めている。ハルビンの
百年あまりの歴史のなかで、工業経済は異なる発展時期を経た。
　ハルビン市の近代工業発展の歴史は比較的に短くて基礎も貧弱である。解放前の生産
レベルが一番高いと言われた1940年の総産値は2億元（満州国貨幣〉にしかならない。
そのなかで農業・副産品と加工業が77．3％を占めている。主に、製粉、製油、製酒、毛皮、
皮革、服装、屠殺及び肉製品などが含まれ、市全体に合わせて十何ヶ所の工場といくつ
かの手工芸工作坊があるのみであった。
　建国以来、ハルビンの工業は日々と完備され、その経済規模も大きくなりつつあった。
建国初期、ハルビンんは国家重点工業都市の一つとして、朝鮮戦争の「南工場の北移動」
と“十五”期間のソ連援助建設の156重点プロジェクトの13項目がハルビンに配置さ
れるなど通してハルビンの工業基礎を築き上げた。やがて、機電工業を主体とし、紡織、
冶金、軽工業などの部門を補助とする工業システム形成する。1957年の工業総産値は全
国大都市の七位を占める。
　その後、ある時期までには工業発展がなく、時には後退する時もあったが、改革・開
放を契機に工業発展の迅速な発展を再開し、経済実力も顕著な増強の勢いを見せる。中
には“六五”時期の300余りの老企業への技術改造と大企業改革、“七五”時期の優勢
項目と企業への優先的な発展と潜在的項目の発掘などがあげられる。
　“八五”以後、ハルビンは全国6大老工業基地の一つとなり、老企業の技術改造など
が行われた。その後からは沿海都市と企業との遅れが目立っ。
　そして、‘十五’期間、ハルビンは東北老工業基地改造の「東北政策」を期をして、企
業改造の強化から工業優勢都市への発展戦略を打ち上げて、装備製造業を優先的に発展
させている。
　現在は機械（車を含む）、食品、医薬、電子、化工を主体とし、軽工業、紡織、冶金、
建材など部門別類がそろった総合生産能力をもつ局面を迎えている。
　ハルビンの地域個性の中で、輸送工業要素には焦点をおく必要があり、その中でも鉄
路運輸と河川運輸である。ハルビンは地理的優勢があり、交通が便利・迅速で、アジア
太平洋経済発展圏の腹地として、東北アジアとヨーロッパ、アジアを通じる交通要衝で
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ある・その重要な交通優勢はハルビンの近代都市化の契機となったものでもあり、現在
も都市機能のなかに於かれる比重は大きい。
　まず、鉄路交通であるが、50年代から黒龍江省の鉄路事業に力をいれ、ハルビン鉄路
局は全国15大鉄路局の一つに位置づけられている。特に対外的にはロシァの鉄路と結び、
対内には黒龍江省の全域と藩陽鉄路局と連結され、欧亜大陸の重要な通過点となってい
る。このような役割は戦前と戦後と変わりがないのに注目される。
　そして河川運輸であるが、ハルビンは松花江中遊に位置し、全省水運運輸指揮中心で
ある。ハルビン港から河を遡ればチチハル、吉林へ、下ればジャムス等を通り、黒龍江
に入りってババロフスキ、ニコライフスキえ至り、オホーツク海へ出れらる。昔、ヨーロッ
パの穀物市場を賑わった「満州大豆1は無数の松花江の支流と道路を通してハルビンに
集まれ、また、貨物車と貨物船でシベリアを通り、ヨーロッパへ運ばれた。
　中東鉄路建設初期、帝国ロシアは清政府を追り、ロシアの船舶の松花江通行権をもら
う・そして鉄路工程人員と機材物資などを運搬し、「鉄路の完成と共にロシア船舶が撤退」
することを約束した。しかし、鉄路完成後の1903年、中東鉄路工程局はこれらの船舶
を中東鉄路管理局船舶部に移譲して航運会社を設立し、松花江上での水運業務を始めた。
そして《水利会》を設立し、中国船舶への課税・検査などを行うなど、水運業務の独占
を図った。
　1913年になると帝国ロシア航運会社は各種船舶100艘余りまで成長し、松花江、黒
龍江、轍江、ウスリー江等を経てハルビンからロシア境内のババロフスキ、　プライゴイ
ゼンスキ・ニコライェフスキなどへの定期線と中国境内での各内陸港と結ぶ多コースの
航線が開拓された。30年代の初頭になって、ハルビン港は東北水陸交通要道としての関
連施設建設と路線開発を終えた。水路を通して松轍平原と三江平原の農副産品、小興安
嶺と張広才の木材と鉱産品をハルビンへ運び、加工後にはまた水路と鉄路をとおして関
内もしくは国外へ運輸された。運航発展の需要によって川辺をそって各種の水陸運航設
備と関連の加工工場などが建設される。
　近年にはハルビン港をロシアに解放し、中ロ水運貿易を始めた。今は江海連運を図り、
ハルビン港から直接に日本、朝鮮、韓国と東南ア地区に到達できるコースを計画してい
るが・松花江の水位の降下と大連港との競争で計画のままで留まっているのが現状であ
る。
四．行政責任者と学者たちからみる八ルビンの今とこれから
　近年以来、ハルビンは工業を都市経済発展の重点位置に置いて、医薬、車、食品、電
子情報などをハルビンの4大産業柱として、軽自動車と発展所設備、工業計量器具、中
小型ベアリン、　軽合金材料、軽型飛行機とヘリコプター、抗生素原料、亜麻織紡など
国内重要な生産基地としてその地位を固めている。2002年末まで、ハルビンには一定
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の規模以上に達した企業が766個、在職入数45万人に達している。都市区工業用地は
54．78k㎡、都市区全体の25．2％を占める。
　「東北地区等老工業基地の調整・改造を支持」する国家政策の提出は、ハルビンを含む
東北地区に大きな夢とチャンスを与えたことになる。これは単なる工業基地の調整と改
造ではなく、深い意味から言うとこれは中国政府の東北全体経済発展を振興させ、中国
の珠江三角洲、長江三角洲、京津唐地区後の第四次目の全国経済迅速発展の引張り地区
役として浮上しようとすることである。中国政府は、工業基地というキーワードと突破
口を定め、東北経済が改革・開放以後の低迷の20年から近年に発展成長の改善様子を見
せている時になってこのような国家政策であり、国家kプロジェクトでもある「老工業
基地の調整・改造」は深い意味を持つ。
　上記のような中央の深意と動きを背景にして、ハルビンの行政責任者たちはどのよう
に今回のチャンスを掴め、実現しようとする将来の夢像を描いているのか？そして専門
家・学者たちはどのように考えていて、アドバイスしようとしているのか？この節では
その辺の考察をしてみる。
　ハルビン市市長の石忠信は次のように言う：
　「老工業基地戦略を実施しようとする国家のの全体要求に沿って、ハルビンの実際を結
合して定めた我々の目標は：国家機械製造業・ハイテク産業、グリーン食品、医薬工業
及び対ロシア経済貿易科学技術連合基地、東北アジア重要な経済貿易中心と世界氷雪観
光名所を建設することである。そのなかで、都市計画は政府のマクロコントロールの重
要手段として未来の発展の中では、全市経済社会発展の目標を巡って、ハルビン政治、
経済、文化、情報中心と交通中心の都市機能を骨格にし、その東北北部の中心都市とい
う地位を固める。そして、都市空間布局を優化し、基礎施設の建設を速め、…、都市イ
メージ像を築き上げる。結果的に、経済活力に満ちた都市、居住に最適な生態型園林都市、
一番の寒地特色と文化的魅力をもつ国際氷雪文化名所として、…、国際水準をもつ現代
化大都市に発展させる。」
　具体的に考察すると、同市長の論調には二つの点が注目できる。一つは、活力ある総
合的競争力をもつ産業経済貿易システムを作り上げ，老工業基地調整・改造の過程中に
工業構造布局と産業優化の需要に応じて、産業集中区機能建設を加速化し、老工業基地
改造の促進を通して全市の経済発展を引張り、新たな工業化の道を歩むことである。
　二つは、独特な魅力をもっ都市イメージ像を打ち上げることである。ハルビンの都市
歴史文化資源を保護し、ハルビンの原有の風格と特色を継承・発展して、中央大街、ゴー
ゴリ大街、Europa風情院などを代表とする個性的な文化街区を建設するだけでなく、氷
灯、氷彫、雪彫、氷建築などを主体としる氷雪文化をリンクして国際的な氷雪観光名所
を作り上げる。
　老工業基地振興は、産業の振興のみではなく、都市全体の発展でもあり、経済、社会、
人と自然などの色々な方面にも関わることであると主張する。そして‘大ハルビン’概念
　　　　156
を主張し・経済建設を優先させることを主張する。‘大ハルビン・の概念に関する同氏の
理解は：ハルビンは大都市が大農村を引きずる特大都市であり、一つの中心都市と11の
県（市）も包括することである。従って、老工業基地振興戦略は実現することは行政地
域壁を破り、もっと広い空間からなる都市空間要素への再分布ということである。
　ここまでの同氏の発現をまとめると：まず、老工業基地の振興のためには工業と産業
の再配置が先決条件となり、都市ゾーニングへの再編成が要求される。そして、市内の
産業の工業基地の撤退と再配置は新たな空き空間を誕生させるが、それは都市イメージ
像の要求に沿った空き空間の再開発が要求されることになる。そしてこのような都市空
間の再構築と工業・産業の再配置はハルビンを中心とした地区全体を巻き込む大事業と
なり、最終的には東北地区大きくには東北アジアのハルビンの都市地位を固めることで
ある。
　そして長年都市計画行の行政管理職に勤めていたYu濱洋は都市と地理経済の専門家
でもある。従って、同氏の意見には行政の立場としての意向も見えれば、都市計画専門
家としてのアドバイスも考察できる。そして同じく都市計画部門の要職に努めている陳
嘩氏のインタビューもあるが、前者の意見との違いが見れなく、同じく行政の意見とし
て一緒に取り入れて扱う。
　まず、同氏はハルビンの都市イメージ像において以下のように認識している：ハルビ
ンの都市イメージ像は三つの特性を備えるべきである。つまり、地域性、関連性と有効
性である。そのなかで地域性は地域独特の自然・人文など資源からなる代わりできない
要素である。そしてそのような地域性は都市のほかの産業とか社会発展にも関連性をも
ち、引張り機能を持たなければならない。最後にこのようなイメージ像はただの文化的
価値のみでなく有効的な商業的付加価値をもつべきである。
　以上のような認識から出発してハルビンの都市像を分析すると：ハルビンは中国都市
総合実力第13位の都市であり、全国最初に認定された投資環境優位の40都市の一つで
もある特大都市である。歴史上のハルビンは色んな美称をもつが、経済・貿易上の・・ハ
ルビン商談会”C（中国モーダー始祖”“ハルビン医薬”などがある。文化上では“ハルビ
ン夏期音楽会”“ハルビン氷灯”などがあげられる。そして建築と都市風貌上にはソフィ
ア教堂、中央大街、博物館広場、東方モスクワ、東方小パリなどの美称を持つ。これら
は国内外で一定の知名度をもつ、将来の経済社会歴史文化的資源と財産の再組合を通し
てハルビンの継続的発展に貢献できる。
　将来的には、創業発展に最適な経済活力が溢れる生態型都市として、中西文化融合が
一番独特に行われた魅力ある都市に建設すべきであり、区域性の国際展覧中心、と中ロ
経済貿易と文化交流中心、東北アジアの情報、金融と産業集合中心として浮上すると認
識している。
　ハルビンの地域性として同氏はハルビンは寒地の特大都市として国際氷雪文化名所が
目指せる都市像と認識している。そのような都市像の背景として二つにわけで実現でき
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るが、一つは冬期祭り戦略である。国際氷雪映画祭、国際氷雪美食祭・国際氷雪ファッショ
ン祭などのほかに氷雪大世界、氷灯などといった手段を通しての実現である。もう一っ
は都市景観上における地域固有の都市特色の強調である。ハルビンは異国雰囲気が濃厚
な国際化都市であり、都市にはヨーロッパ近代の各類派の建築要氏期が集中されている。
特にアール・ヌーヴォー建築は世界建築史上にも一席をもつ有名な資源でもあり、ハル
ビンの魅力の源である。従ってこのような魅力の継承と発展は国際氷雪文化名所という
美称を支える役割を果たせる。
　このようにハルビンは国際氷雪文化名所を建設する主な対策として氷雪文化の創造・
開発及び関連産業の協同発展することこそ、都市イメージ像を打ち上げる新しいプロセ
スであると同氏は認識している。
　同氏のもう一つの主張は“大ハルビン”の概念の提出である。ハルビンを中心にした
半径70kmの地域を主要交通幹線に沿って「ハルビンー時間経済圏」を作り上げ、老工
業基地改造戦略と合わせてハルビンの中心都市の輻射拡散機能と周辺地域との連結発展
をはかり、区域全体の経済発展と振興を実現する雄心である。このような「経済圏」は
将来的には黒龍江省のみならず東北北部地区経済発展と対外開放の旗手として期待する。
　そういいながらも同氏はいくつかの心配も隠せない。その一つがハルビン区域と藩陽、
大連、長春の関係処理であり、お互いは相互協同のパートナーシップであり、競争関係
になってはならないと主張する。しかし、装備製造業、重化工、グリーン食品、ハイテ
ク産業などは各々の都市の発展重点になっている点に心配する。そして、東北地区の全
体的には大連を玄関にし、藩陽とハルビンを各々南北二つの大発展核とすべきだと主張
した。そのような考えからすると長春はただの地域中心んとして通過点にほかならない
べきだが、近年の渚陽と長春の高速的な発展勢いでそのような甘い夢が崩され、ハルビ
ンはもっと内部の潜力の発掘に力を入れ、もっと国家からの政策・資金面での援助も狙
うべきだと話す。
　老工業基地改造は都市土地および空間資源への最構築となり、そのような新たに出来
上がる資源は都市文化復興の戦略に沿って合理的に機能配置するべきであると主張する。
都市の歴史文化遺産の保護は認定された保護建築とか街区のみでなく、郊外へ引っ越し
される伝統工業区も工業文化遺産として取り入れて代表的な工業建築を保護し、歴史的
意義ある工業建築の再利用なども視野に入れて伝統工業文化観光という新たな資源発掘
を実現すべきと主張する。この中で三つの課題がでてくるが、一つは都市計画が企業項
目建設へのコントロールを失ってしまう危険性への配慮である。つまり、企業項目への
考察と制限は都市全体を視野にいれたものではなく、個々の考察と制限になるため、発
展戦略の欠陥が生じることである。次に企業の引っ越し後に出てくる都市中心部の土地
利用へのコントロールの配慮である。空きた土地は単純な住宅などの不動産開発に回さ
れて都市全体的な環境改善とはよその新たな環境問題を生じることである。三つ目は都
市計画の権威性が足りない問題である。行政体制の問題で、都市計画部門が都市全体の
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発展戦略における権威性が足りなく、山分け、縄張り、重複建設などが懸念される。
　干亜濱氏は”大ハルビン圏”をもっと具体化している：重点的に牧丹江、ハルビン、繧化、
大慶、チチハル等の都市群の産業優勢を互補互助するパートナーシップを建設し、産業
発展は中心都市の産業移転を引き続いて黒龍江省老工業基地改造重点的産業及び、国内
外重大投資項目を吸収する。都市と鎮の体系配置計画に沿って都市圏産業群を配置し、
市中心から40　一一　70km半径の都市圏は、阿城、双城、呼藍、賓県、啓東が含まれ、そ
の中でも阿城と双城は装備製造業の産業群をメインとし、賓県は機械とグリーン食品加
工をメインとする。
　一方、2002年6月、ハルビン市都市計画部門は国内外の都市計画事務所を招き、都市
戦略計画案の募集を行い、同年の10月には更に国内外の都市計画専門家たちを集めて案
への評論を行った。参加の学者たちはハルビンは地方の実際と結合された新たな都市戦
略を行うべきであり、そのハルビン老工業基地、寒地特色、北方文化と湿地がsの地方
特点になるべきだと主張した。そして、ハルビンの都市戦略はハルビン大都市圏と黒龍
江省、東北地区、全国、東北アジアといったレベル順でお互いの協力と配合が必要にな
るべきであり、盲目的な競争と重複的な建設は避けるべきであると警告した。
　中国科学院院士であり、同済大学教授を勤める鄭時齢氏はこのように言う：
　　　　「未来のハルビンはその特色を発揮し、東北アジア経済圏の中心の一つになる
　　　ためには、その発展戦略がハルビン発展のみを配慮にするだけでなく東北アジァ
　　　と中国東北地区の発展も配慮しなければならない。同時に、黒龍江省の全体を支
　　　える柱である点も配慮しなければならない．戦略計画はこれらの方面を合わせて、
　　　ハルビンを長春、藩陽、大連と合わせた強烈な輻射帯としたもっと広い範囲から
　　　考察すべきである。
　　　　ハルビンの特色を、我は“水”という一文字で総括する。ハルビンの有名も松
　　　花江からである。一つは、その文化一つまり氷雪文化のみではなく、氷雪文化と
　　　ほか各種の文化的要素の総和であるべきである。二つも文化面と関係するが、そ
　　　れはその近代建築、その都市特色である。三つはその重工業基地と産業基地であ
　　　ることである。和多氏はこれらを総合して発展させるべきであると考えている」
　一方、東北師範大学の徐効披氏は：既存の基礎に委託して、空間経済格局を完備する
のが基本であり、その要点は藩陽を東北の経済中心に回復し、ハルビンと長春、大連を各々
東北北部中心、中部中心と全区の玄関として建設すべきであると認識した。そのてハル
ビンー大連軸線上の大中都市を優先的に発展させるの必要があると指摘した。
本節のまとめ
　この節ではハルビンの都市個性を都市誕生から発展の過程考察；都市住民と民族的構
成の特徴の考察；工業と産業面からの考察といった三つの側面で考察を行った。
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　百年あまりの都市史をもつハルビンはその独特な都市イメージと鮮明なる個性として
注目される。それらの都市イメージは以下のいくつかの部分で纏められる。
　　　　1）．都市の近代性：都市街区の配置と建築等は近代のヨーロッパ都市計画と建
　　　築思潮の強い影響が見られる。従って多様なる街区布局と欧式建築がは都市景観
　　　のイメージ像として位置づけられる。
　　　　2）．水辺環境：　ハルビンは水辺都市であり、中国第三通運量の松花江が市区
　　　を通っている。この通運と秀麗な水風景を共に備えた、この河は26kmのグリー
　　　ンベルトと江北太陽島風景区の建設などを加え、更なる都市魅力を発している。
　　　　3）．氷雪文化：　ハルビンは寒温帯大陸性気候に属し、年平均気温は3．5℃度
　　　である。最低気温は一35℃、氷結期は190日にも達する。したがって、氷雪景観
　　　は寒冷都市であるハルビンのもう一つの地域的特徴をもつ自然資源である。ハル
　　　ビンの別称「氷城」はこのような由来から来ている。本都市の氷雪文化は歴史が
　　　長く、年一度の国際氷雷祭りはもう20年を超え、世界4大氷雪祭りの一つとし
　　　て位置づけられている。そしてハルビン氷灯祭りももう30期をこえる。氷灯な
　　　どの氷雪芸術と氷雪運動、氷雪自然景観は長いハルビンの冬を彩っている。
　　　　4）．オープン的意識：　市民行為特徴、社会習性、生活方式、祭りなどといっ
　　　た色々な面におけるいごく社会文化の影響が強く、強烈な解放意識をもつ。
　以上のような自然的、人工的、物質的と精神的な環境要素の組み合わせがハルビンの
全体像を構成している。合わせると、ハルビン市は中国伝統的都市と比べ、外来文化の
影響が比較的に大きく、鮮明な環境特徴をもっている。
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4　－　2　八ルビンの建築特徴と保護動きの考察
一．八ルビンの近代建築の形成経緯
　ハルビン地区には悠久な文化歴史が見られる。たが、そのような古代と中世の文化歴
史がハルビンという近代都市に与えた影響は見られない。
　1896年、帝国ロシアと清政府が“中ロ密約”を結び、満州里から桜芽河に至る中東
鉄路の建設権を獲得、そして、1897年にはハルビンから大連に至る満州支線の建設権
も獲i得した。そして、1898年、中東鉄路建設工程総局はウラジオストクからハルビン
に移り、1901－1903年の間、ハルビンから満州里、大連、桜券河へ至る三っの鉄路
線路が完成される。ハルビンは鉄路の交差点と中東鉄路局の駐在地として、1898年か
らその近代都市としての建設を始める。そして、49年の新中国の成立までにはハルビ
ンは中国国内でも特色ある北方大都市の一つとなった。
　1898年から1949年までのハルビンの近代建築活動は概ね四つの段階に分けて考察
できる。
　a．草創期（1898－1917）
　この時期はハルビンの都市と建築の基本的骨格が形成される段階でもある。1897年、
ユゴーヴィッチを初めとする中東鉄路の技師団体がロシア本国からウラジオストクに到
着し、鉄路建設工事の準備に着手する。その翌年当時には小さな漁村に過ぎなかったハ
ルビンに到着、松花江辺から少し離れた香坊という所に中東鉄路管理局を設け、都市建
設を始める。都市区は松花江を北に面し、南は馬家溝に至る丘陵地帯を選んだ。三つの
鉄路線路が市内を‘丁’字型で交差し、市街区をいくつの区域に分割りする。そしてそ
の香坊と松花江との間に広がる河岸段の地勢が一番高い南岡（元名は秦家岡、当時は新
市街と呼ぼれる）という土地を整理して鉄路行政区を建設し、その残土で松花江側の湿
地帯を埋め立てて商業地を建設する順で進んだ。
　香坊の仮市街地にはハルビン最初のロシア正教会のニコライ聖堂が木造で建設され
た。1899年、市街地建設が進む南岡の真ん中にハルビンにおけるロシア正教会総本山
となるニコライ大聖堂（中央寺院）の工事が始まる。教堂は、ハルビンの表玄関となる
ハルビン駅から正面にまっすぐ広がる紅軍街（当時のヴァグザールスカヤ）の丘陵の一
番高い所に配置された。この教堂を巡って、紅軍街とと直交する大直街をつくり、この
二本が市街地の骨格となる。
　南岡には鉄路関連の管理局ビル、鉄路駅舎、旅館、商店、工業技術学校、商務学校、
グラブ、病院、高級住宅と一般住宅及び東正教教堂などが建設された。松花江に隣接さ
れた道里区（当時は埠頭区）に水運埠頭を建設し、中国大街（中央大街）、新城大街（尚
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志大街）などのいくつかの主幹道を河と垂直の方向に並べ、これらの街道と横街で密集
な商業街ネットと居住街を形成した。道里に視側には鉄路工場区を建設し、初期ハルビ
ンの鉄路中心都市としての基本構造を完成させる。
　香坊や奏家岡で市街地建設が始まった時、埠頭区はまだ鉄道附属地に組み込まれてい
なかったが、松花江から運ばれた建築資材がここを通り新市街地へ運ばれるため、埠頭
として新市街地との連絡通路となった。初めは中国人労働者が住みはじめ、商店や旅館
などが入るなど、自然的に市街地が形成され始めた。中東鉄路は1903年になってその
地域を鉄道附属地に取り入れ、本格的な市街地建設を行ったが、初の建設資材の運搬道
路として出来上がっていた中国街がそのままメイン通りとなった。後になってハルビン
が国際商業都市に成長した時、この中国街は極東における欧米文化の中心地としてその
名を知られた。主にアール・ヌーヴォー様式のホテル、商店などが建設された。
　中国街が商業地として発展し始めると、そこに隣接した鉄道附属地の外側に中国人街
が形成され、現在の道外区（当時は傅家旬）が形成され、主に西洋古典系様式を模倣し
た建築が立ち並んだ。主に、山東、河北、河南などからの労力であった。
　日露戦争後、日本コントτコールの‘南満’とロシアコントロー一ルの“北満”が対局する
状勢となり、日本は旅順・大連を拠点として徐々にハルビンへ浸透し始めた。その後を追っ
て英法等国家の政治・経済的勢力も入り、その国の移民たちも入り込む。そして、1917
年になるとロシア、日本、フランス、アメリカ、ポルトガル、ドイツ、イギリスなどの
領事館、総領事館等がハルビンに設けられた。ハルビンも名実なる国際都市となり、都
市建設も建築発展が一層と加速化された。
　この時期を通して、ハルビンは都市の基本的骨格を完成し、4大区の分割と各区の機
能確定及び街区構成を定められた。当時の南岡と道里に行った都市計画は当時のヨーロッ
パ流行の都市建設思想と計画手法が利用され、当時の比較的に先進的な都市建設レベル
に達した。
　一方、初歩的に近代建築類型が定まり、公共建築、居住建築、宗教建築及びいくつか
の工業建築などが含まれる。これらの建築は西洋の近代建築系統に属するもので、その
材料、構造、設備、工芸技術なといった全般において中国国内でも先進的な位置を占める。
建築様式上、ロシアの民族様式、西洋の折衷主義様式ほかにも当時の最新流行であった
アール・ヌーヴォー様式などが見られる。その中でもアール・ヌーヴォー様式は中東鉄
路関連の建築のなかで主流を占めており、あとの近代建築様式の基調的雰囲気を定めた。
　b．発展期（1　917－1　931｝
　1917　－1931年間はハルビン近代建築の発展期となる重要な段階である。1917年の
ロシアの10月社会主義革命を期に帝国ロシア政府は倒れ、1920年に中国政府は中東鉄
路における主権を取り戻した。しかし、実際は依然として旧ロシァ人等が握る行政管理
システム以外にも、奉系軍閥、吉林軍閥と黒龍江軍閥が握る行政管理システムが各々ハ
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ルビンを分割している混乱な局面に直面していた。
　ロシアの10月革命のせいで国籍を無くした大量のロシア難民がハルビンに入り、‘ナ
ハロフカ’‘ヴェストロヴォムンカ’などといった新住宅区と商業点が建設された。外国
資本のハルビンにおける活動が一層と活発になり、ロシア以外のほかの国の投資はます
ます増加される。これらの経済活動は移民の更なる増加と都市の国際的影響力の増加を
もたらし、1918－1931年の間には更にラトビア、デンマーク、ポルトガル、スウェー
デン・ポーランドなどといった国が新たに領事館を設ける。このような外国政治・経済
勢力の頻繁な活動は、ハルビンの金融、商業、工業と居住建築建設の更なるピークをも
たらした。
　大量のロシア難民の入りはハルビンの教堂建設を刺激し、旧教堂の修復、建て直し以
外にも一連の新たな教堂と宗教関連の修道院、慈善院、教会学校などの施設建物が建設
された。ハルビンの大部分の宗教建築はこの時期に建設・完備されたものである。これ
らの教堂群はハルビン都市景観風貌のもうひとつの個性的要素である。
　この時期の建築様式は依然として草創期の雰囲気を基本としている。たが、新たに建
設される建物の中で折衷主義様式の建築はアール・ヌーヴォー建築の建設を超えて主流
となっている。そして、中国軍閥勢力の台頭はハルビンに中国式の伝統建築群をもたらし、
西洋化されたハルビン都市風貌にいくつか中国建築雰囲気を与えた。
c．完成期（1931－1945）
　そして、1931年の“九・一八”を契機に帝国日本は次の年にはハルビンを占領、同年
には満州国が成立される。
　帝国日本はハルビンの占領後、さっそく大ハルビン都市計画の制定・実施に立ち向かう。
新たな都市計画はロシア建設期の個性を保ち、柵状の街路網と放射線状の広場街道を組
み合わせる配置手法を採用した。そして、建設工事の進みと共に一連の土木工程事務所
も設立され、日本僑民も大量に入る。日本人の進出とともに欧米人の撤退も目立っ。こ
の時期の日本の工商業活動は随分と活発であったが、ほかの国はかなり沈んでいた。ホ
テルニューハルビンや満鉄のハルビンヤマトホテル、新しい小学校、その前に建つ壮大
なるハルビン駐留関東軍司令官官邸などが目立っ。この時点から1945年までハルビン
の近代建築は完成期を迎える。
　当時期の建築様式は二つの傾向が見られる。一つは従来のハルビンの形成されていた
建築雰囲気を基本として折衷主義もしくはロシア建築様式を引き続いて採用することで
ある。もうひとつの方面では、日本の30年代に流行っていた近代式である。これらの建
築は簡単な幾何学形態、簡潔された立面、壁面には黄色い煉瓦張りが多いなどの特徴を
もつ。建築にはハルビンの西洋的な都市風貌に東洋の雰囲気を取り入れ、古典的であり
ながら現代であるハルビンの都市風貌の個性を作り上げた。
　1945年、ソ連紅軍がハルビンに入り、1946年にハルビンは解放される。そして
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1950年末までハルビンは大規模な建築活動はなく、全体的に見れば停止のような状態に
於かれた。都市建設は回復が基本で、いくっかの記念性建築以外・工場建築等が当時の
特殊な建築活動として見られる。
二a．八ルビンの近代建築類型と様式特徴
　おおよそ、1898年から1949年の半世紀あまりの問、ハルビンは一連の近代建築類型
を形成するが、主に各種の公共建築、形態豊かな居住建築、数多い宗教建築と業種は不
完全であるがいくつかの工業建築が含まれる。これらの建築は基本的に西洋近代建築の
写しでもあり、一部の居住建築と商業、サービス業と宗教建築が中国雰囲気もしくは中
国伝統建築の特徴を持つ。しかし、これらの建築の中で重要な建物は専門職の建築家も
しくは建築技師の設計であり、その中でもロシアの建築家が長い間に主導地位を占めて、
次に日本とほかの国の建築家たちである。中国建築家の参与は極めて少なかった。一方、
道外区の多くの建築は中国人オーナーたちの要求もあって、中国の匠人たちが当時のハ
ルビンの西洋建築を模倣した建築が大分である。
　ハルビンのこれらの近代建築は中国でもそのスタートが早く、建築レペルも比較的に
高い。主に煉瓦、木造、コンクリート等の構造で形成され、スケールも大きくなく、全
体的な整合性がよい。これらの建築は折衷主義とアール・ヌーヴォー様式、ロシア民族
様式などを基本的な格調として一部の20世紀30年代の日本の近代式が含まれる。
　このような建築類型を概ね、以下のような幾つに分類できる。
　1）行政、オフィスビル：また細分すると四つに分けられる。
　一は：中東鉄路関連の管理局ビルとか所属機関のビルなど；
　二は：1907年から1931年に建設された19国家の領事館建物；
　三は：都市政府関連の建物である；
　四は：企業関連のオフィスビル等が含まれる。
　これらの建物はアール・ヌーヴォー形式が主流である。その中、中東鉄路管理局ビル
が一番の代表的になる。
　2）金融・交通建築：1902年の初の銀行建築が出て以来、次々と数多くの銀行建築が
ハルビンに出てくる。これらの建築はその建築の質が高く、建物の標準も高い。主に古
典式とかビザンチンなどであり、ハルビン折衷主義建築の重要な部分を占める。交通建
築がハルビンに出現1したのも比較的に早い。例えば1898年にもう駅と駅舎の建物が出
てくる。南岡に建設された中東鉄路駅舎であり、アール・ヌーヴォー形式を採用している。
　3）文化・教育関連建築：1899年の中東鉄路中央病院、1906年のハルビン鉄路技術
学校など、文化・教育関連の建物の建設も比較的に初期に行われた。ほか一連の中小学
校の設計も行われる。ハルビン技術学校はハルビン工業大学とハルビン建築工程学院の
前身であるe全部アール・ヌーヴォー様式である。娯楽関連の建築はいくつのグラブ建
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築のほか、映画館などが見られる。
二b．近代建築の様式的特徴
　1）ロシア式建築：当時のロシア式建築はまたロシァ式、アール・ヌーヴォー様式、ロ
マン主義建築等の三つに分列できる。
①ロシア式建築：
　中東鉄路建設の進行と共にハルビンには大量のロシア僑民が入り、大量のロシア式建
築が現れる。南岡区の馬家溝河沿岸及び道里区
の松花江辺、太陽島などには数多い木造と煉瓦
木造の田園別荘式の住宅と建築装飾が建てられ
た（写真4－2－1）。これらは濃厚な異国のロマン
をもち、造形が独特でその鮮やかな彩りと多様
な形態の庭園、軒口、欄干、門窓の装飾などに
は鮮明なるロシア式建築の特徴を表しており、
ハルビンの独特な都市風景を成り立てた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真4－2－1別荘
　ロシア建築のもう一つの特徴はその想像力豊かな造形、合理的に対称された配置、豪
華で優雅な装飾などである。1899年から建設されたニコライ教堂はその模範的建物でも
ある。
②アール・ヌーヴォー式建築：
　19世紀末から20世紀初頭、ヨーロッパのアール・ヌーヴォー建築思潮はハルビンに
吹いてくる。元ハルビン鉄道駅はその典型的な
建築である。建築師たちはそれらの思潮の影響
を受け、創造性ある設計を行い、一連のアール・
ヌーヴォー形式の建物を建てた。そのなかには
モスクワ商店（現省博物館、写真4－2－2）、ハル
ビン鉄路局オフィスビル、などが含まれる。特
徴は、様式上には工業化的な時代要求に符合し、写真4．2－2モスクワ商店
古典伝統なる形式の束縛から離れ、洗練された手法と巧みなる配置、簡素化された外形
と装飾、幾何学的線条の植物形態の模写などは人に清新で親切な雰囲気を与えることで
ある。
③ロマン主義建築：
　20世紀初頭、欧米ロマン主義思潮の影響をうけた建築家たちは、ハルビンの建築にも
ロシア特徴のロマン主義建築を試みる。その特徴は、中世期田園生活格調と面白味をも
つ異国の風情を追求して、中世の古墨建築或はゴシック式建築を模倣した建物を作る。
全体的に、神秘的でロマン的な雰囲気を与えるのが特徴である。特に風車と屋根の奇妙
な結合は人たちに色々な聯想の与える。例えば、1900年に建設された鉄路医院問診部、
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1922年の省社会科学聯合オフィスビル、1927
年の鉄路官邸などである。
　2）文芸復興式建築：
　1903年、中東鉄路の開通後、大量のヨーロッ
パ各国の僑民たちがハルビンに移住する。そし
て、フランス芸術の影響が強いロシア建築家た
ちとヨーロッパの建築家たちは一連の文芸復興
式建築を設計し、ハルビンの都市風貌を豊かに
した。1906年の中山商店、1904年の秋林公司（写
真4－2－3）などがあげられる。
　3）バロック式建築：
　バロック建築は、17世紀のイタリアローマ城
から発端され、その文芸復興と古典主義の常識
を離れた躍動的な造形によって、当時のハルビ
ン外国建築家たちに好まれた都市建設初期の建
築様式の一っとなった。1909年の教育書店（写
真4－2－4）、1924年のハルビン鉄路公安局など
である。
　4）ユダヤ式建築：
　初期建築のなか、当時の外国僑民には大量の
ユダヤ人がいたこともあって、多くのユダヤ式
建築が建てられた。ユダヤ式建築はその濃い民
写真4－2－3秋林公司
族性からなる独特な外形が目立つ。松花江地区写真42°4贅育書店
税務分署（元ユダヤ教堂）などがあげられる。
　5）新古典主義建築：
　ハルビンの新古典主義建築はビザンチンとバ
ロック建築などと同時期に現れ、相互矛盾、相
互浸透しながら取り上げられ、折衷主義建築の
要素を持つ。新古典主義建築は1950年代にも
続けられてその旺盛な生命力を見せる。主に、
1928年の東省特区図書館（東北烈士記念館、
写真4－2－5）、解放以後のハルビン建築工程学院
のメインビルなど（1953）などがある。
　6）日本近代式建築：
　20世紀30－40年代、帝国日本はハルビン
に…連の当時の日本で流行っていた様式の近代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真4－2－5東省特区図書館
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建築を建てた。実用機能重視、簡潔明快な外形及び装飾、外壁装飾はコンクリートとか
磁器煉瓦を好んで使用するなどである。弘報会館（黒龍江日報社）1937年の国際旅行社
（ハルビン国際飯店）などがあげられる。当時の日本式近代建築には一部折衷主義影響を
うけた建築も見られる。
　7）民族伝統建築：
　①古典式建築：ハルビンの独特な近代建築史から見ると、西洋建築がメインになれる
のは明白であったが、そんななかにも中国民族
様式の建物が混じられ、魅力を出している。主
に復古建築ではあるが、中国軍閥のハルビンで
の台頭と伴う伝統的な宗教建築が見られる。例
えば1924年の極楽寺、1926年の孔子文店など
である（写真4－2－6）。一部、中国伝統建築に興
味をもつ外国籍建築家たちの中国古典建築雰囲Z．
気の建物も見られる。例えばハルビン市第三中
学校などである。50年代に建てられたハルビン霞
市委ビルも同類に属する。
　②近代民族様式：1916年以後の中国人居住『’
街区に多数見られた建物である。欧式建築の様
式影響は受けているが、全体的には濃厚な民族一：｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真4－2－6孔子文店的伝統雰囲気を表している。これらの建築はそ
の建築材料から屋根と軒口、パラペットの処理と装飾には伝統的手法がメインとなって
いる。今は都市発展の需要に追えなく、大部が取り壊された。
　8）中西結合式建築：
　これらの建築様式は主に50年代及びその以後に現れた。建築内部構造と装飾は主にモ
ダンと欧式建築の特徴を取り入れ、その屋根、軒口、などは中国伝統的手法を採用して
いる。例えば、ハルビン船舶工程学院、ハルビン機電工場オフィスビルなどがその事例
となる。
　9）モダン新建築：
　ハルビンの都市建設は新中国以後もしばらくの間、旧ソ連の影響をうける。このよう
な特徴はハルビンの都市建設が歴史を継承し、新たな表現を摸索できるいい環境を与え
た。例えば、ハルビン工業大学メインビル、ハルビン亜麻紡織工場などである。
　以上のようなハルビンの近代建築の類型をまとめてみたが、1980年代以後にはモダン
建築が基本で建てられる。
三．八ルビン市の建築保護事業
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表4－2－1
建物名称 建設年 旧機能 現機能 建物名称 建設年 旧機能 現機能 建物名称 建設年 旧機能 現機能
申東鉄路公司旅館 不詳 商業 商業 トルコ清真寺 1923宗教 住据 文廟大成殿 不詳 宗教 宗教
聖ソフィア教堂 1932宗教 文化 モスクワ商場 1906商業 文化 秋林公司 lgo8商業 商業
中東鉄路管理局 1go6行政 行政 波爾沃任斯基病@ 1912
医療 商業 東北烈士記
O塔
1948文化 文化
カフェ・ミニアチュール 1927商業 商業 江畔公園飯店 1937商業 商業 露僑事務所 1925商業 住居
Moderll　Hote11927商業 商業 同義慶百貨店 1920商業 医療 大雄宝殿 1924宗教 宗教
中東鉄路理事事務兼住宅 1908住居 住居 天豊源雑貨店 1915商業 商業 七級浮屠塔 1940宗教 宗教
ハルビン交通銀行 1930金融 金融 聖母外天教堂 1908宗教 宗教 聯誼飯店 1907商業 商業
ロシァ人避暑庄宅 不詳 住居 住居 高岡株式会社 1933商業 医療 松浦洋行 1907商業 商業
聖母守保教堂 1930宗教 宗教 ハルビン会館 1936文化 文化 霞虹橋 1927土木 土木
中東鉄路ハルビン総工場
d灯場
1920工業 工業 中東鉄路ハルビ
塔Oラブ
1926文化 文化 中東鉄路グ
宴u
1907文化 文化
周生仁和麟呈祥布匹店 1911商業 行政 中東鉄路督弁公 1910行政 行政 中東鉄路商ｱ学堂
1906文化 文化
ハルビン商務グラブ 1902文化 文化 聖阿列克謝耶央
ｳ堂
1935宗教 宗教 フランス領
槙ﾙ
1923行政 行政
アメリカ僑民住宅 1902住居 文化 アラビア清真寺 1935宗教 宗教 中央大劇院 1929文化 文化
真ハルビン旅館 1937商業 商業 計40棟
　a．行政と大学学者などによる近代遺産の調査とまとめ
　前節でハルビン市民の構成に関する説明を行ったが、強い流動性と様々な地域から集
まってきた点、初期から多くの国と地区の人たちと接触された点などはハルビン市民の
高い芸術性と広い心を育てた。そのような点はハルビンが中国のどの都市よりも早く、
近代建築への価値に着眼してその保護に動き出す原動力となっている。
　1979年、ハルビン市都市計画局は建築遺産の保護に関する問題の硯究に着手した。
1982年5月、市都市計画局は『中央大街（商店街）保護と改造計画に関する報告』を提
出した。規定には建築高度は12mを超えるのは適切でなく、交通を制限し、全面保護と
部分改造を組み合わせる原則を提出した。同月、市都市計画局は政府には『革命記念場所、
塔、旧街道、旧建築物の保護・管理に関する報告』を提出し、旧街道9ヶ所、一定の特
色をもつ旧建築及び宗教建築、革命歴史意義ある建築など25棟を含めた保護単位がリス
トァップされた。
　1983年3月、城郷建設環保部・文化部からの『文物古跡と風景名所を真剣に保護する
ことに関する通知』で、保護処置を都市計画の中に取り組むように要求した。：その次年、
ハルビン市都市計画局はまた『ハルビン市保護建築、街道、広場の法律分布に関する請求』
を提出した。
　1985年から、歴史文化街区の普遍調査・認定作業が始まり、1988年10月、市企劃
土地局から発布された『保護建築の保護と管理仕事を強化することに関する通知』には
市政府から許可された保護建築リストも添付された。中には一級保護建築35ヶ所、2級
保護建築21ヶ所、3級保護建築19ヶ所が含まれる。
　1990年、市企劃土地局編集の『ハルビン市保護建築図冊』はハルビンの保護建築活動
が初期段階を終えてことを表明する（表4一玉一1）。
　1997年まで三回にわけて認定された保護建築と街区は、245棟保護建築、14ヶ所歴
史文化街区に達する。その中で、第一回の131棟保護建築、3ヶ所保護街道（中央大街、
紅軍街、靖字大街）、三ヶ所保護街坊（南岡鉄路住宅街坊〉と一ヶ所保護地区（博物館地
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区）は対外に公表された。第二、第三回のll4棟保護建築、7ヶ所保護街区は2006年
に対外公表された。現在、第四回目の保護建築と歴史文化街区の普遍調査作業が終わり、
その成果の専門家の論証と政府の査定待ちである。
b．都市景観に関連する法律の考察
　　1999年12月、国i務院は修訂後の7“ハルビン都市マスタープラン（1996－2010）・
への返答にはいかのように指摘されている：
　　　　　「歴史文化名城と都市特色の風貌への保護に力を入れるべきであり。ハルビン国家歴史文化名城であり、文物
　　　　古跡と代表的な都市特色の建築物と街区を保護すべきである。建築設計は建設活動への引導と管理を強化し、積
　　　　極的な都市設計の展開と都市景観計画を完備が望ましい。近期には重点的に松花江市区段の沿岸の都市設計を重
　　　　点的に行い、都市特色ある景観帯をを作り上げるべきである。」
　「都市風貌特色計画」ではいかのようにハルビンの風貌特徴をまとめている：北の河辺
都市の柳堤防；都市計画は近代に形成され、建築イメージはヨーロッパの遺風をもつ；
氷雪文化は世界的知名度をもっ。
　この中で、都市景観ゾーニングは三つのレベルで分けられるが、道里、道外、南岡の
現有中心街区の伝統風貌保護地区（建築スケールの厳しい制限）；市区の五つの伝統風貌
景観区外囲の過渡区（伝統符合の新建築中での運用）；過渡区外側の都市大面積区域の現
代景観新区である。
　「歴史文化名城保護計画」ではいかのようにハルビンの歴史遺産を認識している：
　　　　　「ハルビン市は近代中西文化が融台された歴史文化名城であり、ロシア式、アール．ヌーヴォー式、折衷主義
　　　　建築を基調として都市建築風貌を形成しており、「東方モスクワ」「東方小パリ」の美称をもつ。世界的にも有名
　　　　な氷雪芸術と氷雪文化、文物古跡、歴史街区、都市分布、自然景観などはハルビンの独特な都市風貌の基本要素
　　　　である。
　　　　　市内では、近代歴史文化遺産の保護と継承、都市風貌特色の保護と発展を原則とする。「計画」は公布された
　　　　52ヶ所（市内19ヶ所）の市級以上文物保護単位と134棟の保護建築を合わせて重点保護区、建設制限区、環
　　　　境調和区を設立し；公布された一ヶ所保護地区（博物館広場）、二っ保護街坊（南岡初期鉄路職員住宅）、三つの
　　　　保護街道（中央大街、紅軍街、靖宇街）を継続的に保護し、その保護範囲を適当に拡大する。そして中央大街な
　　　　ど五つの街区を伝統風貌保護区と計画する。1
　2001年8月に批准された「ハルビン市保護建築和保護街区条例」は現時点での歴史建
築と保護建築に関する対応法律としてあげられる。主に市内保護建築と保護街区の管理
と保護に適合する法律で原則的な規定を除いて保護建築と保護街区に対する具体的な規
定は以下のように考察できる。
　①保護建築と保護界面に関する規定
　　D－・類保護建築は、原有の建物の立面造形、表面材質、色、構造体系、平面寵置と室内装飾を弄れないc
　2）二類保護建築は、原有の建物の立面造形、喪面材質、色、構造体系、平面配置と部分的特色ある室内装飾は弄れな
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　　　　い。
　　3）三類保護建築は、原有の建物の立面造形、表面材質、色は弄れない。
　　4）建築建設制限区域での新建、改建、拡建などはそのスケール、高度、色など方面では保護建築周辺環境と調和す
　　　　べきであり、その建物高度は保護建築メイン建物を超えてはならない。
　　5｝保護界面30且n以内の新建、改建、拡建建物の高度は保護界面高度を超えてはならない。
　　6）保護建築上及び街道面の周囲10m以内若しくは保護界面上に広告を設置してはならない。
　②保謹街道に関する規定
　　1）保護街道上には広告、仮設屋、仮設設備などを設置してはならないa
　　2）保護街道の企劃道路赤線輻が22m以内の時、保護地域内での臨街建物高度は12m以下に規定し、道路赤線幅が
　　　　22m以上の時は、臨街建築高度を18m以下に制限するe
　　3）保護街道建設制隈区域内の建物高度は、企翻道路赤線幅が22m以下及び赤線からのセットパック距離が15mい
　　　　ない時には、建物高度を12m以下に制限する。セットバック距離が15－20m範囲の時には建物の高度を15m
　　　　に制限する。セットバック距離が20－34m範囲の時、建物高度は18m以下；セットバック距離が34m以上か
　　　　ら街坊終わりまでには、建物高度を21m以下に制限する、企劃道路赤線幅が22m以上の時、建物高度は周囲建
　　　物高度とのスカイラインの調和を原則とするe
　上記の条例をもし違反する場合には各々の違反内容に沿った経済的処罰額も規定され
ている。
　‘ハルビン市企劃管理観察大隊’はハルビン市都市計画局から法律的許可の範囲に基づ
いて、公共事務関連管理を委託された事業組織である。その法律的根拠は「中華人民共
和国都市計画法」と「中華人民共和国測量製図法」によるもので、都市計画範囲内での
建設工程、測量製図サインと道路境界線外側の広告施設などに関する管理・監督がおも
な仕事の内容となる。
　その具体的な機能は以下のようである。
　①都市計画管理・観察境界以内での巡査と建設工程への検査
　②市都市計画部門から許可された建設項目の追跡管理
　③都市計画部門の許可を得てない、もしくは許可内容通りに建設していいない項目への行政処罰
　④都市計画管理部門と協力し、所轄の区、県（市）などの企劉管理部門の法律実施活動の、指導と検査
　⑤都市計画管理部門と合わせ、法律宣伝、行政裁決及び行政訴訟を行う
　⑥都市計画局から与えられたほかの業務の完成
　本制度は責任追及内容も制度の中で含まれているのが特徴である。中には巡査報告責
任と超過建設責任の二つの部分に分けられ、都市計画範囲中での違法工程の見逃しとか、
違法的な庇などへの責任追及及び、規定された規制区域なかでの無許可の地下室の増設
と建物の増築などへの見逃しへの追及などが含まれる。
　従来の都市計画が編集された後にも、専門の監督部門がなかった局面を終え、そして
監督・管理機能のみで被監督と被管理は欠けていた従来の権利と責任のアンバランスの
問題を解決しようとした点が特等である。ただ、本制度は都市管理局との職能が重ねる
部分も指摘され、二重の監督と管理はよいが、その反面、監督範囲が明確にされない点
も問題点としてあげられる。
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c．近代遺産の実践的な保存事業
　では、実際の所、近代建築の保護・利用などといった大事業をどのように展開させて
いるか、行政側のやりとりを考察してみるが、ハルビン市では歴史文化名城の保護を四
つのプロセスに分けて行っている。
　一つ目は歴史建築原貌の復建問題であるが、“修旧如旧”（古いものの修理は修理後も
古く見える）の原則で建物の歴史原貌を復建する。例えば、ソフィア教堂などといった
一連の教堂建築の復元作業である。
　二つ目は保護建築の維持・補強、内部修繕、使用機能の拡張などの作業である。建物
の元の立面造形、表面材質、色、内部布局などの維持である。例えば省社会科学連合ビ
ル工程などである。
　三つ目は保護建築の改建過程で保護と利用を合わせる原則を取り入れ、老建築の雰囲
気を維持しながらも現代建築の簡潔で明快な気分も混ざり合う結果を演出することであ
る。主に三類保護建築を対象にした方法である。例えば、ハルビン第一中学校校舎は三
類保護建築であったが長年の利用で古くなり、保護性改建を決定された。そして、三類
保護建築の意義に沿って、校舎の西立面は保留してそのまま遺し、東立面は中華バロッ
クの伝統的手法を採用して周りとの調和を図る。
　四つ目は保護建築周辺及び歴史街区新建建築を対象にしたもので、ハルビンの伝統的
文脈を継承する原則から、その建築造形と色、符号などの処理にハルビン伝統雰囲気を
表す。例えば太陽島大門、ヴォー－Uバ広場などである。
　ハルビンの歴史街区の改造・整理事業の中では中央大街の事業がその期間の長さとか、
取り込んだ精力などと完成後の効果などから見ても一番の成功的な事例としてあげられ
る。1997年、ハルビン市は保護街道である中央大街の総合修繕を行った。計17棟の保
護建築を修繕して街区の歴史風貌を取り戻し、中国初の商業歩行街になる。2003ねんか
ら第二、第三期の総合整理では、中央大街の歴史風貌区域を分割分段で行い、更に広い
範囲での改造を実現した。中央大街を巡る周辺の25条の街道を各々の特色をもつ街区に
建設した。10年あまりの歳月をかけて、現在の中央大街は商業、観光、娯楽、レジャー
などの主要機能をもつ、独特な魅力の歩行街となった。中央大街の歴史街区の復興項目
は2005年中国人居環境範例賞を受賞された。
　中央大街は1900年からその建設が始まり、初期には“中国大街”と呼ばれた。ハル
ビン市区最初に形成された重要な街区の一つである。そして、ハルビン初期街区の一つ
であり道里中心地に属し、重要な交通線であり、主要自然景観でもある松花江を隣接し
ていることなどで最初から中国人と外国人の混居形態であった。また、その商業的価値
に目を向けた商業投資家たちによって沿道には大量の商業建築が建設された。初期の建
物は全部外国商人たちによって投資されたヨーロッパ風の建物で、マデルンホテル、秋
林公司、松浦洋行などがその代表的な建物である。そして、1924年の石レンガ鋪装道
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路の建設と合わせ、中央大街の主な景観構造が完成される。優雅な建物、繁盛する商業、
外来文化の浸透などが混ざり合ったヨーロッパ気分たっぷりの商業街区になり、ハルビ
ンが「東方モスクワ」「東方小パリ」と呼ばれるようになった集中的な表現と言える。
　1998年にはソフィア教堂周辺環境の改造が行われ、教堂周辺の仮設屋などが取り除か
れた。そして、教堂の原貌を回復し、広場を設置した。この項目は国家文物保護単位になり、
翌年には第二期整理が行われて広場の範囲を更に拡大して国家4A級観光名処に認めら
れた。2003年には中国都市計画設計研究院など五つの国内外の都市計画事務所を招き、
ソフィア広場拡建計画設計コンペを行い他。現在は第三期の改造が優秀案に基づいて進
行中である。
　そして、20世紀30年代から70年代の間には相対的に停滞・萎縮の段階に入る。中で、
満州国時期には商業はまだ繁盛したが、その建設は停滞状態であった。そして、新中国
後の暫くの間は回復が基本で、70年代には無計画な開発が行われて建設された住宅棟な
どは中央大街のスカイラインを大きく破壊した。
　80年代いらいは経済の迅速な発展もあって、中央大街もその商業の繁盛期を迎える。
しかし、中央大街の多くの歴史建物がヨーロッパフ風キッジュ建築に取り替えられ、中
には中央商業モールのような大スケールの建物まで建設され、中央大街の全体的な雰囲
気を大きく乱した。
　1997年、中央大街は歩行街改造を始めるが、これは中央大街の新たな全盛期を迎える
ことを示している。
　中央大街にはビザンチン、バロック、折衷主義、アール・ヌーヴォーなどの多種の建
築様式の建物が並んでおり、北側の松花江辺の自然景観などと合わせてその魅力を発し
ている。全大街は北の松花江辺の防洪記念塔か
ら始まり、南の経緯街に至るまで1450m、幅
2L34　mである。街路路面は石レンガ舗装とな
っており、街区には異なる様式の近代建築71棟、
その中でヨーロッパ風建物が25棟、重点保護
建築が13棟である。
　1984年、市政府は中央大街を保護街と認定
した後、従来の特には文化大革命期に中央大街
に及んだ環境特色への破壊を修復し、歴史文化
名街としての風貌を取り戻そうとして何回にも
及ぶ環境改善を行った。特には1997年に実施
された第一期中央大街環境総合整理では、通り
の真ん中の860m永さの段落を歩行街に改造
し、建築芸術鑑賞、レジャー、ショッピングと
観光の機能などを合わせた商業歩行街としてハ
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ルビンのランドマークとなる。
　その第一期総合整理工程後、資金などの影響で第二期工程はずっと遅れており、歴史
文化名街としての全体的効果はずっと十分に発揮できていなかった。同時に、第一期工
程を終えて七年に達しても色々沢山の問題が見られた。それらは：環境乱；サービス機
能の不足；建設水準が低い；夜景の処理が足りないなどに見られる。
　第二期の工程は、主に中央大街のヨーロッパ風建物の風貌特色と文化的内容を突出さ
せる狙いであった。そして、商業、観光、娯楽、飲食をメインにして金融、オフィス、
居住を補助とする、国内一流の文化的魅力が溢れる特色ある商業歩行街に建設すること
である。
　中央大街における歴史建物と街区の保護・利用は合わせて三っの段落に分けて行われ
た。最初は重点保護段落であり、西四道街から十道街までの段落である。この段落には
優秀な近代建築が比較的に多く、その新建建築と老建築との調和が比較的によく処理さ
れている場所でもある。この段落は通りに面した部分は全部保留し、横街は更新された
伝統建築の外観イメージを保護する手法を採用して比較的に完全な歴史文化的雰囲気を
保つように狙っていた。次は重点保護改造段落であり、西十一道街から経緯街に至る段
落である。この段落は横街の環境が比較的に悪いのが問題であり、現存のIlヶ所の比
較的に芸術価値が高い近代建築はは全部保護若しくはその街面をそのまま残す原則を採
用して、重点的に西十四道街から西十五街坊を整理する。三つ目は、立面の整理であり、
友誼路から四道街に至る段落である。この段落はこの何年間に大規模な改造建設が行わ
れて高層建築とか現代風の建築が比較的に多いことから、その整理は立面の修繕を主な
手法として取り入れた。そいて立体的な緑化とかほかの手法を採用して将来的には周囲
の高層建築のスカイラインなどに及ぼす影響を解決しようと狙った。
　具代的には、街区の伝統的雰囲気と周囲の優秀な近代建築に合わせたスカイラインを
きちんと守る原則の強調である。そして臨街立面の修繕、広告の規範化などといった街
区雰囲気の統一である。次には友誼街と中央大街交差口の電業局住宅ビルおよびその東
側の住宅ビル、車両工場の住宅ビル、などを取り壊して飲食、旅館、文化、娯楽を一体
化した旅館業を主な項目とする商業街道を狙った。そしてレジャー区域を拡大して文化
的範囲をコンセプトにした画像芸人、手工芸芸人たちを集めたサービス街道として企画
された。また、西十三道街の百花園レストランを取り壊して緑化をコンセプトとしたレ
ジャー街道を企画した。第三は西十一道街と中央大街の交差点（約400）をビール文化
をコンセプトにしたビール城に建設した。四つ目は、歴史街区の文化的雰囲気の向上を
目指して百年老街博物館を建設した。企画は中央大街の始点に位置されたハルビン市教
委員会の庁舎を改造した博物館であった。
　　建築芸術と氷雪特色開発を重点とする景観建設も大きな進展を得た。ハルビンは潜
在された都市特有の自然資源と人文資源の開発に力を入れ、都市個性あるブランドを作
り上げた。そしてソフィア教堂、中央大街、極楽寺など重点地域を総合的整理を行い、
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ハルビン建築芸術広場などを開設、中央大街歩行街とハルビン文化園区を建設して都市
建築文化の特色の雰囲気を鮮明にさせた。太陽島地区総合整理プPジェクトを通して親
水環境を実現し、太陽島風景区の品位を向上させた。そして、世界氷雪観光名所の建設
を目指したハルビン氷雪大世界等といった氷雪景観建設などはハルビンの氷雪特色を全
面的に出している。
d．専門家はどう認識しているのか？
　　長年ハルビン市の都市計画部門で指導役を勤めていたYu濱洋氏はハルビンの近代
建築価値を次のように認識している。同氏は都市と地域計画専攻の専門家でもあり、同
氏の理解は行政と学術の双方の意味をもつ。
　圭．近代西方都市計画思想の重要遺産である。ハルビンは西方近代都市計画思想に沿っ
て建設された近代都市であり、その西方讃画思想が中国実践された点はハルビンの都市
空間布局が世界都市発展史上にも中国の都市発展史上にも重要な価値をもつ。
　2．代表的な近代植民地都市である。都市は中東鉄路附属地建設から始まり、都市には
鮮明なる西洋都市風貌と植民地景観をもつ。そして、その景観の隣には濃厚な中国雰囲
気の非附属地地区が形成されて薄称になっている。
　3．独特な鉄路中心都市である。ハルビンは中東鉄路建設から始まり、鮮明なる鉄路都
市の得点をもつ。市区の“丁”の鉄路配置は都市空間形態の特徴を決めつけている。
　4．近代建築芸術の博物館である。ハルビンは近代建築の博物館という美称に相応しい
多種の近代建築要氏期が併存していいる。中にもハルビンのアール・ヌーヴォー建築要
氏期は遠東知久最大のアール・ヌーヴォー建築運動の中心地となっている。また、ハル
ビンの中国式建築は伝統建築風格を乗り越えて、中国伝統的な“四合院”の空間模式と
ヨーロッパ建築様式を融合して作り上げたキッジュ式の‘‘中華バロック”様式の街区が
現れたことである。これらの建築と街区は重大な歴史価値だけでなく、建物自身も重大
な技術と芸術的価値を持つ。
　5．著名な音楽芸術都市である。ハルビンの百年あまりの音楽会伝統と音楽普及教育の
伝統をもつ。
　ほか、日本侵略罪証の印、重要な伝統工業都市、氷雪芸術都市、金源文化中心、重要
な革命伝統などがあげられた。
　　ハルビン歴史文化名城は上記のような価値を持っており、その保護の目標は都市の
歴史と文脈を継承し、ハルビンの歴史文化名城としての核心価値を保護・強化すること
である、そして歴史保護と経済発展の関係を調和させ、歴史文化遺産の有効な利用が都
市復興を促進させようとするのが彼らの狙いである。
　ハルビンの老工業基地振興は、市区の工業基地の再配置が不可欠になるが、市区中心
区の工業基地が郊外に移される跡地の旧工場建物や倉庫の再利用に関して、ハルビンエ
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業大学の郭恩章氏は次のように言う：
　歴史文化価値のある老建築を保留し、修繕・改造すべきである。そして伝統雰囲気を
持つ文化、現代、レジャーなどの集大成となる現代化街区に発展させるべきである。
　そして新興工業区の建設は都市全体環境に沿った合理的な環境位置づけを行うべきで
あり、新たな理念と技術、材料などを取り入れて特色ある現代化工業区を創造すべきで
ある。新興工業区は生態系ガーデン式環境に建設すべきであり、その関連の建築も現代
式を採用すべきである。所謂“ヨーロッパ式雰囲気”の束縛を受ける必要がないe
　同じくハルビン工業大学の呉松涛氏も老工業区に対する普遍調査と保護の必要性を主
張した：老工業基地の保護は歴史文脈を引き続ける重要な手段であり、臨街歴史建物に
局限されるのではなく、工業区内部に浸透してその工芸、構築物及び樹木、工場区形態
などといった所属地区の歴史的な脈略を視野にいれるべきであり、保護と利用の結合、
市場と政策の相互扶助を合わせた方式を取り入れて歴史文化建築の新たな生きがいを呼
び出すべきであると主張した。
　以上で見られるように、ハルビンの行政と学術研究界はハルビンの近代遺産を都市個
性の歴史価値と文化的な建築価値として取り上げており、近代建築の保護と利用は都市
発展と繋がられる大事業として認識しているのが分かる。
本節のまとめ
　この節では、ハルビンにおける近代都市景観における要素の考察とその近代遺産を保
護・利用するために行った、調査活動、法律の制定、実践的な保護事業および行政と専
門家からなる認識などをまとめて考察してみた。
　まず、ハルビンは基本的に初期の都市計画に沿って建設され、発展されたものであり、
ヨーロヅパ企劃理論の影響を受けて都市道路網の形態が多様であり、格状、放射状、対
角状、環状などが含まれる。その鉄路の建設がハルビン初期発展の基本条件であったため、
都市用途計画では鉄路線が市区区画の分割と都市平面イメージの特徴を決める基本要素
となっている。中心区域は交差する鉄路線路で6大区域に分けられ、多中心的組立を形
成している。従って、都市布局がさらに変化が富んで、鉄路、橋梁及び鉄路関連施設が
都市景観中の不可欠要素として位置を占めている。
　次に、ハルビンは近代中西文化融合として名を知られている。多民族的居住は多元的
文化を産み、その中でもハルビン地域文化とヨーロッパ及び日本などの異文化の融合と
なる。その中西文化の融合は建築領域で一番鮮明である。建築様式には：1）西洋古典系
様式；2）ゴシック様式；3）ビザンチン様式；4）アール・ヌーヴォー一様式；5）ア・一ル・
デコとモダニズム；6＞日本の近代式と中国様式；7）中華バロック；8）シベリア様式；9）
イスラム様式、の9つに分類できる。これらのなか、数多い欧式建築が一番の影響力を
もち、アール・ヌーヴォー様式の建築が極めて目立っ。多くのオフィスビル、駅舎、旅館、
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商店と住宅には上記の建築様式を採用している。
　ハルビンのアール・ヌーヴォー様式建築は世界建築史上にも重要な位置を占めており、
現存の同建築様式が集中的に保存された数少ない地区の一つとなる。道外地区のいわゆ
る中華バロック風の建築群と街区は中西融合の特徴の建築文化である。これらの建築を
保存するためにハルビン市は134ヶ所の第一期近代建築の保護リストを発布している。
　以上の近代遺産に関して行政側からなる法律の制定と実施の程度、保存事業の方式な
どを考察してみると中国のほかの都市と比べて、その開始された時期とか・進められた
程度などから見ても随分早いし、順調であった。また。学者たちの意見も随分まとまっ
ており、行政と学者は統一路線に立って、その保存事業を展開している。
　ハルビンの都市の近代遺産の保存事業がこれほど早く、行政と学者の理解と支持を得
られた背景には前節で考察したハルビンの都市構成の過程における住民と民族構成の特
徴をもう一度取り上げる必要がある。歴史的にも人と民族の流動が多く、ハルビン市民
は始終オープンな心と広い視野をもっており、近代遺産への誇りの持ち主であった。こ
のような背景は中国園内で数少ない近代遺産の保存事業が進められた都市になれる基礎
となっていた。また．そのような事業が評価され歴史文化名城に選抜されたのである。
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4－3　専門家と住民との交流を深める手法の考察
　ハルビン市は黒龍江省の省都であり、東北地
区の重要都市である（図4－3－1）。同市は東西の
近代文化が融合した都布として知られ、1982
年に歴史文化名城に指定された。以来、全国
に先駆けて市街地の保存に取り組んできたが、
その更新改造は十分な効果を挙げておらず、
課題を多く残している。
　これまでハルビンの歴史的環境の保全は専
ら行政の手によって行われてきた・またハノレ　　．邉▽心
ビンの歴史環境に関する研究は多数見られる
がロ、行政の役割を前提にしたものが殆どで、
市民参加という角度からの考察は見当たらな
い。この様な現状は中国の他の都市も殆ど同図43－1黒龍江省地図
じである。
　千葉大学大学院都市計画研究室は、2002年9月、ハルビン工業大学と協力して住民
参加型のワークショップを行った。このまちづくりワークショップの目的は、まちを育
てるためんお「住民の意識づくり」と「住民との交流」の二つとなる。最終的な目標と
しては「市民の意識」だが、そこに行き着くには「市民との交流」も大事であると認識
して、ワークショップの活動のなかで重点を於いている。最終的にこのような住民との
コミュニケーションを通して住民とのまちに対する意識の向上を目指している。
　従って、本節ではハルビンの歴史環境の保全を図るきっかけとして、上記で取り上げ
たワークショップを取り上げで来なかという可能性の考察と、もし可能であれば、この
様なワークショップがハルビンの歴史的環境保全のプロセスの中でどのように位置づけ
られるかを考察する。
一．ハルビン市における歴史的建物・街区の保護
　まず、ハルビン市における歴史的建物・街区の保護におけるこれまでの政府の動きの
大抵の考察とそのなかにおける市畏の役割を簡単に考察してみる。
　ハルビン市の歴史街区の保護は、1984年に「保護建築、外道、広場、外坊等に関する
一覧表」が市に提出されたことに始まり、ハルビン工業大学を中心とする民問学術団体
「ハルビン近代建築調査組」が歴史文化名城の保護区域内にある建物を実測調査したも
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のである。
　現在では、保護建築と保護・街区の認定は、ハルビン市の計画部門が、計画・建築・文物・
文化・芸術など各方面の専門家を組織して審議を行い、政府の関連部門の意見をふまえ
た案を、市政府の許可を得て公布するという流れで行われている。ハルビン市における
歴史的建物・街区保護の約20年に及ぶプロセスを、市民参加の観点から整理すると・次
の様な活動が行われてきた：
　2001年、ハルビン市政府は中央大街第二期環境総合整i治活動の一環として、「我為百
年老街規劃献一策」（百年の歴史街区の計画のためにアイデアを出す）というテーマで、
市民のアイデア募集活動を行った注2。主に、区域内の各種歴史・文化資源を発掘するこ
とが目的であった。
　2004年6月、国内外の44ヶ所の企業が参加して恰西地区の概念計画設計競技が行わ
れた。提出された案を審議するため、国内外から招待された7人の専門家からなる審議
委員会が構成された。選ばれた案を市民に公開し、幅広く市民の意見を求めた。
　2004年8月、中央大街の秋林公司建物の外壁修繕が行われた。秋林公司建物は重要保
護建築の一つで、中央大街の顔のような建物である。この修繕の経過は、歴史的建物の
保存に関する市民の関心の高さを物語っている。
　同年、8月1正EI、ハルビン市「生活報」に秋林公司外壁改造案に関する記事ili　：1が掲
載され、市民の大きな反響を呼んだi’li　4。この記事の後、秋林公司と設計を担当するハル
ビン工業大学設計研究院は直ちに設計案の修正にとりかかった。修正案は「修旧如旧、
復元原貌」という方針で行われた。修正案は市都市計画部門が組織した専門家審議委員
会に諮られ、意見が纏められた。市都市計画部門はその審査案に従って修繕を行うよう
に秋林公司に命じた。
　そして、同年の8月8日に行われた「ハルビン市の新聞・雑誌販売亭の設計案に関す
る市民反応の調査」は少し新たな意味をもつ試しとも言える。
　新聞・販売亭は中国特色の販売屋とも言える。主に新聞・i雑誌の販売を経営しながら、
時には公衆電話代わりの有料電話業務も重ねたり、外の軽食品も経営する。比較的に面
積が小さく（普段、外国で見られる公衆電話より少し大きい〉、設置と移動が便利で行政
側からの管理なども便利である特徴から中国国内で非常に好評を得ている。
　このような新聞・雑誌販売亭であるが、その建設は自分勝手で行われていり、配置の
非合理と設計の周囲環境との調和の矛盾などが問題点として取り上げられた。そして、
国家六部から『全国城鎮に新聞・雑誌販売亭を建設することに関する通知』の配布と「全
省に新聞・雑誌販売亭を建設することに関する意見』の通達が背景となってハルビン市
ではハルビンの八区繁華街に一連の新聞・雑誌販売亭を建設することを計画した。
　最初の案の募集段階で、市都市計画局は独立式と聯立式の機能的な要求、交通法と都
市計画法などに制限される道路法に配慮し、異なる道路に対応できるように2．5㎡、4㎡、
6㎡の三つの面積を決める。そして、設講かれた様式は必ず、周囲環境との調和が配慮
　　　　178
されるべきの原則が求められた。
　そしてそのような販売亭の設計案を民間から募集し、そのなかから欧式と現代風の二
つの格調に分けて20個の異なる設計の案を選び、市民に広く公開し、市民投票によって
自分好きな案を選び、その投票結果を案の選びに結ぶプロセスとなっている。
　いくつかの候補者を巡って、自分の支持する候補者をウェブサイト、電子メール、応
募ハガキなどを通して推薦し、その支持数で候補者の優先順位を選ぶ、このようなプロ
セスは近年の中国国内で演芸界で広く使われた手法であり、市民にとってこのような手
法を取り入れるのは市民に親切感と興味を与える効果が期待され、多くの市民参与を狙
った。
　販売亭のデザインには原則的な制限以外にほかはなく、「周囲環境との調和を配慮」と
するデザイン要求は、デザイナーたちにとって、何が周囲環境の風貌の基本要素とは何
かを考察し、そのような基本要素との調和はその要素の模写かそれともそこからヒント
を得た解釈されたものであるかという問題を深思熟考するチャンスを与えた。
　そして、一般市民たちは選ばれた案に対する投票の過程で自分が好きなハルビンの都
市風貌とななにか？ハルビンの都市風貌はどのようになれるべきかという問題をもう一
度顧みるチャンスを与えた（写真4－3－1、写真4－3－2、写真4－3－2）。
　最後に投票された案に的中された市民たちは「ハルビン都市計画展覧」などの記念品
をあげ、市民の積極的を向上させるだけでなく、そのなかにおける政府の都市計画案へ
の宣伝・教育などの間接的な伝わりも狙われて。
　今回の動きは普段みられる演芸界とのプロセスとの違いは、その案の候補の選定と最
終的な当選案は全て、行政と行政から組織された専門家組織から決定される点である。
演芸界のように全てが投票参与者の票数で決められてない点が市民参与としては従来の
被動的立場と変わりがない。ただ、今回は市民たちに親しまれているメディア投票式を
採用し、デザイン段階におけるオープンな原則を通しての市民たちの意識の引導などは
良い点として評価できる。
　ハルビンの歴史文化遺産の保護は、広く市民の関心を集めつつも、まず、行政が主導
写真43－1
写真4。3－2 写真4－3－3
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　　　図43－2　三者関係
し、大学を中心とする学術団体の基礎調査に基づいて展開され、法律に従って実行され
てきた。市民の参加は、示された案について専門家に意見を述べるにとどまっている（図
4－3－2）。
二．ワークショップ
　1．ワークショップのねらい
　千葉大学都市計画研究室は、2002年9月、ハ
ルビン市においてハルビン工業大学と共催で国
際ワークショップを開催した。活動の対象は「道
外区」と中央大街歩行者専用商店街（以下、中
央大街と略）に設定した。二っの地区は約1㎞
離れている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真434道外町並み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4－3－3　中央大街町並み
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るハルビン港も同地区にある（写真4－3－4）。
　1990年末、全区面積は296．lk㎡、其の中で市区が8．2㎞1、総人口38．74万人の内、
農業人口が5．8万人である。城区は14の街道委員会を設けている。
　中央大街は20世紀初頭に建設され、商業、事務、居住、文化を一体とした百年あまり
の歴史をもつ歴史名街である（図4－3－3）。全長1450mで19世紀ヨーロッパ都市の色々
な雰囲気の建築スタイルがそろっていて、街全体は独特な異国の雰囲気をもっている。
その建設は中東鉄路建設と同時に進められ、建設初期には馬車の便を求めて建設した石
煉瓦畳みの路面はいまだにも生き残っている。1997年にハルビン市政府は当商店街を歩
行者専用地区として改造し、市民の安らぎとショッピングの理想の場に改造した。今は
ハルビンを象徴するマークの一つとなっている。
　「道外区」は、伝統的な住居地区であり、住居密度が高く建物の質があまりよくないこ
とから、地区改造が検討されている。一方、中央大街は伝統あるハルビンの都市文化を
誇る繁華街であり、1997年にその第1期改造事業を終えた地区である。
　ワークショップのテーマは「交流を通じて人とまちを育てよう」とした。今回のワー
クショップは、この種の試みとしてはハルビンで最初の事例であり、経済発展の名目で
消えてゆく歴史的建築や老朽化した住環境に対する「市民の意識づくり」と、その手段
となる「住民と専門家との交流」を図り、さらに大学院生を含む専門家側も、住民と協
働して町を育ててゆくことの重要性や可能性を再認識する機会とすることに重点を置い
た。
　ワークショップの計画は両大学が分担して進めた。千葉大学側は、4月から準備を開
始し、日本で得られる資料に基づいて都市と地区の歴史的特徴を把握すると共に、町の
現状について中国側から必要なデータを入手し、ワークショップの内容について検討を
進めた。また、千葉大学がこれまでに手がけたワークショップの様子をビデオに編集し
て中国側に紹介し、中国側ではワークショップの理解を深めると共に、活動対象地区の
絞り込み作業を行った。活動のコンセプトは日本側が決定した。
　活動の参加者は、千葉大学11人、ハルビン工業大学14人の計25人となった。中央
大街に2班、道外区に1班の、中日両国の学生の混成班が編成された。8月30日、本ワ
ークショップのコーディネートをした杜揺琳（法政大学講師）がハルビン工業大学に行き、
各班の活動の趣旨と流れの最終調整を
行い、本番を迎えた。
2．各班の活動と成果
　9月2日、ハルビンに到着した日本
側学生は対象地区を歩き、特徴と問題
点の把握につとめた。また、ハルビン
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の歴史やその特色、中央大街の保護・利用などに関してハルビン工業大学の教授陣から
講義を受けた。
　ワークショップは、9月3日に班ごとにまち歩きを行い、それをふまえて9月4日～
6日の3日間にわたって行われた。1日目の午前中に班ごとにコンセプトの再確認と活
動内容の具体的な話し合いが行われた。各班の3日間の活動の主な流れは図4－3－4の通
りである。最終日の3日目には班ごとにそれまでの活動内容の検討と考察を行い、まと
めたものを全体会で発表した。
　1｝中央大街A班：鯉のぼり班一客亦象薄礼一
　①活動目的
　中央大街A班は、鯉のぼりづくりを通して、市民との交流を図り、自分たちのまち（中
央大街）に興味を持ってもらい、まちづくりにつながるような「市民の意識づくり」を
めざして活動を行った。鯉のぼりは日本の伝統的まつりの要素であり、子供の成長と健
康を願うために、端午の節句に揚げられる。これは中国の「鯉魚跳龍門」という諺から
由来したものといわれている。中国語のタイトルである「客亦掌薄礼」は「鯉のぼり」
の音訳であり、参加者には小さなプレゼントとして鯉のぼりを贈り、いっしょに我々の
気持ちも伝えたいという希望を表している。
　②活動の流れ
　1日目の午後と2日目の午前、市民と共に鯉のぼりつくりを行い、交流を図った。日
本から持参した長さ約8mの鯉のぼりを並べ、活動趣旨と鯉のぼりの由来を説明したパ
ンフレットを配り、看板を道端に立て通行人ヘアピールした。集まった人には、全長6
mのビニール製の鯉のぼりに色を塗ってもらい、中日友好やハルビンのまちに対する要
望を含んだメッセージを書いてもらった。ある程度鯉のぼりに慣れたところで、用意し
てきた30cmほどの紙製の鯉のぼりに色を塗ってもらい、竹串に括りつけてプレゼント
した（写真4－3－5）。
　鯉のぼりつくりと並行して、集まった市民にアンケート調査を行った（写真4－3－6）。
中央大街の好きな所、中央大街のイメージ、中央大街に来た目的と大きく3つの項目に
分けて自由に意見を書く形式とした。初め市民たちは我々の活動を理解できなかったが、
鯉のぼりの制作の中で、お互いの距離が近くなり、調査にも積極的に協力してくれるよ
写真4－3－5
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写真4－3－6
表4－3－1
良い点 歴史的な建物が多い。通りが広くてきれい。
ｽくの人々が賑わっている。緑が多い。
悪い点 車道によって歩行者道路が遮断される
嚼ﾝ中の建物が街並みとの調和の問題．
うになった。鯉のぼりづくりは、きっかけとしてきわめて有効であった。
　2日目の午後は、2組に分かれて中央大街の商店街を回り、店主たちの中央大街に対す
る意見を調査した。質問は主に開店した年度と開店当時と現在の中央大街の違いなどか
ら始めて、商店街を訪れる客のこと、行政の商工・市政管理部門による商店街の管理・
運営などへ広げていった。何軒かの店主は、我々が調査に入ったとき、すぐに前日から
商店街で活動を行っていた学生であるということを見て取とり、喜んで調査に応じてく
れた。この点でも鯉のぼりづくりは有効であった。
　2日間の調査で集まった約100人分のアンケートと鯉のぼりに残された商店街に対す
る意見などを集計・分類して市民と商店街の意見をまとめ、3日目のまとめの会議で発
表した。活動のなかで制作された鯉のぼりと調査結果から得られた問題点を漫画で表現
した。調査結果は表4－3－1の通りである。興味深かったのは、何人かの店主から、要望
があってもどこにその話を持って行けば良いか分からないという声があがったことであ
る。中央大街全体をマネージメントする組織がないことが分かった。
　2）中央大街B班：双六班　一Lets　play　Sugoroku一
　①活動目的
　中央大街B班は、中央大街を大きな「双六」に見立て、双六遊びをしながら歩行者と
の交流を行った。同時に、中央大街を訪れる市民たちから今後の中央大街のあり方につ
いて意見を聞き出し、住民が町に対して意識を向けるきっかけをつくろうとした。双六
はサイコロを振って盤上を出た目だけ進んでいき、ゴールへつく早さ等を競うゲームで
ある。双六は中国でも長い歴史をもっており、ハルビン市民にとっても馴染みやすいゲ
ームであると考えた。
②活動の流れ
　まず、1日目の午後は、商店街を歩きながら双六で使用する代表的な建築物や風景の写
写真4－3－7
蹴．
写真4－3－8
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表4－3－2
真を撮り、合わせて商店街の通行人にビラを配り、ワークショップの宣伝を行った。撮
った写真をもとに、縦2m×横5mの中央大街を巡る双六を作成した（写真4－3－7）。そ
れぞれのマスには写真と共に、中央大街に関する質問を書き込んだ。中央大街に来た目的、
交通手段、中央大街の好きな場所、の3点である。
　2日目の午前から中央大街で双六を開始した。集まった人達をゲームに誘い、サイコ
ロを振ってもらった（写真4－3－8）。それぞれ止まったマスに書かれた質問に答えてもらい、
最後にはポラロイドカメラで参加してくれた人の写真を撮り、プレゼントした。
　活動の最中、ある店の宣伝隊が何十人ものグループで中央大街を練り歩いていた。市
民は、その様な活動はただ黙って見ているだけだったが、サイコロのゲームにはいっし
ょに参加し、楽しんでいた。
　質問の回答から主に次のようなことが読み取れた（表4－3－2）。以上の活動についで中
日の学生で話し合ったが、双方とも、街中での参加型アクティビティの重要性を再認識
することができた。また、このような活動を本格的に継続するために、新たな組織やル
ールが必要であるという点で意見の一致を見た。
　3》道外区班：風鈴班　一揚々風鈴大創作一
①活動目的
　道外区班は、風鈴づくりを通して住民との交流を図り、建物や生活環境に対する意見や日々
感じていることを聞く活動を行った。さらに、完成した風鈴を自宅前などに吊り下げてもらい、
活動の内容を地区の住民に知ってもらうことで、住環境について住民自身の関心を高めるこ
とを目指した。風鈴は中日両国において伝統ある飾りものである。馴染みやすいものつくり
をとりいれることで、市民たちが抵抗なく意見を言える様に配慮した。
②活動内容
　1日目の午前中は学生同士で議論をし、風鈴に下げる質問カードの作成を行った。質
問の内容は、この地区で保存したい建物とその理由、住環境に対する思いや問題点等で
写真4－3－9
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表4－3－3
ある。
　1日目の午後から、対象地区内の空き地で活動を始めた。住民と交流を図りながら、
風鈴づくりを行った（写真4－3－9）。また、様々な場所についての問題点やエピソードを
カードに書き込んでもらった。そのカードを風鈴に吊り下げ、エピソードにちなんだ場
所へ住民とともに行って、写真を撮影し、風鈴をその場所に飾ってもらった。
　2日目の午後からは、住民達と協働で制作した風鈴の使われ方・飾り方を観察するま
ち歩きを行った（写真4－3－10）。風鈴は、窓辺や玄関などに大事に飾られ、まちの新た
な風景として、その場所のエピソードとともに景観に溶け込んでいた。また、質問カー
ドを通して住民との交流をもつことができた。その過程で、吊るした風鈴に対する住民
の反応も観察できた。質問カードの内容の集計から、住民が具体的にどのような点に興
味を示したのが明らかにできた（ik　4－3－3＞。
　本活動では、風鈴とともに住民の声が地区内で飾られることになる。学生だけでなく
他の住民にも、この地区に対する思いや問題点を認識してもらうことができたと考えて
いる。道外区のような歴史的住宅地区では、整備と保存の両立のために、居住者が地域
の価値や問題点を共有する必要がある。そのためにも、この様な活動が有効であると考
えられる。
　三．活動のまとめ
　今回の2つの対象地区は抱えている課題が異なる。そのことが活動に及ぼした影響も
配慮しながら活動の結果を考察する。
①活動手段
　鯉のぼり、双六、風鈴などハルビンの市民たちに馴染みやすいアトラクションをとりいれ
たことは、街頭で一般市民・住民から意見を聞くために大変有効であった。
②ワークショップへの理解
ハルビン工業大学は今回の様な形式のまちづくりワークショップを行った経験がなく、「ワ
ークショップとはなにか」という認識の共有が中日双方の課題となった。ワー一一一一クショップの
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　】
　　　　　　　　一一m■：一一凹丁一『一霜一一一一「『｝旧漁一柵
　　　　　　　　　　　　　図4－3－5行政と住民、大学の関係
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表4－3－4
中国 臼本
案の作成まで 看板での宣伝や報道はなされるが、案の作成そ
ﾌものに市民あ住民が参加することは少ない、
特に地搬者である注民について、相当数の同意
ｪ得られるまで、念入りな合意形成が図られる。
決定手続き 文物局が保存、再生事業の技術的な意見を提供
ｵ、文物管理部門と建設計画管理部門と共同で
ﾄを作成、決定する．
縦覧、公聴会の制度があり、議員や市民がメン
oーである都市計画審議会で決定する。
課題 強い行政権限が発揮される反面、その判断の如ｽが歴史的環境にダメージをもたらす場合があ
驕Bまた、市民や往民が自律的に環境を維持し
ﾄいくメカニズムが生まれ難い。
権利の調整に労力と時間をかかるため、保存の
ｽめの十分な努力がなされないとか、保存が手
xれになるという問題がおこる。
理解を深めるため、日本側はビデオを用いて紹介し、活動の準備段階で日本の住民参加まち
づくりに関する説明などを繰り返し行ったが、それでも双方の理解が十分に統一されたとは
言い難い。
　③大学の役割と姿勢
　中国と日本の歴史環境保護の仕組みはかなり異なる（表4－3－4）。中国の大学では、歴史
的な町並み保存などに取り組む際には、ともかく調査を先行させるという先入観が強い
が、今回の活動で、住民とのパー一　5ナーシップをつくりだすことも必要であるという点が、
一定程度理解される様になった。この結果、大学も、今回の様な活動を踏まえ、大学と
住民とのパートナー一シップを築くと共に、専門的な立場から行政との橋渡しをする役割
を認識し始めた様である（図4－3－5＞。
④調査・蘇究方法への理解
　アンケートやインタビューの様な調査・研究手法は中日両国とも、頻繁に利用しているが、
その目的と理解には差があることに分かった。例えば、私たちはこの様な調査・研究方法を
むしろ交流の補助的な手段として、市民のまちに対する関心を高めるために利用したが、中
国側はあくまでも市民の考えを把握するためと理解している。
　この様な意識の相違は、活動の準備段階において中国側の事前作業にも影響を与える
こととなった。行政側に活動の意図が思った様に伝わらず、中央大街での私たちの活動
を巡って、商店街の秩序を乱すという理由で行政側から中止を命じられるなどトラブル
が生じた。また、活動場所に隣接した商店主から自分たちの営業に影響があるという抗
議も出た。これらの出来事は活動準備の不足とともに、活動に対する双方の認識の相違
を物語っている。
　それにもかかわらず、今回の活動ではその主目的である「住民との交流」で成果を得
られ、住民と学生がともにまちの良さや問題点を認識することにつながった。また、住
民の「意識向上」へもある程度つながったと考えられる。
四．終わりに
中国の歴史的環境の整備は行政の一方的主導で行われており、市民に自分たちも関心を払
い意見を言う必要があるという認識が不足しているのが現状である。一方、中国では市民権
の強化と私有権の拡大が進み、それに伴って行政の制度・計画は、市民のまちへの関心を呼
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び起こし、その要求に応えていく包括1生と柔軟1生を備えることが要求されている。
　市民のまちへの意識を深め、まちでの生活を豊かなものにしようとする今回の活動と
ハルビン市都市計画局が行った「新聞・雑誌販売亭設計案」の募集活動は通じるところ
もあるが、それぞれの主体の違いもあって結果への影響も見られる。
　両方とも市民、大学、行政という三者の協働強化を目指す意図も持っていたが、前者
は行政主体として活動のなかに於いての新たな理念は見えてくるものの、従来の行政一
本線の枠を超えていないのが問題点の結果として指摘される。一方、後者は従来の調査
とか教育をメインにしていたヒァリング調査などを市民のまちへの関心という意識を高
める手法として利用するなど、新たな試しみが見られる．大学主体としてのこのような
活動は今後もその積み重ねが必要不可欠である。このような活動を繰り返し行い、まち
に対する市民の意識を高めてこそ、市民参加のまちづくりが育つ社会環境が整うと考え
られる。
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注釈
1）都市計画史的、建築史的な視点から都市空間の変容への研究として越沢明氏、建築史
と建築家の研究として西沢泰彦氏、都市と地域の形成史から金鉄権氏の研究がある。また、
ハルビン工業大学も都市と建築の歴史に関すする研究がある。また、呉禾氏による行政
の役割とした視点での研究などがある。
2｝中央大街の洋風の雰囲気を保つため、障害と見られる四つの住宅を取り壊した。
3）「《秋林》的顔面装修改造被叫停、《秋林》的顔不該遭到破壊」、2004年8月11日の記事。
4）入り口の環状パラペットと新看板の設置位置に対しての意見が大きかった。修正後の
案は、パラペットはガラス製とし、新しい看板はその上に設置することにした。
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本章のまとめ
　本章ではハルビンを事例として都市景観における近代遺産の保護と利用に関する考察
を行った。
　ハルビンは近代都市であり、都市景観上における基本的な要素も近代性を持つ。その
ような近代遺産の価値をハルビン市政府と大学研究者達はいち早く認識し、その辺の調
査・研究及び、保護事業を行っている。
　全章は三つの段階にわけて行われたが、まず、ハルビンの都市建設史に関する考察で
ある。ハルビンの近代都市誕生と発展には政治的な要素が大きい。最初・小さな漁村に
過ぎなかったハルビンが近代には国際都市まで成長されたのは帝政ロシアの極東アジァ
における政治、経済、軍事政策が背景になっている。そして、その後に日本からなる「満
州国時代」なども日本の満州における軍事と政治戦略なるなるものである。
　一方、ハルビン地区は古代から民族流動が大きい地区であって、近代と現代に至るま
で人と民族の流動が極めて大きいのがもう一つの特徴として取り上げられる。近代には
また、多くの国と地区の僑民たちも滞在しており、ハルビンの民風に与えた影響わ極め
て大きい。また、その影響は都市景観上にも大きく影響した。
　次に都市景観の具体的な分析とそのような景観要素を文物としてまとめ、整理した行
政と学者たちの動き、行政の保存事業などへの考察を法律面と実践的な保存工事の事例
などを通して考察してみた。また、行政と専門家たちの声も聞いてみた。
　ハルビンの保存事業はかなり進んでおり、理論研究と法律制定などといった面ではか
なり高い完成度を見せている。そのような清積の背後にはハルビンの優れた民風が支え
ている。
　一方、歴史的町並みと建物の保存には行政、学者、市民という三要素が欠けられないが、
その市民参与という面でハルビンの実情はどうであるか？
　第三節ではそのような疑問をもってまず、ハルビンにおける近代遺産の保存事業なか
で行われてきた市民参与形態の整理から始まり、そのなかにおける問題点を探ってみた。
　ハルビンのオープンな民風から支えられて、都市の歴史遺産保存事業はかなり進んで
いるのにも関わらず、そのような事業は行政と学者の主導で行われたものがメインで、
市民はあくまでも被動的な立場で受け入れているのが分かった。
　それで本文では千葉大学大学院都市計画研究室とハルビン工業大学都市研究所共同で
行った2002年ハルビン国際ワークショップを事例として都市計画専門家と住民との交
流を深める手段と方法に関する議論を行った。
　結果的に、そのような都市計画専門家と住民との交流を深めることで都市への関心を
高め、最終的には都市景観建設を含む、都市建設の全般にもっと深く理解でき、もっと
積極的に参加できる意欲を高める効果も狙った。
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第5章東北三省における近代建築の保護・利用をめぐって
　中国の都市空間計画は一連の発展を通して、今はステップ鮮明な空間計画体制を形成
している。それは区域（国土）計画一区域城鎮体系計画一都市マスタープラン…一・・都市ゾー一
ニング計画一詳細計画といった体系である。この計画体制の形成過程は、主に計画経済
を実行していて経済、社会、文化などといった面ではまだ改革・開放の体制に入ってい
ない20世紀70年代末から80年代初頭に形成されていた。そして、社会、経済の飛躍
的な発展、特には市場経済の発展はこのような体系の多くの不足点を明らかにし、従来
の計画と方法、強いては体系自体も挑戦をうけているのが現状である。
　中国での国土計画と区域計画はずっと空間計画の形式で進められたのではなく、普段
は国民経済計画、経済区計画もしくはほか重点プロジェクト計画などの形式で代わって
行われていた。例えば、経済区分け合い、区域性交通・水利等大型インフラ施設及び資
源開発と分割り戦略などである。これらの計画は空間上の総合的協調がなく、計画部門
も各々でまた部門間の横繋がりも欠けていたため、全体的な整合性が足りなく、計画間
の矛盾等多くの誤差を生じた。
　一方、20世紀70年代末から80年代の初頭、体制と経済発展理論などがまだ確定さ
れていなく、都市と鎮体系計画はその重点を都市の規模と性質の確定、国家と地方政府
の重点的建設項目の投資分布などの落着に置かれていた。そのような傾向は80年代の
中期になっても都市体系計画は都市マスタープランと結合されながらも都市の規模、性
質と資本投資を手段とした資本制限と資源の“計画外”流出が見られる。
　90年代になると経済発展と政府監理職能の変遷に順応する変化が見られるが、それ
でも区域発展の全体的効益と全体発展の最優を図るという根本が欠けていた。また、政
府としてまだ経済計画部門と都市地理界が地区計画を担当しており、都市計画部門と都
市計画界の権威性が足りない。
　そして、物質建設がずっと都市マスタープランの主要目的となっており、その計画の
基本である社会発展の促進への重視度が不足していた。これは中国の近代都市計画理論
と技術人材源と関係されたものであり、ここではその具体的な人材的面での議論は省略
する。
　上記のこれまでの話をまとめると中国現存の都市と地区空間計画を次のいくつにその
特徴を纏められる。
　①．計画は整体性が欠けており、その全体的な相互役割と範囲分けが非合理である。
　②物質計画を主要目的としており、計画過程では抽象的なモデル人間と抽象空間機
能の関係を根拠にして分析し、問題を解決することを主要手段にしている。結果的に、
社会発展、公共利益の維持と保護、社会安定と合理的な資源利用などといった計画の基
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本方針から外れている．また、歴史文化の継承が脅かされていた・特に住民の具体的な
利益が保証できず、公衆参与の機会が少なくなる・
　本研究では都市と地区計画と建設における都市計画の位置づけを定めることと・その
ような定めを通して、都市の歴史文化継承、公衆参与からなる住民の具体的利益の保証
をを図るプロセスをつくりのが主な目的となっている。
　中国東北地区は国内有数の老工業基地であり、計画経済時代の都市区域的観念が欠け
られた産物である。そして、そのような産物が市場経済時代に入ると・その先天性的不
足が明らかになる。それはまさに“憧れの東北”という華麗なる外見に魅力された東北
がその貧弱が体質を明らかにされる瞬間、“遺棄された東北”になれるなどその反差は
大きい。
　そのような・・遺棄された東北・・を再振興する目的で取り上げたのが“東北老工業基地
振興・改善・の経済政策である。純粋な経済政策であり、地域と行政の界に関係なく優
先なる工業と産業を優先的に発展させる方針である。
　“東北地区”は別名“東北三省”とも呼ばれる様に、前者は東北を一つの地理的、経済的、
産業的、文化的といった総合的な意味での区域としてのニュアンスをもっているが、後
者は東北には実際の所、三つの省があるといる点と三っの省は各々独立された行政体制
から外の行政区域とはライバル的存在として認識し、一切は中央に目を向け、お互いの
協力は欠けているというニュアンスを持っている。
　“東北老工業基地振興・改造”経済政策は“東北三省”の行政と地区の壁を超えて東北
を一つの地区として取り上げる区域計画のイメージをもつ。しかし、東北地区は市場経
済の始めから経済体制が綿密にその歩調を共にしており、行政側も市場経済の十分なる
試練を置けた華南地区とは異なる特徴をもつ。
　華南地区は各種経営性質の決定上、つまり行政管理上に関係ある事項（税務、環境等〉
以外は政府として基本的に干渉しない。しかし、東北地区では改革開放政策が実施され
て長い歳月が過ぎたいまだにも企業の経営自主権は政府の手に握られている。政府は企
業の運営・管理の全面に干渉し、特に国有企業経営者は政府官僚と同様な行政階級をもっ
ていたため、政府と企業間には職務交換の形式で経営者と官僚の役割交換ができる。
　東北地区の国有企業が占める大きな割合と上記のような“政企不分”は経済政策にお
ける“区域計画”が結局には各々の地方政府間の競争となってしまい、計画経済時代の
重複になってしまう恐れがある。幸い、このような計画経済時代の教訓を東北三省の主
要行政責任者たちも認識し、どのように乗り越えようか模索中である。“東北三省サミッ
ト”はそのような配慮から誕生されたものである。東北四つの副省級都市の主要責任者
が毎年集まり、一緒にお互いの都市建設戦略を分かち合う。このような交流は昔のよう
表5－1東北三省の工業構成
（1999年統計）企業総数 国有企業 集体企業 株式会社 外資企i業
東北三省 11566（100％）6448（56％）1804（15％）386（3％） 872（7％）
沿海i三省 4243（100％）9069（21％）10822（26％）771（2％） 3552（8％）
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な行政区域の壁を超えて産業資源、主要産業発展と交通資源などを含む、協力と重複建
設及び無駄な地域競争を避けて、共同発展を遂げるのに有利であると思われる。現在、
藩陽と周辺七っの都市間で大藩陽区を建設し、一一つの区域として通信資源などを共有し
ようとする動きがでている。将来的にはこのような動きが東北全体に広がり、“東北自
由貿易区”として一つの経済区域に纏る時、始めて区域計画概念が成立され、その“東
北老工業基地振興・改造”が一段落を終えて、中国経済発展の四つ目の成長極として君
臨できる。
　一方、このような経済発展を唯一な目標として進める都市計画の不足点を最初からも
指摘したように、都市と地区発展は必ず、都市マスタープランの権威性を保つ条件の下で、
その有機的な都市発展戦略を建てなければならない。従来の都市空間計画中における問
題点に関してこれまで多くの人たちと部門からも指摘されてきてその都市マスタープラ
ンの編成方法に関しては、現在学術界の中でも議論中である。そして、国家自然科学基
金委員会、建設部、国家教育委員会などの部門でも都市地理学界と都市計画界の専門家
などを集めて模索中である。その中での一つ重要課題が区域建築環境保護と発展研究で
あり、本研究で解決しようとする重要課題でもある。
　では、如何に経済発展と都市建設の関係問題を処理すべきか？その本質は“成長と発
展”の関係問題である。つまり、これまでの都市計画における発展観として経済成長を
主要指標としていた政府と管理部門の考えの狭さである。
　経済成長（主に工業産値）を都市発展の基準とする観念は、客観的に見ると経済発展
と都市建設の相互制約関係を軽視していることを意味する。このような経済成長唯一の
伝統的観点は、その重要な目標は勿論最大限度の生産利益を得ることであり、そのよう
な考えが都市建設に反映される時には生産要素の集中と現有施設に近付けてて消耗を最
小限に抑えることであり、その代価として都市公共施設等の投資の減少がよく取られる。
　都市空間構造上には、大抵には市を同心園とする外への集中発展と新項目は都市周辺
に密接して配置、若しくは交通幹線に沿って発展する仕組みとして現れる。都市市区中
でも区画整理等関係なく、空き地があれば配置するなど生活条件改善とか生態需要、歴
史文化と市民の心理的要素への配慮が欠けている。
　上記のような計画が続くと、環境の汚染、都市空間問題の悪化などが積もり、長い目
から見ると変えて経済発展を制約する重要な要素の一つとなってしまう。
　従って“東北地区老工業基地振興・改善”という経済政策の実施は単なる経済的視線
で配慮するだけでは物足りなく、そのままだと将来また、“再振興”とか‘‘再改善”が必
要となれる恐れがある。
　都市建設を経済成長唯一論から社会発展と都市空間の合理的な再配置と利用、区域建
築環境保護などを視野に入れた総合的なマスタープランとしてその指導格を担わなけれ
ばならない。
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5．1東北主要都市の近代歴史環境
　現代の人類学者であるクリフオード・ギアーツは人間となることはすなわち個人とな
ることであると認識している。
　「文化のバターンに導かれながら、歴史的に創造された意味のシステムに基づいて・私
たちが私たちの人生に、形、秩序、目標、方向をあたえる」
　このような過程は全人類に共通するものであって、ここに相違なる文化に通じる普遍
性を見出すことができる。従って、我々の考え方、価値観の違いなどに関係なく文化的
産物であるという認識になる。これは我々が文化遺産のもつ意義を理解する上での・ま
たその遺産を如何に研究し保護すべきかを理解する上での、基本を示しているわけであ
る。
　一般的に古い建造物や歴史的街並みなどは、一つの時代のデザインを見せるよりも・
むしろ様々な時代のデザインや改造を見せているのが特徴である。従って、建物の価値
というのはその歴史性に重点があるわけで、つまり、芸術作品や歴史的建造物はかけが
えのないものであるという点を念頭に入れなければならない。また、固有の文化の表現
として、国民のアイデンティティの反映として（例え、そのような反映が特殊な歴史時
期における反映であっても）、その保存の必要性が出てくる。
　今、我々が遺産に対して関心をもつようになった主要な動機として過去に完成された
成果を尊重し過去の経験から学ぼうとする意欲が高まったことも上げられるが、一方で
は慣れ親しんだ場所などに加えられた思慮なき改造や、有名な歴史的建物などの破壊や
取り壊しが引き起こす衝撃を強く感じられるようになっている点もある。それにこのよ
うな破壊的改変の多くは、質の面においても量の面においても、近代社会を造り上げる
技術や工業の発展そのものによる点が問題視される。
　中国の近代建築の誕生と発展は大きく二つの経路によって行われた。一つは外来的移
植であり、輸入である。このような外来移植は基本的には中国近代新建築の誕生・発展
の主な経路である。もう一つは本土延変であり、つまり伝統固有類型の下での改造と延
変である。
　しかし、周知の通り中国の近代社会体制の複雑さからこれらの近代建物、中でも前者
における近代建築には複雑な問題が取り上げられる。一つはその建物の多くの部分が外
国植民活動の需要によって建設されたことであり、なかには近代化と植民地化の矛盾が
潜む。次に外来移植の建築は西洋伝統的もしくは西洋流行の建築様式であって、近代化
と「西洋化」の矛盾が取り上げられる。これらの矛盾は中国の近代建築の研究と保護に
混乱をもたらしている。
　このような矛盾をどのように解決すべきか？候幼彬氏（ハルビンハルビン工業大学教
授。「中国近代史」の編集者の一人でもある。）は次のような発言をしている。
　　　　マルクスの植民主義“双重使命”に関する分析は、我々がこの方面に関する認
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　　　識を究明するのに有益であろう。1853年、マルクスはイギリスのインドにおけ
　　　る統治に関して論述する時次のように述べている。
　　　　“イギリスはインドにおいて二重の使命をもつ：ひとつは破壊的使命であり、
　　　旧アジア式の社会を消滅することである。もうひとつは建設的使命、つまりアジ
　　　アの西方式社会編成の物質的基礎を築きあげることである”
　　　　“イギリスのインドにおける社会革命は完全なる卑怯な利益の駆使であり、こ
　　　れらの利益の獲得方式上にも同様である。…、問題はもしアジアの社会状況から
　　　一つの根本的な革命がなければ人類は自分の使命を完成できない。もしできなけ
　　　れば、イギリスはいかなる罪を犯したにも関わらず、この革命過程で歴史の不自
　　　覚的工具として働いたことになる”（候幼彬、2000）
　このように中国における近代遺産の保護においてその必要性を自覚しながら対外にお
いては革命リーダーの発言を引用する方式を取っている。歴史の中におけるブルジョア
の世界物質基礎を創造する“人類の生産力”“人類の進歩”といった広い視野のレベルで
これらの近代遺産を理解する。
　そのような考えから中国の近代建築（西洋列強によって建設された部分）は植民者が
願ったわけではないが、“歴史の不自覚的工具”の働きをした点とそれまで閉鎖されて
いた中国建築が世界近現代建築影響圏へ入る過程としてその価値が評価できる。
　このような考えは勿論それなりの適用性を持っているのも事実であるが、やはりその
視野の狭さを指摘しなければならない。その一つとしてこの節の先頭で取り上げられた
人類の文化的産物に対する考えである。人類の文化的産物に対して我々はその異なる文
化、価値観などに関係なるその歴史性という視野から保存の大切さを主張する。
　1989年度のユネスコ中期プログラムでは文化遺産に関して“各々の文化すなわち全人
類が過去から受け継いだ、芸術的あるいは象徴的な有形記号体系の全体”として定義付
けている。このように中国研究界も「過去のいかる遺物・建造物を遺産と考えるかとい
う定義、またそれらをいかにして保護し修復し保存すべきかという政策」を世界的な大
気候の中に取り込む必要性がある。特に、地域の行政側としては「世界遺産」申請が流
行されている今、そのような行政側へのアドバイザー一．一として位置づけられている研究者
としては尚更そのような意識変革が必要となる。
　本研究では藩陽、大連、長春、ハルビンを事例として取り上げている。このような四
つの都市における近代遺産（近代建物、若しは近代街区）は次のように分類して考察で
きる。
　1）租借地
　その名の通り「ある国が条約で他国に貸し与えた土地」であり、その期間中では貸し
た国には潜在的な主権があるのみで、その統治権利は借りた国が持ち、行政・立法及び
司法などの権限も借りた国がもつ。借りた国は行政政官を派遣するなど、実質的には植
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民地の扱いである。
　東北地区でその典型は遼寧省の大連と旅順であるが・本研究で取り上げている大連は
1898年から1945年の中国が接収するまでロシアと日本が引き続いて租借する形であっ
た。従って近代都市の建設はロシアが都市全体の枠を作り・近代日本がその細部を埋め
る過程であった。このような近代遺産は、実質的には植民地であるものの・形式では「租
借」という「メンツ」の筋が通っているため、新中国以後にも近代都市と建築の遺産問
題にはそれほど苦労を感じていなかった。1997年にイギリスから返還された香港もその
同様である。
　一方、ややこしく混乱しやすい名称であるが、上海とか天津とかには「租界」（若しく
は「共同租界」）という近代町並み地区が存在したが、これは治外法権や行政権をもつ外
国人居留地を指す。このような街並みの建築面での中身はともかく、性質的に「租借地」
と「租界」を比べれば、租借地は租借国が植民地なみにほぼ全面的な裁判権を持つが租
界では原則として裁判権は中国側が持って自国民のみを治外法権による租界設定国が持
つようになる。
　このように中国人として「租借地」と「租界」に対する感情が違くなるのは当然のこ
とであり、「租界」が「租借地」より受け入れやすかった点が理解に苦しくない。
　2＞鉄道付属地
　近代の中国にはもう一つの特別な地域が存在していたが、それが鉄道付属地である・
ではまず、鉄道付属地とはなにかというと、鉄道会社が沿線で「絶対的且つ排他的な行
政権」をもっ区域をさす。
　戦前の中国では主な鉄道は外国資本が経営していたが、本来ならばこれらの外国資本
は鉄道敷設と経営権しかもらわないわけであったが、ロシアが中国東北地区で建設した
東清鉄道（後で中東鉄道と呼ばれる）では鉄道付属地という特殊な地域を作り上げ、そ
の建設を行ったわけである。鉄道付属地とはその本質的には鉄道の建設や運航に必要な
敷地の土地管理権のことであるが、ロシアの拡大解釈によって実際には租界と同じ意味
で利用されるようになった。
　東北地区における鉄道付属地にはその当事国の違いによって「東清鉄道付属地」（ロシ
ア所有）、「安奉線付属地」（帝国日本の所有、後に満鉄に譲渡される〉、「満鉄付属地」な
どの呼び方が違うものの、性質は同じ鉄道付属地が含まれる。
　本研究で取り上げられた四つの東北主要都市のなかでハルビン（この都市は都市全体
を鉄道付属地として取り上げたほうが適切であろう）、藩陽の満鉄付属地、長春の東清鉄
道付属地（後で廃嘘）と満鉄付属地が存在する。
3）商埠地（もしくは公共通齎場〉
商埠地とは、中国政府が外国人の居住や企業活動のために指定した特別な地区を指し、
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現在の中国でいうと「対外経済開発区」に相当する。この地区はこれまで述べてきた租
借地や租界、鉄道付属地などといった中国の主権を脅かす地区の誕生を制限する目的か
ら作り上げたものであり、中国側が行政権を確保するうえでの外国人を居住させる目的
であった。
　このような事例は藩陽と長春の商埠地がその典型となる。共に両都市の満鉄付属地の
周りに設けられている。その道路建設やインフラ整備は中国側が行い、その行政権を確
保した上での外国人の利用となっている。
　4）中国人街
　中国人街と分類したが、ここで言うのは正確には近代におかれる中国人の主導によっ
て形成された街並みを指す。藩陽の中街、ハルビンの道外、キタイスカヤ（中央大街）
などその事例である。これらの街並みは民間自主的活動によるものもあるが、藩陽の中
街のように当時の軍閥など行政の力で進んで出来上がったものである。しかし、建物と
街並みは折衷主義が一番の特徴と言える．
　5）新市街地
　新しい市街地とはその文字通りの意味となる近代の市街地を指すわけであるが、とり
あえず、租界でも租借地でもなく、鉄道付属地でもないまっぴらの新しい市街地である。
長春の行政街がその特殊な事例となる。
　長春（当時は新京）の新市街地は満鉄と関東軍の主導で土地を仕入れ、建設したがそ
の性格としてこれまでのどのような性質の地区でもなく、もっぱらの新しい市街地となっ
てある。その「偽満集国」の「首都」である点がその性格付けとなるわけであるが、そ
の面では植民地というべきだが、一つの都市街区という点から新市街地と分類できる。
　これらの異なる性格の近代街区とほかの個別であるが街区外の近代建物を合わせると
東北地区の主要都市の近代都市と建物の遺産となるわけである。そしてそれらの都市街
区はその街区と建物の性格も影響されて戦後の利用には差がみられる。
5、2　近代歴史環境の現状とその影響要素の分析
　東北地区全体からみると、その中世の政治・軍事的中心は吉林省の吉林市になるわけ
であるが、満清政府の振興から藩陽に変更される。特に近代に入って東北軍閥が藩陽に
処点を置くことでその軍事的中心地位が確立できた。新中国成立後にはその関内へ入る
最初の中心都市としてその地位を固めている。従って、藩陽が東北地区の政治、経済、
軍事などの方面における従来的な中心的地位は中央から地方まで堅い基盤をもっており、
これからもそのような地位は揺れることなどない。また、四つの副省級都市中の唯一の
伝統都市でもあることでその都市の個性を現している。
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　藩陽の近代遺産に関して前節でも述べたが、藩賜には満鉄慰属地・商埠地・中国人街
などが含まれる。その近代町並みと建物の利用方式と現状を考察してみると満鉄付属地
は現在金融、行政、商業などの利用がほとんどで街区全体の完成度が元々高かったこと
と建物の質の面でもよかった点から全体的な雰囲気は近代と比べてそれほど変わってな
い。そして、その西地区に位置する鉄西工場地区であるが・新中国以後の暫くの間にも
発展を遂げていたが、「東北現象」通りの影響が見られている。その改造は現在一部は完
成されており、インフラの改善と近代産業遺産の保護とその再利用などへの動きが見ら
れる。商埠地は近代には沢山の領事館とか、軍閥など地元要人達の洋館などで賑わって
いたが、現在は主に観光利用（張作森邸などその周辺名人官邸）である。一方、中国人
街は商業的利用（中街）のほか、観光利用のため、周辺の住宅なども全部退去させてす
べて商業施設をつくり、古い建物は修繕したものの、そのなかにおける都市開発には問
題点がたくさん見られる。
　溜陽は中国伝統都市であり、“一宮二陵”などで名を知られた中国歴史文化名城でも
ある。一方、溜陽は豊かな近代遺産ももっており、都市発展の面からみてもその要素は
無視できない。しかし、溜陽市では伝統的建築遺産に寄り過ぎの傾向があり、都市景観
要素の保護には偏差が生じている。近年の都市計画と都市建設を考察して見ると、2000
年の清文化シンポジウム、東北地区の清都市文化の香港・台湾地区への宣伝活動、故宮
の世界遺産申請など伝統建築文化への取り組みはたくさん見えるが、それに比べて近代
都市文化への活動はあまり見られない。現在、都市の近代遺産は伝統遺産の次と位置づ
けるまではよいが、その伝統遺産のために近代遺産を犠牲まで容疑なくされるには疑問
が残る。従って、藩陽の都市建設課題は健全な歴兜環境保護のシステムづくりが課題と
なる。
　大連は東北地区の海の玄関であり、近代から現代までその都市性格と都市機能を引き
続いてきた点が大きな特徴として取り上げられる。大連は近代都市としてその近代遺産
はロシアと日本の影響が絶対的であった建物がほとんどである。
　大連は地方行政の力が極めて大きいのももう一つの特徴である。大連の都市建築環境
は90年代初頭に急ピンチでその改造と整理が行われ、“都市管理”のモデル像として多
大に取り上げられた。しかし、そのような大きな成果は行政の主要責任者の強引な力で
政府全体を動かした結果でもある。
　現在の大連の都市環境改善は大いに進められ、東北の海の玄関に遜色のない存在とし
て輝いている。一方、都市マスタープランといった総合的プランの指導と監督が欠けて
一人二人の主要行政責任者の手腕で進めたことで、結果的には都市環境の近代化を追求
し過ぎた点を指摘しなければならない。都市の緑地を一方的に取り入れることでその保
養が大きな行政負担となっている。市区地価が暴騰し、市民は高い生活コストに耐えき
れず次々と郊外へ引っ越しせざるを得ない結果を招いた。
　また、「都市経営」という目的から“ロシア街”とか“日本人街”などといった偽歴史
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街を建設して都市の観光資源を発掘しようとした。この中で前者は近代町並みを新しく
修繕したもので、後者は古い町並みの一部を取り壊して新しく建設したものである。二
つのプロジェクトも行政側持株の企業が企劃・開発する形式を取ってあるが経済成長優
先と市民生活の利便性が欠けた都市建設の典型的事例として取り上げられる。勿論、行
政の主要責任者が都市計画の上に立ってかれらの命令が一切を左右する、計画体制が完
備されていない点も課題として残る。
　長春の近代遺産は細分すると、鉄道付属地（ロシアと日本）と新市街地の二つに纏め
られる。一つの都市に二つの鉄道付属地があったという点その自体が近代における長春
の都市個性を現している。つまり、東北地区の近代日本とロシアの経済・軍事対決のた
めにふたつの鉄道付属地が出来上がったわけであるが、そのなかにおけるロシアの力の
弱まりは当然ながら東清鉄道付属地（寛城子付属地）の弱まりを意味することであり、
現在はほとんど廃櫨のような現状である。
　一方、。そのなかでの勝ち組であるべきの満鉄付属地の後の運命もそれほど楽観視でき
ない。「首都新京」の建設のため、計画的に行われた新市街地に比べるとその規模と完成
度などはあまりにも無秩序であり、80年代からの都市開発のなかでどんどんそのもとの
姿を失ってゆく。現在は元の交通計画がそのまま維持されているほか、残ろのいくつか
の建物も改造されて元の姿を探すのが難しい。その満鉄付属地の道路網の延長線で企劃
された人民大街の両側の近代建築であるが、近代から自由な発想と企劃で建設された建
物が多く、街動全体の雰囲気には混乱が見られるため、新中国以後の建設もそのような
問題が見られる。比較的に建物の質がよくて行政側に利用されたため、保存状態がよい
と評価されてきた人民広場の建物群はもう建物寿齢に達しており、その行方に関しても
議論中である。
　さて、長春の近代遺産のその量とか質、その建物のもつ価値の面などからも一番の重
みをもつ新市街地（行政街）だが、この新市街地において議論が多い。その利用方法と
位置づけにおいてまだ行政側も学術側もとりあえず、そのまま遺して後世にまかせると
いう認識である。従って、現在当地区には伝統保全地区と指定したのは当地区の保全と
いうより、当地区の不動産開発に色々な制限をかけ、業者の足止めをさせようとするの
が実状である。
　　長春は都市誕生から発展がかなり曲折に富んでいる都市であり、それなりの代表性
をもつ。長春は“満州国国都”建設から都市近代化が始まり、新中国成立後の50年代に
はそのような洗練された近代化が評価され、重要工業基地として建設される。都市も特
別直割市として中央の重視を受ける。しかし、中国の伝統都市とは違う、近代の政治・
軍事的要素の配慮から都市の近代化が進められたという貧弱な土台は新中国以後の間も
なく崩れてしまう。特に“満州国国都”の重い思想負担は都市発展を大きく制約する重
要な要素として取り上げられる。従って、長春はどのようにその辛い近代史を向え、そ
の都市歴史環境の課題を解決するかが優先的課題として取り上げられる。
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　本研究ではハルビンの近代都市全体を鉄道付属地として取り上げているが・それぞれ
の個性と特徴によって細分すると絡み合う地域として考察することもできる・例えば・
新市街地の南岡、公共通商場の埠頭とそれをつなぐ中央大街〈中国政府が建設に参加し
なかったが、多国の共同開発という点では公共通商場と似ている。）・道外と香坊の中国
人街（中国匠人たちの模倣建築がメインとなる）などである。勿論、これらの分類はそ
の政治的な意味での分類ではなく、純粋なる建設側の違いによる分類であることは自明
である。このようないくつかの街区であるが、新市街地は殆ど変わりがなくもとの雰囲
気を保っている。また、戦後建設された建物もそのような街区の雰囲気に合わせた建物
が種類を占める。
　ハルビンは東北北部の最大の都市であり、それなりの代表性を持つ。ハルビンも近代
都市であり、その都市の誕生と発展には帝国ロシアの大きな存在がみられる。経済等と
いった面から見るとハルビンは近代から現在までその主な都市機能は変わっていない。
むしろ、現在は近代の威光を取り戻そうという“大ハルビン圏”政策を取り上げている。
　このようなハルビンであるが、戦後の中国と旧蘇聯（後のロシア）との国家関係（こ
のような関係は文化的と経済面の両方が含まれる〉が絡み合って、ハルビンの地域的地
位を固めている。従って、ハルビンの近代建築の保護が全国的にも先かけて進められる
ことができたのはこのような大気候が背景にあったためてある。しかし、中国近代建築
に対する国内学術界の全体的な態度は差滅されてゆくなかでの保護である（中国近代建
築学会　張複合氏の発言）。ここからも分かるように近代建築に対する中国学術界全体の
評価はそれほど高くないことか、ハルビンもその近代建築保護に出る時うけた圧力は想
像に堅くない。従って、かれらはハルビンの近代建築の保護意義を革命名人の発言と世
界新芸術運動の一環であったという二っの主張を出している。
5．3　近代遺産保存・利用の解決策を探って
　これまで個々の都市における歴史環境保護の解決すべき一meを取り上げたが、大きく
分けると二つで分けて纏められる。一つは政策とシステムの問題であり、つまり行政問
題である。溜陽の伝統建築と近代建築の保護と利用のバランスの課題、大連の強い行政
力で進んできた都市開発が大連の近代遺産へ与える影響を解決する課題である。これら
の課題は本章の最初でも提出したが、中国の都市計画政策の不備でもあり、また、行政
システムの不備などからも発生される課題である。
　もう一つは、「入」の問題である。この「人」の問題をどう理解するべきか？ここには
学術界の認識の問題と市民の理解が挙げられる。長春の近代遺産から見ると学術のと市
民の両方の課題が同時に存在する。一つは学術界における行政建築をどう評価すべきか
という課題、もう一つは市民をどのように教育し、理解を普及させるかなどの課題である。
　しかし、ハルビンの近代遺産にとって見ると、少し差が見られるもののその保存に関
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しての学術界の認識は統一されたのは評価できる。しかし、市民を教育し、かれらの歴
史遺産への理解と関心を呼び寄せるのが次のステップとして取り上げられる。
　本研究の第三部分では「人」的課題の解決を主な突破口として長春とハルビンを事例
として取り上げている。長春の課題はその都市歴史環境における理論的基礎がしっかり
出来上がっていないのが課題であると前の部分でもう述べたが、その議論の焦点になっ
ている部分が長春の官庁建築における“満洲式”を如何に評価するかという問題である。
　本研究ではまず、中日両国の学者たちは“満洲式”をどのように理解しているかとい
うことから始め、その一番混乱されている“満洲式”、“帝冠式”と“興亜式etの三者の
関係整理が本課題を解決できるキー．一一＋として把握できた。次に、その“満洲式”の誕生と
発展、夫折の過程と建築様式の特徴の考察から、“帝冠式”と“興亜式”のもつ意味と建
築様式的特徴の分析を行い、実際の“満洲式”は上記の両者と関係はあるが、同一視す
る観点は間違っている点を指摘した。そして、“中国民族様式”の流れにおける“満洲式”
の位置づけを定めることで長春の歴史環境の保護の理論的根拠を完成させた。
　一方、都市歴史環境面におけるハルビンの動きに中国国内でも非常に早いし、その進
展も速い。その成果が評価されてハルビンは中国歴史文化名城に指定される。なぜ、ハ
ルビンはこのように全国区的にも先かけてその歴史環境の重要性が認識され、その保護
の動きにでることができたのか？ここには人的要素からみるとハルビンの市民たちは歴
史的な大流動の洗練を受けた、“移民都市”である。また近代から現代に至るまで多く
の国と地区の僑民たちが居住されていたため、ハルビン市民たちは昔から多文化・多民族・
多国籍の人と接することができた。従って、彼らの近代文化への理解程度と寛容度は極
めて大きい。更に政治面から見ると、帝政ロシアの中国での侵略等の行為は中国入に受
け入れ難いこともあるが、ハルビンの都市は少なくても名目上には鉄道付属都市都市で
あった点と旧ソ連と中国の“社会主義兄弟”などというつながりなどからハルビンの歴
史環境への受け入れが比較的に容易であった点が上げられる。
　では、ハルビンにおける歴史環境の課題はどこにあるのか？ハルビンは長春のような
歴史環境保護の必要性に悩むという基礎的なレベルを超えて、その保存の必要性は行政、
学者、市民までの心深く根下ろされた概念である。従って、ハルビンの歴史環境の課題
はいずれには長春等といった都市でもぶつかりそうな（実際、今もうそのような問題に
面している）都市計画と都市設計における行政、学者、市民の三者の関係問題が浮上さ
れる。
　従来、設計者と決策者たちは都市空間の布局形態を一方的に決めていたが、近年になっ
て公衆使用者の要求が増々重視されるようになっている。従って、空間計画のなかで公
衆要求を満足できる場所と形態の設計が市民の大きな支持を得る様になる。
　しかし、公衆参与の重要意義と重要な役割に関して日々理解されているものの、中国
国内の実践の中ではそのような良好は発展を遂げた成功例が極めて少ない。それには人々
の観念の問題もあるし、有効的な方法が欠けているのも問題点として上げられる。
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　遠い外の事例はともかく、東北の都市を考察してみても大連の強い行政の一方的な進
み方や長春の“偽皇宮”改造の問題を巡る市民の不理解と不満などがそのよい事例であ
る。
　ではハルビンにおけるそのような三者関係はどんな現状であるか？第4章の始めでは
そのような典型的事例の考察からはじめ、やはり、行政と学者の主導で都市環境建設が
行われており、市民は被動的な立場での説明会参与などといった単調な形式の参与しか
ない点を指摘した。そして、近年の事例となる電話ボックスのデザイン案の募集事例は
それなりの進展を見せているが、根本的な変革はなかった点を指摘した。
　2002年、日本の千葉大学都市計画研究室とハルビン工業大学城市研究所は共同で
「2002年ハルビン国際ワークショップ」を行った。ワークショップの目的は市民のまち
への関心を高めて、また、そのような過程で都市計画専門家と市民との交流をはかるこ
とであった。このような活動は積み重ねが大切である。
おわりに
　本研究では東北地区の四つの副省級寿都市を事例として取り上げて近代都市と建築の
保護・利用の課題を取り上げてみた。このような行政的には各々独立された都市をなぜ、
東北地区という大きな枠で囲んでお互いに連結して考察する必要があるのか？そこには
近代における満鉄とか東清の鉄道付属地建設、満州国の都市計画などといった東北地区
全体を視野にいれた総合的な計画があった点がその歴史的な背景となる。
　一方、新中国以後の東北工業基地建設を通して（もちろんそのような工業基地の建設
は戦前の工業とインフラを基盤とした建設でもあった）地区全体の発展を進める。そし
て今回は「東北政策」を契機として「東北自由経済貿易区」の建設を図ることで東北地
区の各々の都市はいやでもほかの周辺都市と資源と産業の調整と共有などを視野に入れ
ながらその都市建設を進めなければならない。
　中国の「中心城」政策とこの研究で取り上げている四つの都市の地位と規模からみると、
この四つの都市の近代遺産の問題を解決できるのは実際には東北全体の近代遺産の解決
と同等な意味をもっ。
　東北地区の近代都市と建築の保護・利用という課題は実際のこと、今回が最初ではない。
村松伸氏のアジアの建築類型の整理砥究のなかでも東北地区の近代建築を総括して入れ
ようとした試みもあったし、「東北地区の近代建築の保護は新たな価値の創造である」と
いう主張などがそのよい事例である。しかし、これらの研究の実際の所、「保存」のため
の「保存」という気分が強く、今回のように経済的要素などを視野にいれた保存・利用
といった総合的な考察ではない。
　この研究では「入」の課題を究明することで東北地区の近代遺産の保護・利用を解決
できる突発口を探ったが、実際、本章の最初でも取り上げたように都市マスタープラン
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これまでの研究成果と本研究との関わり
第一章と第三章　歴史環境の保護・利用と東北政策
　　・　　　【the　illfiuellce　that　new　economic　policy　gives　a　cityscape　policy　of　north－eastern　major　cities
　　　ill　China］
　　　International　Conference　on　East　Asian　Aa‘’chitectural　Ctilture，　Kyoto　2006．　II－035
第二章
■
●
中国東北地区における近代建築保存の実ma－一都市個性の把握
「lIl国大連iliの雁史環境の保護に関する研究」，2004年，　F－1分冊p．863
「ili国・長春の近代建築の保存と剛1】に関する考察」，2002年、研究報告集U、　p　297
「ll嘔1溶陽市における近代建築の保存とその利用に関しての考察」，2003年、研究報告集ll、　p　237
第三章　長春の事例
●
■
■
「AStudy　on　the　his　toric　conservation　of　Changchun，　China：」
（2007都市計画学会国際シンポジウム
［How　to　Evaluate　Building　Value　ot’　Modern　Architecture　of　Changchun　in　Characterl
study　and　preservation　of　Chinese　modern　architectttre．2006．　P246
「中国・長春市の主要近代建築の建築特徴における再検討」，2003年，F・2分冊，　p．423
第四章　八ルビンの事例
「交流を通じて人とまちを育てよう」．研究報告集ll．2002年．　P　245（第二作者）
「都市計両専門家と｛，t三民との交流を深めるワv一クショップの手法と可能性」．
日本建築学会技術報告集　第21号、289　一　292，2005年6月
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後書き
　修士課程における「中国、長春市における近代建築の保存と再生に関する研究」課題
を契機に中国東北地区の近代町並みと近代建築の保護と利用の課題に取り組んでもう丸
七年目になる。中国長春での建築大学で初めて建築という学科に接し・長春という都市
と東北地区と言う地域は私に取って故郷でもあり、建築学科における啓蒙もところでも
ある。従って、そのような啓蒙の所の建築における秘密を探ることは私にとってそれ以
上のない面白い仕事だとも言える。
　このような7年間の研究生活を千葉大学都市計画研究室で過ごせることができたのは
もうひとつの幸いでもあった。指導教授の福川裕一先生と北原理雄先生と出会ってたく
さんのことを教えていただいたことはいうまでもない。このような教えは自分の研究だ
けでなく、生活のささやかな面々までも至っていたことは本当に感激の限りである。
　本研究室には四つの研究室があり、月一一回には必ず共同ゼミを行い、研究室と指導教
授の壁と枠を超えて共同に課題議論・参加でき、またほかの先生方かちの教えをいただ
ける独特な伝統をもっている。今ふと顧みるとこのような自由な学術雰囲気のなかで成
長できたからこそ東北地区という巨大なエリアを一つの課題に取り組んで解決してみよ
うという広い視野をもっようになったといえよう。
　2002年、中国ハルビンに行った時、ハルビン工業大学のある先生は私のこのような研
究デマを聞いてこのデマは巨大し過ぎだと最初から諦めることを進めた覚えがある。そ
のような反対意見もあったが、結局、7年の歳月をかけて今日この学位論文をまとめる
ことができたことには感慨無量である。
　このような長い研究生活の中で多くの先輩、後輩たちの私心i無き支えと援助をいただ
いた。一々全部名前を取り上げることは難しがそのなかでも何人だけは特別に礼を申し
上げたい。最初はこの都市計画研究室に来てから一々基礎から教えてくれた加藤大先輩
と杜瑠琳大先輩に礼を申し上げたい。前者は研究のドァまで引導してくれた方で後者は
研究室の生活のゼロから教えてくれたお姉さんのような存在である。そして、この研究
の第4章の部分は実際杜先輩の存在がなかったら想像もできなかっただろう。
　私の母校である吉林建築工程学院の李之吉教授、中国都市計画設計研究所の高級都市
計画師として働いている親友でもある曹伝新らにも感謝の意を申し上げたい。本硯究の
基礎調査段階から彼なの存在は大きい。
　ほか、後輩の孔慶権、凋瑠らはハルビンと溜陽における基礎調査のデーターを共有でき、
本研究の藩陽とハルビンの部分を充実できた。ここで改めて礼を言いたい。
　最後にはこの学位論文を長い間、一一vaに苦楽を共にしてきた家族に捧げたい。このよ
うな親族の私心無き助けと支持が私にはなによりの動力になったことは言うまでもない。
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AStudy　on　the　historic　conserΨation　of　Cllangchun，　China：
　　　　　　About　the　evaluation　of　the　eclectic　buildings
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Haixing　ZHANG
　　　　　PhD　Candidate，，　Graduate　School　ofChiba　Ulliv．
　　　　　　　　　　　　　　　　Yuiclli　FUKUKAWA
Pro£，　Dept．　ofArch．，　Graduate　School　of　Chiba　Unlv．，　DL　Eng
　　　　ChangchLm　city　ls　the　capital　of　Jilin　provillce　and　one　of　the　important　citles　of　TDhoku
District．　Changcliun　was　built　as　the　capital　of　Manchukuo　and　there　remai1ユs　many　characteristic
eclectlo　buildings　called　Manchurlan　stylel　bロ潅under　the　Japanese　rule，　which　have　eastern
style　roof　on　the　western　body．　The　buildings　are　not　only　the　memory　of　the　colonial　ruling　but
also　arcllitectural　her三tage　of　the　city・And　in　order　to　preserve　dlem董n　the　context　of　the　living
ci重y，　it　is　very　important　how　to　estimate　the　buildings　in　the　architectural　history．
　　　　In　this　study　we　are　going　to’make　clear　how　this　kind　ofbuildings　has　been　managed　under
the　culturaI　properties　law，　research　the　present　state　of　tlle　buildillgs　ill　the　clty　and　finally
discuss　the　identity　of　the　style．　First　we　review　the　policies　of　Iocal　and　central　governments
fbr　the　buildings　under　the　fbreigll　rules　and　find　the　educationa】role　emphas三zed．　Second，　we
consider　how　the　Chinese　researchers　have　interpreted　the　value　of　these　ec［ectic　buildings，　We
fもund　that　the　new　trends　ofvision．　Thlrd，　we　clleck　the　statロs　quo　of　the　buildings　one　by　one，
and　make　clear　that　some　buildings　are　not　conserved　Ill　the　suitable　way．　We　guess　that　tlle
undecided　evaluation　fbr　the　bulldings　might　be　a　barrier　to　collservation．　Fourth，　we　take　the
new　main　buildings　in　Changchun　and　find　they　are　under　the　influence　the　eclecticism．
　　　As　a　conclusion　we　fbund　that　the　Manchurian　style　have　been　born　under　the　trend　of
eclectic　buildings　movement　of　the　day　and　identifiable　with　peculiar　characters　which　are
different　from　the　Chinese’Ethnic　styleI　and　JapanesピTヒikan　style’and，Koa　style’．　In　this　way
we　can　break　the　spell　and　do　the　best　to　conserve　these　buildings．
　　　Kq丹t・ords．’　Changcintn．」HistOi・ic・EJ7vironJnent．　Preseivation，　E「clectic・Ele〃lellt
1．Introduction
　　　　Just　as　memory　is　indispensable　to　humaRs，　it　is　also　indispensable　to　a　clty．　Memories
of　a　city　can　be　fbund　preserved　in　the　historic　envirollment　and　bulldings．　However，　we　must
ask　wily　and　how　they　have　been　preserved　when　tllere　is　an　unhappy　historical　backgroしmd．
Changchun，　a　provillcjal　capital　of　Jilin，　whlch　was　bullt　as　the　Manchuriall　nation’s　capital
（called　XinJing），　is　the　fbcus　ofthis　question　now．
　　　　Changchun　began　full－scale　modernization　under　Japanese　rule．　There　remains　many
buildings　built　as　a　symbol　of　Xinj　ing’s‘‘capital　image”and　they　occupy　a　mahl　r⑪1e　il）the
inheritallce　of　modem　architecturect）．　We　face　the　problem　ef　historical　recognition．　For　the
historic　conservation　of　Changcliun，　which　was　the　capital　ofManchukuo　for　14　years，　we　must
reeva恥ate　its　modem　architectural　heritage　and　estabhsh　an　appropriate　tlleory　fbrμocessillg
colollist　elements．　It　is　essential　to　work　out　a　strategy｛for　the　city’s　development？㌧
　　　hl　the　past，　various　investlgations　have　been　carried　out　and　considerations　made　regarding
the　historic　enviroIlment　of　Cbangchun，　However，　compared　with　other　cities，　the　study　of
modern　architecture　llas　not　been　suf5cientiy　deve盈oped．　A亘though　tllere　may　be　variotls　reasons
for　th　is，　it　cannot　be　denied　that　questions　about　“Mancliukuo”　are　a　bottleneck，
　　　1，this　st・dy，　we　will・廿・mpt　t。　c励h・w　thi・kind・fbui且ding　ha・been　ma・aged，nde「
th，　C、，ltu，al　P，。卿1・・L・w，・e・・a・ch　the　p・e・e・t・tat・。f　the　b・ildin9・・and伽ally　dIscしlss
the　ch。，act、，i、tics。f・thei，　styl・．　Flrst。f　a11，　we－翌奄撃戟Eeview　th・p・1i・i…f1。・al　and…t・al
9。v，rnment・f・r・b・lldi・g・und・・飼relgn　rule　a・d　l・・k・t　thei・emph・・ized　educat三゜nal「°le・
Sec。，dly，　w，　will・。n・id・・th・w・ys　in　whi・h　Chin・・e・e・earche・s　hav・int・甲ret・d　the　value
。f　the，e，clecti、　b。ildin9・i・。utli・1・g　new甘end・。f　vi・i・n・Thi・dly・w・will　di・cuss　the　status
q。。f。，　e・・h。fthe　buildi・9・t・highlight　that・・m・・fthe　b・ildi・g・hav・・。t　been　c。ns？「ved
in　a　s、it、b1。　w、y．　We・the・・i・・that　an　unclear　evaluati。n。fthe　buildi・gs　may　p・・e　a　bame「t°
their　c。nserv、ti。n．　Lastly，　w・take　a　l。・k　at　h。w　the　new　m・in　building・in　Changchull　have
been　i，fl、enced　by　eclecti・i・m．1・c。n・lusi。n，　we　can　say　th・t　Manch・lrian－・tyle　a・chitectu「e
was　b。，。　fr。m　the　ecEecti、　buHdi・g・m。vement。f　the　d・y　and　i・identifi・bl・by　it・peculia・
oharacteristics　that　differ　from　the　Chinese　Ethnio　style　alid　Japanese　Teikan　and　Koa　styles．　In
this　way　we　ca・b・eak　tl・e　sp・ll　a・d　d・。・・b・・t　t・help　c。・・erv・the・e　b・ilding・・
　　　Thi，、tudy　aims　t・cEa・ify・。nventi・nal　P・。9・ess・fprese・vi・g　m。d・…architect・・e　inh・・it・d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Challgchun，　and　examines　wlletller　we　can　contribute　proact量vely　to蓋ts　prese「vatlon・
2．Mstoric　enviro皿ment　in　Changchu皿
　　　In玉907，　the　u，banizati・n・f　Ch・・9・h・n・t・rted・when　Ma・t・t・u・ett1・d・…11d　Cha・9・hun
Stati。、．　B，f。，e　thi、，　the，e　st。・d・the・ld　t。wl・。f　Changch・1n　Ca・tle　s・rr。・nd・d　by　a　wall・and
befe，e　that，　D。・gqi・g　Rai且・。ad，　a　Rus・ian　c。mpa・y，　establish・d　Kuan・hengzi　Stati・n　5km
north　of　the　castle　in　1898，　but　th董s　however　did　not　lead　to　urbanization．　Mantetsu　established
the　station　ill　the　center　and　developed　the　town　around　lt．　Between　Cllangchしm　Castle　and
Mantetsu　R、il，・ad，　Qing・Yuan　c。unty　dev・1・P・d　a・an　urban　area，　linking　the　tw。・・eas　and
later　becoming　the　center・
　　　When　Manchukuo　was　founded　in　1932，　tlle　government　began　constructing　the　city　based
on　the　so－cal｛ed　K．okuto　Construction　Plan．　Main　bui且dings　were　built　aloiig　Datong　Street，
which　exte。d，　fr・m　Ch・ng・h・n　St・ti・n　t・the　s。uth，・・d　Shunti・n・Street（Xinmin　St・eet）・whi・h
extends　from　the　llew　palace　to　the　south．　A　huge　open　space－Datong　Park（now　Renmin　PaLrk）
－was　established，　and　government　buildings　and　banks　were　built　around　the　park．
　　　　Th・new　buildin9・・afi・b・・cl・・sifi・d　int。　eclectic，　Japane・e，　m。d・m・・d　classic・W・wm
fbcus　on　the　ec且ect韮c　style’：：）．　They　were　designed　to　be　symbelic　of　the　new　coしmtry．　The　first　of
these　is　the　Second　Manchukuo　Government　Building（Aika　Kennosuke，1932），　and　after　that，
mainly　government　buildings．　They　are　still　main　elements　ofthe　Changchun　townscape．
3．H・w　did　the　g・vernment・discern・m・de・n　architectural　heritage？
3．1　From　the　establishment　of　the　preservation　system
　　　The　Chinese　government　started　the　investigation　and　registratloll　of　nationwide　cultural
assets　in　I　950，　alld　promulgated　theも‘丁entative　Cultural　Assets　Protection　Regulations、”In　l　961，
the　government　established　thピ‘Great　Civilizatlon『Nationai　Protection　Unit　Systenl”｛’1）．　Prior　to
this　systeln　Jilin　had　designated　two　properties　of　Challgchun　City　on　December　25，1957．011e
of　these　was　the　Soviet　Union　Red　Team　Patriot　Monument（1945）．　City　plan　was　established　in
1953，but　did　not　include　any　histor董cal　conservation．
　　　　In　the　latter　llalf　of　the　l970’s，　the　buildings　from　tlle　Manchukuo　era　were　classified
under　the　category　of　civihzation　protection．　The　first　of　tllese　was　tile　temporary　palace，　which
appeared　to　be　designated　to　protect　lts　modern　architec加re，　but　the　background　of　tllis　was
actUally　pelitical｛5’．　Later　on，　starting　with　the　State　Affairs　Administration　Building，　ManchLlkuo
government　buildings　were　designated　as　province－level　propertles，　alld　more　modern　buildings
were　also　designated．　Historic　environmentaI　protection　bega11　ill　full　sca｛e　during　city　planning
at　the　beginning　of　the　1980’s｛s｝．　So，　investigation　into　modem　architecture　was　carrled　out　in
conjunction　with　the　new　plans　for　Changchun　Citytn．
3．2．Jilin　Province　CiviliZation　Protectio皿Management　Regulations
　　　The　Tentative　Cultural　Assets　Protection　Regu且ations　were　established　in　Jilln　in　l961，
but　were　actually　borrowed　frem　national　law．　The‘“Jilin　CivHization　Protection　Mafiagement
Regulations”were　establlshed　in　l986，　and　were　based　on　the　situation　in　Jilin　within　the
framework　of　the　nationa1‘℃ulturai　Properties　Protection　Act”（1982），　highlighting　fbr　the
fIrst　time　the　way　in　which　the　government　views　the　historic　environment．　It　prescribed　the
standards　fbr　the　protection　un　it　as　follows：‘‘Bしiildings，　remains　and　monuments　that　are　of
important　historical　significance，　or　related　to　a　revolution　movement　or　celebration　and　are　of
important　commemorative　significance　or　educational　significance，　and　are　of　historical　va】ue．
These　buildings　at亡ract　much‘‘educational　value”and‘已historic　va且ue”．　This　was　revised　in　l　977
aceording　to　the　revision　ofnational　law，　but　the　thmdamentals　did　not　change（see　Table　1　）cs）．
　　　In　addltion，　Changcllun　City　does　not　have　its　own　regulations，　so　the　protection　and
management　ofcultural　assets　is　operated　based　on　the　regulations　ofJilin．
　　　The　designation　of　cultural　properties　has　been　performed　seven　times　up田ltil　now．　There
are　59　propertiestth　in　the　city　and　77％of　city－level　bui且dings　are　from　Manchukuo　times，　among
which　68％were　built　by　Japan．67％of　tlle　l2　provincial－level　properties　were　built　in　the
ManchLlkuo　era．王8　properties　are　eciectic，　and　most　of　them　have　characteristics　important
to　government　offTice　architecture　and　monuments．　Formally，　they　were　evaluated　from　the
viewpoint　of　special　histeric　value　as　part　of　the　development　process　of　the　city（see　Table　2）．
3．3．City　planning
　　　The　above－mentioned　city　planning　of　1985　was　thoroughIy　revised　ill　1996，　and　townscape
planning　falls　under　Civilization　Protection　Ru且es．　In　Articie　34，　C】ause　2，　it　is　prescribed　that
‘‘bity　plannlng　aims　to　protect　the　existing　fabric　ofthe　city　and　its　cultural　blocks　and　bulldings
such　as　those　on　Sinmin　Street，　the　Puppet　State　Imperial　Palace，　and　th自elght　Great　Admissions
Buildlngsll叫，　and　to　maintain　and　develop　the　existlng　townscape，　and　desi．qnate　Sinmin　Street　as
a　townscape　protection　district．
　　　In　October　1999，　Changchun　City　administration　announced　tllat　the“estabiishment　of
Xinmin　Street　and　Zhiyou　Street（westem　side）to　be　a　historic　cuitural　block，”and　established
Table　I　History　of　Regttlations
Date 1961 19B6 1997
Regulatlons
氏ｸ「ne
丁ヒrコt自電iv¢Jilin　Cu臣urgl　A5窩e15　Prロte¢！ion
qegul茸tions
」｝lln　Provi［ce　Civi髄za竃ion　Protection　Ma舶9臼・
鴻ﾃn量Regulations
｛sama　as　on　the　l已ft）
Civil比ation
`uthorizatbn
reαion
All　lgvels　of　the　Cul量ural　Admir1臨tralion
la agemgnt　s㎝bn
闘leve』of　the　Cultロ旧l　Ad師ni5廿atiorl　Mana臼巳一
鴻ﾃnt　Sεσtion
H storlc　CiΨi［iz臼tiorl　Inst仕ute臼ffili－
≠狽?п@w謎h　the　Cu馳ure　Statio「｝
Proteotion　ra口9ε織隅9陥鋼麟ε譜，師、、．、，amonument　oomεded　to　an　impor電anthlstohoalεvent，　a　revolut　lon　movememand　P日「盲on50f　oon5典ue「1ce （Abbrevia量ion｝the　buildi口臼，　remains　and電h¢No　change
呂榴騙留P°t㏄童lon Or1ε31ablh3h而ent　of　a　preduo量iorl　cor1－
rlr口dion　plan　and　a　o吐y　con5truction
垂撃≠氏C　to　connεct　1hose　wRh　civilization
o耐ectbn
Cロ眈ura【m日na阜emen1ロdmini3含ration　conne亡ted
|鑑　　　　　　　P1訓印ng　administration　in　determining　　　　　　　np配｝te〔漸on　measure6
No　change
Protection　prin－
盾奄垂激ﾃ5
CivilizatiOn　waS　baSE匡10n　fOrmer　m副帆e雫
獅≠獅?ﾟcond仕ions　and「orbids　the　de3truc・
dion　ofεnvironmgntal　look8
丁he　principl白50f　forrnεr　prot㏄tlon　conditions
ｵdprgvε口tion　of　destruction．　Except　for　build－
hngs　in　dan9εr　of　co髄apsing，　rεinforcεrnent　5ha【lbe　ba31c　ar｝d　repair3　not　p臼rml廿εd
No　cha ge
Expen5esNo　clear　rule 翻認寓留f齪囎認＆認膿留』舶彌言言識臨言｝韓〕 No　change
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ドll譜i濃識ρll鍍齢翻離躍瓢ll脇瓢舗書翻
　　　　　　　　　　　　　　　　一
Tabl芒一2．　Th愈li苫t　ofmod¢rn　b1腫iI“in琴s　in揃e　eonterof　Chm呂cl1Ull
αdnヨme　l　CUlTent　name S LPres巳11t　co「1dition6
O「floiヨl　building　eval1」呂童bn門
1’ 識聯翻膿鴇囎きεMancbu「i㎝MaPLa噌e－5。ale　rε6・nstm。童i。n　in　50・W0．02
含威糊畠繍已騎謝鵬蟹署冊nt　　　　　　・aggre5自10n
2 Soviet　Unbn　red　t田m　p昌triot　monum已n匙MoP
　is　m巳morialized　Sovi巳t　Union　red　teamltpatriot　of　sacriiio已by　3n量ifasci5m　War
3’
St昼t｛∋A打ail苫Admi【1蛤tration　Govβmmgnt　bu訓ding
撃sh｛｝Jilin　univ倉rsity　ba51cs　bulidlngMaPRe3tored　p呂rt〕y　in　4B
T』enudaロ与帥gin呂that巳mpir已Jap自n　govεms
?≠撃唐?@Manohu而anじount胃
ギ
The　Ma鳴ohurian　cgntr言l　bank～Cbina　peopl倉bank
iilin　branch C P
R已modeled廿1e　inside　arld　oleヨned
狽??@outer　wall
麗盤騨1畿諜欝9線IB轄話3駐旦昂
5’ 舗欝19囎罐臼dq㈱陪1°°mmunlstE PPlac副Tler廿and　form且lity，　in5ide?≠モ奄撃奄狽奄?T　ch訓ged
留鼎量購、囎誰瀦諮讐亀朧告patrbtlgm　edu自臼ti。n
61
Judioial　br呂nch　Govemmer1ヒbui【ding／The　Hou5e
盾?@JiIirl　univer菖ity　r口｛ヨdicine MaPRemod已led　th色in5ide　partial1ゾ
Th的rganizati。n　which　establbhεd　a　law。f㎝
≠窒撃狽堰|Maηohuria　and　an　an量i－Jap帥e3g　mov昏　　　　　　　　　　　　　　　　　1m帥tpow已rSUPP「eSSIon
7時 H白tongfaya！461　air　fo爬已hospitalMaPRεmodeled　th巳h5ide　pa段i自lly簾韓罹輝躍翻踊滞噌鶴巳
8自 Changchun　Yamato　hot已1／Chmソi　hotdMoCOuter　wall　remod唐1ed　1119｛〕’5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1_呂艦皇偲．蝋離忠躍留｛紺歴雅認ぎ巳旧
91
The　K副1to　am已d　foroe5　mil設ary　polio白man　head－
曹浮≠窒狽?窒刀^The　Jilin　gov已mmen量 MoC
The　mah　bullding　m邑intains　its
盾窒奄№奄祉高h　form
Pe㎡orm　de5truction　and　a　5叩Pres8ion　to副1ti－
i p…訂1ese．movem巳nt　activityβoじommit　a
r臼rlous　crlmε
10匿
Mit5ubi5hl　Yねsutoku　hall！T巨εChapヨchun§ov一
ﾟmm已戯
E CEnlarg的畑05tori麗O口theorigi一｣ai　forrn　in臼5 熟騙3慧1暁認旨ぎ鵠溜昌配需題貯魅鋸拙
11 Kaijo　Building　l　Changohun　City　cεrlter　hogpita1MoC尾驚躍鼎譜3膣鰹εm°1’
One　of愉日「oo量holds　where　Japane5e　lar口e
?奄獅≠獅モ奄≠戟@combine　plunders　Chlneεe　resources
12圃
暫駅曽目li弧魯1瀧暗翫呂鶴器騒鷺「庸需譜掌已
モ％dion　stヨlion
E CEnlarg已d　o［e　story　in巳6驚繋鰭講講鵜繕観罵騨ヂ
13Dip【oma亀io　5ervlce　Goverr富m∈nt　b”ilding　l　Or騒eモ盾窒獅高浮獅奄狽凵@hail E GRemodeled　thεln5idI∋wall　In　2000
Tb　work　on　a　sin　to　sell　Chinese　sovereignt墾
gave　a　oh自Ta耐已ri5tiじof　We3t　building
14A　P【i而gMini呂t8r　o肝i¢ial　r奪sidεnc巳！Armed　for¢es利Crd　of　provεn¢已guest　h〔｝u3∈ E CRem deled　lhe　ln5id臼partiaily
τbagsociate　with　an　irrlportan建hi5tory　oa5e
≠窒撃п@person　of　M訂lohurlan　oountry
15’1瞳羅押灘親纈唱鐙欄『B｝ MaC§言麟臨詳nth°uset°a脂膿ぎ8錦識講誰辮朧釜謂盟穂旦tJan　oou耐ry
16，
New　lmperlal　Cour肚politlcs　h8［1／JIIin　univerεity
№?盾撃盾№奄ｱ：al　f欄∋ature　palal二已 Mac
Con昼truαion　5topped　i匹the　war
纐ｨA麟開辞譜窪8曽朧謝。1952 灘繊舗鱒欝蜜鰯書諜已
17唱Jim而u　hail／Jilin　unlvεrヨity　Mingfang　hallJ CRemodEl巳d　the　ingide　pa出ally
18駝瀦飛離u踏榴需匿響entMaCR已model巳d　the　in5id已partiallyThe　5pe6ia髄zed　sy3tem　which　works　on　a　5indocatじh　a　worker
19°贈鼎溜魏辮撫me°t　building　1MaCEnla梶］ed　two　stories　and　Chロ11ged狽??@roof　to　Chinese
The　3upPr ssion　cerlter　o「the　anti－Japa口e言e
高盾魔?高?獅煤@pε叩1e
20’
τhe　eoonomic　departmε員t　Governrn已nt　bLIlldinqノ
ｹhe　third　Jilirl　univ∈…r3ity　di鏑i〔：ian MaCThe　main　paけmaintained
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲撃氏@pur5uanoe of a lar9｛∋・5自aie　e¢onom1自
垂撃浮獅?､r　plan　and　to　plundεr　no曲ea5t已m
uesou「c已s
2ギ The　tra捕c　departm已nt　60uemm吟nt　bullqi叩1Thegou590「Jlirl　ur前ver5随y　pr｛∋verltlve　r刊∈H」101n日MaCThe　ma n　part　main拍i［ed鵠綿鵬膿鴨躍鼎andaplund鼻「
22“M暴n電巳oh　Changohun　oombination　o而oe／Railwaybhangchun　branch　offlce Mo
Rε而odeled　a［outer　wall　and　set
浮吹@a　til已newly
23‘言器h・n脚捕ce’P°s電゜価゜e　K卿chengC Enlargεd　and　the誕orrnεr　cond我ionモ盾?獅№奄р?窒≠ayy己ha∫1ged
24Falsεooun童ry　oapitai　hotel　l　Anhuaπ旧dicine　510reMo The　main　part　maintaln∈｝d臨岩翻器瓢1溜em°1西゜n」t
25Unknown！Wedding　Photography　oentεr｛at　the撃奄高?@of　inv已51ig3tion｝ Mo DisaPP已arar1〔：e 了bwn　are自redevelopment
26Fal3e　M副1churlan　county　new5　as30clatbr1／Theiilin　administr畠宝ion　o言lu3tiじe　ag巳［oyM The　main　part　maintainEd
2ア Talko　Building／The　Jilin　gov已mm帥tMo m旦htai目ed　ba3i¢ally
28O巾nt　devdoping　i訓d　company　l　Jiiin　daily獅?翌TP呂per　oompany Mo 而邑intained　ba5ica1！y
29
Ma耐eoh　coal　mine　company！Jilin　univer5i呼library訓neK Mo maintaln已d　basic自lly
30Fatse　Manohurian　finan〔培depaαment／Changc－?浮氏?≠?≠狽撃盾窒戟@bu3ines5　ac且d｛…my M巳 mヨin恰inεd　bヨε1¢ヨ11y
31 Kan重o　mil吐ary　commander」s　hou5e／Songy岨n?藷del　building　no、1 c Pa腔ially　remodded　lnside、　and窒?窒獅盾麻ﾃd　the　pen重hou5已
32Old　Changchu11　S抱童ioo　l　CF旧ngohun　S電ationE C只ebuilt　to　modgrn　archhεo電ur臼
A50ヨ19　and　fadi据εs　of　a　5tation　bui旧ing　do
獅盾縛ﾟncomter　demand　for　clty　development
舘 Niclman　oflicgr　halレJilin　se¢uri翔自9帥cyE
Rebui【童to　modern　archi把ctur巳，
窒?高盾魔?п@in　20DO n。tgoodf。ran　imageofac御
34噂
騨「hε　「華rst　M葦ヨr1¢hurian　gov∈｝rr1「r｝ent　pr呂fecture　GoΨ・
ﾟmment　bui［di自91Commu川5t　Ch旧a　Cha〔gohun
bj妙co碑1m虻童舵
Mo R由ui［t　t 　modεrn自祀hitεC宝urenot　good　for　arl　imagεof　a〔1ty
35，№凾克ｩa31um Mo Reb1」珈to　modern　arch仕aotur自丁bdε31royed　by　a砒e
虚1199丘，51i5喧，　IS：SIylol　M罰：M窩“督』ロri細1M”3　MO酔mi5m’｛：診CI妬∫忙講11E3　E己1聾己tid5m，11歯・lorfici皿l　b”i1曲1含創al岨【io”、重hξme島口i5曲o山dviliza‘ion5巴Ψal睦註重ion〔From　Ref吐rεnco－3｝lL：L鯉爬ll　p：d畦5 癖聞に｛且by　pr 、’lnじo・｛：茸by　City
scale　of　neighboring　historic　buildings　in　all　cases，．．．，to　keep　the　original　historic　townscape’争
，‘‘盾浮狽撃奄獅?C　style　and　color‘‘must　meet　the　cultural　feeling　of　the　block　completely　in　order　to
collfbm　with　the　neighborillg　lllstoric　buildlngs　in　all　cases．”
　　　Moreover，　in　2002　the‘℃hangchun　City　Planning　Management　RegulatioIls”were
promulgated，　establishing　the‘‘protection　of　buildings　of　historic　significance　and　civilization
ll董storic　remains　of　scientific　or　artistic　value，　scen　ic　spots　of　natural　beauty，　traditional　blocks
and　characteristics，　and　protection　of　traditional　townscapes　to　create　a　district　characteristic　of
the　city．”City　planning　is　beneflcial　to　eclectic　buildings　from　the　viewpoint　of　townscape．　But
it　remains　a　policy　of　principle，　so　it　is　not　part　of　concrete　regulations．
4．Present　conditions　of　modern　architecture
4．1．Present　conditions
　　　The　modern　architectural　heritage　of　Changchun　has　seen　a　variety　of　artificial　destruction
to　date．　After　1985，　an　old　building　was　damaged　during　urban　development．　In　Changchun，
investigation　into　modern　architecture　began　in　l　996，　so　we　can　map　the　changes　over　the　past
ten　years．　Here　we　wm　study　35　buildings‘iij　listed　in　the‘℃omprellensive　Study　ofChangchun”
（1996）and‘℃hangchun　Modern　Architecture”（2001）（12｝，　which　are　located　from　Changchun
Station　along　Renmin　Street　and　intersecting　with　the　outskirts　of　Jiefang　Street　and　Sinmin
Street．　We　have　investigated　the　present　conditions　and　reasons　fbr　changes／demolition（see
Fig．1，Table　2）．　In　addition，　modern　architecture　central　to　Changchun　is　largely　covered
by　these　two　lists．　Of　the　35　buildings，7are　provincial－1evel　civilization，14　are　city－level
civilization，　and　another　14have　not　been　designated．
　　　Only　the　temporary　Imperial　Court　was　restored　to　its　original　state　and　preserved
（provincial　level）．　It　was　restored　through　intense　pain　and　turned　into　a　museum　reproducing
the　life　of　the　t董mes．
　　　In　19　cases（6　at　the　provincial
level，6　at　the　city　leve1，　and　7
unclassified）the　former　condition
was　well　retained　in　terms　of　the
skeleton／facade，　but　in　some　cases，
these　were　not　used．　Just　like　the
Toyota　Kushoku　Company　Building
（01d　name．　outside　of　designation）they
belonged　to　the　Jilin　DaHy　Newspaper
Company．　When　they　build　llig1、－rise
buildings　behind　them，　they　do　not　use
the　old　bullding．　The　Kanto　military
commander’s　house（old　name．　outside
of　designation）is　barely　used　because
of　a　reduction　ill　inside飴cilities．　This
shows　that　the　scale　and　facilities
became　insuffilcient　in　the　old　buildi119．
　　　While　6　buildhlgs（all　city　leve1）
kept　their　origina且skeleton，　they　were
expanded　using　the」‘Chinese　ethnic
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style．”The　Second　Government　Building（Photo　2）is　typical　of　this，　and　they　are　reconstructed
befbre　being　refbnned　and　opened　up．4buHdillgs（2　city　level，2unclassif1ed）are　ill　contrast
with　the　above；it　was　ill　keeping　with　the　fashion　to　remodel　tlle　outer　walls，　so　they　lost　their
original　atmosphere．5cases（all　unclassified）were　rebui且t．　The　First　Government　Building
（Photo　1），　the　Nichiman　O伍cer　Hall（Photo　3）and　State　Affairs　Administration　Annex　are
included　in　this　grouP；and　none　of　them　are　in　the　eclectic　style・Adesign　conveying　the
original　atmosphere　was　not　used　for　these　new　buildings　at　all．
　　　It　is　interesting　to　note　that　tlle　ec】ectic　buildings　were　built　after　the　war，　and　we　can
see　a　lot　in　this　district．　On　Xinm　in　Street　there　are　new　buildings　in　the　postwar　Chinese
classic　palace　styte　as　well　as　buildings　in　the　Manchukuo　style．　This　accoしmts　fbr　150ut　of　23
buildings（68％）．　Ifyou　include　the　walls　or　front　gates，　this　becomes　around　75％．　On　Renmin
Street　26　buildings　were　buiit　with　an　Oriental　atmosphere，　accounting　fbr　l　O8（24％）108　big
buildings　from　north　Changchun　Station　to　south　Changchun　Universityl13，・
4．2．Problems　with　the　present　conditions
　　　In　Table　2　we　can　see　that　for　the　designation　of　cultural　assets，　historic　value　is　higher　than
that　ofthe　building　itself．　A　typical　case　is　the　temporary　lmperial　Court．
　　　The　fbrerunner　fbr　the　temporaワImperial　Court　is　Jiheiquanyun　Departmellt．　After　repairs
and　extensions，　it　was　used　fbr　the　Council　of　Elders　of　the　prefecture　of　Manchukuo　and　the
temporary　Imperial　Court　between　1932　and　l　945．　Because　of　its　hnk　with　intense　pain，　they
used　the　building．　for　practical　purposes　as　a　sightseeing　spot，　and　it　was　restored　as　the‘‘Puppet
State　Manchukuo　Imperial　Palace　historic　site”between　2001　and　2003．　There　was　a　dispute川
over　this　restoration　and　it　is　accepted　that　the　evaluation　of　the　government　as　a　historic　site
was　adopted　because　it　was　the　only　palace　remains　from　the　feudal　dynasty．　We　can　support
this　with　an　example　of　low－rise　Manchurian　style　architecture　ill　two　RC　two－story　buildings
with　tall　windows　and　long　continent－like　roofs（we　will　discuss　the　Manchurian　style　in　detail
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ofprosecu重ion　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　building　in　Lvyuam　ward
later），　However，　this　point　of　view　is　not　nominated　for　offilcial　designation　purposes．
　　　　On　the　other　hand，　it　attracts　attention　fbr　its　modernism　or　western　expression，　wh三ch
became　an　object　of　rebuilding，　rather　than　for　its　eclectic　style，
　　　　As　fbr　tlle　two　goverllment　buildings，　AIGA　Kensuke　designed　and　f111ished　them　at
approximately　the　same　time，　whereas　the　First　Government　Building　without　a　roof　on
its　pellthouse　was　rebuilt　without　dispute．　The　eclectic　Second　Government　Bu賛ding　was
maintained　by　remodeling　the　penthouse　area　in　the　Cllinese　style（photos　l＆2）．　Thls　ls
amodel　example．　Except　fbr　the　cases　in　tlle　table，　such　as　the　Minakai　Building　and　Fujie
House（且fi｝，which　were　rebuilt　or　remodeled　and　their　civilization　designation　stripped．　From　the
viewpoint　of　a　desigllation　of　modern　architectural　heritage，　they　should　be　treated　equally，　but
were　not　so　treated．
　　　　The　eclectic　buildings　were　built　after　liberatio呈1，　as　mentioned　above．　In　l950－60，　under
illfluellce　of　the‘‘socla且ism　race”trend　of　thought　of　the　fermer　Soviet　Unlon，　tlley　were　buiIt
one　afモer　another，　like　Jilin　Province　Library　and　the　Changchun　First　Car　Factory．　Among　them，
the‘‘Geological　Feature　Palace，’occupies　a　special　pesition　as　the　first　example　of　a　building
after　liberation　when　the　Manchurian　style　affected　the　atmosphere　of　city　constructioll．　In
this　way，　the　Geological　Feature　Palace　expressed　the　traditional　Chinese　atmosphere，11eavily
contributing　to　the　atmosphere　ofthe　street　as　part　ofthe　symbolism　of　Xinmin　Streetiifi，．
　　　　Among　tlle　new　buitdings，　Jilin　Library　built　ln　l958　is　a　model　exampie．　It　is　a　design　that
pays　consideration　to　the　neighboring　Manchurian－style　government　offrice　arch三tecture，　while
mainly　adoptlng　the　ethnlc　style．　Developrnent　is　thought　to　be　lnterpreted　fbr　the　way　it　does
not　copy，　and　fbr　being　originaL　An　eclectic　design　receives　many　accolades　from　architects，
and　is　lmperative　to　collstrロcting　a　context　for　city　building．
　　　　Furthermore，　bundings　with　ol11y　a　hint　ofeclectic　construction　began　to　disappear　fヤo星n　the
construction　scene　ill　the　mid　90’s．　They　expressed　a　traditional　atmosphere　through　details　such
as　parapets（photos　4，5＆6），　and　similarities　to　eclectic　architecture（photos　7＆8）which　were
just　picked　up　in　the　roof．　lt　can　be　said　that　eclectic　bui1dings　ofthe　Manchukuo　era　contributed
to　the　development　of　etllnic　style　ill　Changcllun　a丘er　liberation．
　　　　However，　the　above　does　not　mean　that　eclectic　buildings　from　the　Manchukuo　era　are　safe．
Arguments　over　the　proteotion　of　the　Second　Government　Building　are　still　taking　place　nowtt？．
The　Puppet　State　Mitsuru　Affairs　of　State　Remains　Exhibit　Building，　used　as　the　State　Affairs
Admlnistration　Governl皿ent　Building，　was　closed　after　obj　ection　from　a　specialist　at　Jllin
University．　It　was　not　possible　to　establish　a　civilization　protectioll　signature　ofebjection　by　the
owner　who　did　not　reaHz¢tha．t　it　was　fbunded　as　the　Jiangtiozhongling　joss　house　authorized
in　l　987　at　tlle　provincial　level　amid　mixed　racial　feelings．　h　Changchun　City，　the　entire　area
around　the　Manchukuo　Government　buildings　and　Jingcyetan　Lake　was　appoillted　as　tile“Eight
Great　Administratlons　of　Manchuria－Jingyuetan”as　a　national－level　scenic　ward　ln　1988，　and
maintenance　pushed　fbrward．　Howeveらcivic　feelings　do　not　accompany　these　eigllt　buildings，
whereas　Jillgyuetan　Lake　was　being　prepared　as　a　national－level　forest　park　for　some　time［1S）．
　　　In　China　there　are　various　oplnions　about　the　buildings　from　the　Manchukuo　era；　including
the　Colonist　Remains，　the　Puppet　State　Remains，　and　the　Puppet　State　Mitsuru　Remains，　alld
thelr　evaluation　is　undecided‘助．　There　is　all　hlsu伍ciellcy　ill　theories　fbr　tile　latter　cennected
to　tlle　Ilesitation　of　the　governrnent　and　civ重c　m三sunderstandin9，　producing　unfヤuitful　resu且ts
regarding　the　demolition　ofthe　buildings　and　positive　actioI1（Yehua．1999）．
　　　Evaluating　the　modern　architecture　of　Changchun　is　indispensable，　and　in　pa！‘ticular，
eval、atl。g　th，・clecti・buildi・g・fr。m　the　v｛・wp・i・t。f・itize11－b・・ed　t。wn　planning　t°disc°ve「
the　val旺e　ofthe　bui韮dings．
5．Value　ofeclectic　bilildings　bullt　i皿the　Ma皿cllukuo　era
5．1．EΨa塁uations　by　Japanese　scholars
　　　Chinese　and　J、p・nese・resea・clle・s　have　a1・eady　pr・P・・ed　v・・i。・s　assessm・nts・f・・lectic
buildi・gs，・・pecially醜・vemment・伍・e　a・cllitect・・ec’u）・　　　　　　　．
　　　Firstly，　w・wi田。。k　at　th・・plnl・n。f・Japanese　sch。1・…Taki・g　int・acc・unt　tb・hlst°「1c
、limate、nd，thni、　fl・av。r。f・buiidi・g・i・the　D・ngb・i　Di・t・1・t　b・ilt　b・tw・・n　l920－40　by
J、panese　architect・，　Aki・a　K・・hizawa　c・n・iders　the　d・・ign　t・b・・imilar　t。　tlle　K・a　s鯉le・a弓d
、韮s。c。n，iders　Ji且ln　Orient　H・・pital　a皿d　Ma・tetsu　H・uten・Offr・ce，・which　Japanese・・chit・・t・bu・lt
P・i。・t・th・f・rn・ati。n。fMan・huk…as　similar　t。　the　K・a・ty1・・
　　　Th。i，　sty1，、繍ly　ad・pt・・。。fthat・an　be　said　t・b・b・th　Chine・e　and　Japanese　sty1・・with
walls　in　the　RC　structure，　and　he　made　his　evaluation　based　on　extensions　ill　the　Teikan　style　of
J、pan　fr。m・・。und　the　l930・・．　A・imil・・c・nstructi・n　can　b・f・u・d　i・China　after　lib・・ati・n・This
、。mm。n　a，chite、t。，al・styi・i・Manchuku・，　the　Pe・pl・’・　R・p・bli・。f　China・is　a　c。mm・n・tyle
、。1、1、ecti，9　a　line　with　A・ian　p・in・ipl・・th・。しigh　a　Chin・・e　ethnic　style・　a”d　this　vv・・…di・the
9。vemln・nt。岱ce　ar・hitectu・・。fMan・hu・ia・・He・claim・that　thi・g。vernment・茄ce　a・chitectu「e
w、、d。n，　in・the　K。a・styl・，　and・h・w・that　the　Japan・・e　T・ikan　style　and　tlユe　Chine・e　ethni・・ty・le
are　essentially　rec・g1iized・as・the　same　ti・lng・
　　　Yasuhiko　Nishizawa　and　Sl両l　Funo　present　some　poillts　ln　disagreement．　Because　of　the
ma，y　diffe・ent　styl…f・tl…9・v・・nment・伍ce　architect・…fCllangchun・esembli・g　the　T・ikan
・tyle，　Mr．　Nishizawa　i・・i・t・that　lt　i・necessary・t・di・tin9・i・h　b・tWeen　them・
　　　Ma・y　are　sea・ching・f・・anati。nal　style　symb・ii・。f　M・n・h・k・。・・but・Mr・・Fun・．・ay・that　a
big・in・lining　til・・。・f。v・・a・im醐ed　classlcal　b。dy・fwat1・a・sulnes　the　eclecti・・tyl・lik・n・d
重⑪the　Teikan　style　a・d・th・b・ilding・・fg。vemment・elati・n・f・・the　Pe・ple’s　R・p・bli・。fChin・・
5、2．Reoognition　by　Cbinese　researdlers
　　　The・pini。・。fQiud・n・ng　is　a　c。m　in。n　vl・wp・int　heid　witl1　Chine・e・e・ea・ch・・s・
　　　ML　Qiu　called　the　govem藍nent　offlce　architecture　of　Changchun　with　its　Koa　style　typical
・。叩。mi・ing・a・chi’t・ctu・e，　and　he　p。ints。・t　th・typical・haracteri・ti・・。f　b・ildi・gs　w」tll
Wヒstem　classical　architecture　and　a　Japanese　Teikan　style　roof』and　Chinese　elemellts．
　　　Tw。9・。・ps　sep・・ate　l。cai・esearche・・．　One　is。ld・・gene・ati・n　rese・・che・s・fr・m　the　elld
of・tlie　80・s　to　the　mid　go’s，　including　Qiyong，　Yangzhaoyuan，　Fanshiqi．　Mr・Qi　and　Ya119・
emphaslzing　the　point　that　Changchun　is　a　colonist　city．　In　addition，　ML　Fano，　wllo　was　ill　a
leading　positioll　as　oity　Planner　fbr　Changchun　until　l994，　gives　his　color　oftlle　east　ev＆k監atioll
as｛bllows．
　　　　On　the　other　hand，　young　researchers　s匙1cll　as　Lizhiji　came　to　express　a　d　i　ffe　rent　opinion
from　the　end　of　the　90’s．　At　the　tlme，　Mr．　Li　did　not　use　conventional　metllods　to　examhle
documents　and　reexamine　things　as　he　tried　to　redefl鵬the　Manchtiriaii　style　used　so
flourlsh　ingly．　Ll　prescr韮bes　this　Manchurian　style　as　fbllows．　The　Manchurlall　style　expresses
畠the　atmosphere　of　Manchuria”　through　important　buildings　such　as　government　buildings　as
well　as　the　memorab且y　characteristic　buildings　built　around　Changchun　af走er　the　fbrmation　of
Manchukuo，　so　it　is　an　architectural　style　that　takes　on　an　atmosphere　of　traditional　buildings
of　both　the　Chinese　and　Japanese　cultures　and　expressions　of　Europe　and　America．　The　llew
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Mallchurian　style　with　its　strongcoloni t　colors　was　bom　in　order　to　express　theP。litical
intentions　of　the　Emperor　and　country　of　Japan．
　　　An　opinion　of　scllolars　about　the　two　countries　rests　with　the　recognition　of　the　originality
of　the　Manchurian　style，　with　tlle　large　binding　making　much　use　of　the　Koa　style　and　Asian
principles．　Therefbre，　we　will　examine　the　re】ationship　between　government　office　architecture
in　the　Teikan　style，　Koa　style　and　ethnlc　style　more　closely（see　Table　3）．
5．3．Birth　and　deΨelopment　ofgov』ernment　o伍ce　archi重ecture
　　　　For　Manchukuo　govemment　buildings，　the　Second　Government　Buildlng　is　the　first　model
of　a　govemment　building．　It　is　assumed　that　State　Affairs　Administration（1936）harmonizes
classjc　Chinese　and　Western　elements　most　successfUlly聞，．　Branching　out，　there　are　common
characteristics　to　joss　houses　in　the　Military　Department　Building，　Traffic　Department　Building，
Judicial　Branch　Building，　Hetongfaya　Building，　and　Chulei　Tower．
　　　　They　have　many　conlmon　traits　of　t】le　Teikan　style，　and　have　a　characteristic　that
emphasizes　the　Manchuria皿climate　using　plane，　roof，　tile，　color，　and　design　details．　Can　such
aMallchurian　style　be　identified　in　a　series　of　eclectic　styles且ike　Mr．　Li　inslsts？How　can　we
recognize　the　relationship　with　the　Koa　and　Teikan　styles？We　have栢ed　to　compile　the　mut岨i
characteristics　ef　these　architectural　structures　in　Table　3．
　　　Tlle　Mancllurian　style　was　implemented　under　the　influence　of　Japan　and　Cllina，　alld　was
the　woridwlde　ectectic　architectural　trend　at　the　t三me．　For　the　purpose　of　expressing　the‘“feeling
of　Manchuria”tllrough“five　group　harmony，”｛22｝lt　is　the　result　of　fUsing　the　Oriental　style
（Japanese　alld　Chinese）with　Western　classical　architecture．　We　can　Iabel　these　constructions
as　movements　that　died　young　wlthout　becoming　established　as　complete，　ctear　architecturai
styles　by　the　then　s。cial　envir・nnlent．　T・　preserve　the　hist。ric・el・vi・。nment・f　Changcl・un，　it　is
necessary　to　reevaluate　building　value｛fbr　goveniment　oflice　architecture．
6．Co皿clusion
　　　Ill　this　study　we　have　learnt　that　the　fi　rst　obstacle　hl　preserving　modern　architecture　is
being　able　to　take　illto　acco田1t　c量tizen－based　town　planniiig　fbr　Changchun　when　evaluating
Manchtikuo　architecture．
　　　In　re¢ogn　izing　the　lleed　fbr　protecting　the　moderll　architecture　of　Changchun，　we　must
adopt　critical　and　affi　rtn　at　i　ve　vaLlues．　TIlere　is　a　movelllent　to　reevaluate　historic　bulIdings
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ、m。，g　t。cal，e、ea，cl、e，s，　whi・h　i・t・d・fi・e　th・m・・“Manchurian”・ry1・buildings°nce　agaln・
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　　　　1。tlli、，tLldy　we　have　exp・essed　tlle　ne・1・gy。fthe　Ma・・cl…ian　sry1・・t・whi・h　we　have
、dded．v、lue、。f・a伽ati。。・・th・t。。・t・ib・・t・t。重he　deve1・pment・ftlle　ethnl・・tyl・　as　pa「t　°f
　　　　　　　　　　　　　　　buildi，g、．　W・have　t・i・d　t。9・asp　the・ve・all　value・fth・g・v・mment・箭ce
Chinese　eclectic
arcl，ite、t、，、。fChang，hu。．　Thr。・gh・uch　t・i・1・，　we　can　expect　t。　see　a　c・nn・cti。n　in。ne°fthe
lines、fl。wi，gf，。m　p・ewa・building・t。　th・p・・twa・ecl・・ti・buildi皿9・f・Chang・hun・We　a「e　able
t。P。、itiv・ly　use　this　i・・f・・mati・n　in　citiz・n－b・sed　t・w・plan・ing・
　　Notes：
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市計画専門家と住民との交流
深めるワークショツプの手法
と可能性
N中国八ルビンの歴史的地区における中
日協働ワークショップ活動を通して～
THE　TECHNIQUES　AND　MEANINGS　OF
A　WORKSHOP　TO　CALL　THE
CITIZENS’AITENTION　TO
COMMUNITY　BUILDING
－The　case　of　international　workshop　at　the
historical　quarter　in　Harbin，　China
海星一＊1
11裕一一＊3
北原理雄一＊2
一ワード：
一クショップ，ハルビン，地域と大学，市民参加
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Haixing　ZHANG－＊1
Uichi　FUKUKAWA－＊3
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Harbin　is　a飴mous　historical　city　in　China　whereこhe　historic　conservation
has　been　implemented　earlier　than　any　other　cities　in　China．　However　in　order
to　promote　the　conservation　further　citizen　panicipation　will　be　essential　in
the　 ear　future．　As　the　fi　rst　step　to　promote　the　citizen　participation　in　Harbin
we　tried　a　workshop　to　call　the　citizens’attention　to　community　building　with
the　Harbin　Institute　of　Technology．　The　study　has　three　parts：First，　we　will
inspect　the　present　state　of　citizen　participation　in　Harbin　historic　conserva・
tion．　Second，　we　will　introduce　the　three　workshop　programs　ca㎡ed　out　in
Harbin，　Fina11y，　we　wHl　examine　possibilities　and　effbcts　of　workshops　in　the
community　building　in　China．
1，研究の目的
・ルビン市は黒龍江省の省都であり、東
．区の重要都市である（図1）。同市は東
り近代文化が融合した都市として知ら
1982年に歴史文化名城に指定された。
、全国に先駆けて市街地の保存に取り
．できたが、その更新改造は十分な効果
げておらず、課題を多く残している。
　　　ロンアノね1　　＼、
－” P　　　　’hつ温Vフ
　ξ　　　ノ
　　で、　バ島「ン　爵」
腐モンゴル㌧刀_へ！へ玉
　　　　（ム。
　　　　　　1呈
たちは2002年9月、ハルビン工業大学図1ハルビンの位置
力して住民参卯型のワークショップを行った。これまでハルビ
歴史的環境の保全は専ら行政の手によって行われてきた。また
’どンの歴史環境に関する研究は多数見られるが注1、行政の役割
・堤にしたものが殆どで、市民参加という角度からの考察は見当
ない。この様な現状は中国の他の都市も殆ど同じである。本
クショップは、その様な現状を転換させるきっかけを作ろうと
・もので、本研究では、ワークショップの方法・結果を報告する
、t・、この様なワークショップがハルビンの歴史的環愛保全のプ
！スの中でどのように位置づけられるかを考察する。
！・ハルビン市における歴史的建物・街区の保護
協ビン市の歴史街区の保護は、1984年に「保護建築、外道、広
外坊等に関する一覧表」が市に提出されたことに始まり、ハル
1業大学を中心とする民間学術団体「ハルビン近代建築調査組」
壌粕然科学研究科博士1Ptca課程
が歴史文化名城の保護区域内にある建物を実測調査したものである。
　現在では、保護建築と保護街区の認定は、ハルビン市の計画部門
が、計画、建築、文物、文化・芸術など各方面の専門家を組織して
審議を行い、政府の関連部門の意見をふまえた案を、市政府の許可
を得て公布するという流れで行われている。ハルビン市における歴
史的建物・街区保護の約20年に及ぶプロセスを、市民参加の観点か
ら整理すると、次の様な活動が行われてきた：
　2001年、ハルビン市政府は中央大街第二期環境総合整治活動の一
環として、「我為百年老街規劃献一策」（百年の歴史街区の計画のた
めにアイデアを出す）というテーマで、市民のアイデア募集活動を
行ったE2。主に、区域内の各種歴史・文化資源を発掘することが目
的であった。
　2004年6月、国内外の44ヶ所の企業が参加して恰西地区の概念計
画設計競技が行われた。提出された案を審議するため、国内外から
招待された7人の専門家からなる審議委員会が構成された。選ばれ
た案を市民に公開し、幅広く市民の意見を求めた。
　2004年8月、中央大街の秋林公司建物の外壁修繕が行われた。秋
林公司建物は重要保護建築の一つで、中央大街の顔のような建物で
ある。この修繕の経過は、歴史的建物の保存に関する市民の関心の
高さを物語っている。
　同年、8月11日、ハルビン市「生活報」に秋林公司外壁改造案に
関する記事E3が掲載され、市民の大きな反響を呼んだE4。この記事
の後、秋林公司と設計を担当するハルビン工業大学設計研究院は直
ちに設計案の修正にとりかかった。修正案は「修旧如旧、　復元原貌」
講難音藩瓢謹隔麟撫課工博；
「歎学工学部建築学科教授・工博
゜置Graduate　Student．　Gradua【e　School　of　Scicnce　and　Technology，　Chiba
　Univ．
。2Pro「．　Facuhy　of　Eng．，　Chiba　Univ．，　Dr。　Eng．
°3Pro「．　Dept．　of　Arch．，　Faculty　of　Eng．，　Chiba　Univ．，　Dr．　Eng．
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　　　　　　　　図2　行政、市民、専門家の関係
という方針で行われた。修正案は市都市計画部門が組織した専門家
審議委員会に諮られ、意見が纏められた。市都市計画部門はその審
査案に従って修繕を行うように秋林公司に命じた。
　ハルビンの歴史文化遺産の保護は、広く市民の関心を集めつつも、
まず、行政が主導し、大学を中心とする学術団体の基礎調査に基づ
いて展開され、法律に従って実行されてきた。市民の参加は、示さ
れた案について専門家に意見を述べるにとどまっている（図2）。
　3．ワークショップ
　3．1ワークショップのねらい
　千葉大学都市計画研究室は、2002年9月、ハルビン市においてハ
ルビン工業大学と共催で国際ワークショップを開催した。活動の対
象は「道外区」と中央大街歩行者専用商店街（以下、中央大街と略）
に設定した。二つの地区は約lkm離れている。「道外区」は、伝統
的な住居地区であり、住居密度が高く建物の質があまりよくないこ
とから、地区改造が検討されている。一方、中央大街は伝統あるハ
ルビンの都市文化を誇る繁華街であり、1997年にその第1期改造事
業を終えた地区である。
　ワークショップのテーマは「交流を通じて人とまちを育てよう」
とした。今回のワークショップは、この種の試みとしてはハルビン
で最初の事例であり、経済発展の名目で消えてゆく歴史的建築や老
朽化した住環境に対する「市民の意識づくり」と、その手段となる
「住民と専門家との交流」を図り、さらに大学院生を含む専門家側
も、住民と協働して町を育ててゆくことの重要性や可能性を再認識
する機会とすることに重点を置いた。
　ワークショップの計画は両大学が分担して進めた。千葉大学側は、
4月から準備を開始し、日本で得られる資料に基づいて都市と地区
の歴史的特徴を把握すると共に、町の現状について中国側から必要
なデータを入手し、ワークショップの内容について検討を進めた。
また、千葉大学がこれまでに手がけたワークショップの様子をビデ
オに編集して中国側に紹介し、中国側ではワークショップの理解を
深めると共に、活動対象地区の絞り込み作業を行った。活動のコン
セプトは日本側が決定した。
　活動の参加者は、千葉大学11人、ハルビン工業大学14人の計25
人となった。中央大街に2班、道外区に1班の、中日両国の学生の
混成班が編成された。8月30日、本ワークショップのコーディネー
トをした杜瑠琳（法政大学講師）がハルビン工業大学に行き、各班
の活動の趣旨と流れの最終調整を行い、本番を迎えた。
　3．2各班の活動と成果
　9月2日、ハルビンに到着した日本側学生は対象地区を歩き、特徴
と問題点の把握にっとめた。また、ハルビンの歴史やその特色、中
央大街の保護・利用などに関してハルビン工業大学の教授陣から講
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　　　　　　　　　　図3　活動の流れ
義を受けた。
　ワークショップは、9月3日に班ごとにまち歩きを行い、それをふ
まえて9月4日～6日の3日間にわたって行われた。1日目の午前中
に班ごとにコンセプトの再確認と活動内容の具体的な話し合いが行
われた。各班の3日間の活動の主な流れは図3の通りである。最終
日の3日目には班ごとにそれまでの活動内容の検討と考察を行い、
まとめたものを全体会で発表した。
　1）中央大街A班：鯉のぼり班一客亦車薄礼一
　①　活動目的
　中央大街A班は、鯉のぼりづくりを通して、市民との交流を図り、
自分たちのまち（中央大街）に興味を持ってもらい、まちづくりに
っながるような「市民の意識づくり」をめざして活動を行った。鯉
のぼりは日本の伝統的まつりの要素であり、子供の成長と健康を願
うために、端午の節句に揚げられる。これは中国の「鰹魚跳龍門」と
いう諺から由来したものといわれている。中国語のタイトルである
「客亦傘薄礼」は「鯉のぼり」の音訳であり、参加者には小さなプレ
ゼントとして鯉のぼりを贈り、いっしょに我々の気持ちも伝えたい
という希望を表している。
　②　活動の流れ
　1日目の午後と2日目の午前、市民と共に鯉のぼりつくりを行い、
交流を図った。日本から持参した長さ約8mの鯉のぼりを並べ、活
動趣旨と鯉のぼりの由来を説明したパンフレットを配り、看板を道
端に立て通行人ヘアピールした。集まった人には、全長6mのビニー
ル製の鯉のぼりに色を塗ってもらい、中日友好やハルビンのまちに
対する要望を含んだメッセージを書いてもらった。ある程度鯉のぼ
りに慣れたところで、用意してきた30cmほどの紙製の鯉のぼりに色
を塗ってもらい、竹串に括りつけてプレゼントした（写真1）。
　鯉のぼりつくりと並行して、集まった市民にアンケート調査を
行った（写真2）。中央大街の好きな所、中央大街のイメージ、中央
大街に来た目的と大きく3つの項目に分けて自由に意見を書く形式
とした。初め市民たちは我々の活動を理解できなかったが、鯉のぼ
農
臼ぼ
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表1　アンケートの調査結果
良い点 歴史的な建物が多い。通りが広くてきれい。ｽくの人々が賑わっている。緑が多い。
悪い点 車道によって歩行者道路が遮断される。嚼ﾝ中の建物が街並みとの調和の問題。
ワ瑚作の中で・お互いの距離が近くなり、調査にも積極的に協力
してくれるようになった。鯉のぼりづくりは、きっかけとしてきわ
・て有効であった。
2日目の午後は、2組に分かれて中央大街の商店街を回り、店主た
の中央大街に対する意見を調査した。質問は主に開店した年度と
唇当時と現在の中央大街の違いなどから始めて、商店街を訪れる
のこと、行政の商工・市政管理部門による商店街の管理・運営な
砿げていった。何軒かの店主は、我々が調査に入ったとき、す
揃日から商店街で活動を行っていた学生であるということを見
ゑとり、喜んで調査に応じてくれた。この点でも鯉のぼりづくり
有効であった。
1日間の調査で集まった約100人分のアンケートと鯉のぼりに残さ
た商店街に対する意見などを集計・分類して市民と商店街の意見
まとめ、3日目のまとめの会議で発表した。活動のなかで制作さ
漣のぼりと調査結果から得られた問題点を漫画で表現した。調
課は表1の通りである。興味深かったのは、何人かの店主から、
望があってもどこにその話を持って行けば良いか分からないとい
PDSあがったことである。中央大街全体をマネージメントする組
‘；ないことが分かった。
2｝中央大街B班：双六班一Letεplay　Sugoroku一
①活動目的
映大街B班は、中央大街を大きな「双六」に見立て、双六遊び
しながら歩行者との交流を行った。同時に、中央大街を訪れる市
tちから今後の中央大街のあり方について意見を聞き出し、住民
靴対して意識を向けるきっかけをつくろうとした。双六はサイ
：を振って盤上を出た目だけ進んでいき、ゴールへつく早さ等を
1ゲームである。双六は中国でも長い歴史をもっており、ハルビ
「民にとっても馴染みやすいゲームであると考えた。
ラ活動の流れ
1ず、1日目の午後は、商店街を歩きながら双六で使用する代表
漣築物や風景の写真を撮り、合わせて商店街の通行人にビラを
i・ワークショップの宣伝を行った。撮った写真をもとに、縦2m
Omの中央大街を巡る双六を作成した（写真3）。それぞれのマ
：lt写真と共に、中央大街に関する質問を書き込んだ。中央大街
鮭目的、交通手段、中央大街の好きな場所、の3点である。
2泊の午前から中央大街で双六を開始した。集まった人達を
，’?ﾉ誘い、サイコロを振ってもらった（写真4）。それぞれ止まっ
hし
写真3 写真4
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表2　質問の答え
買い物や休息等の目的で商店街にくる人が多い。
双六班 西洋的な街並みは多くの人の支持を得ている。
人々はこれらの歴史的建物を誇りに感じている。
で参加してくれた人の写真を撮り、プレゼントした。
　活動の最中、ある店の宣伝隊が何十人ものグループで中央大街を
練り歩いていた。市民は、その様な活動はただ黙って見ているだけ
だったが、サイコロのゲームにはいっしょに参加し、楽しんでいた。
　質問の回答から主に次のようなことが読み取れた（表2）。以上の
活動についで中日の学生で話し合ったが、双方とも、街中での参加
型アクティビティの重要性を再認識することができた。また、この
ような活動を本格的に継続するために、新たな組織やルールが必要
であるという点で意見の一致を見た。
　3）道外区班：風鈴班　一掲々風鈴大劇作一
　①　活動目的
　道外区班は、風鈴づくりを通して住民との交流を図り、建物や生
活環境に対する意見や日々感じていることを聞く活動を行った。さ
らに、完成した風鈴を自宅前などに吊り下げてもらい、活動の内容
を地区の住民に知ってもらうことで、住環境にっいて住民自身の関
心を高めることを目指した。風鈴は中日両国において伝統ある飾り
ものである。馴染みやすいものつくりをとりいれることで、市民た
ちが抵抗なく意見を言える様に配慮した。
　②　活動内容
　1日目の午前中は学生同士で議論をし、風鈴に下げる質問カード
の作成を行った。質問の内容は、この地区で保存したい建物とその
理由、住環境に対する思いや問題点等である。
　1日目の午後から、対象地区内の空き地で活動を始めた。住民と
交流を図りながら、風鈴づくりを行った（写真5）。また、様々な場
所についての問題点やエピソードをカードに書き込んでもらった。
そのカードを風鈴に吊り下げ、エピソードにちなんだ場所へ住民と
ともに行って、写真を撮影し、風鈴をその場所に飾ってもらった。
　2日目の午後からは、住民達と協働で制作した風鈴の使われ方・飾
り方を観察するまち歩きを行った（写真6）。風鈴は、窓辺や玄関な
どに大事に飾られ、まちの新たな風景として、その場所のエピソー
ドとともに景観に溶け込んでいた。また、質問カーny一ドを通して住民
との交流をもつことができた。その過程で、吊るした風鈴に対する
住民の反応も観察できた。質問カードの内容の集計から、住民が具
体的にどのような点に興味を示したのが明らかにできた（表3）。
表3　質問カードのまとめ
長年に渡って形成されたコミュニティを残したい。
風鈴班 三合院・四合院形式の建物の保存を望む。
インフラ整備に対する強い要望。
写真5 写真6
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　本活動では、風鈴とともに住民の声が地区内で飾られることにな
る。学生だけでなく他の住民にも、この地区に対する思いや問題点
を認識してもらうことができたと考えている。道外区のような歴史
的住宅地区では、整備と保存の両立のために、居住者が地域の価値
や問題点を賄する必要がある．そのため1こも・この様な活動鮪
効であると考えられる。
　3．3　活動のまとめ
　今回の2つの対象地区は抱えている課題が異なる。そのことが活
嘲に及ぼした影響も配慮しながら活動の結果を考察する。
①　活動手段
　鯉のぼり、双六、風鈴などハルビンの市民たちに馴染みやすいア
トラクションをとりいれたことは、街頭で一般市民・住民から意見
を聞くために大変有効であった。
　②　ワークショップへの理解
　ハルビン工業大学は今回の様な形式のまちつくリワークショップ
を行った経験がなく、「ワークショップとはなにか」という認識の共
有が中日双方の課題となった。ワークショップの理解を深めるため、
日本側はビデオを用いて紹介しt活動の準備段階で日本の住民参加
まちづくりに関する説明などを繰り返し行ったが、それでも双方の
理解が十分に統一されたとは言い難い。
　③　大学の役割と姿勢
　中国と日本の歴史環境保護の仕組みはかなり異なる俵4）。中国
の大学では、歴史的な町並み保存などに取り組む際には、ともかく
調査を先行させるという先入観が強いが、今回の活動で、住民との
パートナーシップをつくりだすことも必要であるという点が、一定
程度理解される様になった。この結果、大学も、今回の様な活動を
踏まえ、大学と住民とのパートナーシップを築くと共に、専門的な
立場から行政との橋渡しをする役割を認識し始めた様である（図4）。
　④　　調査・研究方法への理解
　アンケートやインタビ＝一の様な調査・研究手法は中日両国とも、
頻繁に利用しているが、その目的と理解には差があることに分かっ
た。例えば、私たちはこの様な調査・研究方法をむしろ交流の補助
的な手段として、市民のまちに対する関心を高めるために利用した
が、中国側はあくまでも市民の考えを把握するためと理解している。
　　一＿懲一」＿一冷乳＿L一廻一〉
　　　　　　　　図4　行戴と住民、大学の関係
　この様な意識の相違は、活動の準備段階において中国側の事前作
業にも影響を与えることとなった。行政側に活動の意図が思った様
に伝わらず、中央大街での私たちの活動を巡って・商店街の秩序を
乱すという理由で行政側から中止を命じられるなどトラブルが生じ
た。また、活動場所に隣接した商店主から自分たちの営業に影響が
あるという抗議も出た。これらの出来事は活動準備の不足とともに、
活動に対する双方の認識の相違を物語っている。
　それにもかかわらず、今回の活動ではその主目的である「住民と
の交流」で成果を得られ、住民と学生がともにまちの良さや問題点
を認識することにつながった。また、住民の「意識向上Jへもある
程度っながったと考えられる。
4．終わりに
　中国の歴史的環境の整備は行政の一方的主導で行われており、市
民に自分たちも関心を払い意見を言う必要があるという認識が不足
しているのが現状である。一方、中国では市民権の強化と私有権の
拡大が進み、’毛れに伴って行政の制度・計画は、市民のまちへの関
心を呼び起こし、その要求に応えていく包括性と柔軟性を備えるこ
とが要求されている。
　市民のまちへの意識を深め、まちでの生活を豊かなものにしよう
とする今回の活動は、市民、大学、行政という三者の協働強化を目
指す意図も持っていたが、今後もこiDような活動の積み重ねが必要
不可欠である。このような活動を繰り返し行い、まちに対する市民
の意識を高めてこそ、市民参加のまちづくりが育つ社会環壌が整う
と考えられるe
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1）都市言栖i史的、珪築史曲な視点から都市空聞の変容への研究として越沢明氏．連築史と建築家の
研究として酉沢ma氏、都市と地mの形成史力・ら金蹴氏の研Atasある。また，・v・ビンコxx
　学も都市と建築の歴史に関すする研究がある。また、呉禾氏による行政の役劉とした襖点での研
　究などがある。
2）中央大街の洋艮の募囲気を保つため、障害と見られる四っの住宅を取り壌した。
3）　叱秋柑｝的断面装修改造按叫停、鰍拝渉的顕不㈱」、2004年S月ユ1日の記事。
む入り口の環状パラベyトと新看極の酬置位置に対しての意見が大きかっ旭修正俵の案rま、ハブ
　ペットはガラス製とし、新しい看板ばその上に詮置することiこした。
表4　　中国と日本の歴史環塊保護システムの違い
中国 口本
案の作成まで 看板での宣伝や報道はなされるが、案の作成そのものに市
ｯや住昆が参加することは少ない。
特に地椛者である住民について、相当数の同意が得られる
ﾜで、念入りな合意形成が図られる。
決定手続き 文物局が保存、再生事業の技術的な意見を提供し、文物管
摯薄蛯ﾆ建設計画管理部門と共同で案を作成、決定する。
縦覧、公聴会の制度ボあり、議員や市民がメンバーである
s市計画審議会で決定する。
課題 強い行政権限が発揮される反面、その判断の如何が歴史的
ﾂ舞にダメージをもたらす場合がある。また、市民や住毘
ﾟ自律的に環塊を維持していくメカニズムが生まれ難い。
権利の調整に労力と時間をかかるため、保存のための十命
ﾈ努力がなされないとか、保存が手遅れになるという問題
ｪおこる。
［2。。4年1。月20日原稿受理2。。5年2月23日採用決定
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